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第 １ 回 定 例 会 付 議 事 件 一 覧 表

議案
件 名 議決月日 結 果

番号

令和５年度上富良野町一般会計予算 修 正 可 決

１ 議案第１号令和５年度上富良野町一般会計予算に対する修正案（修正 ３月15日
原 案 可 決

動議）

２ 令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 ３月15日 原 案 可 決

３ 令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算 ３月15日 原 案 可 決

４ 令和５年度上富良野町介護保険特別会計予算 ３月15日 原 案 可 決

５ 令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算 ３月15日 原 案 可 決

６ 令和５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 ３月15日 原 案 可 決

７ 令和５年度度上富良野町公共下水道事業特別会計予算 ３月15日 原 案 可 決

８ 令和５年度上富良野町水道事業会計予算 ３月15日 原 案 可 決

９ 令和５年度上富良野町病院事業会計予算 ３月15日 原 案 可 決

１０ 令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第９号） ３月２日 原 案 可 決

１１ 令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） ３月２日 原 案 可 決

１２ 令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第４号） ３月２日 原 案 可 決

令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第８
１３ ３月２日 原 案 可 決

号）

１４ 令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） ３月２日 原 案 可 決

１５ 令和４度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） ３月２日 原 案 可 決

１６ 令和４年度上富良野町水道事業会計補正予算（第３号） ３月２日 原 案 可 決

１７ 令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第８号） ３月２日 原 案 可 決

１８ 上富良野町個人情報の保護に関する法律施行条例 ３月15日 原 案 可 決

個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備に関す
１９ ３月15日 原 案 可 決

る条例

２０ 上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ３月15日 原 案 可 決

２１ 上富良野町病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例 ３月15日 原 案 可 決



議案
件 名 議決月日 結 果

番号

２２ 新子どもセンター建設工事（建築主体工事）請負契約の締結について ３月２日 原 案 可 決

２３ 新子どもセンター建設工事（電気設備工事）請負契約の締結について ３月２日 原 案 可 決

２４ 新子どもセンター建設工事（機械設備工事）請負契約の締結について ３月２日 原 案 可 決

２５ 上富良野町公共施設整備基金の一部支消について ３月15日 原 案 可 決

十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について 修 正 可 決

２６ 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消についてに対する修 ３月15日
原 案 可 決

正案（修正動議）

２７ 令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第１０号） ３月２日 原 案 可 決

執 行 方 針 ３月３日

行 政 報 告 ３月２日

３月７日
町の一般行政について質問

３月８日

報 告

１ 監査・例月現金出納検査結果報告について ３月２日 報 告

２ 議員派遣結果報告について ３月２日 報 告

専決処分の報告について
３ ３月２日 報 告

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

発 議

町長の専決事項の指定について
１ ３月15日 原 案 可 決

（上富良野町税条例等の一部を改正する条例）

町長の専決事項の指定について
２ ３月15日 原 案 可 決

（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

３ 上富良野町議会個人情報保護条例 ３月15日 原 案 可 決



議案
件 名 議決月日 結 果

番号

閉会中の継続調査申し出について ３月15日 原 案 可 決



― 1 ―

○議事日程（第１号）

第 １ 会議録署名議員の指名について

第 ２ 議会運営委員長報告

第 ３ 会期の決定について ３月２日～１５日 １４日間

第 ４ 行政報告 町 長 斉 藤 繁 君

第 ５ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告について

代表監査委員 中 田 繁 利 君

第 ６ 報告第 ２号 議員派遣結果報告について

第 ７ 報告第 ３号 専決処分の報告について

（和解及び損害賠償の額を定めることについて）

第 ８ 議案第１０号 令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第９号）

第 ９ 議案第２７号 令和４年度上富良野町一般会計補正予算（第１０号）

第１０ 議案第１１号 令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

第１１ 議案第１２号 令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第４号）

第１２ 議案第１３号 令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第８号）

第１３ 議案第１４号 令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

第１４ 議案第１５号 令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

第１５ 議案第１６号 令和４年度上富良野町水道事業会計補正予算（第３号）

第１６ 議案第１７号 令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第８号）

第１７ 議案第２２号 新子どもセンター建設工事（建築主体工事）請負契約の締結について

第１８ 議案第２３号 新子どもセンター建設工事（電気設備工事）請負契約の締結について

第１９ 議案第２４号 新子どもセンター建設工事（機械設備工事）請負契約の締結について

───────────────────────────────────────────────

○出席議員（１３名）

１番 元 井 晴 奈 君 ２番 北 條 隆 男 君

３番 髙 松 克 年 君 ４番 中 瀬 実 君

６番 中 澤 良 隆 君 ７番 米 沢 義 英 君

８番 荒 生 博 一 君 ９番 佐 藤 大 輔 君

１０番 今 村 辰 義 君 １１番 小 林 啓 太 君

１２番 小田島 久 尚 君 １３番 岡 本 康 裕 君

１４番 村 上 和 子 君

───────────────────────────────────────────────

○欠席議員（０名）

───────────────────────────────────────────────

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名

町 長 斉 藤 繁 君 副 町 長 佐 藤 雅 喜 君

教 育 長 鈴 木 真 弓 君 代表監査委員 中 田 繁 利 君

農業委員会会長 井 村 昭 次 君 会 計 管 理 者 及 川 光 一 君

総務課ＩＴ・
総 務 課 長 北 川 徳 幸 君 宮 下 正 美 君

組織機構担当課長

企画商工観光課長 狩 野 寿 志 君 町民生活課長 山 内 智 晴 君

保 健 福 祉 課
保健福祉課長 深 山 悟 君 星 野 章 君

健康づくり担当課長

農業振興課長
大 谷 隆 樹 君 建設水道課長 菊 地 敏 君

農業委員会事務局長

教育振興課長 谷 口 裕 二 君 ラベンダーハイツ所長 鎌 田 理 恵 君

町立病院事務長 長 岡 圭 一 君

───────────────────────────────────────────────

○議会事務局出席職員
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局 長 星 野 耕 司 君 次 長 飯 村 明 史 君

主 事 真 鍋 莉 奈 君



令和５年第１回定例会

上富良野町議会会議録（第１号）

令和５年３月２日（木曜日）
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午前 ９時００分 開会

（出席議員 １３名）

──────────────────

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。

ただいまの出席議員は１３名でございます。

これより、令和５年第１回上富良野町議会定例会

を開会いたします。

直ちに、本日の会議を開きます。

──────────────────

◎表 彰

○議長（村上和子君） 御報告いたします。

令和５年２月８日、全国町村議会議長会会長よ

り、今村辰義議員に対し、１５年以上、町議会議員

としての長きにわたり、地域の振興発展に寄与され

た功績により、また第３７回町村議会広報全国コン

クール奨励賞を受賞し、上富良野町議会に表彰状が

届いておりますので、ただいまより当議場において

伝達をさせていただきます。

○事務局長（星野耕司君） 今村議員、小林議員、

元井議員におかれましては、演壇の前にお願いいた

します。

○議長（村上和子君） 表彰状。

北海道上富良野町、今村辰義殿。

あなたは、町村議会議員として、多年にわたり、

地域の振興発展に寄与された、その功績は誠に顕著

であります。

よって、ここにこれを表彰いたします。

令和４年２月８日。

全国町村議会議長会会長 南雲正。

おめでとうございます。(拍手)

表彰状。

奨励賞。企画構成部門。

北海道上富良野町議会殿。

貴議会広報紙は、第３７回町村議会広報全国コン

クールにおいて、当賞の成績を収められました。

よってここにこれを表彰します。

令和５年２月８日。

全国町村議会議長会会長 南雲正。

おめでとうございます。（拍手）

○事務局長（星野耕司君） 以上で、表彰伝達を終

わります。

○議長（村上和子君） 議事を再開いたします。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。

本定例会は、２月２７日に告示され、同日、議案

等の配付を行い、その内容につきましては、お手元

に配付の議事日程のとおりであります。

監査委員から監査・例月現金出納検査結果報告、

議会運営委員長から議員派遣結果報告がありまし

た。

町長から、本定例会までの主要な事項について行

政報告の発言の申出があり、その資料として、行政

報告を配付いたしました。なお、令和４年度建設工

事発注状況につきましては、後ほど配付いたします

ので、参考に願います。

本定例会までの議会の主要な行事は、お手元に配

付の議会の動向のとおりであります。

最後に、本定例会の説明員につきましては、町長

以下関係者の出席を求め、別紙配付のとおり出席し

ております。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、

１３番 岡 本 康 裕 君

１番 元 井 晴 奈 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 議会運営委員長報告

○議長（村上和子君） 日程第２ 議会運営委員長

報告を行います。

本定例会の会期、日程等の議事運営に関し、審議

決定した内容について、議会運営委員長の報告を求

めます。

議会運営委員長、中澤良隆君。

○議会運営委員長（中澤良隆君） 令和５年第１回

定例会の議事運営等について、審議決定した内容を

御報告いたします。

去る１２月１４日、１月１８日、２３日、２月９

日、２２日、２４日に議会運営委員会を開き、付議

事件、会期及び議事日程等の審議並びに本定例会ま

でに受理しました２件の陳情、要望の取扱いについ

て審議いたしました。

本定例会に提出の案件は、町長から提出の報告案

件１件、議案２７件、議長からの報告案件２件、議

員からの発議案件３件であります。
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また、一般質問の日程について審議を行いまし

た。

２月１５日正午の通告期限までに７人の議員から

通告がありましたので、３月定例会の一般質問は、

７日の火曜日に５人が質問を行い、８日の水曜日に

２人が質問を行うことといたしました。

なお、質問の方法等は、上富良野町議会会議規則

及び上富良野町議会運営に関する先例に基づいて行

うことになりますので、活発な議論をお願いいたし

ます。

これらの状況を考慮し、３月定例会の本会議の会

期については、提出案件の状況などを考慮し、検討

した結果、本日から３月１５日までの１４日間と決

定いたしました。

次に、提案議案の審議についてでありますが、議

案第１号令和５年度上富良野町一般会計予算から議

案第９号令和５年度上富良野町病院事業会計予算ま

での９件及び議案第２５号から議案第２６号までの

各基金の一部支消については予算特別委員会に付託

し、本会議休会中に審査を行うことといたしまし

た。

以上、議会運営委員会での結果を御報告申し上げ

ましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われます

よう、よろしくお願い申し上げます。

以上をもって、議会運営委員長報告を終わりま

す。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営委

員長報告を終わります。

──────────────────

◎日程第３ 会期の決定について

○議長（村上和子君） 日程第３ 会期の決定につ

いてを議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、本日から３月１５日までの１

４日間といたしたいと思います。これに御異議ござ

いませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

よって、会期は、本日から３月１５日までの１４

日間と決定いたしました。

ここで、休憩させていただきます。

───────────────

午前 ９時１０分 休憩

午前 ９時１２分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。

──────────────────

◎日程第４ 行政報告

○議長（村上和子君） 日程第４ 行政報告を行い

ます。

本定例会までの主な行政執行の経過について、町

長から報告の申出がありますので、発言を許しま

す。

町長、斉藤繁君。

○町長（斉藤 繁君） 皆さん、おはようございま

す。

議員各位におかれましては、公私ともに何かと御

多用のところ、第１回定例町議会に御出席いただ

き､誠にありがとうございます。

それでは、昨年１２月定例町議会以降における町

政執行の概要について報告させていただきます。

初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてであり

ますが、２月２１日から２２日の２日間、十勝岳火

山防災協議会の主催により実施いたしました。訓練

実施に当たっては、旭川地方気象台、北海道、陸上

自衛隊、北海道警察、旭川開発建設部、富良野広域

連合消防本部、上富良野消防署、消防団など多数の

関係機関に参加御協力をいただき、本年度について

は、美瑛町に北海道現地合同本部が設置され、ウェ

ブ会議にて本部会議を実施したところであります。

今回の避難訓練では、町内全域で４か所の避難所

を開設し、４住民会自主防災組織による避難訓練を

行い、７２世帯９４人の参加をいただいたところで

あります。

関係機関による訓練では、災害時避難行動要支援

者輸送訓練及び要配慮者利用施設避難訓練、未避難

者救出訓練を実施いただいたところであり、各防災

関係機関の御協力に対しまして、改めて感謝申し上

げます。

次に、自衛隊関係についてでありますが、２月２

日から３日に富良野地方自衛隊協力会により、「陸

上自衛隊と富良野地域の共存・共栄のための駐屯

地・部隊体制の堅持及び部隊運用・教育訓練に係る

施策の推進に関する要望」を、防衛省及び関係国会

議員に行ってきたところであります。

また、２月１３日から１４日に上富良野町基地対

策協議会により、「防衛施設周辺整備対策等に関す

る要望」を、２月２７日から２８日に富良野地方自

衛隊協力会上富良野支部により、「上富良野駐屯地

現状規模堅持さらなる拡充を求める要望」を防衛省

及び関係国会議員に行ってきたところであります。

さらに、各部隊行事、協力団体行事につきましても

参加したところであります。

次に、冬の観光イベントについてでありますが、

１２月２２日からの２５日までの３日間におきまし

ては、「かみふらのＢＲＩＧＨＴＥＳＴ ＣＨＲＩ

ＳＴＭＡＳ２０２２」を開催し、多くの町民の方に
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夜空へ映し出されるライトアップを堪能していただ

いたところであります。

昨年の大みそかから元旦にかけましては、「第３

６回北の大文字」が行われ、３年ぶりに入場者を入

れての開催となりました。

２月５日に日の出公園駐車場で開催した「第５９

回かみふらの雪まつり」につきましても、３年ぶり

の開催となり、３,５００人を超える皆様に御来場

いただきました。自衛隊の皆様に制作いただいた大

型滑り台等を多くの方にお楽しみいただきました。

また、同時並行で御家庭や事業所で雪像を作り楽

しんでいただく「おうちで雪像コンテスト」を実施

し、町民の皆様並びに企業及び団体から合わせて１

５作品の応募があったところであります。

雪像制作やイベントの運営はもとより、御支援、

御協賛いただいた各機関・団体・事業者の皆様に感

謝を申し上げるところであります。

次に、町税等の収納対策についてでありますが、

今年度の取組状況については、１月末現在におい

て、国税徴収法に基づく預金調査、給与調査等の財

産調査を実施し、給料差押え、普通預金など、合計

５３件の差押えを執行し、２７２万３,４６０円を

換価収納したところであります。

この間、納税相談を実施し、１２月期までに現年

度分の未納２４９件に対し納税催告を行うなど、納

税の推進を図ってまいりました。

次に、クリーンセンターにおける排出ガスの測定

結果についてでありますが、ダイオキシン類は、昨

年４月の測定において、Ａ系が０.０３９ナノグラ

ム、Ｂ系が０.０８９ナノグラム、１０月の測定で

は、Ａ系が０.２５ナノグラム、Ｂ系が０.０４５ナ

ノグラムであり、町独自で定めております基準値の

５ナノグラムを大きく下回る測定結果となっている

ところであります。

また、同時に測定している大気汚染防止法に基づ

く各測定項目についても全て基準値内となってお

り、安全性が確認されているところであります。

施設については、平成１１年度から稼働し２４年

を経過していることから、設備の経年劣化も視野に

入れ、今後も安全で安定的な管理運営に努めてまい

ります。

次に、交通安全対策についてでありますが、これ

まで町民一丸となり交通安全の取組を進めてまいり

ました結果、令和４年４月１１日をもちまして本町

の交通死亡事故ゼロ４,５００日を達成したところ

ですが、残念ながら１月１０日に死亡事故が発生

し、その日数も４,７７４日で途切れることとなっ

たところであります。

不幸にも交通事故により亡くなられた方の御冥福

をお祈り申し上げるとともに、改めて今後におきま

しても町民総ぐるみで交通安全対策に取り組んでま

いります。

次に、冬期の健康づくりについてでありますが、

健康づくり推進のまち宣言強化月間事業として、冬

期の運動不足解消を目的に社会教育総合センターと

保健福祉総合センターにおいて、健康づくり共通利

用券を発行したところであります。

利用券には２０６人の申込みをいただき、１月６

日から２月５日までの１か月間において、延べ８２

３人の方が利用されたところであります。

次に、新型コロナワクチンの接種状況についてで

ありますが、１２歳以上で初回接種（１、２回目）

を完了した方に対しまして、１０月からオミクロン

株対応２価ワクチン接種を実施し、２月１０日現在

で、６,０９８人、７１.９％の方が接種を終えたと

ころであります。

ワクチン接種を希望され、体調不良等で２月１０

までの日程で接種ができなかった方に対しまして

は、３月に接種ができるよう準備を進めているとこ

ろであります。

特例臨時接種で行われている新型コロナウイルス

ワクチン接種の期間は、令和５年３月末までとなっ

ております。４月以降につきましては、国の方針に

基づき、医療機関に御協力をいただきながら接種で

きる体制を整えてまいります。

次に、二十歳の集いについてでありますが、今年

から人生の節目である二十歳をお祝いする意味を込

めて「成人式」から「二十歳の集い」に名称を変更

し、１月８日、保健福祉総合センターかみんにおい

て、９１名の出席のもと開催いたしました。

式では、参加者代表から誓いの言葉が述べられた

ほか、東中清流獅子舞保存会による伝統芸能及び榎

本元氏ほかによる大蔵流狂言が披露され、出席者の

皆様とともに二十歳の門出を祝福したところであり

ます。

次に、上富良野町青少年海外派遣人材育成事業に

ついてでありますが、コロナ禍のため３年ぶりの開

催となり、１２月２６日から１月４日までの１０日

間、中高生６名がオーストラリア・ブリスベンを訪

問いたしました。現地では、ホームステイを行いな

がら、英語研修と様々な体験学習を行うなど、海外

の生活文化に触れ、交流と見聞を深めてきたところ

であります。

次に、第９回青少年国内交流事業についてであり

ますが、同じくコロナ禍のため４年ぶりの開催とな

り、１月１０日から１３日までの４日間、３４名の

児童生徒と引率者５名の３９名が、友好都市の三重

県津市を訪問いたしました。交流事業として、津市
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の前葉市長等との懇談、安東小学校の児童との交流

のほか、高田本山専修寺や松浦武四郎記念館などを

見学し、津市と本町とのつながりを学ぶことができ

た有意義な研修となったところであります。

次に、児童生徒の部活動等における活躍状況につ

いてでありますが、第３１回国際高校生選抜書展に

富良野高校３年生の安川侑良さんが出展され、準大

賞を受賞されました。また、１２月２５日開催の第

７３回全国高等学校駅伝競技大会に札幌山の手高校

２年生の大杉亮太郎さんが出場されたほか、全道大

会等に多くの児童生徒が出場されたところでありま

す。

今後におきましても、本町の子供たちが各方面で

活躍していただくことを期待するものであります。

次に、新型コロナウイルス感染症の影響による国

民健康保険税の減免についてでありますが、１月３

１日現在、１６件、２２５万円の減免を実施したと

ころであります。

次に、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、

本人及び同居家族の健康観察期間に登園自粛されま

した児童の保育料につきまして、日割計算による減

免措置を実施したところであります。

１２月から１月分の減免額は、４園９名に対しま

して５万５６０円を決定し、各園、保護者様に通知

させていただきました。なお保育料の精算等の事務

手続につきましては、各園にお願い申し上げたとこ

ろであります。

次に、緊急経済対策についてでありますが、高齢

者等の冬の生活支援事業においては、１８９件、１

８９万円、高齢者世帯等生活支援事業においては、

９７４件、１,１６８万８,０００円、原油価格・物

価高騰総合緊急対策事業においては、２５３件、

１,２６５万円、総額で２,６２２万８,０００円を

交付したところであります。

また、児童・社会福祉施設等物価高騰対策支援事

業においては、認定こども園４園、高齢者福祉施設

１０事業所、障害者福祉サービス施設９事業所の合

計２３事業所に対し、入・通所事業所１９件、７６

０万円、訪問事業所４件、１２０万円、総額８８０

万円を交付したところであります。

最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、１２月定例町議会で報告以降に入札執行した建

設工事は、２月１７日現在、件数で６件、事業費総

額で１１億２,５５９万７,０００円、本年度累計で

は３９件、事業費総額１５億４１５万１,０００円

となっております。

詳細につきましては、お手元に令和４年度建設工

事発注状況を配付しておりますので、後ほど御高覧

いただきたく存じます。

以上で、行政報告を終了させていただきます。

○議長（村上和子君） 以上をもって、行政報告を

終わります。

──────────────────

◎日程第５ 報告第１号

○議長（村上和子君） 日程第５ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告について、監査委員

より報告を求めます。

代表監査委員、中田繁利君。

○代表監査委員（中田繁利君） 監査・例月現金出

納検査結果について御報告いたします。概要のみ申

し上げますので、御了承を賜りたいと思います。

初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。

１ページを御覧ください。

地方自治法第１９９条第４項及び第７項の規定に

より、定期監査を執行しましたので、同条第９項の

規定により、その結果を報告いたします。

監査の対象及び範囲ですが、建設水道課所管の財

務事務を監査の対象として、令和４年１２月２１

日、２２日、２３日の３日間、及び農業振興課、農

業委員会所管の財務事務を監査の対象として、令和

５年１月１９日、２０日の２日間、令和４年度に執

行された財務及びこれらに関する事務の執行状況を

監査いたしました。

監査の方法ですが、所管の財務事務に関して一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類の提出を求め、これらの書類を点検、照

合するとともに、必要に応じて関係職員から事務の

執行状況と内容について聞き取りも行いました。

定期監査の結果を申し上げます。

建設水道課、農業振興課及び農業委員会所管の抽

出により試査した財務に関する事務は、おおむね適

正に執行されていると認められました。

次に、３ページから１４ページの例月現金出納検

査の結果について御報告申し上げます。

地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行しましたので、同条第３項

の規定により、その結果を報告いたします。

令和４年度会計の令和４年１１月分から令和５年

１月分について、検査の概要及び検査結果を一括し

て御報告いたします。

例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

各会計の出納の収支状況は、別紙資料に示すとおり

であり、現金は適正に保管されていることを認めま

した。

なお、資料につきましては、御高覧いただいたも

のと存じ、説明を省略させていただきます。

また､税の収納状況につきましては､１５ページに
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添付していますので、参考にしていただきたいと思

います。

以上で、監査・例月現金出納検査の結果報告とい

たします。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御質疑がなければ、これを

もって本件の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第６ 報告第２号

○議長（村上和子君） 日程第６ 報告第２号議員

派遣結果報告について、報告を求めます。

議会運営委員長、中澤良隆君。

○議会運営委員長（中澤良隆君） ただいま上程い

ただきました報告第２号議員派遣結果報告について

御説明申し上げます。

本件は、令和４年第４回定例会で御議決いただい

た議員派遣について、富良野沿線市町村議会議員研

修会、議会懇談会、防災訓練の３点について実施し

たところであります。

それでは以下、議案の朗読をもって説明申し上げ

ます。

報告第２号議員派遣結果報告について。

議員派遣結果について、別紙のとおり報告があっ

たので提出する。

議員派遣結果報告書。

令和４年第４回定例会において議決された議員派

遣について、次のとおり実施したので、その結果を

報告する。

令和５年２月２２日提出。

上富良野町議会議長 村上和子様。

議会運営委員会委員長 中澤良隆。

記。

１、富良野沿線市町村議会議員研修会

（１）研修の経過。

本町議会は、令和４年１２月２０日に中富良野町

で開催された富良野沿線市町村議会議長会主催の議

員研修会に１３名が参加した。

（２）研修の結果。

北海道環境生活部ゼロカーボン推進局局長甲元信

宏氏によるテーマが「ゼロカーボン北海道の実現に

向けた取組について」と題し、北海道の脱炭素を巡

る現状や再生可能エネルギーの導入ポテンシャルに

ついての講演を聴講した。

北海道や道内市町村でゼロカーボンシティ宣言が

表明され、２０５０年までに温室効果ガス排出量と

森林等による吸収量のバランスが取れ、環境と経

済・社会が調和しながら成長を続ける北の大地「ゼ

ロカーボン北海道」の実現を目指すための様々な国

や北海道の取組や事例などが紹介された。

上富良野町においても同様にゼロカーボンシティ

宣言を行っていることから、今後の町全体としての

脱炭素の取組についてなど、議会としても何に注視

し行動していくべきなのかを考えさせられる場とな

り、今後の議会活動の参考となった。

２、議会懇談会。

（１）開催の目的。

議会は、上富良野町自治基本条例第１０条、第１

１条及び第１２条の規定に基づき、町民の意思を町

政に反映させることが責務となっている。そのため

町民の方々と直接懇談し、議会の審議過程・結果等

の報告や町づくり・行政課題等について懇談を行っ

た。

（２）開催日。

令和４年１１月３０日（水）、令和５年１月３１

日（火）の２日間

（３）会場。

ふらの農協北エリア上富良野事務所、上富良野消

防署大会議室、上富良野町役場３階第２会議室。

（４）令和４年度の対応。

令和４年度の開催方法については、昨年度と同様

に新型コロナウイルス感染症予防の観点から「特定

の団体」への懇談会と、町内グループ、団体からの

申し込みによる議会懇談会の開催により開催され

た。議会側の対応も３団体に対し、議員が班体制に

より対応し、コロナ感染拡大防止の対策を徹底しつ

つ、町内の各団体と懇談を行った。

（５）令和４年度の対象団体及び参加人数。

上富良野町農民連盟７人。

上富良野町老人クラブ連合会９人。

北海道建築士会上富良野支部９人。

（６）各団体への出席議員数。

上富良野町農民連盟８人。

上富良野町老人クラブ連合会９人。

北海道建築士会上富良野支部４人。

（７）懇談内容等。

各団体が抱える課題や問題点、行政課題等につい

て、参加者の方々から自由に発言をいただき、懇談

を行った。

また、まちづくり全般について、多くの意見・質

問が寄せられ、議員との懇談が図られた。

（８）結果報告。

かみふらの議会だより及び議会ホームページに議

会懇談会の内容を掲載する。

（９）まとめ。

昨年度同様にコロナ感染は落ち着いてきたものの

いまだ終息には至らない中で、本年度の実施は、ど
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うするか「議会懇談会」の開催について検討を重ね

てきた。その結果、開催の是非、開催方法、対象

者、参加人数、会場等について全員協議会等で協議

し、想定できる万全のコロナ感染症対策を講じた中

で開催することを全会一致で決定するに至った。

特に、従前までは全町民を対象に開催してきてい

たが、今回は、昨年と同様にコロナ禍を見据え、特

定の団体を対象とし、参加者数に制限させていただ

き、議会側も班体制で行う方式で実施することとし

た。

参加者からは積極的な発言があり、農業・商工

業・観光振興、建設業、そして子育て等に対し、

様々な要望や意見・提言をいただいた。さらに、将

来の上富良野町のまちづくりに対し、「上富良野

愛」に満ちあふれた活発で建設的な提言があり、

出席者の皆さんからいただいた御意見・御提言を、

今後の議会活動、議員活動の中で反映させるととも

に、懇談会での提案等については、①行政機関に伝

えるべき提案、②議会内で検討すべき提案、③今後

の議会活動・議員活動に参考にすべき提案などに分

類整理することとし、町民にとって将来の上富良野

町のあるべき姿にも言及した提案は私たち議会議員

にとって大きな参考となった。「身近で開かれた議

会」となるよう努めることとする。

３、上富良野町議会における災害発生時の対応要

領に基づく訓練活動。

（１）調査の経過。

令和５年２月２２日、令和４年度十勝岳噴火総合

防災訓練実施に伴い、上富良野町議会災害対策支援

本部としての情報伝達訓練を実施した。

（２）調査の結果。

ア、情報伝達訓練。

町災害対策本部設置に伴い議会議員の情報伝達訓

練を実施した。

１２時２６分に事務局から議会議員の携帯電話へ

ＬＩＮＥによる情報伝達を行い、受信確認の報告を

してもらい訓練終了とした。最終の受信確認の報告

は１３時０１分で、その所要時間は３５分間を要し

た。

イ、まとめ。

町議会としては携帯電話への、ＬＩＮＥによる情

報発信が一斉に行われ情報伝達の迅速化が図られ、

かつ、正確に伝達でき、所期の目的を果たすことが

できた。

今後、さらに「上富良野町議会における災害発生

時の対応要領」に基づく災害対応を的確に行うた

め、いつ発生するか分からない災害に備えていく必

要がある。

以上で、報告第２号議員派遣結果報告の説明とい

たします。

御了承いただきますようお願い申し上げ、報告と

させていただきます。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって本

件の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第７ 報告第３号

○議長（村上和子君） 日程第７ 報告第３号専決

処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定め

ることについて）、報告を求めます。

教育振興課長。

○教育振興課長（谷口裕二君） ただいま上程いた

だきました報告第３号専決処分の報告について（和

解及び損害賠償の額を定めることについて）につき

まして、御説明申し上げます。

本件は、令和５年１月２６日午前５時３０分頃、

上富良野小学校敷地内通路の除雪作業中、雪に埋も

れていた児童のスキーとストックを除雪機に巻き込

み破損させたものであります。

この事故の処理に当たりましては、町の管理にお

ける除雪作業中の破損事故のため、町の過失割合を

１０割、賠償金額を１万７,５００円とし、示談が

成立したことから、令和５年２月９日付で専決処分

を行ったところであります。

職員に対しましては、施設管理業務に当たる場合

の安全点検を徹底するよう注意喚起したところであ

り、今後の再発防止に努めてまいります。

このたびの事故を発生したことについて、深くお

詫び申し上げます。

以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。

報告第３号専決処分の報告について。

地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会

において指定されている事項について、次のとおり

専決処分したので、同条第２項の規定により報告す

る。

記。

処分事項。

和解及び損害賠償の額を定めることについて。

裏面を御覧ください。

専決処分書。

和解及び損害賠償の額を定めることについて、地

方自治法第１８０条第１項の規定により、次のとお

り専決処分する。

令和５年２月９日。

上富良野町長、斉藤繁。

以下、損害賠償の相手方及び和解の内容について
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は、記載のとおりであります。

以上で、報告第３号専決処分の報告についての説

明といたします。

御了承たまわりますようお願い申し上げます。

○議長（村上和子君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって本

件の報告を終わります。

ここで、換気休憩といたしたいと思います。

再開は１０時といたします。

───────────────

午前 ９時４７分 休憩

午前１０時００分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。

──────────────────

◎日程第８ 議案第１０号

日程第９ 議案第２７号

○議長（村上和子君） 日程第８ 議案第１０号令

和４年度上富良野町一般会計補正予算（第９号）、

日程第９ 議案第２７号令和４年度上富良野町一般

会計補正予算（第１０号）を議題といたします。関

連がありますので、一括して提出者から提案理由の

説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） ただいま一括上程いた

だきました、議案第１０号令和４年度上富良野町一

般会計補正予算（第９号）及び議案第２７号令和４

年度上富良野町一般会計補正予算（第１０号）につ

きまして、提案の要旨を御説明申し上げます。

まず、初めに議案第１０号令和４年度上富良野町

一般会計補正予算（第９号）について御説明申し上

げます。

議案第１０号を御覧ください。

１点目は、上富良野町議会広報誌印刷製本費ほか

４件及び南部地区土砂流出対策工事（令和４年度）

の債務負担行為の補正についてですが、議会広報紙

印刷製本費ほか４件については、４月からの事業実

施に伴いまして、年度内に契約が必要なため債務負

担行為の追加、南部地区土砂対策工事につきまして

は、１月臨時会でも変更契約の御議決をしていただ

いたところですが、事業費の変更に伴いまして債務

負担行為の変更をお願いするものでございます。

２点目につきましては、教育・保育給付費負担ほ

か５件につきまして、前年度実績によりまして精算

した結果、それぞれ国及び道への返還金の補正をお

願いするものです。

３点目は、国の補正予算を活用して道営農村地域

防災減災事業及び経営体育成基盤整備事業を実施す

るための補正をするとともに、地方債及び繰越明許

費の追加をお願いするものでございます。

４点目は、防災行政無線整備事業（デジタル化）

ほか８件につきまして、それぞれ事業費の確定及び

財源組替えに伴いまして事業費の補正と地方債の限

度額の変更をするものでございます。

５点目は、ふるさと応援モニター事業による寄附

採納についてですが、昨年４月から本年１月末日分

までの寄附金について、必要経費を除いた寄附額を

歳入に計上するとともに、歳出にそれぞれ寄附した

方の意向に沿った目的基金に積立てするものでござ

います。

６点目については、学校保健特別対策事業につい

てですが、国の補正予算を活用しまして、各小中学

校の感染予防対策消耗品、学校保健室用空調設備を

整備する事業費の補正と、事業の完了が年度を超え

ることから繰越明許費の設定をするものです。

７点目につきましては、各事業費の確定及び確定

見込みによります執行残の減額補正のほか、所要の

補正をお願いするものであります。

以上申し上げた内容を主な要素とするとともに、

他の既決予算についても、各事業における事業費の

確定及び執行見込みに伴い所要の補正を行い、財源

調整を図った結果、余剰する額６,０７６万１,００

０円については予備費を増額し、一般会計補正予算

を調製したところであります。

それでは以下、議案の説明につきましては、議決

項目の部分についてのみ説明をし、予算の事項別明

細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承願います。

議案第１０号を御覧いただきたいと思います。

議案第１０号令和４年度上富良野町一般会計補正

予算（第９号）。

令和４年度上富良野町の一般会計の補正予算（第

９号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億１,０９０万２,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ９７億１,３２１万６,

０００円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）。

第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。

（債務負担行為の補正）。
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第３条、債務負担行為の追加及び変更は、「第３

表 債務負担行為補正」による。

（地方債の補正）。

第４条、地方債の追加及び変更は「第４表 地方

債補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款町税５００万円。

１４款使用料及び手数料７４万１,０００円の

減。

１５款国庫支出金７,０８３万５,０００円の減。

１６款道支出金３８万１,０００円の減。

１７款財産収入４万７,０００円。

１８款寄附金１億６,０７１万８,０００円。

１９款繰入金４５１万４,０００円の減。

２１款諸収入１６０万８,０００円。

２２款町債２,０００万円。

歳入合計１億１,０９０万２,０００円となってご

ざいます。

２ページをお開きいただきたいと思います。

２、歳出。

１款議会費２３７万５,０００円の減。

２款総務費６,２３５万６,０００円。

３款民生費１,５３６万１,０００円の減。

４款衛生費２,７０１万６,０００円の減。

５款労働費２万２,０００円の減。

６款農林業費２,８０９万円。

７款商工費３９６万４,０００円の減。

８款土木費２,３５２万円の減。

９款教育費４,４６７万８,０００円。

１０款公債費１万７,０００円。

１１款給与費１,２７４万２,０００円の減。

１２款予備費６,０７６万１,０００円。

歳出合計１億１,０９０万２,０００円となってご

ざいます。

４ページをお開き願いたいと思います。

第２表、繰越明許費補正。

（１）追加。

繰越明許費補正につきましては、先ほど説明いた

しました道営２事業及び学校保健事業２事業につい

て、事業完了が年度を超えることから、それぞれ表

中の限度額とする繰越明許費を追加するものです。

限度額の合計としまして３,１９７万５,０００円と

なっています。

第３表、債務負担行為補正。

債務負担行為補正につきましては、これにつきま

しても先ほど説明したとおり、議会広報紙印刷製本

費ほか４件について、４月からの事業実施に伴いま

して年度内に契約が必要なため債務負担行為の追加

と、南部地区土砂対策工事につきましては、事業費

の変更に伴いまして債務負担行為の限度額の変更を

お願いするものです。

５ページをお開き願いたいと思います。

第４表、地方債補正。

地方債補正につきましては、道営２事業の実施に

伴う地方債の追加、変更につきましては、防災行政

無線整備事業（デジタル化）ほか８件について、そ

れぞれ事業費の確定及び財源の組替えに伴い地方債

の限度額の変更をするものでございます。

６ページ以降については、説明を省略させていた

だきます。

続きまして、議案第２７号令和４年度上富良野町

一般会計補正予算（第１０号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。

１点目は、除排雪経費の補正についてですが、除

排雪経費につきましては、１月臨時会でも１２月の

大雪等に対応するため補正予算を御議決いただいた

ところですが、排雪作業につきまして、１月より幹

線道路より随時進めてきた中で、特に１２月、１月

の大雪等によりまして例年に比べ排雪量が大幅に増

加しており、排雪作業に要する日数が増加している

経過にあります。

そのようなことから、現行予算の除排雪経費に不

足が生じることから、所要の補正をお願いするとこ

ろでございます。

２点目につきましては、西小学校防音機能復旧工

事に伴う事業費の補正についてですが、西小学校の

ボイラーの更新につきましては、この間補正予算の

御議決をいただきながら、３回にわたり入札を執行

させていただきましたが、結果不落となっている経

過にございます。

児童生徒の早期の環境改善を図るため、さらに今

後の物価高騰の状況等を勘案した中で事業費を積算

したところですので、現行事業費の増額補正に併せ

まして繰越明許費の変更をお願いするものでござい

ます。

以上申し上げた内容につきまして、財源調整を

図った上で、不足する財源については予備費を充当

いたしまして補正予算を調製したところでございま

す。

議案第２７号を御覧いただきたいと思います。

議案第２７号令和４年度上富良野町一般会計補正

予算（第１０号）。

令和４年度上富良野町の一般会計の補正予算（第

１０号）は、次に定めるところによる。
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（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（繰越明許費の補正）。

第２条 繰越明許費の変更は、「第２表 繰越明

許費補正」による。

１ページをお開きいただきたいと思います。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳出。

８款土木費２,６４０万円。

９款教育費２,４８４万９,０００円。

１２款予備費５,１２４万９,０００円の減。

歳出合計はゼロ円となってございます。

２ページをお開きいただきたいと思います。

繰越明許費補正につきましては、先ほど説明いた

しました西小学校防音機能復旧工事の事業費変更に

よるものでございます。

第２表、繰越明許費補正。

（１）変更。

９款教育費２項小学校費、事業名、上富良野西小

学校（校舎）防音機能復旧事業。金額については、

限度額を２,４８４万９,０００円増額いたしまして

８,９７６万円とするものでございます。

３ページ以降については、説明を省略させていた

だきます。

以上で、議案第１０号令和４年度上富良野町一般

会計補正予算（第９号）及び議案第２７号令和４年

度上富良野町一般会計補正予算（第１０号）の説明

といたします。

御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ９号の補正予算までお伺い

いたします。

この中で、３５ページの定住促進費という形に

なっております。それで執行残という形になってお

りますが、現時点で定住移住で町に実際住まわれた

方、あるいはいわゆるそういう情報を提供された方

というのはどういう状況になっているかということ

をお伺いしたいのと、特に今後、当初の方針の中に

も定住移住は町の人口をやはり増やすための一つの

手段、要素になっているということで明記されてお

りますが、非常に重要な政策だというふうに思いま

すが、そういうふうになって今後改善された部分だ

とか、定住移住に結びつけたとか、そういった改善

点等がありましたら情報、話をちょっと伺っておき

たいというふうに思います。

それと３７ページのラベンダーの積立金との関係

で、これはふるさと納税という形になっておりま

す。約４億円ぐらいのお金が町に入ってきておりま

して、非常に重要な財源となってきております。こ

の積立てにおいては、今後、それぞれ基準が設けら

れて積み立てられておりますが、例えば子育て支援

だとか、そういった部分についての新たな項目を起

こすということも必要になってきているのかなとい

うふうに思いますが、一般財源、財政調整基金で対

応しておりますが、そういった新たな項目を起こす

という点で考える要素があるのではないかというふ

うに思いますが、どのようにお考えなのかお伺いい

たします。

それと、全体的にふるさと納税でこの間収入とし

て入ってきて、今後もっと納税を増やそうとしたら

いろいろと改善されるという部分があるかというふ

うに思います。新聞等では、ソラチビールだとか、

ビールだとか、そういったものをもっと増やしたい

というような話も記事として若干載っていたかなと

いうふうに思いますが、そういうものと併せて、町

として今後このふるさと納税等をさらに伸ばすとし

たらどういう要素を取り入れていったらいいのかと

いうことをこの最終的な中でどのようにお考えなの

かお伺いしておきたいというふうに思います。

次に、１０号の補正予算で、非常に雪が大変多く

なってきております。それで、担当の課も相当頑

張っております。何も言うことはありませんが、現

状として非常に住民から、やはり日常の生活に係る

分ですから、かなり今見てますと、やはり道路がう

んできております。状況見ましたら、やはり車がぬ

かるような、そういう状況も見受けられます。あと

は、交差点等において、ロータリー等においても、

雪が積み上がって、なかなかやはり交通の妨げに

なっているというような状況も見られる部分があり

ます。そういう意味で、こういった予算をやはり最

大限生かして住民の生活を守るというのが行政の役

割だというふうに思いますので、今後どういう工程

の中で、今、どこまで除排雪が進んでいるのか、そ

ういう住民からの日常的な要望が寄せられておりま

すので、積極的にこういった予算を使って活用する

必要があるというふうに思いますので、この点お伺

いしておきたいというふうに思います。

次に、この１０号、予算の８ページのボイラーの

更新で、再三、当然相手方がいますから、価格設定

が合わないだとかいろいろな諸事情で不落札という
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形になったかというふうに思います。ただ今回は、

そういう事情も踏まえて積算単価等々見直しも行っ

たのではないかというふうに考えられますが、やは

り適正に見積もられているのだというふうに思いま

すが、その根拠というのがどういう根拠でこういう

積算になっているのかということも含めて、ちょっ

と考え方等をお伺いしておきたいと思います。今後

入札に至ってもどういうふうに、また不落札になる

か分かりませんが、恐らくこれで決着するのではな

いかなというふうには思いますが、改善、善良な方

向で行われるのが最良だというふうに思いますの

で、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長。

○商工観光課長（狩野寿志君） ７番、米沢議員の

御質問にお答えいたします。

これまで上富良野町の何人かの移住者の方が来ら

れています。数についてはここではちょっと資料な

いので、申し訳ございません、分かりませんが、今

年も何名か来られまして、結びつくというのはやは

り移住フェアですとか、いろいろな上富良野

、いろいろホームページとかそういうのを発信し

まして、問合せがあったりとか、そういう形で結び

ついていったのではないのかなというふうには思い

ます。

また、それと地域おこし協力隊を活用して、移住

者・定住者の呼び込みをやっていこうということ

で、１２月にお願いしまして募集をかけまして、現

在のところ３名の方が移住といいますか、こちらの

ほうで住んで働いていただけるということになりま

した。そういうところでは、そういうのを活用し

て、少しでも町に移住していただくような方策と

か、そういうのもやっていきたいなと思います。特

に移住フェアにつきましては、上富良野町に移住さ

れた方いらっしゃいますので、そういう方を一緒に

御同行いただきまして、上富良野町の状況ですと

か、産業ですとか、気候ですとか、そういうのもお

話ししていきながら、面談してマッチングをうまく

進めていきたいなというふうに考えております。今

後もそういうような形で行っていきたいなというふ

うに考えておりますので、御理解いただきたいと思

います。

あと積立ての寄附目的についてでございますが、

それにつきましても今後必要に応じて寄附目的を増

やしていくなり、協議を進めていきたいというふう

に考えております。

また、ふるさと納税の今後の伸ばすことについて

ですが、ビール、おっしゃったとおりビールのほう

が、今年からの扱えるようになったビールも増えま

して、かなり金額のほうも、寄附のほうも増えてい

るところでございます。今後におきましては、町で

やっていますプレミアムビール、それを伸ばしてい

きたいなというふうに考えております。やはり皆さ

ん、飲んだことがないビールなので、なかなか買わ

れないというか、そこにいかないというのがありま

して、そういうのも今年からいろいろなところで飲

めるような、札幌だとかそういうところでも飲める

ような形で宣伝をしていき、そして上富良野の納税

に、ふるさと納税に購入していただけるようなこと

を進めていきたいなというふうに考えています。

それとあともう一つ、そのほかに農産物、これか

らアスパラとかが出てきますので、インターネット

のホームページの広告によく、立ち上がっている広

告に上富良野の納税のアスパラですとか、あと農産

物、メロンの予約ですとか、そういうのもかけてい

きたいなというふうに考えています。それによって

購入というか、納税される方を増やしていきたいな

というふうに考えておりますので御理解いただきた

いと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ７番米沢議員の除

排雪の補正に対しての御質問でございます。

先日からの暖気により、日常生活、ちょっと通行

なり歩くなり、足元が悪い状況が続いております。

それに関しまして、多数の方々から電話連絡なり庁

舎に来ていただいて、何とかならないかというお願

いもされているところでございます。、全て対応で

きるわけではございませんけれども、できる範囲の

中で、今、排雪も進めている状況もありますが、言

われたことにできる限り対応したいなと思っており

ます。

今回の除排雪の進行状況でありますけれども、お

おむね例年であれば、今時期であれば大体もう、あ

と明日、明後日ぐらいで生活道路も含めた路線が１

回戦終わるのかなという時期なのですけれども、総

務課長の説明でもございました。やはり１２月、１

月の大雪の影響というものがいまだに続いておりま

す。大体今時点で、幹線道路で１０日から１１日遅

れたことから、そのまま生活道路も３月の中旬頃ま

で続くのかなという見通しでございます。

今回、補正の内容でございます。３月の想定なの

ですけれども、まだ大雪降る可能性はあると思いま

すけれども、一応全町の除雪といたしまして、１日

当たりの稼働金額は大体４００万円でございます。

次に郊外、吹き込み除雪、これも１日想定しており

ます。金額といたしまして１日で２００万円。今進

めております生活道路の排雪でございます。これが

あと１０日ほどかかるのかなという想定になってお
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りまして、１日の稼働金額が１２０万円を考えてお

りまして、１,２００万円。それとちょこちょこ

やってはいるのですけれども二間道路です。二間道

路の排雪もまだ残ってございます。これがあと５日

ほどということで、１日単価が５０万円で２５０万

円。それと生活道路なり押し込み、了解を得て押し

込みもしている箇所があります。それにちょっと排

雪に７日ほどで単価が５０万円ということで３５０

万円。これからの農家の方々、融雪剤の散布も始

まってきます。郡部のほうの雪割りの依頼もござい

ます。３月の中でおおむね８日を考えております。

単価は３０万円で２４０万円。今回、補正額お願い

しております合計２,６４０万円という内訳でござ

います。

続きまして、西小ボイラーの補正の関係でござい

ます。議員御指摘のとおり不落札３回続いておりま

す。その中でやはり設計上、北海道、道単だとか、

公共の単価を使っているわけなのですけれども、い

かんせんやはり民間の単価上昇には、公共でやる単

価というのは、やはり市場単価掛けます。市場単価

聞き取りをしてまとめるのも一定期間かかって公表

するわけなのですけれども、そこにやはり時差とい

うか、タイミングがなかなか追いつかない状況にあ

ります。今回、町のほうでボイラー扱う業者４者に

対しまして、今のこの西小ボイラー見積もるとした

ら幾らだろうという、町の設計条件の項目と同じ項

目で単価出していただきました。その中で見積もっ

た額が今回の補正をお願いしている額になります。

おおむね、まだこれからなのですけれども、入札は

無事いってほしいなという考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） ３７ページ、予約型乗合タ

クシー運行２３１万円の減額なのですけれども、こ

れは運行ができなかった期間があったのか、また利

用者が何か少なくなっているのか、この減額要因を

お伺いいたします。

また、併せて燃料等の高騰の配慮等はなされてい

るのかお伺いします。

○議長（村上和子君） 総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） ただいま１番元井議員

の予約型乗合タクシーの２点の質問についてお答え

申し上げます。

まず１点目の減額要素なのですけれども、これに

ついては、ここ数年のコロナの影響もありまして、

乗合タクシーという性格上、なかなか乗車を控える

方が多いということで、その実績に基づきまして減

額させていただいたところでございます。

あと、燃料等々単価については、現在のところ行

政側からはそういう要望はございませんが、報道等

によりますと、旭川のタクシー協会、ハイヤー協会

のほうでも値上げの部分がございますので、そこら

辺を富良野の協会の中でも今検討しているという状

況を聞いていますので、そこら辺が決まって要望等

がありましたら、その時点でまた検討したいと考え

てございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） １番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 運行できなかった期間はな

いということでよかったですか。

○議長（村上和子君） 総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） 元井議員の御質問の運

行できなかった機会については、ございません。結

果として乗車人数が少なく、予定より少なかったと

いうことでございます。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございますか。

２番北條隆男君。

○２番（北條隆男君） 補正１０号のこの小学校の

今の説明では、地元の業者に見積りしてもらったと

いうのは、一番初めの実施設計というのは全然無駄

になって、今回特例ということですか。

○議長（村上和子君） 建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま、北條議

員の西小ボイラーに関しての見積りの関係の御質問

なのですけれども、委託出したのは、いろいろな数

量だとか、設計だとかというものも細々材料拾った

もので、決して無駄になっているわけではなく、設

計単価によるものと見積りに、項目的には一緒でご

ざいます。ただ、そこの差異がございますので、そ

の差異を確認するために４者から見積りを取って、

今回積算の参考にさせていただいたということでご

ざいます。

以上です。

○議長（村上和子君） ２番北條隆男君。

○２番（北條隆男君） というのは、今回、こうい

うことは今回が初めてで、今後はちょっと考えにく

いということでいいのですね。

○議長（村上和子君） 建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ２番北條議員の御

質問にお答えいたします。

私も長い間やっていて、このようなケースは、３

回も不落、あと業者の聞き取り、見積書見ても、こ

れだけの差が開くということは今までございません

でした。今後においては、ちょっと分からないです

けれども、ないことを願っております。

以上です。
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○議長（村上和子君） ほかにございますか。

６番中澤良隆君。

○６番（中澤良隆君） すごい細かいことなのです

が、３５ページで庁舎施設等の管理費の需用費、光

熱水費２８万円の補正があります。この理由をまず

１点聞きたいのと、それから今、３７ページの予約

型乗合タクシーの運行で、業者から要望があればと

いうことで総務課長からお答えがあったのですが、

燃料費や何かは、もう相当上がっている分について

は、庁舎だとかいろいろなことをすぐ上げているの

に、業者には我慢せいという姿勢なのかどうか、そ

こら辺について要望があったら本当に応えるのか、

そこら辺をまず聞きたいなと思います。

それから、今回燃料費は、第４回定例会でほとん

どが、一部臨時会で上げた分がありますが、燃料費

は、大体みんな第４回定例会で上がっていました。

それで、今回は光熱水費が今の庁舎施設、それから

教育費のほうで７５ページぐらいに上小と西小学校

と光熱水費が上小だったら１４８万３,０００円の

増、それから西小学校だったら２６万３,０００円

の増となっているのですが、ここら辺についての考

え方というか、本当にそんなに足りなくなっている

のか、当初の見積りが悪かったのか、そこら辺も

ちょっとお聞きをしたいと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（北川徳幸君） ６番中澤議員の２点の

御質問にお答えしたいと思います。

まず庁舎管理費の光熱費につきましては、これに

つきましては、１２月においては燃料費を補正させ

ていただいた経過でございます。ここでいう光熱水

費については、まだ電気料の動向が分からなかった

ので、主に光熱水費、電気料について今回実績見込

みということで補正させていただいた経過にござい

ます。

あと小学校関係も電気料ということで御理解いた

だきたいと思います。

それから、２点目の予約型タクシーの状況につい

てですが、先ほどの御質問で要望というお言葉を

使ったのですけれども、今後業者とそこら辺の内容

を聞き取り等いたまして検討したいと考えています

ので、御理解願いたいと思います。

○議長（村上和子君） 教育振興課長。

○教育振興課長（谷口裕二君） ６番中澤議員の学

校と施設の光熱費関係の動向の理由の部分でござい

ますが、今回上富良野小学校、上富良野西小学校、

また中学校関係の部分で、今回、光熱水費の増額さ

せていただいておりますが、これにつきましては、

さきの１２月の定例会におきましても、燃料費、ま

た電気料等の高騰分ということで補正をお願いして

いたところでございましたが、この中で電気料の部

分におきましては、電気料のほうの積算の中で、燃

料費調整単価があるのですが、その分が当初予算に

比べると増高していた部分がありまして、その分に

ついては、１２月の補正のときに十分反映できな

かったという部分がございまして、今回その部分の

反映できなかった分を今回補正をお願いするという

ことで、光熱水費の分でそのような状況になってい

るということで御理解を賜りたいと思います。

○議長（村上和子君） ６番中澤良隆君。

○６番（中澤良隆君） 庁舎の施設等の管理費の関

係で、今１２月の定例会で補正したと。それは燃料

費ということだったと今説明を受けましたが、私の

認識では、光熱水費も入っていたような、１９９万

２,０００円の中の補正だったと思うのですが、今

の説明で間違いないですよね。それをまず確認をし

たいと思います。

それから、もう１点、今除排雪の関係で委託契約

しているのですが、予約型乗合タクシーもそうなの

ですが、ここら辺は先ほどから雪が多かったという

説明はあるのですが、当然燃料費の高騰や何かとい

うのは、今、補正に影響がなかったのかどうか。燃

料費や何かも高騰しているから足りなくなったとい

うことだったら、理由、ああ、そうだなと分かるの

ですが、そこら辺はどうなっているかも確認をさせ

ていただきたいと思います。

○議長（村上和子君） 総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） ただいま、６番中澤議

員の庁舎管理費の光熱水費の関係ですか。私ちょっ

と、私の記憶では燃料費のみの補正と記憶してござ

います。もし訂正がありましたら、後ほどまた御報

告させていただきます。

○議長（村上和子君） 建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ６番中澤議員の除

排雪経費の補正の中で原因は何だったのかという御

質問でございますけれども、あくまでも単価契約を

いたしましたのが昨年の３月でございます。そこか

ら確かに機械の燃料経費、燃料単価上がっては現実

いると思いますけれども、業者のほうから申出、単

品スライドという情報もございます。上がったので

機械単価の変更を申し出れば変更できるという契約

の中に情報は入っているのですけれども、いかんせ

ん１２か月を経過した中での要件だとか付されてい

るところも多い中で、今回補正させていただいてい

るのは、あくまでも大雪による除雪及び排雪がかさ

んだということの補正のお願いでございます。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございますか。
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４番中瀬実君。

○４番（中瀬実君） ５７ページです。こちら農業

後継者対策の部分のアグリパートナーの推進設置負

担が３万４,０００円ほど減額になっております。

この減額の理由についてまずお聞きをしたいと思い

ます。

それから１２番の収益向上作物生産振興事業につ

いて伺います。こちらも１０３万６,０００円の減

になっております。収益向上作物ですから、振興補

助ですから、その振興作物が面積が減になったから

ここの部分が減ったという理解でいいのか、その辺

のところをお聞きしたい。

○議長（村上和子君） 農業振興課長。

○農業振興課長（大谷隆樹君） ４番中瀬議員の御

質問にお答えします。

まず、アグリパートナー推進設置負担３万４,０

００円の減につきましては、アグリパートナーの推

進員としてお願いしていたＪＡのＯＢの方だったの

ですけれども、その方が途中で退職されたことか

ら、その業務の分については、北エリア長が兼務し

ていただいたということもありまして、日数的に減

額になったということでございます。

それから収益向上作物生産振興補助のほう、１０

３万６,０００円の減ですけれども、これは例年９

００万円程度の予算を組みまして、春先から申込み

を受け付けまして、ハウスの新設とか更新、機械の

補助とかの申込みを受け付けているところでござい

ますが、今年度につきましては、申込みの数量が９

００万円までいかなかったということから減額させ

ていただくものでございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ４番中瀬実君。

○４番（中瀬実君） アグリパートナーの推進員が

途中でやめたということですが、そのエリア長が兼

務したその日数分はどうのこうのという話ですが、

基本的には今の代わりの方がいわゆる決まっている

のでしょうか。それとも、これはあれですよね、上

富だけが減額ではなくて、例えばその人がいなくな

れば、ほかの町村も応分の負担をしていると思いま

すから、その他町村も同じような割合で減額をして

いるということでいいのですか。

○議長（村上和子君） 農業振興課長。

○農業振興課長（大谷隆樹君） ただいま中瀬議員

の御質問にお答えいたします。

アグリパートナー推進員ということで、結婚相談

員なのですけれども、今中瀬議員おっしゃっられた

とおり、当町においてはＪＡのほうで給料費等の負

担を見ていただいて、当町からは４分の１程度の助

成金を負担させていただいているところでございま

す。当町のみが今４分の１の負担をしてまして、ほ

かの市町村については負担はしていないところでご

ざいます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１０号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１０号令和４年度上富良野町一般

会計補正予算（第９号）は、原案のとおり可決され

ました。

次に、議案第２７号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第２７号令和４年度上富良野町一般

会計補正予算（第１０号）は、原案のとおり可決さ

れました。

──────────────────

◎日程第１０ 議案第１１号

○議長（村上和子君） 日程第１０ 議案第１１号

令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町民生活課長。

○町民生活課長（山内智晴君） ただいま上程いた

だきました議案第１１号令和４年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。

補正の概要につきましては、国民健康保険財政調

整基金積立利息の積立てを行うため、所要の補正を

するものであります。

なお、年度末の基金保有額は、２億８,０２５万

８,９０５円となっております。

以下、議案の朗読をもって説明に代えさせていた

だきます。

なお、議決項目部分の説明をし、予算の事項別明

細書につきましては省略をさせていただきますので

御了承願います。
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議案第１１号を御覧ください。

議案第１１号 令和４年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第３号）。

令和４年度上富良野町の国民健康保険特別会計の

補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

３万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ１２億９,６１３万７,０００円と

する。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

４款財産収入３万２,０００円。

歳入合計は、３万２,０００円であります。

２、歳出。

６款基金積立金３万２,０００円。

歳出合計は、３万２,０００円であります。

以上で、議案第１１号令和４年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）の説明といた

します。

御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１１号令和４年度上富良野町国民

健康保険特別会計補正予算（第３号）は、原案のと

おり可決されました。

──────────────────

◎日程第１１ 議案第１２号

○議長（村上和子君） 日程第１１ 議案第１２号

令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

保健福祉課長。

○保健福祉課長（深山 悟君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号令和４年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。

１点目は、介護予防事業及び包括任意事業の給付

実績見込みに伴いまして、国費、道費、繰入金の地

域支援事業費負担金等を補正するものでございりま

す。

２点目は、高額介護サービス等の給付実績及び実

績見込みに伴いまして、保険給付費及び地域支援事

業費を補正するものであります。

３点目は、年額報酬でございます介護保険事業運

営協議会委員につきまして、１名の改選があったこ

とから、不足する１名分の年額報酬分を補正するも

のでございます。

４点目は、所得更生に伴う過年度介護保険料の還

付金を補正するものでございます。

なお、収支の差額につきましては、予備費から

３,５３８万７,０００円を減額し、財源組替えを

行って対応するものでございます。

以下、議案を朗読し、説明にいたします。

なお、議案の説明につきましては、議決項目のみ

説明いたし、予算の事項別明細書につきましては省

略させていただきますので、御了承願いたいと思い

ます。

議案第１２号令和４年度上富良野町介護保険特別

会計補正予算（第４号）。

令和４年度上富良野町の介護保険特別会計の補正

予算（第４号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ４,０８５万３,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１１億３,２００万円と

する。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

２款分担金及び負担金１５万２,０００円の減。

３款国庫支出金５１５万１,０００円の減。

４款道支出金２９６万４,０００円の減。
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６款財産収入７,０００円。

７款繰入金３,２５９万３,０００円の減。

歳入合計は、４,０８５万３,０００円となるとこ

ろでございます。

続きまして、２、歳出。

１款総務費１万９,０００円の減。

２款保険給付費３４４万５,０００円の減。

３款地域支援事業費２１０万９,０００円の減。

５款基金積立金７,０００円。

６款諸支出金１０万円。

７款予備費３,５３８万７,０００円の減。

歳出合計は、４,０８５万３,０００円でございま

す。

以上、議案第１２号令和４年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第４号）の御説明といたしま

す。

御審議いただきまして、御議決いただきますよう

お願いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１２号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１２号令和４年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり

可決されました。

ここで、換気休憩といたします。

再開は１１時１０分といたします。

───────────────

午前１０時５３分 休憩

午前１１時１０分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。

──────────────────

◎日程第１２ 議案第１３号

○議長（村上和子君） 日程第１２ 議案第１３号

令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会

計補正予算（第８号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

ラベンダーハイツ所長。

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） ただいま

上程いただきました議案第１３号令和４年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第８

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。

１点目は、寄附採納について、一般会計より繰入

れを行うとともに、介護用備品の購入を図るよう、

所要の補正を行うものであります。

２点目は、看護師採用に伴う募集業務の委託費用

について、該当する看護師を採用後の支払いとな

り、令和４年度中の支出がないことから減額するよ

う所要の補正を行うものであります。

３点目は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業

に係る厨房用備品購入の事業費の確定に伴い、交付

金の増額及び繰入金を減額するよう所要の補正を行

うものであります。

４点目は、介護職員初任者研修受講者に対する助

成金交付の対象者となる職員が増えたことから所要

の補正を行うものであります。

５点目は、燃料費調整額等の上昇に伴う電気料金

の高騰に対応するため所要の補正を行うものであり

ます。

また、令和５年度ラベンダーハイツ給食業務につ

いて、新年度当初より業務を開始することから、委

託契約事務を令和４年度中に実施する必要があるた

め、債務負担行為の追加をお願いするものでありま

す。

それでは、以下、議案の説明につきましては議決

項目の部分のみを説明し、予算の事項別明細書につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。

議案第１３号を御覧ください。

令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第８号）。

令和４年度上富良野町のラベンダーハイツ事業特

別会計の補正予算（第８号）は、次に定めるところ

による。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３億４,８０４万９,０００円とす

る。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（債務負担行為の補正）。

第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務
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負担行為補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

みを申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

３款国庫支出金４０万円。

７款繰入金３４万９,０００円の減。

歳入合計５万１,０００円。

２、歳出。

１款総務費２３万８,０００円。

２款サービス事業費１１万５,０００円。

６款予備費３０万２,０００円の減。

歳出合計５万１,０００円の減。

第２表、債務負担行為補正。

（１）追加。

上富良野町ラベンダーハイツ給食業務。

期間、令和４年度、令和５年度。

限度額、３,９９４万９,０００円。

以上で、議案第１３号令和４年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第８号）の説

明といたします。

御審議いただきまして、御議決賜りますようお願

い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

御質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 質疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１３号令和４年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第８号）は、

原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１３ 議案第１４号

○議長（村上和子君） 日程第１３ 議案第１４号

令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第１４号令和４年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第３号）の補正の要旨

について御説明申し上げます。

まず、歳入におきまして、１点目に使用料及び手

数料収入額の精査に伴う減額補正をするものであり

ます。

２点目に、事業精査によります一般会計繰入金の

減額補正するものであります。

次に歳出におきまして、衛生費の一般管理費及び

事業費の精査によります減額補正をするものであ

り、歳入歳出それぞれ同額を減額補正とするもので

あります。

それでは、以下、議案を朗読し、説明といたしま

す。

なお、予算の事項別明細書の説明につきましては

省略させていただきますので、御了承願います。

議案第１４号を御覧ください。

令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正

予算（第３号）。

令和４年度上富良野町の簡易水道事業特別会計の

補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ３３万２,０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７,８５１万２,０００円とす

る。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

１款使用料及び手数料１万２,０００円の減。

２款繰入金３２万円の減。

歳入合計３３万２,０００円の減。

２、歳出。

１款衛生費３３万２,０００円の減。

歳出合計３３万２,０００円の減。

以上で、議案第１４号令和４年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第３号）の説明といた

します。

御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。質疑ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○議長（村上和子君） 質疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１４号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１４号令和４年度上富良野町簡易

水道事業特別会計補正予算（第３号）は、原案のと

おり可決されました。

──────────────────

◎日程第１４ 議案第１５号

○議長（村上和子君） 日程第１４ 議案第１５号

令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正

予算（第４号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第１５号令和４年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第４号）の補正の要

旨について御説明申し上げます。

まず、歳入におきまして、１点目に、下水道使用

料収入の精査によります減額補正をするものであり

ます。

２点目に、公共下水道事業整備費の確定によりま

す国庫支出金の減額補正をするものであります。

３点目に一般会計繰入金及び諸収入の精査により

ます減額補正をするものであります。

４点目に、公共下水道事業費の確定によります起

債借入額につきまして減額補正をするものでありま

す。

次に、歳出におきまして、１点目に、一般管理費

におきまして、需用費、委託料、負担金補助、公課

費などの精査により減額補正をするものでありま

す。

２点目に、施設管理費におきまして、公設桝汚水

桝移設工事費の確定によります減額補正をするもの

であります。

３点目に、建設事業費としまして、委託料及び工

事請負費の確定によります減額補正をするものであ

ります。

４点目に、公債費の借入額精査に伴う償還金利子

の減額補正をするものであり、歳入歳出それぞれ同

額を減額補正とするものであります。

それでは以下、議案を朗読し、説明といたしま

す。なお、予算の事項別明細書の説明につきまして

は省略させていただきますので、御了承願います。

議案第１５号を御覧ください。

令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補

正予算（第４号）。

令和４年度上富良野町の公共下水道事業特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。

（歳入歳出予算の補正）。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,３００万５,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ５億８,７６４万２,００

０円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当

該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

（地方債の補正）。

第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。

１ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算補正。

１、歳入。

２款使用料及び手数料２９０万５,０００円の

減。

３款国庫支出金４０２万６,０００円の減。

４款繰入金４７３万円の減。

６款諸収入１４万４,０００円の減。

７款町債１２０万円の減。

歳入合計１,３００万５,０００円の減。

２、歳出。

１款下水道事業費１,１２０万８,０００円の減。

２款公債費１７９万７,０００円の減。

歳出合計１,３００万５,０００円の減。

第２表、地方債補正についてですが、前段で申し

上げました公共下水道事業費の確定に伴い、公共下

水道事業債（一般分）の借入額が１２０万円減額と

なり、１億２６０万円に限度額を変更するものであ

ります。

以上、議案第１５号令和４年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第４号）の説明といた

します。

御審議いただきまして、御議決いただけますよう

お願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質
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疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１５号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１５号令和４年度上富良野町公共

下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案の

とおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１５ 議案第１６号

○議長（村上和子君） 日程第１５ 議案第１６号

令和４年度上富良野町水道事業会計補正予算（第３

号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第１６号令和４年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第３号）につきまして、提案の

要旨を御説明申し上げます。

補正の概要ですが、１点目は、収益的収入におき

まして、事業収益の精査に伴う減額補正をするもの

であります。

２点目は、収益的支出におきまして、事業費用の

精査及び確定に伴う補正をするものであり、減額し

た補正額につきましては、予備費に充当して調製し

たところであります。

３点目は、資本的収入におきまして、工事費精査

に伴います企業債及び負担金の減額補正をするもの

であります。

４点目は、資本的支出におきまして、工事費の確

定の伴います減額補正をするものであり、主な要因

としましては、道道吹上上富良野線道路改良工事に

伴います配水管敷設替え工事費の確定によるもので

あります。

それでは、以下、議案の朗読をもって説明に代え

させていただきます。

議案第１６号を御覧ください。

議案第１６号令和４年度上富良野町水道事業会計

補正予算（第３号）。

（総則）。

第１条、令和４年度上富良野町の水道事業会計の

補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（収益的収入及び支出）。

第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のように補正する。

款項の名称及び補正予定額のみ申し上げます。

収入。

第１款水道事業収益１３３万６,０００円の減。

第１項事業収益１３３万６,０００円の減。

支出。

第１款水道事業費用１３３万６,０００円の減。

第１項営業費用１８７万９,０００円の減。

第４項予備費５４万３,０００円。

（資本的収入及び支出）。

第３条、予算第４条本文括弧書き中「不足する額

５,３７２万３,０００円」を「不足する額５,２１

７万７,０００円」に、「当年度分損益勘定留保資

金２,９１６万７,０００円」を「当年度分損益勘定

留保資金２,７６２万１,０００円」に改め、資本的

収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

収入。

第１款資本的収入５,９８６万９,０００円の減。

第１項企業債１,６００万円の減。

第２項負担金４,３８６万９,０００円の減。

支出。

第１款資本的支出６,１４１万５,０００円の減。

第１項建設改良費６,１４１万５,０００円の減。

（企業債）。

第４条、予算第５条に定めた企業債の限度額を次

のように改める。

企業債についてですが、前段で申し上げました資

本的収入の企業債借入額が１,６００万円の減額と

なり、１億１,３２０万円に限度額を変更するもの

であります。

次ページ以降の水道事業予算実施計画の説明につ

きましては省略させていただきますので、御了承願

います。

以上で、議案第１６号令和４年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第３号）についての説明といた

します。

御審議いただきまして、御議決いただけますよう

お願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１６号を採決いたします。
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本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１６号令和４年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可決

されました。

──────────────────

◎日程第１６ 議案第１７号

○議長（村上和子君） 日程第１６ 議案第１７号

令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算（第８

号）を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町立病院事務長。

○町立病院事務長（長岡圭一君） ただいま上程い

ただきました議案第１７号令和４年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第８号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。

１点目は特定防衛施設周辺整備調整交付金事業に

つきまして、事業費が確定したことに伴い財源調整

を行うため、所要の補正をお願いするものでござい

ます。

２点目につきましては、病院改築整備事業に係る

子どもセンター解体に伴うアスベスト除去費用が確

定したことにより、所要の減額補正をお願いするも

のです。

また、令和５年度町立病院及び介護医療院給食業

務につきまして、新年度当初から業務を開始するこ

とから、委託契約事務を令和４年度中に実施する必

要があるため、債務負担行為の追加をお願いするも

のであります。

以下議案を朗読し、説明とさせていただきます。

議案第１７号令和４年度上富良野町病院事業会計

補正予算（第８号）。

（総則）。

第１条、令和４年度上富良野町の病院事業会計の補

正予算（第８号）は、次に定めるところによる。

（資本的収入及び支出）。

第２条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。

補正予定額のみ申し上げます。

収入。

第１款資本的収入２６万円の減。

第１項出資金１３８万６,０００円の減。

第２項補助金１２２万６,０００円。

第３項企業債１０万円の減。

支出。

第１款資本的支出２６万円の減。

第２項建設改良費２６万円の減。

（債務負担行為）。

第３条、予算第６条に定めた債務負担行為の追加

は、「第１表 債務負担行為補正」による。

（企業債）。

第４条、予算第７条に定めた企業債の変更は、

「第２表 企業債」による。

次ページをお開きください。

第１表、債務負担行為補正。

（１）追加。

事項、上富良野町立病院及び介護医療院給食業

務。

期間、令和４年度から令和５年度。

限度額、３,４０７万円。

第２表、企業債補正。

（１）変更。

起債の目的、町立病院改築整備事業（実施設計、

子どもセンター解体等）。

限度額につきましては、補正前１億３,４００万

円から補正後１億３,３９０万円とします。

次ページ以降につきましては、説明を省略させて

いただきます。

以上、議案第１７号令和４年度上富良野町病院事

業会計補正予算（第８号）の御説明とさせていただ

きます。

御審議いただきまして、御議決賜りますようよろ

しくお願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１７号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１７号令和４年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第８号）は、原案のとおり可決

されました。

──────────────────

◎日程第１７ 議案第２２号から

日程第１９ 議案第２４号まで

○議長（村上和子君） 日程第１７ 議案第２２号

新子どもセンター建設工事（建築主体工事）請負
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契約の締結について、日程第１８ 議案第２３号新

子どもセンター建設工事（電気設備工事）請負契約

の締結について、日程第１９ 議案第２４号新子ど

もセンター建設工事（機械設備工事）請負契約の締

結についてを議題といたします。

関連がありますので、一括して提出者から提案理

由の説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第２２号新子どもセンター建設工事

（建築主体工事）請負契約の締結につきまして、提

案理由の御説明を申し上げます。

本工事は、町立病院の建て替えに伴いまして、同

敷地内にございました子どもセンターと建設から４

０年が経過した東児童館（昭和５７年）を新子ども

センターとして建設する工事となっております。本

工事の内容といたしましては、鉄骨造、平屋建て、

子どもセンター棟といたしまして１,２８９.７５平

米、車庫棟といたしまして３１.３４平米の建築主

体工事となっております。

入札に当たりましては、去る２月１７日に事後審

査型条件付一般競争入札を行い、４特定共同企業体

で入札を行った結果、アラタ・佐川・木津特定共同

企業体が６億７,８００万円で落札し、消費税を加

算いたしまして、本議案の７億４,５８０万円に

なっております。

参考までに、２番札はサンエービルド・創成特定

共同企業体の７億１０１万円でした。

以下、議案を朗読し提案理由の説明に代えさせて

いただきます。

議案第２２号を御覧ください。

議案第２２号新子どもセンター建設工事（建築主

体工事）請負契約の締結について。

新子どもセンター建設工事（建築主体工事）の請

負契約を次により締結するため、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により、議会の議決を求める。

記。

１、契約の目的、新子どもセンター建設工事（建

築主体工事）。

２、契約の方法、一般競争入札による。

３、契約金額、７億４,５８０万円。

４、契約の相手方、アラタ・佐川・木津特定共同

企業体、代表者、株式会社アラタ工業、代表取締

役、荒田陽史。

５、工期、契約の日から令和６年２月２９日。

以上、議案第２２号新子どもセンター建設工事

（建築主体工事）請負契約の締結についての説明と

いたします。

続きまして、議案第２３号新子どもセンター建設

工事（電気設備工事）請負契約の締結につきまし

て、提案理由の御説明を申し上げます。

本工事は、先ほどの議案第２２号で御説明いたし

た新子どもセンター建設工事（建築主体工事）に伴

います電気設備工事一式となっております。

入札に当たりましては、去る２月１７日に事後審

査型条件付一般競争入札を行い、町内業者２社を含

む３社で入札を行った結果、有限会社鈴木電設が

６,１８５万円で落札し、消費税を加算いたしまし

て、本議案の６,８０３万５,０００円なっておりま

す。

参考までに、２番札は株式会社一戸電設の６,１

９０万円でした。

以下、議案を朗読し提案理由の説明に代えさせて

いただきます。

第２３号を御覧ください。

議案第２３号新子どもセンター建設工事（電気設

備工事）請負契約の締結について。

新子どもセンター建設工事（電気設備工事）の請

負契約を次により締結するため、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により、議会の議決を求める。

記。

１、契約の目的、新子どもセンター建設工事（電

気設備工事）。

２、契約の方法、一般競争入札。

３、契約金額、６,８０３万５,０００円。

４，契約の相手方、有限会社鈴木電設、代表取締

役、鈴木真。

５，後期、契約の日から令和６年２月２９日。

以上、議案第２３号新子どもセンター建設工事

（電気設備工事）請負契約の締結についての説明と

いたします。

続きまして、議案第２４号新子どもセンター建設

工事（機械設備工事）請負契約の締結につきまし

て、提案理由の御説明を申し上げます。

本工事は、先ほど議案第２２号で御説明いたしま

した新子どもセンター建設工事（建築主体工事）に

伴います機械設備工事一式となっております。

入札に当たりましては、去る２月１７日に事後審

査型条件付一般競争入札を行い、町内業者４社を含

む５社で入札を行った結果、株式会社アリガプラン

ニングが１億４,２８１万円で落札し、消費税を加

算いたしまして、本議案の１億５,７０９万１,００

０円となっております。

参考までに、２番札は株式会社西塚清掃社の１億

４,６００万円でした。

以下、議案を朗読し提案理由の説明に代えさせて
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いただきます。

議案第２４号を御覧ください。

議案第２４号新子どもセンター建設工事（機械設

備工事）請負契約の締結について。

新子どもセンター建設工事（機械設備工事）の請

負契約を次により締結するため、議会の議決に付す

べき契約及び財産の取得または処分に関する条例第

２条の規定により、議会の議決を求める。

記。

１、契約の目的、新子どもセンター建設工事（機

械設備工事）。

２、契約の方法、一般競争入札による。

３、契約金額、１億５,７０９万１,０００円。

４、契約の相手方、株式会社アリガプランニン

グ、代表取締役、清水俊明。

５、工期、契約の日から令和６年２月２９日。

以上、議案第２４号新子どもセンター建設工事

（機械設備工事）請負契約の締結についての説明と

いたします。

議案第２２号、第２３号、第２４号につきまし

て、御審議いただきまして御議決いただけますよう

お願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬実君） 今、子どもセンターの関係で

請負契約の締結の案件が出てきたわけですけれど

も、ひとつお伺いしたいのは、先ほどいただいた建

設工事発注状況の中で、これ、それぞれ発注される

わけですが、備考欄に事後審査型という形の説明が

あります。この事後審査型ということを教えていた

だきたい。

○議長（村上和子君） 副町長。

○副町長（佐藤雅喜君） ４番中瀬議員の御質問に

お答えいたします。

通常、入札につきましては、あらかじめ２年ごと

に町に届出を出していただいて、入札参加の資格が

あるかどうかの書類を審査して、登録してございま

す。ただ、この場合には、事後審査型というものに

つきましては、特定企業の企業体とかをその工事の

ときにつくるものですから、あらかじめその会社の

企業体がちゃんとした企業かどうかというのは後か

ら審査する。入札のときに出してもらって、あらか

じめ出してあるものでやって、それを審査してこの

企業体は入札に大丈夫ですね、工事できますねとい

うことで、通常の指名入札と違って、そういった会

社とか企業体の確認をする必要がある入札になって

ますので、それで事後審査型という名称が入ってい

るということで御理解賜りたいなと思っておりま

す。

○議長（村上和子君） ４番中瀬実君。

○４番（中瀬実君） 後で審査するということです

が、例えば工事をやっていて、この企業は本来は審

査したけれどもちょっとまずいよなというようなこ

とは起きないですか。

○議長（村上和子君） 副町長。

○副町長（佐藤雅喜君） ４番中瀬議員の御質問に

お答えいたします。

当然にしてそういうことはありますので、入札し

たときには落札予定者ということで、事後審査があ

りますので落札予定者ということで町長のほうから

指名をちゃんとして、それで所管でもって調べた上

で、はい、いいですよというようなことで、入札の

ときには、残念ながら決定まではいかないシステム

というか、ルールになってございますので、そう

いった場合には、今までほとんどそういうことはな

いとは思うのですけれども、そういった事業をもし

何かの不備とか不適切なことがあった場合には、予

定者ですから、そのまま決定しませんというような

こともあり得るという制度でございます。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） これ全般についてお伺いし

たいのですが、まず工事の進捗状況の点検を仕様書

に基づいて行われるというふうに思いますが、どう

いう時点で行われるのか確認しておきたいと思いま

す。

それと、それぞれ当然、請負でこの契約、落札さ

れたわけですから、いわゆる現場責任者等、いわゆ

るそういう責任者が規定の基準に基づいて配置をさ

れているというのが前提だというふうに思います

が、この点確認されているのかどうなのかお伺いい

たします。

次にお伺いしたいのは、部材等のいわゆるＪＡＳ

規格というのかちょっと分かりませんが、そういっ

た点検も当然されなければならないというふうに思

いますが、どの時点でそういったものが点検される

のかお伺いいたします。

さらにお伺いしたいのは、材料等の価格高騰を想

定した中での価格設定がされております。併せて、

万が一異常な部材等の価格が上がるという場合に

なった場合に、この契約上、仕様書の中では、そう

いうものに対する対応というのはどのようになって

いるのかお伺いいたします。

次に、この議案２４号の、株式会社アリガプラン

ニングなのですが、これ上富良野という形の押さえ

という説明がありましたが、以前にもたしか何で
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しょうか、ボイラー関係でしたか、かなりな破格な

値段で落札しているという状況を見受けられます。

このアリガプランニングという会社というのは、実

績というのはどのようになっているのですか。工事

実績というのは、いつ設立された会社なのか、この

点分かれば答弁お願いしたいというふうに思いま

す。当然、この審査する以上は、その会社の実績等

が当然前提になってくるかというふうに思います。

そういったものも含めて、恐らく町のほうで合格点

も出されたのだというふうに思います。指名におい

てもこの点お伺いしておきたいと思います。

○議長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。

○建設水道課長（菊地 敏君） ７番米沢議員の工

事に関する御質問にお答えしたいなと思います。

まず、工事の進捗率でございます。今後御議決い

ただいた後、契約の手はずとなります。着手届が出

てくる際に工程表というものがついてきます。その

中で、より細かい工程表はその後出てはくるのです

けれども、役所といたしましても２週間に一度、期

間というか進捗状況を確認しながら、業者と打合せ

を行っております。

あと、現場の責任者と主任技術者、管理技術者

等、今後着手において添付される書類で、２級施工

管理技士だとか等々の資格もございます。どのよう

な方がつくかは契約後に出てくる書類で確認したい

と思っております。

部材の確認でございます。部材の確認におきまし

ても、施行計画書着手後、出てくる中で添付されて

出てきます。そこで役所として求めている部材の確

認を行っていきたいと思います。

あと、価格高騰に伴う物品の価格等についてであ

りますけれども、契約条項でうたわれておりますス

ライド条項というものがございます。全体スライド

という契約条項入っているものがあるのですけれど

も、これに関しましては、全体スライド、上がった

分に関しては、１２か月を超える工事ということ

で、全体のスライドに対しては、今回の契約に関し

ては該当しないので、単品スライド、物だけという

ものがございます。そこで請負契約の変更を行う部

材が対象といたしまして、鋼材及び燃料が指定され

た材料になっております。１％、全体工事費の１％

を超える額が上昇確認されれば、契約の変更が生じ

ることになっております。ただ、これにつきまして

は、その確認もちょっと時間もかかります。こちら

から申し出るものではなく、向こう側から資料を整

理した中で、全体の１％、鋼材と先ほど言った燃料

費、上がっているから変更してくれという申出に基

づいて行うものでございます。

あと、有我工業所の実績です。アリガプランニン

グです。すみません。アリガプランニングの実績に

つきましては、病院のボーリングの、私知り得てい

る中ではボーリング調査と、あと細々した維持だと

は思います。設立等につきましても、ちょっと今手

持ちの資料がございませんので、ちょっと申し上げ

ることはできません。

すみません、以上です。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 価格高騰や現場監督という

形の中で、その時々、進捗状況についても点検する

ということであります。

もう１点、さらに確認いたしますが、このアリガ

ランニングなのですが、ほぼ仕事量というのは、実

績というのがないのかなというふうに、それを、

細々したのとヒートポンプと今回、これが落札とい

う形になったのですが、こういう実績が必ずしも積

み上がってきているか、会社の実績そのものがない

状況の中で、こういった業者の指名等々について

は、何ら落札、あるいは申出等したなら、問題はな

いですね。もし万が一実績がなくて、工事等が立ち

いかなくなるというようなことは恐らくないという

ふうに思いますが、あっては当然なりませんが、再

度確認いたしますが、そういった全てランクづけも

含めて、当然審査した中で、当然応募もしてきまし

たし、町もこれで大丈夫だという形もなったのだと

いうふうに思いますが、それを確認いたします。

○議長（村上和子君） 副町長。

○副町長（佐藤雅喜君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきたいと思います。

この３件につきましては、一般競争入札ですの

で、こちらのほうから指名はしておらないというこ

とはまず１点目でございます。基本的に、これは金

額的にはＡ等級の工事なのですけれども、審査とい

いますか、指名基準には何かと照らし合わせまして

も、取りあえず官工事というのはＡ、Ｂのランクの

中でＢ、一等級下までは大丈夫ですよというような

町内のルールになってございますので、そういった

ものでございます。

議員御指摘のとおり、この会社につきましては、

過去の実績というのは、どちらかというと地中熱で

すとか調査だとかということが多かったということ

でございますけれども、今回書類の中身を見た形

で、企業の中で去年組替えを行ったということで、

それらのことでその実績は、会社の中でも実績はな

いのですけれども、しっかりとしたそういう技術で

すとか、そういうものもしっかりとした引継ぎはさ

れているというふうに認識しておりますので、そう

いった工事が遅れるとか、それからできなくなると

いうことはないのかなというふうに考えております
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ので、御理解賜りたいなと思っております。

○議長（村上和子君） ほかに御質疑ございます

か。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 関連で御質問いたします。

今、副町長の御答弁ですと、株式会社アリガプラ

ンニングにおいては、格付はＡなのですか。もう一

度伺いますけれども、過去に実績がないとかという

ことも今話しされてましたけれども、基本的にその

１億円以上のこういった工事の入札資格というの

は、過去に実績がないものに対してもまた格付がＢ

であっても、入札に該当するということでよろしい

のでしょうか。確認します。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（佐藤雅喜君） ８番荒生議員の御質問に

お答えいたします。

そういった施工能力も含めての事後審査になって

ますので、そういった部分については、そこの審査

の内容で定まることなのかなと思っています。指名

の場合には、特に等級とか実績とかを考慮しなが

ら、そのランクづけとかありますけれども、その中

でもいろいろと地域性だとか、あとは事後のメンテ

ナンスだとか、そういったことをいろいろ想定しな

がら、これは指名の場合ですけれども、そういった

ものを考慮しながら業者を選考して札を入れても

らったり、それからこの一般競争入札の場合には、

括りといいますか、一定程度の、全国ということに

はならないので、一定程度の地域の中から手を挙げ

てください、札入れてくださいという制度ですの

で、そういったものについては、後からその会社の

能力というか実力をはかった上で、大丈夫ですねと

いうことであれば、そこで落札、落札といいます

か、そうですね、落札者として決定していくという

ことになるというルールでございます。

○議長（村上和子君） ８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 先ほど建設課長、企業名間

違えて前会社名を申し述べていましたけれども、私

の記憶によると、多分昨年から道の入札行為におい

ては、２月から８月までの１８か月間、要は停止の

処分を受けているという中で、先ほど会社が二つあ

るのかどうかというところでは、ちょっと言葉の

ニュアンスとしては、こちら側のほうでこの後やっ

ていくというようなことで、さきに申し上げたとこ

ろではない、しっかりとしたそのアリガプランニン

グというところが、こっちの停止とかというところ

の関係上、資本的な問題とかというところでは、法

に触れることというのは一切ないという理解でいい

ですか。

○議長（村上和子君） 副町長。

○副町長（佐藤雅喜君） ８番荒生議員の御質問に

お答えします。

このアリガプランニングにつきましては、ずっと

前からある会社でございますので、そういった意味

では、何というのですか、言われていた会社とは全

く別の会社として元から存在していた会社でござい

ますので、そういった意味ではきちんと別々の会社

という認識をもって落札者として決定したところで

ございます。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 関連で、この株式会社アリ

ガプランニングの所在地というのは、町内事業者に

なるのか、町外の事業者になるのか、お伺いいたし

ます。

○議長（村上和子君） 副町長。

○副町長（佐藤雅喜君） １番元井議員の御質問に

お答えいたします。

町内に本店のある会社ということで認識しており

ます。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第２２号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第２２号新子どもセンター建設工事

（建築主体工事）請負契約の締結については、原案

のとおり可決されました。

これから、議案第２３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第２３号新子どもセンター建設工事

（電気設備工事）請負契約の締結については、原案

のとおり可決されました。

これから、議案第２４号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。
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よって、議案第２４号新子どもセンター建設工事

（機械設備工事）請負契約の締結については、原案

のとおり可決されました。

──────────────────

◎散 会 宣 告

○議長（村上和子君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

明日の予定につき、事務局長から報告いたさせま

す。

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。

明日３月３日は、本定例会の２日目で、開会は午前

９時です。定刻までに御参集賜りますようお願い申

し上げます。

以上であります。

○議長（村上和子君） お疲れ様でした。

午後 ０時０３分 散会



― 27 ―

上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

令和５年３月２日

上富良野町議会議長 村 上 和 子

署 名 議 員 岡 本 康 裕

署 名 議 員 元 井 晴 奈
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○議事日程（第２号）

第 １ 会議録署名議員の指名について

第 ２ 執行方針

〔町 政 執 行 方 針〕 町 長 斉 藤 繁 君

〔教育行政執行方針〕 教育長 鈴 木 真 弓 君

第 ３ 議案第 １号 令和５年度上富良野町一般会計予算

第 ４ 議案第２５号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消について

第 ５ 議案第２６号 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について

第 ６ 議案第 ２号 令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算

第 ７ 議案第 ３号 令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算

第 ８ 議案第 ４号 令和５年度上富良野町介護保険特別会計予算

第 ９ 議案第 ５号 令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算

第１０ 議案第 ６号 令和５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算

第１１ 議案第 ７号 令和５年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

第１２ 議案第 ８号 令和５年度上富良野町水道事業会計予算

第１３ 議案第 ９号 令和５年度上富良野町病院事業会計予算

───────────────────────────────────────────────

○出席議員（１３名）

１番 元 井 晴 奈 君 ２番 北 條 隆 男 君

３番 髙 松 克 年 君 ４番 中 瀬 実 君

６番 中 澤 良 隆 君 ７番 米 沢 義 英 君

８番 荒 生 博 一 君 ９番 佐 藤 大 輔 君

１０番 今 村 辰 義 君 １１番 小 林 啓 太 君

１２番 小田島 久 尚 君 １３番 岡 本 康 裕 君

１４番 村 上 和 子 君

───────────────────────────────────────────────

○欠席議員（０名）

──────────────────────────────────────────────

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名

町 長 斉 藤 繁 君 副 町 長 佐 藤 雅 喜 君

教 育 長 鈴 木 真 弓 君 代表監査委員 中 田 繁 利 君

農業委員会会長 井 村 昭 次 君 会 計 管 理 者 及 川 光 一 君

総務課ＩＴ・
総 務 課 長 北 川 徳 幸 君 宮 下 正 美 君組織機構担当課長

企画商工観光課長 狩 野 寿 志 君 町民生活課長 山 内 智 晴 君

保 健 福 祉 課
保健福祉課長 深 山 悟 君 星 野 章 君健康づくり担当課長

農業振興課長 大 谷 隆 樹 君 建設水道課長 菊 地 敏 君
農業委員会事務局長

教育振興課長 谷 口 裕 二 君 ラベンダーハイツ所長 鎌 田 理 恵 君

町立病院事務長 長 岡 圭 一 君

──────────────────────────────────────────────

○議会事務局出席職員

局 長 星 野 耕 司 君 次 長 飯 村 明 史 君

主 事 真 鍋 莉 奈 君
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １３名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。

ただいまの出席議員は１３名でございます。

これより、令和５年第１回上富良野町議会定例会

２日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、

２番 北 條 隆 男 君

３番 髙 松 克 年 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第 ２ 執行方針から

日程第１３ 議案第９号まで

○議長（村上和子君） 日程第２ 執行方針並びに

日程第３ 議案第１号令和５年度上富良野町一般会

計予算、日程第４ 議案第２５号上富良野町公共施

設整備基金の一部支消について、日程第５ 議案第

２６号十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部

支消について、日程第６ 議案第２号令和５年度上

富良野町国民健康保険特別会計予算、日程第７ 議

案第３号令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別

会計予算、日程第８ 議案第４号令和５年度上富良

野町介護保険特別会計予算、日程第９ 議案第５号

令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会

計予算、日程第１０ 議案第６号令和５年度上富良

野町簡易水道事業特別会計予算、日程第１１ 議案

第７号令和５年度上富良野町公共下水道事業特別会

計予算、日程第１２ 議案第８号令和５年度上富良

野町水道事業会計予算、日程第１３ 議案第９号令

和５年度上富良野町病院事業会計予算について、関

連がございますので一括して議題といたします。

まず町長より、町政執行方針について説明を求め

ます。

町長、斉藤繁君。

○町長（斉藤 繁君） 令和５年第１回定例町議会

に当たり、町政執行方針につきまして申し上げます。

我が国の経済状況は、ウィズコロナの新たな段階

への移行が進みつつある中、緩やかな持ち直しが続

いています。その一方で、国際情勢の不安定化によ

るエネルギー安全保障の憂慮や食料価格の高騰、欧

米各国の金融引締め等による世界的な景気後退懸念

など、我が国経済を取り巻く環境には厳しさが増し

ています。

このように不安定な状況の中、岸田内閣は、歴史

の転換期を前に、我が国が直面する内外の重要課題

に対して道筋をつけ、未来を切り拓くため、速やか

に行うべく必要な対策を講ずるとともに、総合経済

対策を迅速かつ着実に実行し、物価高を克服しつつ、

新しい資本主義の旗印の下、社会課題の解決に向け

た取組を成長のエンジンへと転換し、民需主導で持

続可能な成長経路に乗せるべく、令和５年度予算に

ついては、新型コロナウイルス感染症及び原油価格

・物価高騰対策予備費４兆円を含め、１１４兆３,

８１２億円の予算案を閣議決定し、国会において審

議されているところであります。

一方、地方財政計画の一般財源総額について、交

付団体ベースで前年度比１,５００億円、０.２％増

の６２兆１,６３５億円と前年度並みが確保され、

地方交付税については、１８兆３,６１１億円、前

年度比３,０７３億円、１.７％増となっております

が、臨時財政対策債の発行額については、９,９４

６億円、前年度比７,８５９億円、４４.１％減とな

っております。人口の少ない多くの地方公共団体に

おいては、元来、地方税収の増加は見込めない中、

急速に進行している少子高齢化をはじめ、日々複雑

化、多様化する行政ニーズに対応するための財源確

保に当たっては、依然として厳しい状況にあります。

本町におきましても、地方税収など自主財源の大

きな伸びが見込めない中で、地方交付税をはじめと

する一般財源の約８割が経常的な支出に充てられて

いる上、全収入の約４分の３が依存財源という、柔

軟性の乏しい財政構造となっている実態にありま

す。

歳出面においては、公共投資に伴う地方債発行の

減と過去の地方債の償還完了に伴い償還費のピーク

を過ぎ減少している一方で、人口減少社会を見据え

た自立した地域を維持するための地域振興、加速す

る少子高齢化や人口減少への対応、子育てや介護な

ど幅広い社会福祉環境の整備をはじめ、多発する自

然災害に対する応急・恒久的防災対策、老朽化が進

む社会資本の長寿命化など、様々な行政課題に対応

するための継続的な財政需要が想定されておりま

す。

さらに、町立病院の建て替え、新子どもセンター

の建設をはじめとした公共施設の改修等、大きな公

共投資も予定されるところであり、中長期的な見通

しに基づく財政運営により、活力あるまちづくりと

自治体経営の安定化との両立を図っていかなければ

ならないと認識しているところであります。

このように、財政的には依然として厳しい状況で

はありますが、町民の皆様が上富良野に愛着を持ち、
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夢と希望に満ちたまちづくりを進めていくことが何

よりも大切であると受け止めており、第６次上富良

野町総合計画に掲げました「暮らし輝き 交流あふ

れる 四季彩のまち・かみふらの」を目指すべき将

来像として、「協働のまちづくり」、「穏やかに安心

して暮らせるまちづくり」、「人が行き交うまちづ

くり」の３つの視点を基本に、これからの上富良野

を見据えたまちづくり、さらに「活力あるまちづく

り 魅力あるまちづくり 持続可能なまちづくり」

を念頭にこれまでの課題への対応をはじめ、それぞ

れの事業実施において緊急性や優先性などを十分考

慮するとともに、今後見込まれる財政需要に対する

財源確保の状況を見極めながら、予算編成を行った

ところであります。

それでは、第６次総合計画の分野目標ごとにまと

めた主要施策の項目に沿いまして、本年度の主な施

策について申し上げます。

最初に、「きれいで安全・安心な生活環境のまち」

についてであります。

環境・景観、エネルギーにつきましては、出前講

座等の学習機会を通じて環境保全意識の醸成を図る

とともに、昨年度のゼロカーボンシティ宣言の実現

に向けた施策等の検討を進め、地球温暖化防止に向

けた地球温暖化対策実行計画、地域省エネルギービ

ジョンの点検、評価を行い、計画に基づいた温室効

果ガスの削減に取り組んでまいります。

また、町も一事業所として、第２期上富良野町地

球温暖化対策実行計画（事務事業編）に基づき、そ

の取組に努めてまいります。

葬斎場につきましては、昭和４９年の建設から４

８年が経過し、施設・設備の老朽化が進んでおり、

中富良野町と将来の火葬場の共同利用について検討

を進めながら適正な維持管理を図ってまいります。

景観法に定められた景観行政団体として景観づく

り条例、景観づくり計画に基づき、良好な景観を守

り、育み、創造する意識の浸透を進めるとともに、

十勝岳ジオパークの取組と連携し、大雪山国立公園

の保護をはじめ、地域の特徴的な地質・地形につい

て継続的に調査を重ね、本町の最も重要な資源とも

いえる十勝岳連峰と田園丘陵が織りなす良好な景観

の保全に取り組んでまいります。

ごみ処理等環境衛生につきましては、町民の皆様

の御理解と御協力により、着実にごみの分別、減量

化が進んでおり、今後におきましても、分別の徹底

と減量化、リサイクル率の向上に積極的に取り組ん

でまいります。

クリーンセンターにつきましては、供用開始から

２３年が経過し、施設や設備に経年劣化による故障

等が顕在化しております。長寿命化計画に基づき、

本年度は焼却炉の補修工事等を実施し、安定した施

設運営が行えるよう対応してまいります。

また、昨年度策定した第３次富良野生活圏一般廃

棄物広域分担処理基本計画に基づき、沿線市町村の

連携を図り廃棄物の処理を進めるとともに、より効

率的な処理について引き続き協議してまいります。

上・下水道につきましては、老朽化が進んでいる

上水道の主要な幹線管路や、浄水場施設のポンプ設

備の更新を進め、水道施設の健全化を図り安定した

水供給に努めるとともに、簡易水道事業会計及び公

共下水道事業会計においては、令和６年度より運用

開始となる地方公営企業法適用に向けた条例や規則

の制定・改廃、資産台帳の整備などの移行準備を引

き続き進めてまいります。

また、公共下水道事業においては、公共下水道全

体計画に基づき下水道の普及促進を図るとともに、

下水道経営戦略により策定した投資計画により、計

画的に終末処理施設の設備更新事業を進めてまいり

ます。

公園・緑地につきましては、日の出公園において、

キャンプ場のセンターハウス手摺壁の改修を実施

し、来園する皆様が安全で快適に利用いただけるよ

う、また、周辺地区の生活環境にも十分配慮し、適

正な公園管理を行ってまいります。

各公園・緑地においては、令和２年度に実施した

遊具の劣化点検の結果に基づき、引き続き必要な改

修等を進めるとともに、島津公園については、施設

等の一部改修を実施し、町民の憩いの場として適正

な管理に努めてまいります。

消防・防災につきましては、日頃からの防災意識

の啓発や防災訓練等による地域防災力の強化をはじ

め、各住民会の防災士間の連携と資質の維持・向上

を図る機会を設けるとともに、自主防災組織等活動

補助事業を継続し、自主防災組織の活動を支援して

まいります。

また、洪水ハザードマップを更新し、避難経路・

避難場所の再確認を行うとともに、出前講座や十勝

岳ジオパーク（防災教育）・自主防災組織と連携し

た取組などにより、町民の防災に関する知識・意識

のさらなる醸成を促してまいります。

十勝岳噴火総合防災訓練につきましては、前回の

噴火から３５年が経過し、火山活動は活発な状態が

続いていることを踏まえ、関係機関との連携強化を

図るとともに、地域住民や事業所の参加協力を得な

がらより実践に即した訓練を実施し、防災体制の構

築を進めてまいります。

また、防災備蓄品・資機材については円滑な避難

所運営に資するよう計画的な整備を行い、災害に強

い町を目指してまいります。

富良野川の砂防堰堤などの火山砂防事業や治山・

治水事業、登山道におけるシェルターなどの避難施

設の整備につきましては、関係機関へ引き続き要請

してまいります。

また、普通河川の整備については、河川整備計画

に基づき、本年度は２河川の補修工事を実施してま
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いります。

交通安全・防犯につきましては、一人一人の意識

を高めることが何よりも重要であることから、地域

や家庭はもとより、生活安全推進協議会をはじめ関

係機関・団体との連携強化を図りながら、事件、事

故のない、安全安心なまちづくりを進めてまいりま

す。

特に、本年１月に町内において死亡事故が発生し、

交通死亡事故ゼロが４,７７４日で途絶えることと

なってしまいましたが、今後も悲惨な交通死亡事故

の根絶に向けて、交通安全に対する町民のさらなる

意識向上が図られるよう、啓発活動を推進してまい

ります。

消費者対策につきましては、悪質商法等による被

害が後を絶たないことから、様々な機会を通じて注

意喚起や被害防止対策に取り組むほか、複雑化・多

様化する相談内容に対応できるよう、引き続き相談

窓口を富良野市消費生活センター内に富良野圏域５

市町村で共同設置するとともに、町内にも出張相談

窓口を月１回開設し、消費生活の安全を確保してま

いります。

次に、「みんなが元気になる健康・福祉のまち」

についてであります。

保健・医療につきましては、健康づくり推進のま

ち宣言の理念の下、生活習慣病の発症・重症化予防

を最重要課題に掲げ、第２次健康かみふらの２１計

画、第２期保健事業計画・第３期特定健診等実施計

画に基づきライフステージに応じた各種健康診査等

の保健事業を推進し、一人一人が自ら健康づくりに

取り組むことができる環境づくりを進めてまいりま

す。

また、本年度は、第２次健康かみふらの２１計画、

第２期保健事業計画・第３期特定健診等実施計画が

最終年になることから、様々な健康・医療情報を活

用して現状の分析評価を行い、新たな課題を踏まえ

て次期計画を策定し、町民の健康寿命の延伸に努め

てまいります。

特定健診については、虚血性心疾患、糖尿病性腎

症、脳血管疾患の重症化予防を重点に、これらに共

通する危険因子であるメタボリックシンドロームの

該当者に対する効果的な保健指導を推進するととも

に、受診率の低い４０・５０歳代の受診勧奨に取り

組んでまいります。

また、小児については、小児生活習慣病予防健診

（かみふっ子健診）により生活習慣病の予防と健全

な生活習慣の確立を推進し、高齢者については、健

康寿命の延伸のため、その特性を踏まえ生活習慣病

やサルコペニア（筋肉量減少）の重症化予防の保健

指導に取り組んでまいります。

歯・口腔の健康保持については、乳幼児期からの

歯科保健指導を強化するほか、子育て世代からの成

人期における歯周疾患検診など各ライフステージに

応じた虫歯・歯周病予防を推進するとともに口腔ケ

アの重要性の理解を促してまいります。

母子保健につきましては、新たに低所得の妊婦の

初回産科受診料支援事業、多胎妊婦の妊婦健康診査

支援事業、産婦健康診査費用助成事業、産後ケア事

業に取組、安全に安心して子供を産み、育て、次世

代を担う子供が健やかに育つことができるよう支援

策を充実してまいります。

中学生までの子供の医療費無償化につきまして

は、令和４年度より所得制限を廃止して全ての世帯

に拡大し、子育て世帯の保護者への負担軽減を図り

実施してまいりました。今後においては、対象者の

拡大について検討をしてまいります。

感染症の予防につきましては、生活習慣としてう

がい、手洗いなどの励行を啓発するとともに、各種

予防接種の積極的な勧奨により、発症の蔓延防止に

努めてまいります。

また、新型コロナウイルス感染症予防対策におい

ては、国の動向に沿いながら感染予防及び啓発活動

に取り組んでまいります。

町内唯一の有床医療機関である町立病院につきま

しては、身近なかかりつけ医としての役割に加え、

救急医療から介護サービスまでを担っており、町民

が地域で安心して暮らし続けるための地域医療の基

幹的施設であることから、これからも安定した病院

運営を図るため、医療・介護スタッフの適正な人員

確保を行うとともに、本年度策定します病院経営強

化プランに基づき経営の健全化に努めてまいりま

す。

また、老朽化に伴う施設の改築整備につきまして

は、令和７年度の完成に向け、本年度は、実施設計

を策定するとともに建設工事を着工し、計画的に整

備を進めてまいります。

子育て支援につきましては、第２期子供・子育て

支援事業計画に基づき、全ての児童とその家族に対

して、妊娠・出産、乳幼児、小学校低学年の子育て

のステージと、小学校高学年、中学校、高校の子育

ちのステージの二つのステージによる切れ目のない

子育て支援サービスに関する情報提供を行うととも

に、育児の悩みや児童虐待への対応も含め様々な相

談に対応し適切な支援につなげるよう、町内の教育

・保育施設４園をはじめ、教育委員会等との連携を

図り、保健福祉総合センター内に設置している子ど

も・子育て包括支援センター、子ども家庭総合支援

拠点、児童相談支援センターの機能を活用し、安心

して子育てができる環境づくりを進めてまいりま

す。

また、乳児家庭全戸訪問事業や母子保健事業を実

施する中で、積極的な関与が必要な家庭につきまし

ては、養育支援訪問事業を実施してまいります。

なお、令和６年度を最終年とする子供貧困対策を

含む子ども・子育て支援事業計画につきましては、
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子育て世帯の実情や課題を把握し、検証・分析をす

る中から、施策の評価及びより良い施策の展開につ

なげていくため、アンケート調査を実施してまいり

ます。

子育て支援拠点事業と発達支援事業を担っている

子どもセンターにつきましては、子育て家族に安心

を与え、地域とつながることのコンセプトの下、令

和４年度に引き続き、東児童館敷地内への建設に取

り組み、令和６年４月の新子どもセンター供用開始

に向け取り組んでまいります。

高齢者支援につきましては、第８期高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画に基づき、高齢者が住み

慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよ

う地域包括支援センターを中心に関係機関・事業所

と連携し、地域包括ケアシステムの深化と推進を図

るとともに、令和６年度からの第９期高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画策定に向け検証を行って

まいります。

また、介護保険などの公的サービスでは対象とな

らない、高齢者や障がい者の日常生活における困り

事への支援に対するニーズが高まっている現状か

ら、社会福祉協議会との連携により、ボランティア

センター体制と生活支援体制を連携強化すること

で、ニーズの把握と適切な生活支援と人材育成につ

なげる体制整備に取り組むほか、権利擁護センター

による成年後見制度の普及啓発や地域ケア支援の充

実を図ってまいります。

ラベンダーハイツにつきましては、介護サービス

提供の根幹となる介護士等専門職の確保のために様

々な情報発信や情報収集に努めるとともに、職員の

人材育成を図り、利用者ニーズに即した信頼される

サービスの提供を行ってまいります。

また、自立支援や介護サービスを必要とする方々

に、広くラベンダーハイツを利用していただくこと

で利用率の向上を図り、効率的な運営による健全な

経営に努めるとともに、住み慣れた地域の中で安心

して生活を継続していただくため、老朽化する施設

整備の維持改善を図りながら、高齢者福祉、在宅福

祉の拠点施設として、地域の皆様に信頼される施設

運営に取り組んでまいります。

障害者支援につきましては、第３期障がい者計画、

第６期障がい福祉計画、第２期障がい児福祉計画に

基づき、関係機関や町内の各事業所と連携を図り、

各サービス等の推進に努めるとともに、一般就労を

目指す就労移行事業など、町内に事業所がないサー

ビスについては、近隣の町外事業所利用への支援を

行うなど、支援を必要とする方が地域で安心して生

活できるよう体制の充実に取り組むとともに、本年

度は、第６期障がい者福祉計画、第２期障がい児計

画が最終年になることから、現状の分析評価を行い、

新たな課題を踏まえて次期計画を策定してまいりま

す。

地域福祉につきましては、第３次地域福祉計画に

基づき、関係機関や団体等と連携の下検討し、就労

や住まい、権利擁護、防災・防犯対策など、高齢者、

障害者、児童福祉の推進と、地域福祉の向上に取り

組むとともに、複雑化・複合化した困難な課題に対

応するための、重層的支援体制整備についても検討

してまいります。

また、核家族化や少子高齢化の進展、ライフスタ

イルの変化等を背景に、就労や心身の状況、地域社

会との関係性など、多様な問題を複合的に抱えてい

る生活困窮者やひきこもり等が増加傾向にあること

から、民生委員・児童委員、保護司や関係機関の協

力を得ながら、援護を必要とする世帯の継続的な実

態把握に努め、生活保護制度や生活困窮者自立支援

制度、資金貸付制度の周知や利用に関する助言、指

導を通じ、必要な方に必要な支援が届くよう、取組

を継続してまいります。

なお、本年度は地域福祉計画が最終年になること

から、アンケート調査を行うとともに、現状の分析

評価を行い、新たな課題を踏まえて第４次地域福祉

計画の策定に努めてまいります。

建築から１８年を経過している保健福祉総合セン

ターかみんにつきましては、適切な維持管理を行う

とともに、本年度も令和４年度に引き続き令和３年

度ボイラー更新整備実施設計に基づき、施設暖房と

浴室・温水プールに供するボイラーの更新を行って

まいります。

国民健康保険事業につきましては、医療の高度化

により医療費負担が増加傾向で推移していることか

ら、引き続き特定健診と保健指導に重点を置いた生

活習慣病予防に努め、実施し、医療費の抑制を図り

ながら共同保険者である北海道と道内市町村ととも

に、安定した事業運営に努めてまいります。

また、北海道国民健康保険運営方針に基づいた全

道統一の保険料水準に向け、昨年度から資産割の廃

止、さらに、子供に係る均等割額を全額軽減し、子

育て世帯の国民健康保険税の負担軽減を図ってまい

ります。

農林業につきましては、第８次農業振興計画に基

づき、地域の農業者や農業委員をはじめ、関係機関

との連携を図りながら、本町の基幹産業として力強

く持続性の高い農業の確立に向けて着実に取組を進

めるとともに、現計画が最終年度を迎えることから、

この間の成果、課題等を検証し、第９次農業振興計

画の策定に取り組んでまいります。

農業の生産性向上を図るため、引き続き東中地区

において基盤整備事業を進めるとともに、自然災害

時における住民の安全確保のため、農村地域防災減

災事業として実施されている日の出排水路整備事業

について、事業効果の早期発現に向けて、十分な予

算の確保と早期の完了について関係機関に対し要望

を行ってまいります。
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ラベンダー・ホップ・メロン・青シソなどの特産

農作物においては、農家戸数の減少や農業従事者の

高齢化による労働力不足への対応として、将来就農

を目指す地域おこし協力隊員を採用し、農業生産の

維持、拡大につなげてまいります。

また、多様な営農類型を支援するため、高収益の

園芸作物への町の独自施策においても付加価値向上

が図れるよう継続してまいります。水田畑作におい

てはスマート農業をはじめとする新技術の導入に向

けた取組に支援を行うとともに、国の米政策に対し

ては農業再生協議会と連携し、安定生産、高品質化

等の取組を推進してまいります。

畜産環境整備につきましては、沿線自治体、ＪＡ

などの関係機関と連携し、道営草地畜産基盤整備事

業（ふらの地区）により富良野広域連合公共串内牧

場での草地整備や哺育・育成センターの整備を進

め、株式会社ふらの哺育・育成センターが管理運営

を行うことで、畜産経営者の労働負担軽減、生産の

効率化を図ってまいります。

また、ふらの沿線地域畜産クラスター協議会を通

じて施設や機械の整備、飼料生産組織の設置への支

援等により、酪農経営の安定化を進めてまいります。

環境保全型農業直接支払制度や農業生産工程管理

（ＧＡＰ）の認証取得など、国や北海道の制度を活

用し、安全で良質な農畜産物の安定生産、消費者の

信頼確保を図るとともに、クリーン農業など環境と

調和した持続可能な農業を推進してまいります。

食による地域の魅力づくりにつきましては、町内

の飲食店や事業所で地元食材を活用したメニューや

商品作りが活発に行われ、また、農業者による６次

産業化の取組も広がりを見せており、消費者から高

い評価を得ております。

今後もこの流れをしっかり支えることで大きな成

長につながるよう、新たな商品開発をめざす事業者

に対しては、引き続き設備投資やノウハウの習得な

ど、ハードとソフト両面において支援を行い、地域

の食ブランドを発信するイベントの開催や農・商・

工の産業間連携による町の魅力度アップに向けた推

進体制の強化を図ってまいります。

また、学校給食での利用、秋の収穫祭をはじめと

するイベントや店舗での販売、ＰＲ推進などにより、

町民が地元農産物に触れる機会を拡大し、その品質

の高さについて理解を深める取組を進めてまいりま

す。

森林整備につきましては、町内民有林の約７割が

人工林で、そのうち約８割が伐採期を迎えており、

また、森林が持つ多面的な機能は私たちの生活と深

く結びついていることから、森林環境譲与税を活用

して民有林の今後の経営方針に関する調査を実施

し、必要な整備を行うとともに、林業作業従事者の

担い手確保に対する支援を行ってまいります。

有害鳥獣による農業被害対策につきましては、引

き続き猟友会の協力のほか、国の支援制度も活用し

ながら駆除対策を継続するとともに、加入会員への

狩猟免許取得費用の助成など、駆除の担い手要請対

策も継続して行うとともに、集落協議会との連携に

より、電牧柵設置への支援等による被害軽減対策を

進めてまいります。

商工業につきましては、長引くコロナ禍で深刻な

影響を受けた経済活動の回復とさらなる活性化を図

る上で国や道と連携し、中長期的に足腰の強い経済

基盤の再構築を進め、とりわけ役割の非常に大きい

商工会を中心とした振興策を実行するとともに商工

会活動の安定的な運営を引き続き支援してまいりま

す。

本年度は第２次商工業振興計画の最終年度を迎え

ることから、コロナ禍からの回復を含め、既存事業

者の経営の持続化や新たな担い手による新事業の展

開、さらにキャッシュレス決済の拡充や付加価値の

創設による町内消費の喚起と併せて後継者不足等の

諸課題への対応に向けた第３次計画の策定に取り組

んでまいります。

また、若者や地域おこし協力隊を含めた移住者が

活躍できるよう国や道の制度活用と併せて支援でき

る仕組みづくりを進め、持続的な経済振興と地域活

力の増進を図ります。

観光・交流につきましては、商工業と同様にコロ

ナ禍で重大な影響を受けた観光入込みの回復を喫緊

の課題として取り組み、やや回復の兆しを見せるイ

ンバウンド需要の喚起と掘り起こしを進めます。特

に上富良野の豊かな四季の恵みを生かせるよう、収

穫祭やまるごとビアガーデンなどの産業イベントの

再興や、花と炎の四季彩まつりの後継イベントとし

て試行を重ねている「ラベンダーフェスタかみふら

の」がさらに町内の活力増進と町外からの誘客促進

につながるよう、ライトアップ手法を含めた運営体

制、ＳＮＳでの拡散効果を十分に検証し、実施して

まいります。

また、本年度は、第２次観光振興計画の最終年度

を迎えることから、ウィズコロナ時代の新たなコン

テンツ開発や観光需要の開拓、さらに入込み客の属

性や需要が多様化する中で、かつてのにぎわいを取

り戻し地域に大きな活力をもたらすよう、持続的な

発展が可能な仕組みづくりを目指し次期計画の策定

に取り組んでまいります。

さらに、観光振興の重要かつ中心的な担い手であ

る観光協会の維持や発展に向けた連携と支援を進め

る一方、テレビや映画・ＣＭの発信力を町のＰＲに

十分活用するための権利処理と併せてロケの呼び込

みと支援を行い、かつ観光誘客の増進につなげるロ

ケツーリズムなどの取組や、地域おこし協力隊や地

域活性化起業人制度等を活用し多様な施策・課題に

対応する新たな人材の確保・育成を引き続き進めま

す。
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新たな魅力づくりへの取組としましては、三浦綾

子記念文学館、映画製作者と連携し、上富良野を舞

台とした小説「泥流地帯」初となる実写映画化の実

現を引き続き目指し、併せて主要な財源となる企業

版・個人版のふるさと納税の確保と有効活用を進め

てまいります。また、町内での機運醸成を進めると

ともに上富良野町内での撮影を推進し、制作を円滑

に進めるため「泥流地帯」映画化を進める会を中心

とした取組を進めてまいります。

十勝岳ジオパークにつきましては、昨年１月に正

規認定されたことから、全国のジオパーク認定地域

との交流を進め、地域の魅力を全国に発信してきま

した。令和５年度においては、地域のさらなる活性

化のため、ジオツーリズムの推進、ジオパークブラ

ンドを利用した商品開発などを進めます。また、優

れた景観の保全や、学校教育・社会教育の発展、地

域資源の開拓のための調査・研究活動を推進してま

いります。

また、本年度は、拠点施設である上富良野町郷土

館の展示を改善し、十勝岳ジオパークの普及と地域

の魅力の再発見に貢献できるよう取り組んでまいり

ます。

雇用対策につきましては、新規開業等支援事業や

企業振興事業の継続した取組、ハローワークなどを

通じた求人情報の迅速な提供による雇用促進に努め

るほか、北海道が運用するマッチングサイトと連動

した移住・就業支援に取組や町の奨学金返還助成制

度の広報によって、町内事業所への雇用促進、人材

不足の解消につながるよう推進してまいります。

次に、「発展を支える生活基盤が整ったまち」に

ついてであります。

道路・公共交通につきましては、安全性や利便性

をはじめ、景観など地域特性に配慮した国道、道道

の整備を関係機関に引き続き要請してまいります。

地域高規格道路、旭川十勝道路の整備促進に向け、

旭川十勝道路整備促進期成会とともに引き続き要望

してまいります。

町道につきましては、道路等整備計画の更新を図

りながら計画的、効率的に整備を進めており、本年

度は簡易舗装１路線、改良舗装１路線を実施し、歩

行者の安全確保では１路線の歩道整備を実施しま

す。

橋梁においては、橋梁長寿命化修繕計画に基づき、

１橋の修繕工事及び３７橋の近接目視点検を実施し

てまいります。

ＪＲ富良野線の維持・存続につきましては、ＪＲ

北海道とＪＲ富良野線の沿線５市町で組織するＪＲ

富良野線連絡会議における協調体制の下策定された

第２期富良野線事業計画（アクションプラン）の着

実な推進と、利用促進を核とした路線存続の取組を

進め、富良野線存続に向けた意識の醸成と利用促進

を図ってまいります。

町営バス十勝岳線につきましては、町の主要観光

地である十勝岳エリアへの公共交通機関であり、町

民のほか多くの観光客が利用する路線であることか

ら、維持に努めるとともに、引き続き第１便につい

て、６月から９月までの土・日・祝祭日、十勝岳温

泉まで延長運行し、登山客や温泉利用客のサービス

向上に取り組んでまいります。

予約型乗合タクシー事業につきましては、高齢者

や障害者などの地域内における交通手段として定着

しているものの、新型コロナウイルス感染症の流行

以降、乗合という性質上、登録者の利用が減少して

いますが、引き続き消毒等の感染症予防対策を講じ、

安心・安全な運行に努めてまいります。

情報化につきましては、昨年度から町内全域にお

いて高速情報通信環境が整ったところであり、今後

も引き続き町民の利便性向上に向け、電子申請等の

利用を促進するとともに、観光客へのサービス向上

や災害時の通信手段の確保、町の情報発信の強化に

向け、公衆無線ＬＡＮアクセスポイントの増設など

により、町全体のさらなる情報通信環境の向上を図

ってまいります。

住環境整備につきましては、住生活基本計画、公

営住宅等長寿命化計画に基づき、多様化するニーズ

に対応した住宅施策を総合的・計画的に進め、快適

で安全安心な住環境を確保していくほか、町営住宅

の整備につきましては、計画的に整備、維持修繕を

行うとともに、本年度は泉町南団地の５号棟建設工

事及び外構工事を行ってまいります。

また、住宅を長く使い続けてもらうほか、賃貸や

転売による利活用につながるような改修や、地域環

境に影響を及ぼしている空き家の解体の促進を図る

ため、新たな住宅改修補助制度を創設し総合的な対

策を実施してまいります。

定 住移住の促進につきましては、新しく迎え入れ

る地域おこし協力隊員と計画に基づいた取組を進め

るとともに、第２次定住移住促進計画が最終年度と

なることから、人々の定住と町内移住を促し将来に

わたって人口減少を抑制するなど、持続的な町の魅

力や住むことへの満足度の向上に向けた第３次計画

の策定に取り組んでまいります。

民間賃貸住宅を活用した中・長期滞在向けのシー

ズンステイ住宅の提供などの取組と合わせて、移住

を希望する方々の相談の機会を提供してまいりま

す。特に現役世代との生活体験と就労体験を合わせ

たお仕事マッチングについては、町内の事業者に協

力を募り、取組を進めてまいります。

町の移住定住ポータルサイトやＳＮＳについて

は、移住希望者が本町での生活を具体的にイメージ

し、行ってみたい、住んでみたいと思えるよう、内

容の充実、更新を図ってまいります。

また、奨学金返還支援補助制度を継続し、地域産

業を支える中小事業者等の人材確保、定住促進に取
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り組み、活力ある地域の形成を図ります。

人権尊重・男女共同参画につきましては、人権擁

護委員とともに、様々な機会を通じた啓発活動に取

り組みながら、偏見、いじめ、暴力、虐待などのな

い地域社会に向け、人権を尊重し、互いを認め合う

意識の醸成を図るとともに、男女共同参画を促すた

め、町の各種審議会などに女性を積極的に登用する

とともに、地域や団体に女性の役員登用について働

きかけ、女性がより一層活躍できる環境づくりを進

めてまいります。

コミュニティーにつきましては、核家族化や少子

高齢化、価値観の多様化などにより、地域住民のつ

ながりが希薄化する中で、地域コミュニティの果た

す役割は、多様化する地域課題に対し、非常に重要

なことから、つながる意識の醸成、地域活動に参加

する意識の浸透を図るとともに、住民自治活動推進

交付金の運用を通じて、住民会などの自主的な活動

を支援してまいります。

地域間交流につきましては、友好都市である三重

県津市との絆がさらに深く強固なものとなるよう、

友好都市パネル展の開催などの交流事業を推進する

とともに、民間事業者間における経済交流について

も継続、発展が図られるよう支援してまいります。

同じく友好都市であるカナダのカムローズ市との

交流については、グローバル化が進んでいる社会情

勢を踏まえ、今後の交流活性化について検討してま

いります。

協働につきましては、第６次総合計画のまちづく

りの三つの視点の一つに位置づけており、全ての施

策の根幹を成すものであります。自治基本条例と協

働のまちづくり基本指針に基づき、まちづくりフォ

ーラムや出前講座などを通じて郷土愛の醸成、まち

づくり意識の高揚を図るとともに、協働のまちづく

り推進補助金により、各種団体が実施する自主的な

協働のまちづくり活動を支援してまいります。

また、町の各種計画策定や見直しなどの際には、

審議会委員の一般公募やパブリックコメントなどを

実施し、町民の皆様がまちづくりに参画する機会を

充実してまいります。

自衛隊との共生につきましては、令和４年１２月

に国家安全保障戦略などの安保関連３文書が閣議決

定され、新たな体制と防衛力の整備が進められるこ

とから、自衛隊員との共存共栄のまちづくりを図る

ため、駐屯地と連携し、隊員が働きやすい環境を図

るとともに、関係する市町村や機関、団体と連携し

ながら、引き続き上富良野駐屯地の規模堅持はもと

より、体制強化や隊員の充足率の向上などを求める

要望活動を積極的かつ精力的に進めてまいります。

日米共同訓練や北海道訓練センターによる道外部

隊の訓練が演習場にて展開していることから、安定

的、かつ継続的な使用に向け、北海道防衛局・駐屯

地と連携し安全性の確保に努めます。また、障害の

防止や軽減を図るとともに、防衛施設周辺の生活環

境等の向上に取り組むほか、演習場周辺地区の振興

策も併せて実施してまいります。

また、定年退官後も引き続き上富良野町に住み続

けてもらえるよう、退官者の再就職の支援を関係機

関と協力し、取り組んでまいります。

行財政運営につきましては、町政運営推進プラン

に基づき、本年度に取り組むべき項目について着実

な実践を進めるほか、職員個々の資質向上に向けた

研修の充実や人事評価制度の活用による人材育成の

取組と併せて、地方創生時代にふさわしい住民自治

と補完し合う、柔軟で機能的な組織体制の構築と職

員一人一人が行政の担い手として信頼される組織づ

くりを目指してまいります。

高齢者、障害者、子育て、保健福祉など、誰もが

地域で自分らしく安心して暮らしていくため、町民

へのサービス提供や専門的な相談体制、複合的な課

題に対応するための人材確保と育成が極めて重要で

あり、それぞれの役割を担う専門的な職員の充足を

図るとともに計画的な確保に努めてまいります。

第６次総合計画につきましては、基本計画が中間

年を迎えることから、主要な施策や数値目標につい

て、社会情勢や時代変化に沿ったものとなるよう見

直しを行ってまいります。

令和２年２月に策定した第２期まち・ひと・しご

と創生総合戦略につきましては、掲げた四つの基本

目標の実現に向け、重点的に取り組む各施策の着実

な推進を図ってまいります。

過疎対策につきましては、北海道過疎地域持続的

発展方針と整合性を図りながら、策定した上富良野

町過疎地域持続的発展市町村計画の着実な推進を図

ってまいります。

また、法律に基づく財政上の優遇措置等を有効に

活用し、地域力の向上に向けた公共施設や基盤整備

などのハード事業、町民の安全・安心な暮らしの確

保を図るソフト事業など、第６次総合計画に示した

町の将来像の具現化に向けて、自主自立の地域づく

りを進める取組を行ってまいります。

財源の確保に向けましては、組織内の連携により

収納対策の取組を進めるとともに、効果的かつ確実

な債権管理の取組により収納率の向上を図るほか、

行政経費全般について点検、見直しによる節減、合

理化を進めることで財源の有効活用を図ってまいり

ます。

また、受益者負担の適正化につきましても、引き

続き使用料や手数料などの収入について点検、見直

しを行ってまいります。

ふるさと応援寄附制度を活用したふるさと応援モ

ニター事業につきましては、地域の特産品を広くＰ

Ｒするとともに、地域活性化財源としての確保を図

るほか、企業版ふるさと納税については、地域再生

計画に基づき、「泥流地帯」映画化事業を進める上
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での有効な財源として活用し、企業が取り組む地域

貢献活動と一体となったまちづくりを進めてまいり

ます。

また、本年度より地域おこし協力隊を採用し、新

たな返礼品の開発や事業者開拓などに力を入れると

ともに、上富良野町の魅力を積極的に広く全国に発

信してまいります。

広域行政の推進につきましては、第３次富良野広

域連合広域計画に基づき、構成自治体として、また、

広域消防の本部設置自治体として、広域連合の設置

目的が果たされるよう構成市町村と連携し相互理解

を深めながら取り組むとともに、富良野市との間で

締結している定住自立圏形成協定に基づき、富良野

圏域５市町村の連携による具体的な取組を定めた第

２次富良野地区定住自立圏共生ビジョンの着実な推

進を図り、圏域全体の発展につなげてまいります。

第６次総合計画に掲げた６つの分野目標のうち、

「未来を拓く人を育む教育・文化のまち」につきま

しては、教育行政執行方針に沿って進められる教育

委員会の取組を基本に推進してまいりますが、上富

良野町教育大綱に示した「ふるさとに学び 人が輝

き 人がつながる かみふらのの教育」の基本理念

の実現に向け、総合教育会議を通じ、教育委員会と

一層の連携を図りながら教育行政の推進に努めてま

いります。

以上、令和５年度の町政執行に当たり、所信を述

べさせていただきました。

次に、令和５年度予算案の概要を申し上げます。

一般会計では総額７６億８,３００万円、前年対

比０.５％、４,０００万円の減となっております。

地方税収入は実体経済の回復が税収増につながる

と見込みましたが、歳入の多くを地方交付税などの

依存財源が占める厳しい財政状況にあり、各事務事

業の見直しや各施策に対する優先順位の判断の基、

各目的基金から支消目的に沿った繰入れを行い、限

られた財源の中で最大限の効果を発することを基本

に本年度予算を編成したところであります。

申し上げるまでもなく、財政の安定化は行政執行

の基本であり、本年度以降も老朽化した公共施設等

の改修、新たな建設事業、地域産業の振興や急速な

少子高齢化など様々な課題への対応が求められてお

り、大きな財政需要が想定されることから、引き続

き安定的で持続可能な財政構造の構築に向け、取り

組んでまいります。

また、これから着手する新子どもセンター建設及

び町立病院の改築に伴う今後の財政支出の増に備

え、減債基金に一定の積立てを行い、安定した財政

運営を図ってまいります。

次に、特別会計及び公営企業会計についてであり

ますが、制度改正に伴う対応のほか、事業運営に必

要な事項についても一般会計同様、効率的な運営方

針の下、財政見通しを立て、加えて一般会計からの

繰出金及び補助金などについては、法令の繰入れ基

準に基づくものや、財源構成上妥当なものに限り措

置を行ったところであります。

会計ごとに申し上げますと、国民健康保険特別会

計では総額１１億７,７００万円、前年対比５.４％、

６,７００万円の減となっております。

これは、主に被保険者の減少等に伴う医療給付費

の減とそれに伴う事業納付額の減であり、今後にお

きましても、保険者として北海道とともに健全で安

定的な国保運営を進め、加入者が安心して医療を受

けられる体制の維持・確保に努めてまいります。

次に、後期高齢者医療特別会計では総額１億８,

６２５万４,０００円、前年対比２.８％、５１３万

２,０００円の増となっております。

これは、主に被保険者数の増加による保険料負担

の増によるものであります。

次に、介護保険特別会計では総額１０億９,２２

５万７,０００円、前年対比０.４％、４７６万円の

減となっております。

これは、要介護者は増加しておりますが、要介護

度が高い方が減少し、一人当たりの介護費用額が減

少しているため、保険給付費の減額を見込んだもの

であります。

次に、ラベンダーハイツ事業特別会計では、総額

３億４,０７７万７,０００円、前年対比３.３％、

１,０９４万円の増となっております。

主な要因としては、物価高騰に伴う需用費増と人

件費の増によるものであります。

次に、簡易水道事業特別会計では、総額１億２,

８０７万６,０００円、前年対比７７.７％、５,５

９９万１,０００円の増となっております。

主な要因としては、簡易水道施設のポンプ設備更

新工事の増、地方債償還金の増によるものです。

次に、公共下水道事業特別会計では、総額３億６,

２４８万６,０００円、前年対比３９.３％、２億３,

４４６万７,０００円の減となっております。

主な要因としては、下水道ストックマネジメント

計画策定業務、北海道が実施している道道吹上上富

良野線整備事業に伴う雨水管整備工事の完了による

事業費の減によるものであります。

次に、水道事業会計では、総額３億２４４万４,

０００円、前年対比３１.０％、１億３,５９４万２,

０００円の減となっております。

収益的収支においては、給水量の減少に伴う料金

収入の減、資本的収支では、北海道が実施している

道道吹上上富良野線整備事業に伴う配水管移設費用

の減によるものであります。

最後に、病院事業会計では、総額２０億４,７３

９万８,０００円、前年対比７６.３％、８億８,６

０４万３,０００円の増となっております。

収益的収支においては、公衆衛生活動費などの増、

資本的収支については、病院改築整備事業に係る経



- 38 -

費などの増によるものであります。

これら特別会計と公営企業会計の予算合計は５６

億３,６６９万２,０００円で、さきに申し上げまし

た一般会計予算と合わせた町全体の予算は１３３億

１,９６９万２,０００円、前年対比３.７％、４億

７,５９４万円３,０００円の増の規模となっており

ます。

以上が令和５年度予算の概要であります。

冒頭に申し上げましたとおり、今後の財政需要を

見通す中、引き続き厳しい財政運営が想定されます

が、かけがえのない私たちの郷土の発展は全ての町

民共通の願いであります。これまで幾多の困難を乗

り越え、今日の上富良野を築いてきた先人の労苦を

胸に刻み、第６次上富良野町総合計画の着実な推進

の下、笑顔があふれる未来へ、そして次の世代へつ

ないでいけるよう、堅実性と将来性の両立を図り、

しっかりと足元を見据えたまちづくりを実践してい

くとともに、何よりも全ての町民が一体となった協

働活動を通じて、ともに支え合い、ともに歩む１年

となるよう最大限の努力を続けてまいりますので、

引き続き町民の皆様並びに議員各位の御理解と御協

力を心からお願い申し上げ、令和５年度の町政執行

方針といたします。

○議長（村上和子君） ここで、暫時休憩といたし

ます。

再開は１０時３０分といたします。

──────────────────

午前１０時１２分 休憩

午前１０時３０分 再開

──────────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。

次に、教育長より教育行政執行方針について説明

を求めます。

教育長、鈴木真弓君。

○教育長（鈴木真弓君） 令和５年第１回定例町議

会の開会に当たり、上富良野町教育委員会の教育行

政執行に関わる主要な方針について申し述べ、町議

会をはじめ、町民の皆様の御理解と御支援をお願い

申し上げます。

今、人口減少・少子高齢化の進行や産業・経済構

造の変化、ＩＣＴやグローバル化の進展により、価

値観や生活様式が大きく変わってきており、これま

での知識や経験だけでは解を見出すことが難しくな

っています。

このような変化が激しい時代の子供たちが、未来

に向けて様々な困難を乗り越え、豊かな人生を切り

拓いていくために、自らの可能性を認め、地域の多

様な人々と連携・協働しながら、生かしていくこと

が大切であります。そのためにも、学校教育と社会

教育が両輪となって、必要な資質・能力を育む教育

行政を推進してまいります。

また、この３年間、新型コロナウイルス感染症の

収束が見込まれない中、児童生徒の安心・安全の確

保と学びの保障を両立させること、住民の学習活動

を止めることなく、健康で文化・スポーツに励んで

いただくことを基本として、その時々の状況を見極

めながら、対応を図ってまいりました。

教育委員会といたしましては、教育振興基本計画

に掲げる「ふるさとに学び 人が輝き 人がつなが

る かみふらのの教育」の理念の下、学校教育基本

方針の「生きる力を培う学びの推進」、「家庭や地

域に開かれた信頼される学校づくりの推進」、「安

心して学び、安全に過ごす教育環境の整備の推進」

と、社会教育基本方針の「生涯学習活動の充実と人

を育む環境づくりの推進」、「健康づくりのための

スポーツ活動の推進」、「心の豊かさを育む文化・

芸術活動の推進」に向け、教育行政を進めてまいり

ます。

この教育行政執行方針の根幹となる教育振興基本

計画が、令和５年度で前期５か年を経過し、策定当

時から教育を巡る様々な情勢も大きく変化している

ことから、後期５か年に向けて見直しを図ってまい

ります。

また、教育振興基本計画との整合を図るため、第

９次社会教育中期計画（平成３１年度～令和５年度）

が最終年度となるため、社会教育委員兼公民館運営

審議会委員に諮問し、第１０次社会教育中期計画（令

和６年度～令和１０年度）の策定を進めてまいりま

す。

初めに、学校教育推進目標に関連する６項目につ

いて申し述べます。

１項目、「生きて働く学力の育成」に係る施策項

目の「確かな学力の育成」についてです。

令和４年度の全国学力・学習状況調査では、小学

校、中学校ともに、全国平均を下回りました。

今後も各校の分析を基に、課題の克服や基礎的・

基本的な学習内容の確実な定着に向けて、個に応じ

た指導の充実を図るとともに、確かな学力の育成プ

ランを作成し、具体的方策を進めてまいります。

また、従来からの教科書・黒板による対面授業と、

タブレットや教材アプリ、ネットを活用したＩＣＴ

教育を効果的に組み合わせながら、主体的・対話的

で深い学びの実現に向けた授業改善を更に進めてま

いります。

そのために、学習支援システムを試行的に導入し、

協働的な学び、個別最適な学びの充実を図るととも

に、文部科学省ＣＢＴシステム「ＭＥＸＢＩＴ（メ

クビット）」の活用と併せ、タブレットの家庭への

持ち帰りに向けての試行・検討も進めてまいりま

す。

次に、「特別支援教育の充実」について、発達障

害の認知や特別支援教育に対する理解が深まる一

方、個々の特性の多様化に伴い、対象児童数は増加
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しています。

特別支援教育がスタートした平成１９年度から近

年まで特別支援学級在籍の児童生徒数の増加率は、

全国では２.５倍、全道では４.２倍、本町において

は４.８倍となっているところであります。

障害の有無にかかわらず多様性を尊重し、ともに

学ぶインクルーシブ教育の理念に基づいた特別支援

教育の推進に向け、合理的配慮が必要な子供たちや

その特性について、就学前の早期から、関係機関と

連携し実態把握に努めてまいります。その過程で、

保護者との合意形成を大切にした教育相談を丁寧に

進め、児童生徒にとって、より適正な学びの場の提

供に努めてまいります。

また、関係者・関係機関と連携し、在籍後の実態

や学びの状況を定期的に交流し情報共有しつつ、個

々の自立や進路・社会参加に向けた中・長期的な支

援に努めてまいります。

加えて、児童生徒へのきめ細やかな支援ができる

ように、上富良野小学校、上富良野西小学校、上富

良野中学校に、引き続き特別支援教育支援員を配置

するとともに、学校における医療的ケアの実施体制

を整えてまいります。

通級指導教室については、小学校と中学校の連携

による学びの接続が図られるよう努めてまいりま

す。

次に「国際理解教育の充実」について、現行の学

習指導要領では、持続可能な社会の創り手となる児

童生徒を育成することが求められていることから、

学校の教育活動全体を通してＳＤＧｓに視点を当て

た活動の推進を図ってまいります。

また、今年度も外国語指導助手（ＡＬＴ）を小学

校・中学校に配置するとともに、英語専科教員との

役割分担を明確にし、連携しながら専門的・効果的

な指導への支援を進めてまいります。

次に「情報教育の充実」について、児童生徒に対

しては、ＩＣＴ機器の基本的操作のスキル向上及び

情報モラル教育を進めてまいります。

また、学校教育情報化推進計画（令和５年度～令

和１０年度）の策定に基づき、指標毎の年次目標達

成に向けて、着実に取組を進めてまいります。

次に「キャリア教育の充実」について、本町では

将来の夢や希望をもっている児童生徒の割合が、全

国よりやや高い状況であります。農業体験や職場体

験学習を充実させ、学ぶことと働くことの意義が実

感できる活動の充実を図ってまいります。

２項目「豊かな心の育成」に係る施策項目の「道

徳教育の充実」についてです。

児童生徒の豊かな心の育成に向けては、特別の教

科道徳を中核とし、学校の教育活動全体を通じて、

道徳性を養うとともに、福祉関係や高齢者との触れ

合い体験など、地域の様々な人と関わる活動を通し

て、児童生徒の豊かな人間性や社会性の育成に努め

てまいります。

次に「ふるさと教育の充実」について、小学校教

科用児童図書（教科書）の改訂・採択の年に伴い、

令和６年度から使用する「社会科副読本かみふらの」

の第１２次改訂版の年度内完成を目指し、編集作業

を進めてまいります。

なお、今次改訂では、道内６地域目となったジオ

パーク認定に当たり、十勝岳を含めた、かみふらの

の自然や観光振興などのジオパーク関連の記述をは

じめ、地域防災に重要な役割を担う自衛隊や駐屯地

関連の記述を充実させるとともに、上富良野町の基

幹産業や自然・環境を学ぶふるさと学習を進めてま

いります。

次に「読書活動の推進」及び「体験活動の推進」

について、社会教育事業と連携し、学校図書館の環

境改善を進めるとともに、地域の教育資源を生かし

た多様な体験活動を促進してまいります。

次に「コミュニケーション能力の育成」について、

言葉で自分の考えを伝える言語能力を高めること

は、人間関係の形成に大きな役割を果たすことはも

ちろん、いじめの防止にもつながります。また、言

語活動の充実に伴い、読解力の向上など、あらゆる

学習活動への効果も期待できることから、コミュニ

ケーション能力を高める言語活動の充実を支援して

まいります。

次に「いじめ・不登校を解消する取組の充実」に

ついて、いじめは、いつでも起こり得るという認識

を学校全体で共有し、上富良野町いじめ防止基本方

針を踏まえ、各学校におけるいじめ対策委員会等の

定期的・継続的な開催を促進し、初動対応の遅滞を

招くことのないよう、体制の再確認・点検を進めて

まいります。

併せて、感染症等に関わる差別・偏見等に対する

人権教育を推進してまいります。

また、児童生徒や保護者からの相談窓口として、

電話によるかみふらのあんしんライン、手紙による

子どもＳＯＳミニレター、メールによる相談も継続

してまいります。

不登校児童生徒数については、全道・全国ともに

増加の一途をたどっている状況であり、本町の実態

としても、この１０年間で４倍に及んでおります。

こうした実態を踏まえ、臨床（公認）心理士等専

門的資格を有する人員を配置し、児童生徒のカウン

セリングや保護者との教育相談体制の一層の充実を

図るとともに、不登校の児童生徒が、いつでも学習

活動や体験活動ができるよう体制を整えるととも

に、保護者同士が、気軽に相談し合える教育支援セ

ンター設置を目指してまいります。

運営に当たっては、将来の社会的自立を目指した

長期的な視点で、子供自身が本来持っている力に気

づき自信を持てるよう、多面的にサポートできる体

制づくりを図ってまいります。
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さらに、不登校児童生徒と学校のつながりが途絶

えることがないよう、学校と協働した支援を行うと

ともに、保護者や保健福祉分野、民間関係機関との

連携体制を構築してまいります。

３項目「健やかな体の育成」に係る施策項目の「体

力・運動能力の向上」についてです。

全国体力運動能力・運動習慣調査結果における体

力合計点では、本町の中学校男子は、全国平均を上

回りましたが、小学校男子・女子並びに中学校女子

が全国平均を下回りました。

今年度も、各学校における体力づくり、一校一実

践が、さらに充実した取組となるよう支援していき

ます。

また、中学校の体育授業への支援を継続します。

次に「食育の推進」について、かみふっ子健診の

結果から、児童生徒が更に食に関する正しい知識と

望ましい食習慣を身につけていくように、各学校と

連携し、栄養教諭による食育授業を引き続き推進し

てまいります。

次に「健康教育の充実」について、新型コロナウ

イルス感染症の法的な位置づけが変わったとして

も、コロナウイルスの特性は変わるものではありま

せん。児童生徒の健康、安全・安心を第一に考え、

引き続き健康管理の徹底について進めてまいりま

す。

また子供たちが、生涯にわたって健康な生活を送

るための知識や行動を身につけることができるよう

育成してまいります。

４項目「学びを支える家庭・地域との連携・協働」

に係る施策項目の「家庭教育支援の充実」について

です。

児童生徒の学びを支えるのは、家庭における基本

的生活習慣の定着です。「早寝・早起き・朝ごはん」

の定着を図るため、生活リズムチェックシートの取

組を継続してまいります。また、教育支援センター

の設置やその目的・役割等について広く周知し、保

護者が相談しやすい組織づくりに取り組みます。

次に「学校と地域の連携・協働の推進」について、

学習指導要領の理念である「社会に開かれた教育課

程」の実現に向け、コミュニティ・スクールの機能

をさらに生かした学校運営がより一層着実に進むよ

うに、地域学校協働活動の推進を図ります。

また、部活動の地域移行に関して、中学校の教員

数に伴う部活動の実態や課題について意見交流する

など、学校現場の意向も尊重し、他地域の現状も情

報収集しながら、検討・協議を始めてまいります。

次に「学びのセーフティネット」について、感染

症に限らず、いかなる状況においても学びを止めず、

常に学びを保障できるようにタブレット端末の家庭

への貸出し、Ｗｉ－Ｆｉ環境が整っていない家庭に

はポケットＷｉ－Ｆｉの貸与を引き続き行ってまい

ります。

また、教育費における保護者の負担につきまして

は、経済的理由による就学援助を継続するとともに、

保護者の負担軽減に努めてまいります。

５項目「学びを高める信頼される学校づくり」に

係る施策項目の「学校段階間の連携・接続の推進」

についてです。

幼児教育と小学校教育の接続により、小１プロブ

レムを解消し、就学児がスムーズに小学校生活をス

タートできるよう、上富良野町のびのびプランを推

進してまいります。

さらに、今後の町内全体での児童数の推移を見据

え、小学校教育の充実に向けた小学校間連携の検討

を進めてまいりますとともに、本年度は、上富良野

西小学校と東中小学校の交流学習を重点に取り組ん

でまいります。

また、中１ギャップへの対応に向け、英語専科教

員の中学校への配置を継続するとともに、小中連携

協議会によるぐんぐんプランや社会教育事業を活用

した児童生徒の交流を推進してまいります。

次に「特色ある学校づくり」について、特認校の

取組につきましては、東中小学校の特色ある学校づ

くり、少人数指導によるきめ細やかな指導、地域と

学校が一体となった教育活動を支援し、特認校とし

て魅力ある学校づくりを進めます。

次に「授業力・児童生徒理解力向上」について、

各学校の校内研究の充実や教員の授業力向上に向

け、上富良野町教育研究会への支援に努めるととも

に、ＩＣＴ機器を活用した実践の研修や先進的な実

践校視察等を通して、ＩＣＴ活用のスキル向上や授

業改善に努めます。

次に「学校施設」について、各学校の設備・修繕

については、社会・経済情勢により、資材の高騰や

調達に工期延長などの課題もありますことから、中

・長期的な計画に基づき整備を進めてまいります。

また、急激な少子化の進行により、将来的な小学

校の教育環境の在り方を検討しなければならない時

期を迎えていることから、学校施設の維持管理計画

につきましても、関係者の皆様と情報共有を図り、

今後の方向性につきまして検討してまいります。

次に「学校運営の改善」について、教職員の働き

方についてですが、勤務時間外の在校時間の短縮や、

本来行うべき業務内容の精選が進められるなど、一

定の成果は見られるものの、職種や担当業務によっ

ては、依然として超過勤務の実態があります。

引き続き、子供に向き合う時間を確保するため、

校務支援システムの活用による情報や教材の共有、

専科教員やスクールサポートスタッフ等の効果的な

活用、庁内・校内会議のオンライン化の推進など、

業務量の軽減化を図ります。

次に「学校安全教育の充実」について、活火山十

勝岳を有する本町では、自然災害がいつでも起こり

うる環境であるため、自主的に命を守る行動を身に
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付けておくことが極めて大切です。

危機管理初期対応マニュアルを基に、十勝岳の噴

火発生時の対応など、緊急事態における児童生徒の

安全確保に向けて、関係機関との連携を図り継続し

て取り組んでいくとともに、各学校の避難訓練や防

犯訓練などの安全教育に対する支援に努めます。

また、児童生徒の登下校時の安全につきましては、

通学路安全推進会議による危険箇所の確認や住民会

・町内会による登下校時の見守りパトロールなど、

関係機関と連携し、地域総ぐるみで児童生徒の安全

保持に努めてまいります。

また、新型コロナウィルス感染状況の情報収集に

努め、感染拡大への危機感を持ちつつ家庭と連携し

た取組を継続してまいります。

６項目「上富良野高等学校への総合的支援」につ

いてです。上富良野高等学校では、十勝岳ジオパー

ク学習などの地域探求教科やｅスポーツ同好会など

特色ある教育を積極的に進めています。

本年度も引き続き、通学費や就学支援金、入学準

備金の助成、介護職員初任者研修をはじめとする各

種資格取得への支援のほか、希望者に対しまして、

引き続き学校給食の提供を継続してまいります。

さらに、昨年度から個人所有の端末を利用した授

業ＢＹＯＤが導入されていることから、引き続き入

学準備金として、端末購入費用を助成してまいりま

す。

これまでと同様、地元関係各位の御協力をいただ

き、地元高校存続に向けて全力を尽くして取組んで

まいります。

また本年度、全国高等学校総合体育大会登山競技

が、当町ほか３町において開催されることから、北

海道と連携し開催地として支援してまいります。

次に、社会教育推進目標に関連する６項目につい

て申し述べます。

１項目「家庭の教育力向上」についてです。

家庭の教育力向上につきましては、家庭における

子供たちの人格形成に必要な基本的生活習慣と調和

のとれた心身を育むことが教育の原点であります。

このことから、早寝・早起き・朝ごはん運動や生活

リズムチェックシートの活用などを通して、食事や

睡眠などの大切さの理解を深めるとともに、家庭教

育学級などの学習機会や情報提供に努め、町内の認

定こども園、小学校等への本の読み聞かせや芸術鑑

賞などの情操教育への取組など、関係機関と連携を

図りながらその充実を図ってまいります。

２項目「地域の教育力向上」についてです。

地域の教育力向上につきましては、放課後の児童が

安全で楽しく安心して過ごせる居場所としての放課

後クラブ・放課後スクールの運営を継続し、内容の

工夫・充実に努めながら、子育て支援の推進を図っ

てまいります。

また、小・中接続事業として、中学校に進学する

６年生を対象に、同じ中学校に進学する他校の子供

たちと関わる機会を設け、中学進学への不安を和ら

げ、進学に対する期待を持つ機会となるよう、かみ

ふっ子フレンドキャンプを継続し実施してまいりま

す。

さらに、青少年のリーダーや仲間意識を育むよう

なかよしサミット、通学合宿などを開催するほか、

青少年海外派遣事業として、青少年期における海外

でのホームステイなど、生活文化体験や語学研修を

行い、グローバル化や価値観の多様化に対応してい

く人材を育成するため、中学・高校生を対象とした

海外派遣を引き続き進めてまいります。

団体育成につきましては、子供会やスポーツ少年

団、青少年団体協議会などの自主的活動を尊重し支

援するとともに、スポーツ活動及び文化活動の推進

を継続していきます。

青少年の健全育成につきましては、青少年健全育

成をすすめる会や子供会育成協議会などの教育関係

団体との活動を通じて、地域と学校、教育機関が連

携しながら青少年が健やかに育つ環境づくりを進め

てまいります。

３項目「生涯学習活動の推進」についてです。

生涯学習活動の推進につきましては、幼児から青

少年・成人・高齢者まで生涯にわたる各世代の学習

活動の充実と推進を図るとともに、生涯学習推進の

意義や方向性について、国の政策を基に理解を深め

てまいります。

成人につきましては、マイプラン・マイスタディ

講座など自主的な学習活動への支援と公民館講座の

開設をはじめ、女性学級による学習機会の提供に取

り組むほか、女性連絡協議会の活動に支援を継続し

てまいります。

高齢者につきましては、「若く老いよう」を合言

葉にした、いしずえ大学の学びの機会を充実してい

くとともに、生きがいづくりとボランティア活動の

促進を図ってまいります。今後も、成人者や高齢者

の方々が培った知識や技能を各種の学習活動や体験

活動に生かして伝えていくなど積極的に関わりをも

ちながら、学びあい支え合う、人づくり・まちづく

りを進めてまいります。

図書館の運営につきましては、専門職員として図

書館司書の確保に向けて取り組むとともに、各世代

が読書に親しめる環境づくりとして、図書館の一般

書の整備拡充を図り、子供読書推進計画に基づき児

童書の蔵書充実や図書館まつりなどを開催し、その

利用促進に努めてまいります。

さらに、子供たちの読書への関心を高めるよう、

読書スタンプ帳の発行や親子が選んだ絵本を贈るす

くすく絵本、移動図書活動を継続して推進するとと

もに、ボランティア団体による小学校等での読み聞

かせ活動の支援と各年齢期に応じた推薦図書ガイド

ブックの配付を行ってまいります。
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また、図書館の子育て支援・家庭教育コーナーの

関係図書の充実を図り、子育て支援と家庭の教育力

の向上を進めてまいります。併せて、図書館職員を

各学校に派遣し、学校図書館の運営を支援してまい

ります。

また、第３次子ども読書推進計画（平成３１年度

～令和５年度）が最終年度となるため、社会教育中

期計画の見直しと合わせて、第４次子ども読書推進

計画（令和６年度～令和１０年度）を策定するため、

小・中・高校生に対しアンケートを実施し、計画に

反映してまいります。

４項目「スポーツの振興」についてです。

スポーツ活動の推進につきましては、人格の形成、

体力の向上や心身の健康増進を図るとともに、私た

ちに多くの夢や感動・楽しみをもたらし、活力に満

ちた社会を形成する上で欠かすことのできない大切

な役割を果たしています。

そのため、それぞれの体力や年齢に応じて多様なス

ポーツや体力増進に取り組むことができるよう、ス

ポーツ推進委員及びスポーツ団体と協力して各種ス

ポーツ大会やスポーツ教室を開催するほか、指導者

の育成及び青少年等のスポーツ活動に支援していき

ます。

また、令和４年度から実施しております町内の高

校生以下のパークゴルフ場とスキー場リフト使用料

の無料化を継続してまいります。

５項目「文化の振興」についてです。

文化・芸術活動の推進につきましては、人々の心

に安らぎと潤いをもたらすことを目標に、文化団体

や愛好者と連携し、自主企画芸術鑑賞事業などを通

して優れた芸術・芸能・文化に触れる機会を継続し

てまいります。

総合文化祭が第６０回を迎えることから記念事業

を開催するほか、町民芸術鑑賞事業として、芸術や

音楽などに接する機会に触れられる芸術鑑賞会を実

施するとともに、文化活動に参加する機会拡充のた

め引き続き文化教室を開催し、文化芸術活動を支援

してまいります。

また、町民の皆様が心の豊かさを求めて活動を行

っている文化芸術活動団体の発表の場として、総合

文化祭や富良野地区文化団体交流会への参加など、

発表の機会を支援するとともに、地域文化の継承・

発展を目指してまいります。

郷土館の運営につきましては、専門職員として学

芸員の確保に向けて検討するとともに、ふるさと学

習に活用が図られるよう郷土館ホームページの収蔵

資料による情報提供や郷土歴史を探訪する研修会、

総合文化祭に郷土館特別展を開催し、郷土館に訪れ

郷土に触れる機会の充実を図ります。

また、十勝岳ジオパークの拠点施設の側面もある

ことから、ストーリー「十勝岳泥流のつめ痕に北の

大地を切り拓く」を伝えるため、展示等のリニュー

アルを行い、町の歴史についての造詣をより深めて

いただけるよう努めてまいります。

６項目「社会教育の基盤整備」についてです。

社会教育施設の基盤整備につきましては、町民の

社会教育活動の核となる、社会教育総合センターア

リーナ天井の耐震化及び照明のＬＥＤ化につきまし

ては、原材料高騰による事業費の増嵩と整備にかか

る長期間休館への対応等も含め、整備方法について

新たに検討・協議を進めてまいります。

地域住民の社会活動としての分館施設整備につき

ましては、江花会館の屋根・外壁修繕、富原会館屋

根修繕など、各地域の分館施設要望に対しまして、

協議・検討を進め整備してまいります。

また、Ｂ＆Ｇ海洋センターの上屋シート、照明設

備等の整備につきましては、Ｂ＆Ｇ財団の助成を受

けて更新してまいります。

また、パークゴルフ場につきましては、設置から

２０年経過により、コース内の芝などが老朽化して

いることから、利用者、愛好者からのアンケートや

意見交換会を通じて、現状把握に努めたところであ

ります。芝生等の現状を踏まえ、今後においては専

門業者の指導をいただきながら、整備の年次計画を

立て、良好なコースとなるよう改良整備を進めてま

いります。

今後においても、利用者が利用しやすい各種施設

の維持管理に努めるとともに、ニーズの多様化に対

応するため、各団体や地域の御意見を伺いながら、

維持管理の向上と有効利用が図られ、多くの方々が

安全で安心して利用できる環境づくりに努めてまい

ります。

以上、令和５年度の教育行政執行方針に関する主

要な方針について申し上げました。

上富良野町教育委員会として、家庭・学校・地域

・行政による連携をこれまで以上に深めながら、町

の豊かな資源を学校教育、社会教育のそれぞれの場

面で効果的に活用し、学ぶことの楽しさ、分かるこ

とのうれしさを実感できる教育の実現を図ることに

より、生涯を通じて主体的に学び続ける意欲と持続

可能な地域づくりを担う人材育成に取り組んでまい

ります。

町民の皆様及び議員各位並びに関係機関、団体の

皆様の御協力を心からお願い申し上げ、令和５年度

の教育行政執行方針といたします。

○議長（村上和子君） 以上で、執行方針の説明を

終わります。

続きまして、各会計予算について説明を求めます。

初めに、一般会計予算について、関連がございま

すので、公共施設整備基金の一部支消及び十勝岳と

共生するまちづくり応援基金の一部支消についてを

一括して説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） ただいま町長から令和
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５年度の町政全般の執行における基本的な方針につ

いて、また教育長からは教育行政の方針について、

それぞれを述べられました。

その方針等に沿いまして編成いたしました令和５

年度の各会計予算のうち、まず一般会計予算の議決

対象項目の部分につきまして御説明申し上げます。

それでは、各会計予算書の１ページをお開き願い

たいと思います。

議案第１号令和５年度上富良野町一般会計予算。

令和５年度上富良野町の一般会計の予算は、次に

定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ７６億８,３００万円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）。

第２条、地方自治法第２１４条の規定により債務

を負担する行為をすることができる事項、期間及び

限度額は、「第２表 債務負担行為」による。

（地方債）。

第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 地

方債」による。

（一時借入金）。

第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、４億円と定

める。

２ページをお開き願います。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算額の

み申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款町税費、１０億５,１２３万８,０００円。

２款地方譲与税、１億２,９２０万円。

３款利子割交付金、７０万円。

４款配当割交付金、２８０万円。

５款株式等譲渡所得割交付金、４３０万円。

６款法人事業税交付金、１,６００万円。

７款地方消費税交付金、２億８,４００万円。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金、５,

８００万円。

９款環境性能割交付金、１,０００万円。

１０款地方特例交付税、５５０万円。

１１款地方交付税、３０億８,８００万円。

１２款交通安全対策特別交付金、１４０万円。

１３款分担金及び負担金、１,１７９万６,０００

円。

１４款使用料及び手数料、１億４,１０７万７,０

００円。

１５款国庫支出金、１１億５,７０６万４,０００

円。

１６款道支出金、６億７５３万５,０００円。

１７款財産収入、１,７７０万６,０００円。

１８款寄附金、３億７２２万３,０００円。

１９款繰入金、１億５,３０７万円。

２０款繰越金、６,０００万円。

２１款諸収入、２億１,９６９万１,０００円。

２２款町債、３億５,６７０万円。

歳入合計で７６億８,３００万円となってござい

ます。

４ページをお開き願いたいと思います。

２、歳出。

１款議会費、５,７５５万６,０００円。

２款総務費、１１億５,６５７万８,０００円。

３款民生費、１７億１,８４６万５,０００円。

４款衛生費、８億７,６１３万９,０００円。

５款労働費、６８万５,０００円。

６款農林業費、４億７７３万７,０００円。

７款商工費、２億２６８万２,０００円。

８款土木費、１１億５４０万６,０００円。

９款教育費、４億３,８４７万２,０００円。

１０款公債費、８億５,１８４万５,０００円。

１１款給与費、８億４,７４３万５,０００円。

１２款予備費、２,０００万円。

歳出合計、７６億８,３００万円となってござい

ます。

６ページをお開き願いたいと思います。

第２表につきましては、債務負担行為を設定いた

します戸籍総合システム機器更新事業など８事業に

ついて、その期間及び限度額を記載しております。

それぞれ事業期間に応じ債務負担行為を設定いたし

まして、事業を取り進めてまいります。

７ページを御覧いただきたいと思います。

第３表につきましては、地方債の限度額を延べ１

５件、３億５,６７０万円と定め、各項目の利率及

びその償還方法等について記載しております。

特に、将来の財政見通しが不透明であることから、

できる限り後年度負担の抑制を図るよう、対象事業

につきましては、継続的に取り進めている事業及び

緊急性、必要性の高い事業に絞り、地方債を財源の

一部として計画的に整備を図るものでございます。

また、令和３年度より指定を受けた、財政上の特

別措置である過疎債について、ハード事業として合

併処理浄化槽整備事業など８事業、また、町単独ソ

フト事業としてラベンダーハイツ事業特別会計繰出

しなど４事業に対しまして過疎債の発行を見込んで

いるところでございます。

加えまして、国の地方財政対策で暫定措置されて

いる臨時財政対策債についても、引き続き所要額を

計上しております。

次に、令和５年度一般会計予算に併せ、一括上程

いただきました議案第２５号上富良野町公共施設整
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備基金の一部支消について及び議案第２６号十勝岳

と共生するまちづくり応援基金の一部支消につい

て、その要旨を御説明申し上げます。

このたびの令和５年度一般会計予算につきまして

は、歳入において、町税では令和４年度課税状況に

基づきまして環境性能割を除く個人、法人町民税や

固定資産税等の増を見込んでおり、町税全体として

は前年対比３.１％の増加を見込むとともに、地方

交付税や臨時財政対策債においても、地方財政計画

で示された内容を勘案するとともに、令和４年度の

実績交付額を参酌した結果、合計額としては若干の

減額を見込んだところでありますが、他の交付金や

繰越金を含めた一般財源総額については、前年度か

ら若干の増額と見込んだところであります。

一方歳出においては、これまで進めてきました安

全・安心な暮らしの確保、地域の魅力向上への取組、

地域経済の活力再生に向けた各種施策を継続するこ

とはもとより、新たに実施する事業の判断において

は、政策調整会議における事前評価により、各種地

域振興策への対応をはじめ、今後の新子どもセンタ

ー及び病院建設に備えた当初予算における減債基金

１億円積立ての確保を図ったほか、他の公共施設や

公共インフラの老朽化に伴う長寿命化対策に要する

費用を確保するよう予算編成を進め、これらを見込

んだ財源調整においては各目的基金からそれぞれの

支消目的に沿った繰入れで対応し、本年度につきま

しても財源調整のための財政調整基金は死傷するこ

となく令和５年度予算を調製したところであり、財

政の健全化向上を図ったところでございます。

その中におきまして、公共施設整備基金について

は、緊急性や必要性の高いクリーンセンター設備改

修、上富良野小学校（講堂）防音機能復旧事業など、

多額の費用が必要となる施設の老朽化対応の財源に

充てるため、また十勝岳と共生するまちづくり応援

基金につきましては、これまでふるさと応援モニタ

ー事業として、町に寄せられた寄附につきまして、

その寄附者の意向に沿い、十勝岳と共生するまちづ

くり応援基金に積み立てたものについて、十勝岳ジ

オパークの拠点施設である郷土館の整備事業及び十

勝岳を核としたロケツーリズムの推進等の財源とし

て活用することとして、最終的な財源調整を図った

ところであります。

このようなことから、上富良野町公共施設整備基

金及び十勝岳と共生するまちづくり応援基金の各基

金条例の規定に基づきまして、議会の議決を得よう

とするものであります。

以下、議案を朗読し、説明といたします。

議案第２５号を御覧いただきたいと思います。

議案第２５号上富良野町公共施設整備基金の一部

支消について。

上富良野町公共施設整備基金の一部を次により使

用するため、上富良野町公共施設整備基金条例第６

条の規定により、議会の議決を求める。

記。

１、支消金額、６,９００万円。

２、使用目的、公共施設の更新及び改善に多額の

経費を必要とするため。

３、使用年度、令和５年度。

次に、議案第２６号を御覧いただきたいと思いま

す。

議案第２６号十勝岳と共生するまちづくり応援基

金の一部支消について。

十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部を次

により使用するため、かみふらのふるさと応援寄附

条例第１０条第２号の規定により、議会の議決を求

める。

記。

１、支消金額、１,０００万円。

２、使用目的、十勝岳噴火災害の歴史を後世に伝

える事業及び十勝岳ジオパークの取組の財源に充て

るため。

３、使用年度、令和５年度。

以上で、令和５年度上富良野町一般会計予算の議

決対象項目及び各基金支消議案の説明といたしま

す。

よろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） 次に、国民健康保険特別会

計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について説

明を求めます。

町民生活課長。

○町民生活課長（山内智晴君） 続きまして、議案

第２号令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計

予算及び議案第３号令和５年度上富良野町後期高齢

者医療特別会計予算につきまして、朗読をもちまし

て御説明申し上げます。

予算書の８ページを御覧ください。

議案第２号令和５年度上富良野町国民健康保険特

別会計予算。

令和５年度上富良野町の国民健康保険特別会計の

予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１１億７,７００万円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、１億円と定

める。

９ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。
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１款国民健康保険税、２億４,４２３万２,０００

円。

２款国庫支出金、４万６,０００円。

３款道支出金、８億６４４万２,０００円。

４款財産収入、１,０００円。

５款繰入金、１億２,３８５万９,０００円。

６款繰越金、１,０００円。

７款諸収入、２４１万９,０００円。

歳入合計は、１１億７,７００万円であります。

１０ページを御覧ください。

２、歳出。

１款総務費、４,５４７万８,０００円。

２款保険給付費、７億７,９７２万４,０００円。

３款国民健康保険事業費納付金、３億２,４９０

万４,０００円。

４款財政安定化基金拠出金、１,０００円。

５款保健事業費、１,７６７万５,０００円。

６款基金積立金、１,０００円。

７款公債費、９,０００円。

８款諸支出金、６５万４,０００円。

９款予備費、８５５万４,０００円。

歳出合計は、１１億７,７００万円であります。

次に、１１ページをお開きください。

議案第３号令和５年度上富良野町後期高齢者医療

特別会計予算。

令和５年度上富良野町の後期高齢者医療特別会計

の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億８,６２５万４,０００円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

１２ページを御覧ください。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款後期高齢者医療保険料、１億２,２６２万１,

０００円。

２款使用料及び手数料、１,０００円。

３款繰入金、５,６６６万４,０００円。

４款繰越金、１,０００円。

５款諸収入、６９６万７,０００円。

歳入合計は、１億８,６２５万４,０００円であり

ます。

２、歳出。

１款総務費、１,０１７万１,０００円。

２款広域連合納付金、１億７,５９７万１,０００

円。

３款諸支出金、１１万１,０００円。

４款予備費、１,０００円。

歳出合計は、１億８,６２５万４,０００円であり

ます。

以上で、令和５年度の上富良野町国民健康保険特

別会計予算及び上富良野町後期高齢者医療特別会計

予算の議決対象項目の説明といたします。

よろしくお願いします。

○議長（村上和子君） ここで、暫時休憩といたし

ます。

再開は１１時４０分といたします。

──────────────────

午前１１時２８分 休憩

午前１１時４０分 再開

──────────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。

次に、介護保険特別会計予算について説明を求め

ます。

保健福祉課長。

○保健福祉課長（深山 悟君） 続きまして、議案

第４号令和５年度上富良野町介護保険特別会計予算

につきまして、その概要を御説明申し上げます。

予算書の１３ページをお開きください。

収入でありますが、介護保険料につきましては、

被保険者数を３,３７５人、前年比１３人減と収入

見込みを立てております。

国、道の支出金及び支払基金交付金につきまして

は、介護給付費、調整交付金、地域支援事業交付金

を各制度により計上し、また一般会計繰入金につき

ましても、介護給付費、地域支援事業、低所得者の

保険料軽減強化に伴う公費負担をルールどおりで計

上しているところでございます。

次に歳出でありますが、保険給付費につきまして

は、居宅サービス、地域密着型サービス、施設サー

ビス、特定入所介護サービス等々を令和４年度の実

績見込みを参酌して計上しているところでございま

す。

また地域支援事業につきましても、介護予防・生

活支援サービス事業、一般介護予防事業、包括的支

援事業・任意事業を令和４年度の実績見込みを参酌

して計上しているところでございます。

以下、議案を朗読し説明といたします。議案説明

につきましては、議決項目のみ説明いたし、予算の

事項別明細書につきましては、省略させていただき

ますので、御了承願いたいと思います。

議案第４号令和５年度上富良野町介護保険特別会

計予算。

令和５年度上富良野町の介護保険特別会計の予算

は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１０億９,２２５万７,０００円と定める。

２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご

との金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。
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（歳出予算の流用）。

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。

（１）保険給付費の各項に計上した予算額に過不

足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費

の各項の間の流用。

１４ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款介護保険料、１億９,１０２万７,０００円。

２款分担金及び負担金、３２万８,０００円。

３款国庫支出金、２億５,６０１万３,０００円。

４款道支出金、１億５,０００万４,０００円。

５款支払基金交付金、２億６,３５９万４,０００

円。

６款財産収入、１,０００円。

７款繰入金、２億２,６６３万４,０００円。

８款繰越金、１,０００円。

９款諸収入、４６５万５,０００円。

歳入合計は、１０億９,２２５万７,０００円でご

ざいます。

１５ページを御覧ください。

２、歳出。

１款総務費、４,７３２万９,０００円。

２款保険給付費、９億５,９５５万円。

３款地域支援事業費、８,４２１万５,０００円。

４款特別給付費、６万円。

５款基金積立金、１,０００円。

６款諸支出金、１０万２,０００円。

７款予備費、１００万円。

歳出合計は１０億９,２２５万７,０００円でござ

います。

以上で、議案第４号令和５年度介護保険特別会計

予算の説明といたします。

御審議いただきまして、御議決いただきますよう

よろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） 次に、ラベンダーハイツ事

業特別会計予算について説明を求めます。

ラベンダーハイツ所長。

○ラベンダーハイツ所長（鎌田理恵君） 続きまし

て、議案第５号令和５年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算につきまして、朗読をもちま

して御説明申し上げます。

予算書の１６ページをお開きください。

議案第５号令和５年度上富良野町ラベンダーハイ

ツ事業特別会計予算。

令和５年度上富良野町のラベンダーハイツ事業特

別会計の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ３億４,０７７万７,０００円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）。

第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、３,０００

万円と定める。

１７ページを御覧ください。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。

第１表、歳入歳出予算。

１、歳入。

１款サービス収入、２億７,６３５万９,０００円。

２款使用料及び手数料、２万４,０００円。

３款財産収入、１,０００円。

４款寄附金、１,０００円。

５款繰入金、５,７６５万２,０００円。

６款繰越金、６６８万円。

７款諸収入、６万円。

歳入合計、３億４,０７７万７,０００円。

１８ページをお開きください。

２、歳出。

１款総務費、２億６５７万円。

２款サービス事業費、１億３,０１２万７,０００

円。

３款基金積立金、１,０００円。

４款公債費、１８７万９,０００円。

５款予備費、２２０万円。

歳出合計、３億４,０７７万７,０００円。

以上、議決項目の部分についての説明といたしま

す。よろしくお願いします。

○議長（村上和子君） 次に、簡易水道事業特別会

計予算及び公共下水道事業特別会計予算並びに水道

事業会計予算について説明を求めます。

建設水道課長。

○建設水道課長（菊地 敏君） 続きまして、一括

上程いただきました簡易水道事業特別会計予算、公

共下水道事業特別会計予算及び水道事業会計予算の

令和５年度予算につきまして、議決対象項目につい

て御説明申し上げます。

１９ページをお開きください。

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきます。

議案第６号令和５年度上富良野町簡易水道事業特

別会計予算。

令和５年度上富良野町の簡易水道事業特別会計の

予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億２,８０７万６,０００円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。
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（地方債）。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地

方債」による。

（一時借入金）。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、５,８２０

万円と定める。

２０ページをお開きください。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみを申し上げます。

第１表、歳入支出予算。

１、歳入。

１款使用料及び手数料、１,２７２万４,０００円。

２款繰入金、５,７１４万８,０００円。

３款繰越金、１,０００円。

４款諸収入、３,０００円。

５款町債、５,８２０万円。

歳入合計は、１億２,８０７万６,０００円であり

ます。

２、歳出。

１款衛生費、７,６２９万８,０００円。

２款公債費、５,１７７万７,０００円。

３款繰出金、１,０００円。

歳出合計は、１億２,８０７万６,０００円であり

ます。

２１ページを御覧ください。

第２表、地方債につきましては、起債の目的とし

て簡易水道事業の一般分として、限度額４,７６０

万円、公営企業会計適用分として、限度額を１,０

６０万円とするほか、起債の方法、利率、償還の方

法は、表内表記に定めるものであります。

続きまして、公共下水道事業特別会計予算につき

まして御説明申し上げます。

２２ページをお開きください。

議案第７号令和５年度上富良野町公共下水道事業

特別会計予算。

令和５年度上富良野町の公共下水道事業特別会計

の予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）。

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ３億６,２４８万６,０００円と定める。

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。

（地方債）。

第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、

起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 地

方債」による。

（一時借入金）。

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、５,２７０

万円と定める。

２３ページを御覧ください。

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

を申し上げます。

第１表、歳入支出予算。

１、歳入。

１款分担金及び負担金、２０万５,０００円。

２款使用料及び手数料、１億３,３２１万円。

３款国庫支出金、１,２５０万円。

４款繰入金、１億６,３５６万８,０００円。

５款繰越金、１,０００円。

６款諸収入、３０万２,０００円。

７款町債、５,２７０万円。

歳入合計は、３億６,２４６万８,０００円であり

ます。

２、歳出。

１款下水道事業費、１億５,１２１万２,０００円。

２款公債費、２億１,０７７万３,０００円。

３款繰出金、１,０００円。

４款予備費、５０万円。

歳出合計は、３億６,２４８万６,０００円であり

ます。

２４ページをお開きください。

第２表、地方債につきましては、起債の目的とし

て、公共下水道事業の一般分として限度額を１,９

５０万円とし、また資本費平準化分として、限度額

を２,９４０万円とし、また公営企業会計適用分と

して、限度額を３８０万円とするほか、起債の方法、

利率、償還の方法は、表内表記に定めるものであり

ます。

続きまして、水道事業会計予算につきまして御説

明いたします。

２５ページを御覧ください。

議案第８号令和５年度上富良野町水道事業会計予

算。

（総則）。

第１条、令和５年度上富良野町の水道事業会計の

予算は、次の定めるところによる。

（業務の予定量）。

第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。

（１）給水戸数、３,９５２戸。

（２）年間総給水量、６８万５,６３２立方メー

トル。

（３）１日の平均給水量、１,８７８立方メート

ル。

（収益的収入及び支出）。

第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

収入。

第１款水道事業収益、１億６,０２４万９,０００

円。
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第１項営業収益、１億４,５１０万４,０００円。

第２項営業外収益、１,５１４万５,０００円。

支出。

第１款水道事業費用、１億６,０２４万９,０００

円。

第１項営業費用、１億３,７８５万８,０００円。

第２項営業外費用、１,０００万７,０００円。

第３項特別損失、２,０００円。

第４項予備費、１,２３８万２,０００円。

（資本的収入及び支出）。

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額５,５３４万６,０００円は、過年度分損

益勘定留保資金３,０８４万７,０００円、当年度分

損益勘定留保資金２,４４９万９,０００円で補塡す

るものとする）。

収入。

第１款資本的収入、８,６８４万９,０００円。

第１項企業債、８,３４０万円。

第２項負担金、３４４万９,０００円。

支出。

第１款資本的支出、１億４,２１９万５,０００円。

第１項建設改良費、１億１,１２６万４,０００円。

第２項企業債償還金、３,０９３万１,０００円。

２６ページをお開きください。

（企業債）。

第５条、企業債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債目的を配水管布設替事業とし、限度額を８,

３４０万円とするほか、起債の方法、利率、償還の

方法は、表内表記に定めるものであります。

（議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。

第６条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。

（１）職員給与費、２,４５６万９,０００円。

（他会計からの補助金）。

第７条、水道事業運営のため、一般会計からこの

会計へ補助を受ける金額は、４６９万３,０００円

である。

（棚卸資産購入限度額）。

第８条、棚卸資産の購入限度額は、７７８万７,

０００円と定める。

以上で、簡易水道事業特別会計予算、公共下水道

事業特別会計予算、水道事業会計予算の令和５年度

予算につきまして、議決対象項目についての説明と

いたします。よろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） 次に、病院事業会計予算に

ついて説明を求めます。

町立病院事務長。

○町立病院事務長（長岡圭一君） 続きまして、議

案第９号令和５年度上富良野町病院事業会計予算に

つきまして、議決項目について御説明申し上げます。

２７ページをお開きください。

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきます。

議案第９号令和５年度上富良野町病院事業会計予

算。

（総則）。

第１条、令和５年度上富良野町の病院事業会計の

予算は、次に定めるところによる。

（業務の予定量）。

第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。

第１号、業務量。

イ、病床数、一般病床、３９床。

ロ、定員数、介護保険施設入所、３２人。

ハ、患者数、年間３万４,５００人、１日平均１

２９人。

入院患者、一般病床、年間９,５００人、１日平

均２６人。

外来患者、年間２万５,０００人、１日平均１０

３人。

ニ、入所者数、介護保険施設、年間１万６５０人、

１日平均２９人。

第２号、主要な建設改良事業。

イ、町立病院改築整備事業、１０億１,５４３万

２,０００円。

（収益的収入及び支出）。

第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

収入。

第１款病院事業収益、１０億１９１万７,０００

円。

第１項医業収益、６億２,５５２万２,０００円。

第２項医業外収益、２億１,９３０万７,０００円。

第３項介護保険施設事業収益、１億５,７０８万

８,０００円。

支出。

第１款病院事業費用、１０億１９１万７,０００

円。

第１項医業費用、８億４,１８９万１,０００円。

第２項医業外費用、２９２万７,０００円。

第３項介護保険施設事業費用、１億５,７０８万

８,０００円。

第４項特別損失、１,０００円。

第５項予備費、１万円。

（資本的収入及び支出）。

第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。

収入。

第１款資本的収入、１０億４,５４８万１,０００

円。

第１項出資金、２,００４万８,０００円。
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第２項補助金、２億４,７７３万３,０００円。

第３項企業債、７億７,７７０万円。

支出。

第１款資本的支出、１０億４,５４８万１,０００

円。

第１項企業債償還金、１,０３４万９,０００円。

第２項建設改良費、１０億３,３９３万２,０００

円。

第３項奨学資金貸付金、１２０万円。

（継続費）。

第５条、継続費の総額及び年割額は、次のとおり

と定める。

１款資本的支出、２項建設改良費、事業名、町立

病院改築整備事業（地中熱設備導入工事）、総額１

１億円、令和５年度、３億８,５００万円、令和６

年度、７億１,５００万円、計１１億円。

（債務負担行為）。

第６条、債務負担行為をすることができる事項、

期間及び限度額は、次のとおりと定める。

事項、町立病院改築整備事業（工事監理業務）、

期間、令和５年度から令和７年度、限度額４,１５

３万２,０００円。

（企業債）。

第７条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、次のとおりと定める。

町立病院改築整備事業（実施・外構設計、外構・

基礎工事、地中熱設備導入工事、工事管理業務等）

に係ります限度額を７億７,７７０万円とするほか、

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、表

に定めるとおりであります。

（一時借入金）。

第８条、一時借入金の限度額は、１０億円と定め

る。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）。

第９条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。

第１号、医業費用と医業外費用との間。

（議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費）。

第１０条、次に掲げる経費については、その経費

の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそ

れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。

第１号、職員給与費、６億６,４３６万６,０００

円。

第２号、交際費、３０万円。

（他会計からの補助金）。

第１１条、経営基盤強化などに要する経費に充て

るため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額

は、７,２８７万３,０００円である。

（棚卸資産購入限度額）。

第１２条、棚卸資産の購入限度額は、１億２,２

９６万８,０００円と定める。

（重要な資産の取得及び処分）。

第１３条、重要な資産の取得及び処分は、次のとお

りとする。

１、取得する資産、種類、医療器械、名称、検体

検査システム、数量、１式。

以上、令和５年度上富良町病院事業会計予算の議

決項目につきまして御説明といたします。

よろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） 以上で、議案の説明を終わ

ります。

昼食休憩といたします。

再開は、１３時１５分といたしいます。

──────────────────

午後 ０時０８分 休憩

午後 １時１５分 再開

──────────────────

○議長（村上和子君） 昼食休憩を解き、会議を再

開いたします。

これより質疑に入ります。

これからの質疑については、先ほどの町長及び教

育長の執行方針に限ったものといたします。

なお、質疑の回数は、議会運営に関する先例によ

り、概括的範囲とし、１人１回限りといたします。

これより、質疑をお受けいたします。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 斉藤町長に町政執行方針に

関しての質問をさせていただきます。

町政執行方針とは、本来、町長が次年度に向けて

の基本市政や主要施策など町政運営の方向性を示す

ものであります。

２月１５日に発表した令和５年度の新年度予算

は、北海道新聞でも翌日記事として取り上げられて

おりましたが、主な主要事業として、泉町南団地５

号棟の建設、そして外構工事、そして不登校の児童

生徒やその家族を支援する教育支援センターの設

置、地域おこし協力隊を６人採用する関連予算、そ

して十勝岳ジオパークの拠点施設である郷土館の展

示品の充実などが紙面ではクローズアップされてお

りました。

地域おこし協力隊の６名の関連予算に関しまして

は、もうこの制度が創設されて１５年目になり、当

町においてもこれまでの間、数人を受け入れており、

人数が６人に増員されるといういたってシンプルな

施策であり、その他ジオパーク、映画化、町立病院、

子どもセンターなどは、前町長からの継続事業であ

り、斉藤カラーは一体どこに入っているのでしょう。

この２３ページに及ぶ調整執行方針では、第６次

総合計画の分野目標ごとににまとめた項目に沿っ

て、本年度の主な施策について申し上げますとのこ

とですが、内容は昨年とほとんど変わらず、計画の

策定などが新たに記載されているだけで、特に１５
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ページを抽出いたしますと、本文中、ＪＲ富良野線

の存続のカテゴリーでは、「アクションプラン」と

いう文字が足されているだけ、町営バス十勝岳線、

予約型乗合タクシーのカテゴリーでは、昨年と一語

一句変わらず全く同じ内容であり、情報化のカテゴ

リーでは、「本年度」が「昨年度」に変わっている

だけ、住環境整備については、泉町南団地の５号棟

の建設が「実施設計」から「地質調査が工事」にな

っているだけです。

それぞれの分野ごとに前年度を振り返り、検証、

研究し、本年度はこのようにしようというのが町政

運営の方向を示すということではないのでしょう

か。そもそも前年と同じ内容であること自体、魂が

入ってないように感じます。

令和５年度には何をされたいのか、具体的な取組

が入っておりません。そこで、お伺いいたします。

斎藤町長がお考えの次年度に向けての基本市政や主

要施策は一体何かお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ８番の荒生議員の御質問に

お答えいたします。

さきの新聞報道にあったとおり、それが主な主要

施策となります。新こどもセンターを建設につきま

しては、令和４年度の補正予算ですが、実質といい

ますか、工事が始まるのが令和５年に繰り越して行

いますので、１６か月予算ということで報道、プレ

スのほうには説明いたしました。

地域おこし協力隊につきましては、制度自体は前

からあるものですが、新しい分野にということで、

商工、観光、農業に向けて地域おこし協力隊を募集

したいと、このように考えております。公営住宅５

号棟につきましても、計画に沿ったものであります

が、これは継続でありますが、これも新しい事業と

いうことで、あと住宅改修の補助につきましては、

ゼロカーボンシティ宣言もありますので、予算を増

額して、約当初予算比で２.５倍ぐらいになったと

思いますが、そういう意味で新規の事業と、新規の

事業ではありませんが、従来からあったものを拡幅

して施策に進めていきたいということで挙げており

ます。

あと、教育委員会関係では、教育支援センター、

これは新しいものです。あとは病院の改修、これも

既存の決まった事業ではありますが、これも継続と

いうことで挙げさせてもらいました。重要な施策だ

と思っております。

町政のやることといいいますか、総合計画に基づ

いて分類すると細かなこともいっぱいありまして、

全てが全て新しいものに置き換わっていくわけでは

ございませんで、従来から継続してやらなければな

らないことも当然数多くありますので、そういった

意味では前年と変わらない部分、継続してやるとい

う意味でそういう部分もあるかと思いますが、先ほ

ど私が言いました子どもセンター以下病院改修に係

るまで、これは町が持続可能なまちづくりを進めて

いく上で重要な施策だと考えて、新聞報道にインタ

ビューといいますか、答えた内容になります。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 執行方針に当たりまして、

町長と教育長のほうにお伺いしたいと思います。

３ページ目にありますゼロカーボンシティ宣言に

関連して、町も一事業所として取組を努めていくと

いうことですけれども、一事業所として役場庁舎で

は、どのような取組を進めていくお考えなのかお伺

いします。

次、５ページの交通安全に関してですけれども、

町民の啓発活動や意識向上だけではちょっと防ぎき

ることができなかった死亡事故だったかと思います

が、そのあたり何か対策等、町長の考えをお伺いい

たします。

次が１３ページ、観光・交流について、ラベンダ

ーフェスターかみふらの、これはお祭りなのですけ

れども、試行的に行っているとありますが、方向性、

令和５年も試行期間というスタンスで行うものなの

か、また花と炎の四季彩まつりの復活しかり、ラベ

ンダーフェスタの本格始動など、今後の考えをお伺

いいたします。

同じく１３ページ、泥流地帯の映画化に関してで

すけれども、町長の執行方針での発言では、映画化

を進める会を中心とした取組を進めるという御発言

では、主導権がさも映画を進める会にあるような印

象を受けたのですけれども、そのあたり町長のスタ

ンスとして映画を進める会の活動はあくまで気運醸

成であるのか、そのあたり町のスタンスをお聞きし

ます。

次、１５ページ、ＪＲ富良野線に関連してＪＲの

利用促進を図っていくとありますけれども、このＪ

Ｒ利用促進の取組というのは、何かイベント等を考

えているのか、はたまたＪＲ駅舎の改築なのか、町

長の考えをお伺いいたします。

あと、同じく１５ページ、乗合タクシーなのです

けれども、利用者減少しておりますけれども、利用

者が増えるような取組については一切触れていなか

ったのですけれども、そのような利用、利便性の向

上等の対応の検討はなされるのか、お考えをお伺い

いたします。

次に教育長のほうにお伺いいたします。

２ページ目、学力が全国平均をを下回って低下し

ているということで、個々の応じた指導の充実を図

るとおっしゃいましたけれども、教職員の働き方改

革、超過勤務の実態がある中で、さらにこういった

個々の指導の充実をしていくとなると、教職員のさ

らなる負担増が懸念されるのですけれども、そのあ
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たりどのように取り組んでいかれるのか、学力向上

の対応をお伺いいたします。

もう１点、最後に１０ページ、令和５年度は、イ

ンターハイが北海道で行われるということで、本町

でも十勝岳で開催ということで開催地として支援す

るとありましたが、このあたり、十勝岳ということ

でジオパーク等と連携して町のＰＲに積極的に活用

するなど、積極的にこのインターハイが行われるこ

とを積極的に関わるといった、そういったスタンス

の考えはないのかお伺いいたします。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

まずゼロカーボンについて役場庁舎ではどのよう

なということでの御質問ですが、役場庁舎に限ると

ちょっと話が限定的になってしまうので、公共施設

ということでお話しさせていただきますと、町には

公共施設５３か所ございまして、なかなかゼロカー

ボンに向けては、当面は省エネを進めるのがいいの

かなというふうに考えておりますが、特に改修にお

いては断熱性を上げたりするのですが、改修以外す

ぐできることといったらやはりＬＥＤ化、これを考

えておりまして、５３か所ありますので、ＬＥＤを

どう進めるか、リース方式、バルクリース方式とい

うのが考えておりまして、これはいろいろプロポー

ザルで、向こうから提案型の一般競争入札になりま

して、まだ詳細といいますか、どういう内容かとい

うのは詰めておりませんので、これが詳しく決まり

ましたら、契約といいますか、契約内容が煮詰まっ

てきたら、すぐにＬＥＤ化は進めていきたいなとい

うふうに考えております。

５年度当初予算には入っていませんが、時期は５

年度中には、早ければ５年度中にできれば、補正な

り組み直してできればいいかなというふうに、やり

たいなというふうに考えております。

そのほか役場では、街路灯なんかもあります。街

路灯なんかも球の変えるの、ＬＥＤ化は随時切れた

段階で現在も行っておりますし、そのほか公用車な

んかに関しましても、買い替えの時期が来たならば、

電気自動車とかハイブリッド、そのような燃費のよ

い公用車に切り替えていく方法などが役場では考え

られるかなというふうに思っております。

続きまして、交通安全のことについてです。先日、

残念ながら４,７７４日で死亡事故ゼロがストップ

してしまったのですが、特に御質問にあるとおり、

外国人観光客の方が、なかなか交通標識等が分かり

づらいというのは言われておりまして、ただ、日本

の標識は公安委員決めたもので、なかなか勝手に大

きくしたり小さくしたり、自由度が少ない、ほとん

どないのですが、そんな中で独自の警告の看板とか、

あとそういうのを設置したり、あとは啓発です。こ

の間も事故があってからすぐは、英語で注意喚起を

促し、ポケットティッシュなんかも配らさせていた

だきましたが、いずれにしてもその啓発については、

安全推進協議会なんかと連携しながら、もちろん警

察なんかともそうなのですが、相談、連携しながら

事故対策、啓発なんかは進めていきたいと、このよ

うに考えております。

続きましてラベンダーフェスタ、令和５年はどう

するのかということで、今まではコロナということ

で、なかなか飲食は難しかったのですが、このまま

行くと令和５年は、先ほど議員おっしゃったとおり

本格始動、四季彩まつりの復活といいますか、あの

内容を復活するわけではありませんが、ラベンダー

フェスタを本格始動、つまり飲食なんかも伴って誘

客をしていきたいなというふうに考えております。

次に泥流地帯の映画化ですが、町が進めていくの

か、進める会が進めていくのかという御質問ですが、

町は、町の役割としては、プロダクションといいま

すか、会社を通して製作委員会をつくるというのが

町の仕事、主な仕事なのですが、進める会というの

は、先ほど議員おっしゃったとおり、機運醸成です

とか、撮影が始まったときのエキストラなんかも含

めて応援してもらうのですが、どちらが中心となっ

てといいますか、両方とも、町としても進める会と

手を組んで、一体となって進めていくようなイメー

ジといいますか、そういうふうに進めていきたいと

考えております。

ＪＲの利用促進の取組ですが、駅舎ということで

すね、いい案かもしれません、議員おっしゃるとお

り。けれども、ここで言っている利用促進というの

は、要するに今までもやっていたのですが、ノロッ

コ号とか、あと北海道周遊して富良野線を通ってい

く観光列車みたいなのがありますので、それの上富

良野に止まったときのお出迎え、地場産品を提供し

たりする、そういうふうな観光客に来てもらう、富

良野線を利用してもらう、盛り上げていって、そう

いう活動プラス、ＪＲがノロッコ号とか観光列車を

やるのですが、町としては、やはり公共交通機関と

して、上富良野の駅から十勝岳線が６月から９月、

朝一は、旭野の十人牧場、山加ではなくてその上ま

で、凌雲閣まで６月から９月までは運行しますので、

そうすることによってＪＲを利用した人が朝一で山

に登っていける、そのようなこと、いろいろなこと

を、考えられることは組み合わせて、ＪＲの富良野

線利用の促進に取り組んでいきたいと、このように

考えております。

続いて最後なのですが、乗合タクシーにつきまし

ては、なかなかコロナ禍で利用者が低迷していまし

た。乗り合いという意味合い、性格上、どうしても

他人と一つの、密になるというのが、避けられたの

かもしれません。そんなこともありましたが、令和

５年においては、多分政府でも言っているように５
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月、ゴールデンウィーク明けに２類から５類に分類

されるであろうと思いますので、そうすると利用者

の客が戻ってくることも考えられますし、その上で、

数年前にアンケート調査をいたしましたので、その

中でおおむねは満足していただける結果ではありま

したが、まだちょっと課題はゼロではありません。

多少残っておりますので、荷物の問題ですとか利便

性を高める工夫は、事業者の相手のこともあります

ので、できる範囲で改善は日々努めていって、利用

者の増、利用者の利便性の向上には努めていきたい

と、このように考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） １番元井議員の御質問に

お答えさせていただきます。

まず、１点目の豊かな学力の育成の科目でござい

ますが、令和４年度の全国学力学習状況調査につき

ましては、執行方針の述べましたとおり、全国より

は下回っている実態だというふうに実態を押さえ、

校長会・教頭会通じて、各学校とも次年度に向けた

学習プランに今現在邁進してるところでございま

す。

この結果としまして、私のほうで把握しているの

は、やはり家庭内での家庭学習の時間がうちの町は

全道・全国から見て少し短いと。読書する時間も短

い。長いのは何かといいますと、ゲームをする時間

が長いという実態は分かっております。

それを通じまして、ＰＴＡとも通じまして、でき

ましたら、ゲームをすることを否定することではな

いのですが、ゲームする時間を少し見直していただ

いて家庭内学習していただくように、各学校では保

護者等に通じて家庭内学習の推進について取組を進

めているところでございます。

そして、今、１人１台ずつタブレットを用意して

学校に配置しております。この夏以降に、実は自宅

に持ち帰っていただいて、このタブレットで家庭内

学習を進めるように、今、準備を整えようと町政し

ております。このタブレット中には、今回執行方針

にも述べましたＭＥＸＢＩＴという、文科省が全国

に発信するソフトウェアが入っておりまして、この

中には、それぞれの学年に応じたドリルが入ってお

ります。そのドリルを通じて学習を進めるような内

容にもなっておりますし、国のほうでは、このタブ

レットを使った学習・学力調査も将来的には視野を

入れてることもありますので、ぜひ我が町の子供た

ちも、このタブレットを使った学習を進めていくよ

うに、教育委員会並びに各学校とは、連携して進め

ていこうというふうに考えているところでございま

す。

あと教職員への負担感でございますが、今、ＩＣ

Ｔ情報推進委員会が立てられ、今年、実は令和５年

度に情報化計画も町として作成を進めているところ

でございますが、各学校においては、やはり得意な

先生と不得意な先生もいるというふうに聞いており

ます。やはりいろいろな分野、皆さん全てパーフェ

クトではございませんので、そこをお互いに補いな

がら、やはり教科の共有だとか情報の共有をこの校

務支援システムを使いまして、学校の先生方は、お

互いに協力し合える仕組みを今講じております。こ

れは学校内だけではなくて、うちの町の先生方全体

を通して連携できるような形ができますと、小学校

３校とも同じような情報で、先生方も負担が少しで

も減るような形になるのではないかといいまして、

令和４年度の町教研の研修会では、既にそのような

取組を今年取り組んでいただいていることを私も参

加させていただきまして、実感しているとおろでご

ざいます。一気にホップ・ステップ・ジャンプには

いかないかと思うのですが、各先生方がやはり工夫

をした授業を進め、働き方改革にも努力していただ

いてることは、実感しているところでございます。

ただ、制度の移行なので、大変過渡期でございます

ので、もうしばらく落ち着くまでには時間がかかる

かなというふうに町としては判断しているところで

ございます。

次に、インターハイに関わる質問にお答えさせて

いただきます。北海道としましては、７月２２日か

ら８月の２１日の１か月間、道内において各種目の

インターハイが開催されるというふうに実行委員会

からは情報を受けておりますが、我が町では８月７

日から１１日の５日間の登山競技が上富良野町の十

勝岳から登っていくということで、開催当地という

ことで御指定をいただいております。隣町の美瑛町、

あと旭岳を有する東川、黒岳を有する上川というこ

とで、この大雪山系と十勝岳山系がこの登山競技に

大変適しているということでの選定ですので、北海

道の実行委員会とも十分協議した上で、その対応に

ついては支援をしていきたいと思っております。た

だ、実行委員会と、ここは高校の実行委員会があり

ますので、なかなか我が町だけというわけにはいか

ないものですから、今、実行委員会のほうに各町村

の観光協会にも少し観光ＰＲさせてもらえないかと

か、あとそういうブースも設けることができるのか

とか、そういうのをちょっと内部実務で調整はして

いるところですが、まだ許可とか了解はいただいて

ないので、当町としてもなるべく上富良野町をＰＲ

できるような仕組みはできないかということで要望

はしていきたいと考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 私も町長と教育長に、ちょ

っとこちらは執行方針についての何点か質問させて

いただきたいと思います。

９ページですが、こちらはいわゆるラベンダーハ
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イツの関係であります。こちらは、もう老朽化して

いる建物の中で利便性が非常にうまく保たれている

のかどうかと非常に疑問な点がある中で、本当に利

用者ニーズに即したサービス提供は本当にできるの

かどうか、それから人材育成と、それから職員の体

制を整備するとあります。本来であれば、昨年度次

長がいない状態の中で運営をされておりますが、そ

ういった点は今後解消されるのでしょうか、お伺い

をいたします。

次が１０ページです。こちらは、第８次農業振興

計画の関係です。振興計画は、いわゆる５年度、今

年が最終年度であります。この最終年度を待たずに

して、実践計画がいわゆる実現不可能という部門が

あります。こちらについては、次の第９次の農業振

興計画までこのままできないよということで放って

おくのか、本来であれば農業者の皆さんにこの事業

についてはできないという周知をすべきではないの

かというふうに思っておりますけれども、その辺の

ところのお考えをお伺いいたします。

次、１１ページです。高収益作物の関係でお伺い

をいたします。高収益作物、いわゆるこちらは町で

定めている高収益作物なのですが、非常に面積が減

ってきていると。そんな中で、今回たまたま地域お

こし協力隊を採用して、そしてその面積維持拡大を

図るというふうに言われておりますが、これで本当

に維持拡大ができると思っているのでしょうか。

それから、１２ページです。こちら農業被害の関

係です。いわゆる鳥獣害被害が年々被害が拡大をし

ております。そんな中で対策としては、いわゆるこ

れは狩猟免許、狩猟免許のの関係で助成をしたいと

いうふうに言っておりますが、今までも狩猟免許の

助成はしております。残念ながら、狩猟免許の資格

を取っても、実際に動いてない人が多過ぎるのです。

ほとんど動いている人は、限られた人しか動いてい

ないのです。そういったことを含めた中で、その狩

猟免許を例えば助成したとしても、鳥獣害の被害を

止めることにはつながらないのではないかと。そう

ではなくて、今持っている、免許を持っている人た

ちに、いかにしてその鳥獣を捕獲してもらうような、

そういう手段を取るような方法を考えたらいいので

はないかと思いますけれども、その辺のところをお

伺いします。

それから１４ページ。こちらは高規格道路の関係

です。旭川十勝道路の関係については、できるだけ

早く、いわゆる工事が進められて完成することを願

っておるわけでありますけれども、予算の関係上な

のか分かりませんが、いまだにまだ上富良野までは

到達していません。そこで伺いたいのは、上富良野

町、町長も以前も言っていましたが、上富良野町内

の中にアンダーパスを２か所作りたいという考えを

示しておりましたけれども、今でもその考えがある

のか。それと上富良野の着工のめどは見えてきてい

るのでしょうか。その辺を伺います。

次に１８ページです。こちらは、職員の資質向上

の関係、行政の担い手のしての信頼される組織づく

りを目指すとあります。昨今、職員の離職は、多く

見られます。そんな中で、今後どのような対応して

職員を引き止めるような対策を考えていくのか、そ

の辺のところの考えがあればお伺いをしたいと思い

ます。

それから１９ページ、こちらはふるさと応援モニ

ター事業の関係です。前の委員会の中でも私申し上

げましたけれども、いわゆる普通の皆さん、普通の

自治体がやっているようなふるさと納税、そういう

形でいいのではないかというふうに思っておりま

す。そこら辺のところ、応援モニターをする意味が

どこにあるのか、それともこれからも継続していく

つもりがあるのかどうかをお伺いいたします。

それと教育長にお伺いします。こちらは、４ペー

ジです。

児童生徒の豊かな心の育成に向けては、特別の教

科、道徳を中核とした学校の教育活動全体を通じて

道徳性を養うとあります。こちらについては、いわ

ゆる道徳教育というのは、小学生、また中学生を対

象にしているのか、それとも年間こういった道徳の

教育という勉強の時間は、年間どのくらいの時間を

要して道徳教育をやっておられるのかを確認したい

と思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えいたします。

まず初めに、ラベンダーハイツの利便性につきま

しては、確かにおっしゃるとおり建物も古くなって

きておりまして、その中で不都合な部分、メンテナ

ンスを含めて修理・修繕を進めながら、長寿命化と

いいますか、ある程度急には施設をどうのこうのと

いうことにはなりませんので、できる限り今の建物

の中で利便性、快適性、それを損なうものがあると

したらそれを除去して、修繕等で補って、長く使っ

ていきたいなというふうに、できるだけ長く使って

いければと考えております。

人材育成につきましては、なかなか人手不足とい

うこともありまして、介護士等含めて人材集めには

苦労している部分もあります。その中で次長、ラベ

ンダーはいつの次長につきましては、速やかに人事

異動で、令和５年につきましてはしっかりと配備し

ていきたいなというふうに考えております。

続きまして、振興計画に関してですが、今の計画

の中でできなかったものをどうするのか、また次の

計画に移行するのか、それともできないものはでき

ないというふうに公表するのかということは、審議

会の委員の中の審議で決まっていくのかなというふ

うに考えております。
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続きまして、高収益作物、これに関しまして、令

和５年から地域おこし協力隊を募集してやろう、高

収益作物、特に上富良野の特有のラベンダー、ホッ

プ、しそとかメロン、この辺も面積減っていきます

ので、協力者に助けてもらおうかなというのは、方

法の一つだと思っています。これが全てだとは思っ

ていませんし、協力隊が全然役に立たないというこ

とも思っていませんので、数ある、まだ何がどうい

うふうなことをしていったらいいのかというのが、

協力隊もその一つですし、そのほかどういうことが

あるのかということも今後は研究、検討していかな

ければならないことだと思っております。

続きまして、猟友会の狩猟免許ですが、全くとい

いますか、中瀬議員のおっしゃるとおりで、今持っ

ている人をどういうふうに活用していくか、やって

もらえるかということが非常に、そこが肝といいま

すか、重要な部分だと認識しております。それと併

せて、やはり免許を取得する、してもらう、そして

免許を取得した人をどういうふうに活用していく

か、活用するところが非常に重要なところかなとい

うふうに認識しております。

旭川十勝道路、インターチェンジは２か所という

のは私の希望ですが、希望といいますか、私が考え

る防災上の機能として２か所必要だということは、

それは変わっておりません。まだ決定はされており

ません。高規格道路がいつできるのかというのは、

まだまだ不透明な部分が多くて、まだ計画段階評価

にまず移らないとそのあと事業化にならないのです

が、その計画段階評価に向けて、今、地元選出の国

会議員の先生とか関係省庁に要望を、上富良野だけ

ではありません。上富良野、中富良野、富良野で期

成会で要望を行っている最中でございます。私も一

刻も早い開通を願っております。

次が職員です。職員の離職というのは、特に役場

に限ったわけではなくて、本当に雇用の流動化とい

いますか、価値観の変化というものも多分にあるか

と思います。そのような若い世代、終身雇用が昔の

ようにがちがちではなく、大分崩れてきたのかもし

れません。そういう価値観の変化にどのようについ

ていくのか、そういう若者にどういうふうにやる気

といいますか、興味を持ってもらうかというのは、

非常に重要な課題だと認識しております。これとい

う、人それぞれ価値観が多様ですので、これという

解決方法は、方法、方策というのはないのかもしれ

ませんが、地道にといいますか、やはり若者の、若

い人たちの意見を聞いたり、コミュニケーションを

十分図って、なるべく優秀な人材を上富良野町役場

で長く勤めてほしい、そういう思いであります。

最後に、１９ページのふるさと納税の関係、モニ

ター制度、名前はどうかということなのですが、モ

ニター制度でいろいろアンケートとかいろいろ調査

もしてますので、それはそれで非常に有効な制度か

なと思っております。名前はともかく、一般的にふ

るさと納税と言われてまして、ふるさと納税とそれ

の返礼品ということで、一般の人たち、納税者とい

いますか、寄附してくれる方には広く認知されてお

りますので、この辺につきましても、今後何か機会

があって、名前を変えたほうがいいのであればまた

違う方法で、一般的な名前に戻すとかいろいろ考え

られますが、今のところはとにかくモニター制度と

いうのは、続けていっても十分有効なのではないか

なというふうに考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ４番中瀬議員の道徳教育

の充実についてお答えさせていただきます。

道徳の時間数につきましては、小学校、中学校と

も教科書を採択し、各授業時間数は、今ちょっと手

元でないので申し述べられないのですが、小学校課

程、中学校課程において授業を実施させていただい

ており、私も授業参観をさせていただいた実績がご

ざいます。そのときのことを申し上げれば、この道

徳教育の充実の中では、道徳の教科書に応じて、事

例をみんなで子供たちが読み合い、グループワーク

をしながら、自分がまずどう思ったか、そしてその

事例に載っている相手がどうしてそのような反応、

またそういう内容になったのかを理解し合う時間帯

に大変時間を費やしておりました。そして、その困

っている人や嫌だと思う考え方、多様化な考え方に

ついて、先生は決してこれが正解、これが駄目とか

という判断はせず、それぞれの心の成長を育むよう

な教育指導を現場では実施していると判断したとこ

ろでございます。

また、福祉関係や高齢者との触れ合いにつきまし

ては、福祉学習につきましては、新型コロナ禍にお

いても各学校実践していただいております。町内ま

たは旭川・富良野近郊にいらっしゃる障がい者の方

を特別講師に招いて、障害を理解するということで

特別に授業をしていただいており、やはり日頃障害

を持った方のお話を聞く機会がないお子様も多いと

いうことから、積極的に先生方は招聘しているとい

うふうに聞いております。

一番私がやはり懸念しているのは、今、新型コロ

ナ禍で中断していたのが、地域の方との触れ合い体

験がやはり自粛していたということで、この新型コ

ロナ感染の関係につきましては、この令和５年度に

入ると、まもなく国のほうからの方針で感染症の分

類も見直されますので、各学校においても３年前の

活動に戻せるよう取り組んでいきたいというふう

に、今、話合いを進めているところですので、ぜひ

このときには、地域の高齢者を含め、地域の人たち

の支援を借りて、子供たちに人間性や社会性の育成

に努めるような学習活動につなげていこうと考えて

いるところでございます。
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以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

２番北條隆男君。

○２番（北條隆男君） まず１点目は、これ中富良

野との火葬場の３ページ、共同利用の件なのですけ

れども、これ検討はもう始めていて、何年度を目標

として共同でやろうとしているのか、町長の考えを

お聞きしたいのと、もう１点は、クリーンセンター

のこの施設が古くなってきているという話があるの

ですけれども、広域で建て替えるのか、それとも単

独でやる考えがあるのか、今後のその町長の考えを

お伺いしたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ２番北條議員の御質問にお

答えいたします。

まず火葬場についてですが、長期継続契約が令和

８年に終わりますので、それを一応目標に話がまと

まればということで考えております。

次に焼却炉です。焼却炉は次、今、次の５年間の

計画はもう立っておりますので、それは今までどお

りの枠組みでやるのですが、その次の５年間は次の

５年間のうちに決めるのですけれども、その６年後、

５年終わってその後については、どういうふうな枠

組みがいいのかというのも含めて、既存のものがい

いのか、既存だと人口が減って処理量の問題があっ

て、もっと違う枠組みがいいのかというのも含めて

検討することになっておりますので、まだ結論は出

ていないところです。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございますか。

１２番小田島久尚君。

○１２番（小田島久尚君） ただいま同僚議員が言

った葬斎場、火葬場について、ちょっと追加して質

問をさせていただきます。

葬斎場、中富良野と今、令和８年というところま

でのどうのこうのというのが私ちょっと理解ができ

なかったのですが、初めて葬斎場、一番古い公共施

設が中富良野との共同利用について検討するという

表現は、裏を返せば長寿命化を図ってきて、耐用年

数が来た、建て替えが必要な時期という考えがある

と思われると私は思っています。やはり古い公共施

設がどのようにして建て替えるか、次に違う方法で

使われるかという考えが、今回執行方針に載ったと

いうことは、すごく新しくていいことだと思います。

そこで、ちょっとよく分からなかったのですけれど

も、この廃止か建て替え、存続かだと思うのですが、

その結論というのがその令和８年なのか、もっと早

い段階で結論を出すということなのか、まず一つお

伺いをしたいと思います。

２点目は、やはり火葬場の廃止となると、建て替

えでもそうですけれども、町民の理解というのが非

常に大事になってくると思うのですが、その点、ど

のようなスケジュール感を持って、町民の意見を吸

い取ってその検討に反映されるのかお伺いをしたい

と思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １２番小田島議員の御質問

にお答えしたいと思います。

令和８年からということで、その前に結論が出る

かもしれませんし、それまでにははっきり決めたい

と思います。町民の理解、もちろん必要でありまし

て、住民会長会議なんかの、去年の年末の住民会長

会議から、こういうふうに考えています、建て替え

ももちろん方法としてはありますが、いろいろ今後、

今、病院も建つ、ごみの問題もあるという中で、人

口が多分減っていくだろうという中で、共同利用と

いう考え方もありますのでということで、単独で建

てるとなると、またすごい結構経費が負担がありま

すので、今のところ中富良野との共同利用を考えて

ますというふうな住民会長会議での説明は去年から

しているところであります。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 町長に対して２点御質問

いたします。

１点目は、７ページから始まる子育て支援に関し

て全般、子育て支援全般についてお伺いします。

２０２２年の国の出生数は、速報値で初めて８０

万人を割り、道内でも最小の出生数となったという

報道が先日ほどありました。

上富良野町の子育て支援に関しては、既にとても

質の高い住民サービスを提供しているものと認識し

ておりますが、一方で出生数は、減少の一途をたど

っております。なので、既存事業の質の向上だけで

はなく、やはり何かしらの対策を講じていかなけれ

ば、せっかく新しくなる子どもセンターを利用する

子供も増えず、また、近い将来には、町内の様々な

インフラを支える労働力の低下などにもつながって

くる問題であると考えております。

町長の執行方針の中では、少子化に係る人口減少

対策には言及されていなかったと認識しております

が、人口減少に対してどのように取り組んでいくお

つもりかお伺いいたします。

２点目は、８ページ、高齢者支援についてお伺い

します。現在、社会福祉協議会から困り事に対する

支援に関しては、一部委託を受けている高齢者事業

団では、平均年齢が７５歳を超えるなど、支援する

側も高齢になってきている現状をお伺いしました。

また、一方、現役世代においては、休日以外の時間

にボランティアに関わる難しさがあることや、また

定年退職する年齢も上がってくるなど、高齢者の困

り事をサポートする人的資源は、今後より一層確保

が難しくなってくるのではないかなと考えておりま
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す。そこで、この分野においても、民間事業者との

連携を強くすることや、こういった困り事をサポー

トする事業を行う会社や個人の起業や新規事業の展

開などをサポートするなど新たな方向性も模索して

いくべきではないかと考えておりますが、そのあた

り町長のお考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたします。

なかなか少子化を防ぐ手だてというのは、国も取

り組んでいる中で、それを反転させる、出生率減少

を反転させるようななかなかきっかけが、原因が何

なのかも含めて難しいものなのかなというふうにで

考えております。価値観の変化、晩婚化、あと経済

の問題、人それぞれなのかもしれません。そんな中

でできることは、結果がどう、反転するかどうか分

かりません。本当にやってみなければ、国もそうだ

と思います。異次元の子育て支援策と言っておりま

すが、それで止まるのか、反転するのか、それとも

そのまま落ちるのかというのは、なかなか難しいと

ころかと思いますが、一方で子育て、実際減っては

いますが、共働きの家庭が増えていて、子育てには

大変苦労しているというのも実態だと思います。そ

ういう中で、切れ目のない子育てを上富良野町は自

負しておりますが、そういうことが出生率の上昇に

ちょっとでも寄与すればいいですし、そういうこと、

手厚い子育て支援を気に入ってもらって、上富良野

に住みたいなというふうに、移住定住してくれる方

がいればいいですし、そういうふうに考えて、トー

タルでといいますか、いろいろな側面、子育て支援

をやるこのによって出生率の問題を解決したり、人

口減少を食い止めたり、移住定住を促進したり、い

ろいろな面があると思いますが、そういう意味を込

めて、子育て支援策というのは、トータルで推進し

ていかなければならないのかなというふうに私自身

思っております。

次、高齢者に関しては、全く小林議員おっしゃる

とおりかもしれません。本当に高齢者事業団の方が

なかなか高齢になってきておりまして、それに代わ

るものということで、ボランティアセンターなんか

も考えられますが、もっと広く民間の力なんかも借

りて、いろいろな方策を練っていくのがいいのかな

というふうに今は思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございませんか。

１０番今村辰義君。

○１０番（今村辰義君） ４ページから５ページに

かけた十勝岳噴火総合防災訓練について町長にお伺

いいたします。（「マイク」と呼ぶ者あり）

すみません、ページ、４、５ページでございます。

前回の噴火から３５年が経過し、火山活動が活発な

状況が続いているということで、５年度も実践に即

した訓練を実施し、防災体制の構築を進めてまいり

ますというふうに書かれておりますので、これにつ

いてお伺いします。

今年の２月の２１、２２日の計画等を見せていた

だいたら、非常に主要な訓練が６項目、細部の訓練

が１３項目あって、非常に充実された訓練をなされ

ているなというふうに私は思っております。ただ、

そこで、町長就任されてもう２年、２回この訓練を

経験されていると思いますが、本当はこういう訓練

がやりたいのだけれども、いろいろな制約があって

できないものがあるのだということがあればひとつ

お聞きしたいのと、そういった中でもやはりこれだ

けはやっておかなければいかんだろうと、令和５年

度においてこれだけはやりたい、実働訓練によって

訓練は完成すると思いますけれども、実働訓練で、

できなければ机上訓練でもこれだけはまだやってい

ないのでやりたいというようなことがあればお聞き

したいと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １０番今村議員の御質問に

お答えしたいと思います。

防災訓練につきましては、非常に有意義なといい

ますか、私が職員のときに担当していたのもありま

すけれども、それから比べても年々グレードアップ

しているかなというふうに思っております。なかな

か実働訓練とは言いながら、シナリオに沿ってとい

うことで、本番と比べてはまだまだ本当、訓練は訓

練なのだなという感じはしますが、それでも関係機

関とフェース・ツー・フェースで顔を合わせて、自

分のカウンターパートナーは誰なのかということを

認識しながら、しっかり有事の際は、これをやると

きは、関係機関はこことここなのだというのは、大

分認識されて、向こう側からも認識されているのか

なというふうに、そういう面では、顔の見える関係

というのは、ここもう二十何年間総合防災訓練をや

っていますが、非常に関係機関の関係というのは、

非常に密になっているなというふうに思っておりま

す。

その中で、できたらいいなというのは、訓練があ

るかということなのですが、まず１点目は、やはり

住民の避難訓練を、やはり住民の方が三十数年時が

たって、当時の記憶がだんだん薄れてきたというの

もあるかもしれませんですし、日中どうしてもやる

ものですから、所用があって実際の避難訓練に参加

できないという方も多々いると思います。実際に避

難訓練というのは、当初は、一番最初の頃は、夜に

避難訓練をやっていたのですが、それもその頃は、

結構草分とか泉町、栄町の方、参加率が高かったよ

うな気がいたしますが、年々落ちてきていますので、

この辺をやはり、どちらかというと訓練というより

も啓発に近いかと思いますが、その辺を来たる災害
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に備えて、町民の意識のというのは、十分気を抜か

ずに図っていかなければならないのかなというふう

に考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 町長、教育長にお伺いいた

します。

まず、何よりも、今、コロナ禍、物価高、政府の

この間行ってきた異次元の政策という状況の中で、

資材等が上がる、本当に今大変な状況になっており

ます。そういう意味では、行政においてもきっちり

と、あとそういう自治体、町の町民の暮らしを支え

る立場からの支援策というのがどうしても必要では

ないかというふうに思っております。

そこでまず質問したいのは、いわゆる高齢化、地

域福祉をどう守るのかという点であります。町長の

執行方針の中には、重層な支援をしてそういった人

たちを守りたいということの言葉が使われておりま

す。これも昨年同様であります。実態はどうなのか

というところの話をさせていただきますが、大枠さ

せていただきます。

今、非常に高齢者社会ということもあります。子

供さん等が非常に高齢化になっているという状況も

ありまして、互いのやはり生活を維持することが困

難になってきているという状況が非常に見当たって

きております。そういう意味では、そういった部分

での支えというのがどうしても必要、これ以外のも

いろいろありますので、必要になってきているとい

うふうに考えておりますので、この重層化の支えと

いう言葉は、どのように理解したらいいのか、この

点まずお伺いをしておきたいというふうに思ってお

ります。

次に農業政策の問題でありますが、今、農家の人

といろいろ話を聞いてますと、このやはり資材高騰

や肥料高騰の中で大変なのだと。来年以降の営農を

続けられるかどうか分からないと。特に酪農家に至

っては、本当にもう店じまいをしなければならない

というような危機的な状況の方も非常に出てきてお

ります。そういう意味では、引き続きこういった酪

農家に対する、あるいは既存の農業者に対する支援

というのがどうしても自治体では必要になってきて

いるというふうに思いますので、この点をお伺いし

たいなというふうに思っております。高齢化によっ

て農業者の人口減少によって何が起きてきているか

ということを私以上を御理解されていると思います

ので、そういった意味で高収益作物の手間のかかる

ものだとかなかなか手が出せないと。今まで取り組

んでいたけれども、やはり引かざるを得ないという

ような、非常に切実な状況になっておりまして、今、

既存の農家の若者がやはり後継者として支えている

部分がありますので、やはりそういった部分を積極

的に支援する具体的な対策を取らなければ、ただ地

域支援応援隊というだけの話では済まない状況にな

っていると思いますので、この点どのようにお考え

なのかお伺いいたします。と同時に、地元の農産物

使ったブランド化ということが若い人との話の中で

も聞かれます。こういったブランド化をＪＲ富良野

と農協、ＪＡですね、農協とリンクしながら対策を

取るというのも必要ではないかというふうに思いま

す。この点をお伺いいたします。

あと、商工会との連携の問題であります。食等の、

こういったものも、いわゆるこの間、日の出公園使

ったいろいろな対策を講じたり、町のにぎわいを戻

したいというような話が出されておりますが、先ほ

どの同僚の議員の答弁がそれなのかなと思っており

ますが、同時にやはり今、コロナ禍の中で商店の後

継者なんて状況ありますので、こういった具体的な

対策をどのようにされるのかお伺いいたします。

それと泥流地帯の問題、映画化の問題でお伺いい

たします。引き続き映画促進、前進めたいというこ

とでありますが、この間私は主張したのは、今はコ

ロナ禍のという状況の中で、本当に暮らしが大変で、

それよりも先にやはり、映画化を断念してですよ、

映画化を断念して、本当に町民の望んでいる子育て

や暮らし、農業を守る、こういったところに職員の

力を注いで、もっと暮らしを守るべきだというふう

に思いますが、この泥流地帯は断念しませんか、お

伺いいたします。

次、平和の問題でお伺いいたしますが、安保３文

書の問題お伺いいたします。非常にこの安保３文書

というのは危険なのです。言うなれば、アメリカが

集団的自衛権の名の下で、自衛隊と一緒にやって、

海外へ攻め入ったときに攻めると、そういう争点の

下で書かれておりまして、そういった事実、どのよ

うに理解しているのか分かりませんけれども、同時

に昨今の新聞では、上富良野も含めて二百何か所か

基地の増強ということがうたわれておりまして、地

下深く指令室を作る、ミサイルを確保するための弾

薬庫を設立するという形の中で、こういう危険な方

向に今進んでいるという現状、お分かりなのかどう

なのかちょっと確認したいと思います。

そして、私はこの間の防衛大綱の変化の中で、絶

えず上富良野町というのは、人口の動態に左右され

る、弱い町なのです。ですから、私は、全面的に自

衛隊に依存するのではなくて、やはり地場産業を育

てながら、町の人口、いろいろな呼び込みで、移住

定住政策で、こういうことをやらないかということ

は、本当にこの問題にも、解決はできないにしても

歯止めをかけることはできないのではないかという

ふうに思いますので、お伺いいたします。

それと、今回の予算の中には、物価変動の中で、

町民や暮らし、経営を守る、経営されている人たち

の支援策が全くありません。当初予算にこういった
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政策をきっちり打ち出すべきであるにもかかわら

ず、出されていないというのは、非常に残念です。

この間の答弁では、次期の補正で対応するというこ

とな話が出てきておりますけれども、そうではなく

て、きっちりと当初予算の中で組み込んだ政策をき

ちんと打ち出されるべきだと思いますが、どうして

こういった予算、確保されてないのかお伺いいたし

ます。

最後に、これら進めるという点で、やはり何とい

っても人員の確保です。職員の確保です。やはりい

ろいろな状況の中で、確かに職員の確保は困難な状

況もありますが、しかし同時に各部署を見ますと、

非常に職員が足りない部分もありますし、そういう

ことを見たときに、やはり一定数を増やしながら、

やはり仕事が流れるような動きをつくっていかない

と、ますます疲弊して、やはり大変な、まちづくり

が大変な状況になっていく可能性があるというふう

に思っておりますので、定数枠の見直しを行って、

必要な人員はきっちりと採用して、確保するという

ことをきっちりとすべきでありますが、なぜこうい

うことをしないのか答弁を求めます。

教育長にお伺いいたします。

今、政府の統計調査でも、やはり教育費に非常に

負担がかかるということがうたわれております。そ

ういう意味では、やはり学校給食費の無償化や入学

における準備金、支度金の、こういった部分の支え

が必要だというのが、世論でも多く、やはり調査で

も、明らかになっております。こういう方向を他の

政策と合わせながら町も方向性を示すべきだと思い

ますが、この点お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。

まずは物価高です。物価高、非常に商売されてい

る方も含めて、普通の一般の町民の方も、普通のサ

ラリーマンの方、普通の生活している方でも、電気

代とか、冬であれば灯油代が非常に高くなってきて、

非常に暮らしが今大変だというところは認識してお

ります。今後どうなるのかというのは、今後は当初

予算に、最後のほうの質問になりますが、当初予算

に組んでいないのはどうなのかということも含めま

して、それは当初予算に組まなかったから必ずやら

ないというわけでは絶対ございませんので、それは

臨機応変に、状況の変化によって、どういう人たち

が大変なのか、どういう商売、職業の方が今、この

先どうなるのかということは、臨機応変に対応して

いきたいと思いますので、その辺は御理解を願いた

いなというふうに考えております。

次、高齢者、地域福祉の重層化ということです。

重層化とは何ぞやということですが、重層化ですか

ら重なり合っているのですが、端的に言いますと自

助、公助、共助、これが具体的に言いますと、役場

が行政としてやる部分あると思いますし、それでは

当然、役場が全部やるというのはほぼ不可能ですの

で、例えば日頃の見回りなんかは、住民会の人含め

てやりますし、やってほしいですし、昔の支援があ

れば、地域の力が最近もう昔のような団結がない、

なくなってきているのも分かりますが、やはり住民

会としてやってほしいなということもありますし、

もちろん自分の中でどうしてもやらなければならな

いようなこともありますので、そのミックスといい

ますか、自助、公助、共助、これが重層化というこ

となのかなというふうに私は捉えております。

あと、農業です。農業、地域おこし協力隊だけが

問題解決にはならないというのは、先ほどの中瀬議

員の質問にもお答えしましたとおり、けれども問題

解決の一つにはなるであろうと思っています。もち

ろん高齢化ということもありまして、大規模に一般

作物を作っておられる方の農業に関しては、昨年も

自動操舵なんかの機械も補助して、ＩＣＴ化を進め

ておりますので、そういうふうに高収益でできます

し、一般作もあります。先ほどおっしゃられました

畜産・酪農もありますので、その辺は、それら全て

が地域おこし協力隊が解決するのではなく、地域お

こし協力隊を入れたのは、高収益作物なんかの面積

が減ってきているので、ふるさと納税なんかの返礼

品なんかも、今後のことも考えて、観光面も考えて、

６次化も考えて、ここはちょっとサポートしなけれ

ばいけないかなということで、地域おこし協力隊を

入れました。地域おこし協力隊がいきなり大規模な

農業経営は、それは無理ですので、やはりそういう

ところから入っていくしかないのかなというふうに

思っております。

商工会との連携は、やはり日の出公園とか日の出

公園のイベント、もしくはいろいろなにぎわいなん

かに非常に連携は重要で、イベントなんかには十分

関わってほしいな、一緒に歩調を合わせてにぎわい

を上富良野の町の中、そして商店、皆さんににぎわ

いを戻したいというのは、思いは。以上です。

あと泥流地帯は進めてまいりたいと、断念しない

と申し上げておきたいなというふうに。最終的にや

めるということは一番最後、それまではやれること

はといいますか、やるというのが、一番最初９月に、

去年の９月に申したとおり、その方向は、私自身の

中では変わってございません。

あと安保３文書です。個人の主義・主張に、何と

いいますか、イデオロギーに立ち入るわけではござ

いませんが、私は日本の国の独立に関して非常に重

要な文書だと考えております。独立です。

。当初予算のことについては一番最初に答えまし

た。

あと職員の確保です。職員の確保は、定数を見直

してといいますか、現状は定数見直さなくても、そ

こまでいっておりません。なかなか確保するのが難
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しくて、地方都市においてはなかなか人が集まりに

くい。というのは、そういうふうなやはり学校卒業

して、どうしても札幌とか東京とか首都圏なんかに

行ってしまうのかもしれません。なかなか確保に、

特に先ほどもちょっと触れさせていただきました

が、専門職です、介護、看護師とか、そういう免許

を持っている方の確保がなかなかままならないとい

うのが現状ですが、決して諦めることなく、粘り強

くといいますか、募集の方法も、いろいろあの手こ

の手考えながら、これまでどおりといいますか、こ

れまで以上に職員の確保については努めていきたい

と、このように考えております。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。

教育費に関わる保護者の負担については、私も様

々な子供たちの学校に関わる経費について費用があ

ることは、十分存じております。それに応じまして、

就学支援につきましては、軽減は必要な方について

はぜひ申請をしていただいて、軽減をさせていただ

きたいということで周知させていただいております

が、全ての方が実は申請している実態ではないとい

うふうにも報告を受けています。保護者のほうで、

自分は申請をしないという意思を思わされる方もい

るということも聞いておりますので、そこは十分勘

違いをさせないように、きちっと制度等を使って、

就学支援の軽減については、引き続き保護者のほう

へ周知をしていきたいと思っています。

給食費の無償化につきましては、これはもう学校

の給食費だけではなく、町内における就学前の教育

保育施設もありますし、学校給食である義務教育期

間における給食の提供についてもございますので、

この給食費について、現時点ではまだ完全無償化と

いうのは私の中ではございませんので、まず軽減の

必要の方が必要であれば、それはきちっと軽減をし

ていきたいという方向で今進めているところです。

今回の新年度予算の中にも保護者に関わるものでマ

・メールの費用だとか学校保健センターの費用につ

いては、一部今年から見直しをし、軽減というか、

費用にについては行政負担に一部変えるなど、保護

者への負担を少しでも軽減できるものからスタート

しようということで、今現在、取組を進めていると

ころでございますので、御理解をいただきたいと思

います。

以上です。

○議長（村上和子君） ほかにございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） ないようでございますので、

これをもって質疑を終了いたします。

──────────────────

◎予算特別委員会の設置について

○議長（村上和子君） お諮りいたします。

ただいま議題となっております議案第１号令和５

年度上富良野町一般会計予算から議案第９号令和５

年度上富良野町病院事業会計予算までの９件及び議

案第２５号上富良野町公共施設整備基金の一部支消

について、議案第２６号十勝岳と共生するまちづく

り応援基金の一部支消についての２件につきまして

は、なお十分な審議を要するものと思われますので、

この際、議長を除く１２名の委員をもって構成する

予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査す

ることにいたしたいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号令和５年度上富良野町一般会

計予算から議案第９号令和５年度上富良野町病院事

業会計予算までの９件及び議案第２５号上富良野町

公共施設整備整基金の一部支消について、議案第２

６号十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支

消についての２件につきましては、議長を除く１２

名の委員をもって構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することに決定いたしま

した。

──────────────────

◎休 会 の 議 決

○議長（村上和子君） お諮りいたします。

議事の都合により、３月４日から６日までの３日

間を休会といたしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

よって、３月４日から６日までの３日間を休会す

ることに決定いたしました。

──────────────────

◎散 会 宣 告

○議長（村上和子君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。

事務局長。

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。

３月７日は、本定例会の３日目で、開会は午前９時

でございます。定刻までに御参集賜りますようお願

い申し上げます。

以上であります。

○議長（村上和子君） お疲れさまでした。

午後 ３時１０分 散会
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １３名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。

ただいまの出席議員は１３名でございます。

これより、令和５年第１回上富良野町議会定例会

３日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。

町の一般行政について、佐藤大輔議員ほか６名か

ら一般質問の通告がありました。質問の順序は先例

により通告書を受理した順であり、質問の要旨は、

本日配付のとおりであります。

また、本日の一般質問は、５名の議員となってお

ります。

以上であります。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、

４番 中 瀬 実 君

６番 中 澤 良 隆 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 町の一般行政について質問

○議長（村上和子君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。

質問の通告がありますので、順次、発言を許しま

す。

初めに、９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） １月中旬から２月中旬にか

けまして私個人の議員便りを町内にて配付いたしま

した。訪問先で最も話題に上がったのが除排雪、次

いで「泥流地帯」の映画化でありました。

ですが、株式会社Ｚｉｐａｎｇとの契約解除の情

報を受け、既に映画化プロジェクトは中止になった

と誤解されている町民も少なくありませんでしたの

で、まずは町民が正しい情報を得て、町長のお考え

を共有することができるよう、私は先に通告してあ

りましたように「泥流地帯」映画化プロジェクトに

ついて、以下、７点につき町長にお伺いいたしま

す。

（１）現時点において何年後の公開を目指してい

るのでしょうか。また、改めて町長にとって映画化

における一番の目的をお伺いいたします。

（２）三浦綾子さんは昨年、生誕１００年を迎え

られました。三浦綾子記念文学館は、その事業の一

環として映画化を挙げ、昨年から寄附の返礼品とし

て「泥流地帯」の直筆原稿の複製を提供するなど映

画化を後押ししてくれております。

現在、映画化は膠着状態にあるように見えます

が、泥流地帯の著作権を有する三浦綾子記念文学館

は、今なお、映画化に前向きであるとの認識でよろ

しいでしょうか。

（３）新たに映画制作を委ねる会社などは、おお

むね決まっているのでしょうか。ただし、交渉中で

あれば何かと支障があると思われますので、可能な

範囲で構いません。

（４）現在、映画化を望む方の御厚意により約

４,６００万円の寄附が寄せられております。様々

な分野で値上げラッシュが続いておりますが、町が

寄付金を財源として拠出する制作費の上限は、以

前、町長が我々にお示しいただいた２億円で変わり

はないのでしょうか。その場合、寄附額が２億円に

達した時点で寄附の受付を終了するのでしょうか。

また、制作費２億円のうち、例えば、８,０００

万円は町内での食費、宿泊費等に充てるなどといっ

た、これまでのような条件を付すのでしょうか、お

伺いします。

（５）映画化に向けて制作会社との交渉をスムー

ズに進めるために「十勝岳と共生するまちづくり応

援基金」から必要な額を一旦、支消し、後に寄附金

によって積み戻すという方法を取ることが最善だと

思われますが、見解をお伺いいたします。

（６）仮に映画化を断念した場合、寄附金の返還

手続に要する労力など有形無形問わず、我がまちに

とってどのような、また、どの程度の損失が考えら

れるのでしょうか。加えて、映画化を断念した場

合、既に返礼品として直筆原稿の複製を受け取って

いる方の取扱いについてもお伺いいたします。

（７）我がまちもロケ地として使用されたドラマ

がインターネット配信サービスで公開され、世界的

に話題となっております。今や、自宅で映画を楽し

む時代を迎えておりますが、今後、映画ではなくテ

レビドラマやインターネット配信サービスなどの媒
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体にシフトする可能性はあるのでしょうか、お伺い

します。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の「泥流地

帯」映画化プロジェクトについての７点の御質問に

お答えさせていただきます。

まず、１点目の現時点での公開時期及び映画化の

目的に関する質問ですが、現在、町が取り組んでお

ります「泥流地帯」の実写映画化は悲願であり、一

日も早い公開を切望しているところであります。

また、この映画化プロジェクトの目的につきまし

て、ロケ地観光の振興や町のＰＲにも寄与するもの

であると考えていますが、小説「泥流地帯」は上富

良野の郷土史であり、三浦文学の代表作であるとと

もに、我がまちに災害の記憶をしっかりと呼び覚ま

してくれたかけがえのない作品です。発表から５０

年近くたった今、実写映画化を機に、また、５０

年、１００年と読み継がれ、語り継がれていくこと

に大きな期待を寄せているところであり、さらに町

民の皆様、御寄附いただいた皆様の善意と期待にお

応えすることが極めて重要な責務であり目標である

と考えています。

次に、２点目の三浦綾子記念文学館の映画化に向

けた姿勢についての御質問ですが、「泥流地帯」の

著作権者であります三浦綾子記念文化財団が運営す

る三浦綾子記念文学館におかれましては、去年の三

浦綾子さんの生誕百年記念事業においても本プロ

ジェクトの推進を強く掲げていただき、プロジェク

ト発足以来、綿密な情報交換の上に、現在も極めて

前向きに実写映画化の実現に御尽力いただいている

ところであります。

次に、３点目の映画製作に関する提携先となる事

業者についてでありますが、現在は新たな連携協定

締結に向けて複数の企業や個人の関係者に御相談さ

せていただいているところであります。詳細は差し

控えさせていただきますが、いずれも映画「泥流地

帯」の製作に非常に前向きなお話をさせていただい

ておりますことを御理解いただきたいと存じます。

次に、４点目の映画製作及び映画化プロジェクト

に関する費用についてでありますが、原作の内容や

スケールを鑑みて、制作には相応の費用を要するで

あろうことはもとより、「泥流地帯」が三浦文学の

代表作であり、上富良野町にとっても特別な作品で

あることを踏まえ、最低でも２億円程度の制作規模

を下回らないことをこれまでの連携協定に盛り込ん

でいるところであり、今後においても、２億円程度

の制作規模を下回らないことを連携協定に盛り込み

たいと考えております。

従前は、その制作費の下限２億円のうち、町が負

担する８千万円については、町内で消費・調達する

費用についてのみ充てる内容としておりましたが、

新たな連携協定においては、ふるさと納税による資

金調達目標を２億円とし、制作費として負担するこ

と、さらに、負担費用については、一般的な制作費

に充てていただくことを可とするなどの内容を検討

し、よりよい条件で製作者の選定を進めていく所存

でございます。

次に、５点目の「十勝岳と共生するまちづくり応

援基金」の活用についてついてでありますが、基金

からの一時的な支消により負担額を担保することは

連携協定を進める上で効果的な手法と思われます

が、基金の支消については、その方法、使途につい

ては十分な精査精査と慎重な考慮が必要であると考

えております。

次に、６点目の映画化を断念した場合の影響につ

いてでありますが、仮に映画化の取組を中止した場

合においては、町民の皆様や楽しみにしていただい

た三浦文学ファンの皆様、また、ふるさと納税をい

ただいた企業や個人の皆様に十分な説明と謝罪を

行った上で、ふるさと納税に関しましては、寄附目

的として掲げている事業を実施しないことから、寄

附者の皆様には使途の変更の可否、寄附金の返還の

要否を確認した上、返還の希望がある場合は返還金

を歳出予算に計上させていただき、速やかに寄附者

へ返還するとともに、税務申告等に関する詳細につ

いて税務署と協議を行う必要がございます。

いずれにおいても、ふるさと納税制度全般におけ

る町へ対する信頼は大きく揺らぎ、特に企業版ふる

さと納税やクラウドファンディングにおいては、次

回、他の目的で活用しようとした場合は、極めて困

難になることが予想されます。

また、そのうち、返礼品をお届けした方について

は返還を求めることも可能と思われますが、その場

合は返品となった数量に応じて返礼品取扱事業者に

対し発生した損害を補塡する等の対応が必要となる

ことも考えられます。

次に、７点目の制作する媒体に関する質問につい

てでありますが、現在、映像メディアの視聴媒体と

してインターネット配信サービスがシェアを大きく

上げておりますが、映像化の実現可能性においては

映画のスクリーン公開が最も確実性が高いと考えて

ございます。

また、これまで実写映画化を前提としたふるさと

納税のＰＲ、募集を行っており、変更に当たっては

寄附者の皆様の意向についても大いに配慮する必要

があるため、劇場での映画公開を行った上で、様々

な映像配信媒体により多くの皆様に視聴いただける
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よう協定内容についても協議を進めているところで

ございますので、御理解賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 「泥流地帯」の映画化は前

町長から引き継いだ事業であるにも関わらず、町長

は一貫して前向きな姿勢を取られておられますこと

は重々承知しております。ですから、仮に映画化を

断念した場合との質問にも丁寧にお答えいただき、

感謝いたします。

私はコロナ禍に町立病院や子どもセンターの建設

事業も相まって、町としていわゆる攻めの政策を打

ち出しにくい状況が続く中、寄附金を財源とした事

業である「泥流地帯」の映画化が早期に、また、適

切に実現することを願っております。

しかしながら、先ほど申しましたように、誤った

情報をお持ちの町民が一定程度おられること、ま

た、町民からは映画化に対し心配する声も多く寄せ

られていることから、さらにしっかり現状を把握す

るために何点か再度質問させていただきます。

１点目の映画化の目的についてであります。

先ほど町長は、町民、寄附者の期待に応えること

が一番の目的と答弁なさいましたが、三浦綾子さん

の作品「泥流地帯」を通して、１４４名の犠牲者と

その御遺族、血のにじむような努力で２度目の開拓

を果たされた先人たちの思いや魂を引き継ぎ、後世

に継承することも目的に含まれているということで

よろしいでしょうか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えします。

「泥流地帯」は上富良野町の郷土史でもあります

ので、当然、大正泥流の犠牲者１４４名のそういう

事実も含まれておりますし、それを乗り越えてきた

という上富良野町の歴史を継承するということは当

然、目的に含まれております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） それを聞いて安心いたしま

した。勝手に解釈をして申し訳ありません。大変共

感するものでございます。

（１）の１点目の映画公開の目途についてでござ

います。残念ながら、三浦綾子さん生誕１００年で

あった昨年の映画公開、また、制作発表はかないま

せんでしたが、３年後の２０２６年は泥流災害から

１００年、作品「泥流地帯」発表から５０年、この

二つの意義深い節目が重なります。しかも、一般的

な映画制作にかかる年数からしても十分に間に合う

と思われます。

先ほどの映画公開時期について具体的な答弁はい

ただけませんでしたが、町民、寄附者の期待に応え

るという目的を果たすためにも、遅くとも我がまち

にとって特別な年となる２０２６年の公開を目指す

べきと考えますが、見解をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。

議員がおっしゃるとおり、３年後というのは非常

に上富良野町にとっても節目の年である、泥流発生

から節目の年であるということは重々認識しており

ます。

ただし、協定先についてはまだ未定なものですか

ら、具体的な目途ということは相手もあることでな

かなか申し上げづらいのですが、町としては３年後

がそういう節目の年であるということは認識してお

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 町長も３年後の節目をしっ

かりと意識されているということが確認できまし

た。

続いて、３点目の新たな提携先についてでござい

ます。

先ほど、複数の相手先と相談中と答弁されました

が、遅くとも年内には決定し公表できる見通しなの

でしょうか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

相談なのですが、具体的な協定の内容についての

相談ということにはまだ踏み込んでいない状態で、

問合せがあると言ったほうがいいかもしれません、

いろいろ上富良野に来てもらって、上富良野を見て

もらって、監督さんなりが「泥流地帯」の映画をで

きるのかどうかという確認の中で、上富良野町の

我々にヒアリングをしてもらって、いろいろな質問

に答えているという段階で、具体的な協定の内容に

はまだ踏み込んではおりません。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） ということは、相談が今

度、交渉に移り変わっていくというところがまだま

だ具体的に、今は明言できないということではある

けれども、何となく進み具合によっては年内になる

かもしれないし、来年になるかもしれないしという
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解釈でよろしいでしょうか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

答弁したとおり、複数の方からお問合せいただい

ておりますので、本当に相手次第なのですが、相手

が、よし、これならできるというふうに確信を得た

段階ですので、私の口から１年とかは言えないので

すが、なるべく早く、それは実現といいますか発表

したいという思いは町としては持っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 最適な制作会社といいます

か相手先と御縁がありますことを切に願うところで

ございます。

続いて、４点目の制作費の上限についてでござい

ます。

先ほどの町長の答弁で理解できなかった部分があ

りましたので、再度、お伺いいたします。最低でも

２億円程度の制作規模を下回らないことを連携協定

に盛り込みたいと答弁されましたが、これは要は、

町が相手先と協定を結ぶ際、「泥流地帯」という作

品を最高の映画に仕上げるために町からの要望や条

件として最低でも２億円の制作費をかけることを相

手方に提示したいということでよろしいでしょう

か、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

２億円というのは、前の協定からもそうなのです

が、三浦綾子先生の代表作ということで、それ相応

のクオリティーをもって全国公開をするような映画

を作るなら大体２億円程度かかるだろうという、そ

のクオリティーを下回らない、保持した、クオリ

ティーの高いものを三浦綾子記念文学館も含めて協

定先には求めていくということで、２億円というの

は具体的な数字もそうなのですが、どちらかという

と映画のクオリティーのことも含んでおります。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） どうしてもちょっと２億円

というこのラインが意識として強く残りがちなので

すけれども、要は相手先の制作会社がいろいろな映

画制作費のスポンサーであったりとか、そういうも

のを非常に努力していただいて映画制作費の総額が

３億円になったり１億円になったりという可能性も

当然、その相手先の努力によっては起こり得るとい

う理解でよろしいでしょうか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。

議員がおっしゃるとおり、実際、向こうの制作会

社がもし決まった場合、そちらの考え、興行のこと

も考えますので、当然、制作費の下限は２億円を下

回らないようにと協定には盛り込みたいと思ってい

ますが、実際、作るのは３億円、４億円というふう

になることは十分考えられます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 最低でも２億円の制作費を

かけてくれと相手側に提示をする上で、だから最低

でも２億円の資金調達目標を町としてふるさと納税

の寄附として２億円を目標として設定して、さらに

交渉の足かせとなり得る従前と同じような条件を付

さないという考えでいるという私の理解でよろしい

でしょうか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

議員おっしゃるとおり、目標を２億円、そして、

条件につきましては従前のような町内の人に限定し

たいというような条件を廃していきたいと考えてお

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） ただいまの条件を付さない

という点について、個人的には撮影中のいわゆる瞬

間的な経済効果と映画公開後の経済効果を比較した

場合、後者のほうが大きいのではないかと考えます

ので、制作費はできる限り映画の質を上げることに

注ぎ込むべきとの町長のお考えには賛同いたしま

す。

ただ、気になるのが、相手方に先ほどのような最

低でも２億円を制作費としてかけてくれという要望

や条件を提示するのに、今、手元にあるのは約４,

６００万円、これは寄附ですよね、４,６００万円

ということで２億円には程遠いわけですけれども、

交渉するに当たって、相談か交渉かちょっと、その

線引きは私は分かりませんけれども、町としては２

億円集められるか今は分かりませんが、何とか努力

しますのでよろしくお願いしますというような姿勢

で交渉に臨まなくてはならないのでしょうか、お伺

いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお
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答えいたします。

おっしゃるとおり、２億円はあくまでも目標とし

て考えておりますし、これから寄附の活動を行った

場合、当然、２億円集まらない可能性も考えられま

すので、はっきり２億円を約束するというのはなか

なか難しい、２億円を目標として、そのうち集まっ

たものは全て制作費として使ってくださいというよ

うな条件で今のところ、町は考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 今の点を踏まえまして、５

点目の「十勝岳と共生するまちづくり応援基金」の

活用について、再度お伺いいたします。

まず確認ですが「十勝岳と共生するまちづくり応

援基金」には、現在、約４億円ものお金が積み立て

られております。その内訳は映画化に対する、逆に

いうと映画化にしか使えない寄附金が約４,６００

万円、それとは別に十勝岳と共生するまちづくりの

ためにと寄せられた寄附金、これは普通のふるさと

納税ですが、それが約３億５,０００万円、合わせ

て約４億円が積み立てられているということでよろ

しいでしょうか。

まず、確認でお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。

議員おっしゃるとおりでございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） ちょっと分かりづらいので

ホワイトボードを用意してほしいぐらいなのですけ

れども、すみません、説明が分かりづらかったらお

詫びいたします。

私が一番最初にした質問をさらに具体的に申し上

げますと、普通のふるさと納税で寄せられた約３億

５,０００万円から約１億５,０００万円を前借りし

て、この際、後に映画化に寄せられた寄附金でその

前借り分を穴埋めすることになると思いますが、そ

れを約束した上で映画化にしか使えない４,６００

万円と合わせて２億円を担保した上で交渉に臨むほ

うが交渉をより優位にスムーズに進めることができ

るのではないかという私の思いを最初に述べさせて

いただきました。

町長は私の提案に対して、効果的な手法と思われ

るが慎重な考慮が必要と答弁なさいましたが、相手

先に制作費は最低でも２億円はかけてほしいといっ

た条件を提示するのであれば、この３億５,０００

万円から約１億５,０００万円を前借りする件は慎

重に考慮すると答弁されましたが、そうではなく

て、むしろ早急に検討すべきと私は考えますが、見

解をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

基金のほうから、今おっしゃられたとおり約１億

５,０００万円、先に前借りという表現がありまし

たが、それは非常に効果的で、先に２億円を提示で

きるのですが、この１億５,０００万円、「十勝岳

と共生するまちづくり応援基金」は、当然、映画化

に特定した寄附以外のものも入っています。それは

当然、一般財源として町の施策に広く使われるもの

なのですが、それより映画を優先するということは

なかなか慎重に考えなければならないと考えており

ますし、前町長のときからも、いわゆる税金、一般

財源といいますか寄附金以外は映画には投入しない

という姿勢でしたので、私は基金から先に払ってし

まって後で寄附金が集まらなかったときは、当然、

そこは一般財源が支払ったことになりますので、そ

こは慎重に考えなければならないというふうに、従

前の姿勢はそのまま行きたいというふうに思ってお

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） この質問をするに当たりま

して、改めて、かみふらのふるさと応援寄附条例を

拝見いたしました。

第２条第２項を見てみますと、基金の使い道につ

いて四つの項目が示されています。ア、イ、ウ、エ

と四つに分かれています。それはもう町長は既に御

存じのことと思いますけれども、そのうちの「ウ、

十勝岳噴火災害の歴史を後世に伝えること及び広報

する事業」とあります。これは使い道として全く問

題ない条件に当てはまると思います。そして、

「イ、活火山十勝岳の防災及び減災に資する対策に

関する事業」とあります。これも町民の防災意識の

醸成に資するとの解釈をもってすれば可能ではない

かと考えます。「エ、十勝岳ジオパークの取組みに

関する事業」とあります。これもジオパークの活動

がより認知されることが期待できるのではないかと

考えると可能ではないかと。場合によっては「ア、

十勝岳地区の基盤整備、観光振興、安全対策及び環

境保全並びに十勝岳地区の公共施設の維持・修繕に

関する事業」も解釈としては十分に可能ではないか

と私は考えます。

この基金の使い道として、大前提としてやはり寄

附者の意向に沿って適切に、また、ある程度は迅速
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にといいますか、あまり期間を置かずに迅速に、そ

して、せっかくの寄附を使わせていただいた成果を

寄附者にしっかりと示すことも町長の責務だと私は

考えております。ましてや「十勝岳と共生するまち

づくり応援基金」は言うまでもなく除排雪費用や高

齢者支援、子育て支援、町立病院の建築、子どもセ

ンターの建築に使うことはできません。

ですから、仮に約１億５,０００万円を前借りし

たとして、町長のトップセールスをもって寄せられ

た映画化に対する寄附金でそれを穴埋めするという

ことが万が一ちょっと難しいとなったとしても、そ

もそもこの「十勝岳と共生するまちづくり応援基

金」は寄附者に対して胸を張って映画化に使うこと

が許されるべき基金であると私は考えますが、町長

の見解をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

この「十勝岳と共生するまちづくり応援基金」と

いうのは、先ほど議員がおっしゃったとおり、いろ

いろな目的があって、当然、映画化もそれに包含さ

れるといいますか映画化に使っても何ら支障はとい

いますか目的としては問題ないのですが、議員おっ

しゃったとおり十勝岳と共生するまちづくりという

のは、防災ですとかジオとか施設の維持とか修繕あ

りまして、映画化だけがイコールではなく、映画化

はその中の一つですので、映画のために寄附しても

らったというのは寄附者の意向に沿って映画化にす

ぐ出しても構いませんが、それ以外の部分について

は、やはりそれ以外のいろいろしなくてはならない

ことを当然、よく考えないとならないと思いますの

で、いきなりこれを前借りといいますか先に基金か

ら借りることを当てにするのは、私としては今のと

ころは考えていないというのが私の気持ちです。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 町長のお考えのほど承知い

たしました。

次に、６点目の映画化を断念した場合の影響につ

いてであります。

私の想像していた以上の影響がありそうだという

ことをただいま確認いたしました。ちょっと大げさ

に言っていませんよね。ちなみに、確認作業や返金

作業等に要する職員の業務負担については触れられ

ておりませんけれども、かなり大ざっぱで構いませ

んので、どの程度になるのか、職員何人がどれぐら

いの期間をかけるとか、そういったことがもし、お

分かりであれば、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 企画商工観光課長、答弁。

○企画商工観光課長（狩野寿志君） ９番佐藤議員

の御質問にお答えいたします。

想定ですけれども、かなりの数の方がいらっしゃ

いますので一件一件、町長が答弁したように寄附の

返還につきまして御確認して、また、その返金作業

等もいくと１年ないし２年ぐらいはその作業に追わ

れてしまうのではないかと思います。

また、人数についても１人ないし２人以上いない

と、ちょっとお金を扱うものですから、そういう確

認作業もしていくと、それぐらいの人数が必要にな

るかと私のほうで考えているところでございます。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） 私のほうからも。

具体的な数字は企画商工観光課長が申し述べたと

おりなのですが、ふるさと納税で企業版でいただい

た方と個人でいただいた方、個人でも映画化に使っ

てくれというのが数字をこの間お示ししたと思いま

すけれども５００件ぐらいありまして、当然、連絡

を取っていくのですが、見つからない方というのが

一定の数、連絡のつかない方が当然出てきますの

で、完全に意向を伺うかというのはなかなか難しい

のかなというふうに、住所を移転するともう分から

ない、そういう部分も出てくるのかなと非常に危惧

しております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 町民の中には立ち止まるべ

きではないかというような声も聞かれますが、立ち

止まることによるメリットがあれば教えてくださ

い。もし、なければ結構です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えいたします。

場合によっては立ち止まることも必要な場合も

あったかもしれませんが、この「泥流地帯」の場合

は、幸いにといいますか、やはり前回、株式会社Ｚ

ｉｐａｎｇと解消するときから既に次の方がアプ

ローチがあって問合せがありましたので、そこを今

ちょっとというふうにはなかなか、やっぱりタイミ

ングといいますか、せっかく興味を持っていらっ

しゃる関係者の方にはお答えしなくてはならないと

思っておりましたし、立ち止まるというよりは、急

いでもうガンガン前に進んでいるというわけではあ

りませんが、やはり一歩一歩確実に機を逃さずに着

実に進んでいくことが大切なのかなというふうに私

は考えております。
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以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

９番佐藤大輔君。

○９番（佐藤大輔君） 映画化を断念する場合、ま

た、立ち止まる場合に想定されることについて十分

に理解いたしました。

ただいま７点についてお伺いいたしまして、現状

と課題などを理解を深めさせていただきました。同

時に町長のお考えもある程度は把握いたしました

が、私の正直な気持ちを申し上げると、本当に映画

化が可能なのかなと、今ひとつ実感が湧かないとい

うのが正直な気持ちであります。恐らく傍聴されて

おられる皆様も私と同じような感覚を覚えているも

のと推察いたします。

例えば、泥流災害から１００年を迎える２０２６

年には最高の映画を町民に、全国の人々に御覧いた

だけるよう全力で取り組みますので、今後、制作会

社などとの交渉を優位にかつスムーズに進めるため

にも「十勝岳と共生するまちづくり応援基金」から

早急に必要な経費を支消させていただくことを御理

解賜りますようといった、これは例えばですよ、こ

ういったような明確な意思と確固たる決意が見えな

いから私は町民が不安になるのではないかと考えて

おります。

大変厳しい立場に町長は置かれているということ

は十分承知しておりますけれども、町長の明確な意

思表示と確固たる決意表明をもって我々の不安を吹

き飛ばしていただきたいと思いますが、御答弁を求

めます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ９番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。

私が就任してから「泥流地帯」の映画化について

は前向きに進めてまいりました。今回、２社目とは

協定の解除となりましたが、私としては映画化を進

めると言ってきました。映画化を進めるのをやめて

しまったら、諦めてしまったら映画はゼロパーセン

ト実現することはありませんが、一生懸命、全力で

私も、現在も動きがありますし、３回目は必ず成功

させるというふうに肝に銘じて全力で頑張ってまい

ります。

こういう映画を作るといいますか、エンターテイ

ンメント、興行の世界ですので、相手もあることで

すので、なかなか１００％ということは約束できま

せんが、それに近い形で一生懸命、私も努力して、

一日も早く実現して、皆さんの不安を払拭したいと

いうのを日々思っておりますので、どうか御理解

賜って、映画化に向けて、ぜひ町民一丸となって盛

り上がって映画化を推進して応援していただきたい

と切に皆様にお願いするものであります。

どうぞよろしくお願いいたします。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、９番佐

藤大輔君の一般質問を終了いたします。

次に、１番元井晴奈君の発言を許します。

○１番（元井晴奈君） 議長より発言の許可をいた

だきましたので、先に通告してあります２項目につ

いて、町長にお伺いさせていただきます。

昨日は大谷選手のホームランに興奮したのか、本

日の一般質問で緊張しているのか分かりませんが、

なかなか寝つけませんでした。

また、私事ではありますが、本日３月７日は母親

の還暦の誕生日でございます。傍聴に来ていますの

で、いつもよりはりきって質問させていただきたい

と思います。

では、１項目め、町立病院の電子化について。

国では、デジタル社会の形成のため、デジタル庁

が設置され、マイナンバーカードの普及など、デジ

タル改革を進めています。マイナンバーカードの健

康保険証利用もスタートしています。

そこで、町立病院の電子化について５点、町長の

考えをお伺いいたします。

１、昨年１０月からマイナンバーカードの保険証

を利用した場合、初診料６円、従来の保険証では初

診料１２円の負担となり、これは３割負担の場合で

すが、いずれにしましてもマイナンバーカード保険

証を利用したほうが患者負担が少ない診療報酬と

なっていますが、町立病院でそのような対応ができ

ているのか現状をお伺いいたします。

あわせて、町立病院でマイナンバーカード保険証

を利用している人は、現在、何名程度いるのか、お

伺いいたします。

２、令和５年４月からマイナンバーカード保険証

と従来の保険証で初診料負担が変わる医療情報シス

テム基盤整備体制充実加算の算定が原則義務化とな

るかと思いますが、上富良野町立病院でも４月から

算定するのか、また、算定する体制は整っているの

か、お伺いいたします。

３、マイナンバーカード保険証では、マイナポー

タルで特定健診情報、診療情報、薬剤情報、医療費

などを見ることができ、そこで医療費控除や高額医

療費の限度額を超える支払いが免除されるなどと国

のほうでは説明しています。こういった診療情報の

入力や限度額適用認定証の具体的な仕組みはどのよ

うになっているのか、また、町立病院ではどこまで

対応できるのか、お伺いいたします。

４、国ではオンライン資格確認システムと連動し

て令和５年１月からは電子処方箋の運用も始まりま

した。電子処方箋を利用することによって、医療機
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関、薬局間での情報共有が進み、より安全で質の高

い医療の提供が可能となります。

また、薬局に事前に処方箋データを送付すること

で待ち時間の軽減につながるなど便利になると厚生

労働省では説明していますが、町立病院の電子処方

箋の対応の考えをお伺いいたします。

５、マイナンバーカード保険証、電子処方箋な

ど、国ではデジタル化、電子化を急速に進めていま

す。近隣町立病院でも最近、オーダリングシステム

を導入したというお話もお聞きしました。この時代

の流れに乗って、上富良野町立病院でもオーダリン

グシステム、電子カルテの導入を望みます。せめて

も、令和７年の新町立病院では電子化が必須である

と考えますが、町長の考えをお伺いいたします。

２項目め、泥流地帯映画化について。

昨年、協定を結んでいた映画制作会社による映画

化は困難であるということで映画化に向けた協定が

解消となりました。９月に一般質問した際に、大き

く方針転換をし、新たな制作会社を一刻も早く探

し、映画化実現へ取り組むと町長は御答弁されてい

ます。２度も映画化実現に結びつかなかった現状で

は、映画化のビジョンも地域創生のビジョンも全く

見えません。同じ轍を踏むのではないかと懸念を抱

いている町民が多くいます。コロナ禍になり、物価

高騰など、社会経済は大きく変動しており、映画そ

のものをゼロから見直し、検討が必要であると考え

ます。一度、事業を中止し清算してから目的、ビ

ジョンを再度明確にして、地域再生計画の十勝岳

「泥流地帯」映像化・地域活性化事業を検討してい

ただきたいと思いますが、町長の考えをお伺いいた

します。

また、このまま進めるのであれば、二度あること

は三度あるという町民不安を払拭する具体的な計画

を明示していただきたいと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めの町立病院の電子化について、５

点の御質問にお答えいたします。１点目と２点目の

御質問につきましては関連がありますので、一括し

てお答えいたします。

令和４年１０月より医療情報・システム基盤整備

体制充実加算が新設され、加算の算定をした場合、

患者負担３割ではマイナンバーカードの保険証利用

時６円、従来の保険証利用時に１２円がそれぞれ初

診料に加算されることとなっております。

町立病院では、マイナンバーカードの保険証利用

の対応のため令和３年１０月よりオンライン資格確

認システムを設置し、保険証確認を確認を行ってい

るところであり、令和５年１月のマイナンバーカー

ドを利用した保険証確認の患者数は１１名となって

おります。

また、医療情報・システム基盤整備体制充実加算

の算定についてでありますが、原則義務化されてい

るのはオンライン資格確認システムの導入であり加

算の算定に対しての義務化ではございませんが、加

算の算定につきましては算定要件の体制を整え、国

が進めておりますオンライン資格確認の義務化が始

まる令和５年度当初より算定を予定しております。

次に、３点目の診療情報の入力や限度額適用認定

証の具体的な仕組みについてでありますが、診療情

報の入力はレセプトデータを診療報酬審査機関へオ

ンラインにて提出しておりますので、入力は不要と

なっております。

限度額適用認定証につきましては、病院受付窓口

にてマイナンバーカード読み込み時に限度額情報提

供の同意があれば適用されることとなっており、町

立病院でも対応可能となっております。

次に、４点目の電子処方箋の対応についてであり

ますが、医師、薬剤師が双方よりアクセスが可能な

ことから患者情報の共有ができるなどのメリットが

あると考えておりますが、機器等の導入に伴う費用

負担などの理由から２月１２日現在、道内での対応

可能な医療機関は１か所、調剤薬局は４か所と極め

て普及率が低い状況であると認識しております。今

後、他の医療機関の導入状況を見極めながら、シス

テム構築に伴う設備費、維持費等を考慮して検討し

てまいります。

次に、５点目のオーダリングシステム、電子カル

テの導入についてでありますが、先の定例会で議員

の御質問にお答えしたとおり、病院改築時に合わせ

ての導入については、現場の病院と十分に協議した

結果、新病院での円滑な診療が最優先と考えてお

り、同時期の導入は困難と判断しておりますが、将

来的に導入できるよう院内のＬＡＮ整備は取り進め

ているところでありますので、御理解賜りたいと存

じます。

次に、２項目めの泥流地帯映画化についての御質

問にお答えいたします。

『泥流地帯』映画化プロジェクトの見直し等に関

する御質問ですが、現状、２度にわたり連携協定の

解消という事態となり、町民の皆様や三浦文学ファ

ンの皆様、御寄附をいただいた皆様に御心配をおか

けした経験から、３度目となる連携協定に当たって

は十分に実現性の向上に努め、映像制作関係者等に

相談を重ねてまいりました。これまでの協定では、

最低２億円とする制作規模に対し、使途を町内に限
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定した８,０００万円を限度とする町の支援であり

ましたが、ふるさと納税による資金調達目標を８,

０００万円から２億円に引き上げ、さらに、使途に

ついては一般的な制作費に充てていただくことを可

とする内容に改めるなど、よりよい条件でのお話を

進めており、１度目、２度目の協定でなし得なかっ

た映画化の実現に向けて、着実に進行してまいりま

す。

また、今後の具体的な計画につきましては、制作

者が決まり次第、御報告させていただきますので、

御理解賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） ここで、暫時休憩といたし

ます。

再開は１０時１０分といたします。

───────────────

午前 ９時５６分 休憩

午前１０時１０分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、一般質問を続

けます。

再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） まず、町立病院のほうの再

質問をさせていただきます。

マイナンバーカード保険証を利用した際の初診料

の違いについては令和５年度当初、つまり来月から

始まるということで理解いたしました。その際、

オーダリングシステム、電子カルテなど、病院が電

子化されていればコンピューターでこの人はマイナ

ンバーカード保険証ですよ、この人は紙ですよと自

動で反映されるものと思いますが、現在の町立病院

の紙のカルテでは、どのように対応するのか、保険

点数や金額が変わってくるので、そこの区別という

のはどのように行う予定か、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

マイナンバーカード利用の点数計算の方法であり

ますけれども、患者がマイナンバーカードを利用し

たかしないかということを紙カルテに記載して、そ

れを読み取って医事の計算をする予定となってござ

います。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 来月からマイナンバーカー

ド保険証を使う使わないで金額が変わってくるた

め、そういった会計での職員の業務が従来よりまた

一手間かかるのではないかと今の話からも思います

が、それでなくても会計の待ち時間が長くて、一

体、何をやっているのだという声をよく耳にします

が、マイナンバーカード保険証か否かの確認業務が

増えたりして待ち時間が長くなることはないです

か、患者サービス低下しないですか。その辺りの体

制は整っているのか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

ただいまの待ち時間の御質問でありますけれど

も、マイナンバーカード利用有無の計算につきまし

ては、利用をカルテを見るという作業ですので、１

分とかそういった時間かと思います。今現在の計算

の待ち時間につきましても、カルテが計算の窓口に

来たら、その都度、計算はしているところでありま

すので、その点、今現在とはさほど待ち時間という

のは変わりないかと考えております。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 来月から従来の保険証とマ

イナンバーカード保険証で病院の料金が変わるとい

う、マイナンバーカード保険証を使ったほうが安く

なるということなのですけれども、こういったこと

を町民または病院利用者への周知というのは行って

いるのか、その辺りをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

料金変更に伴います周知につきましては、今後、

病院の窓口での周知、御案内等をさせていただく予

定となってございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 病院の窓口で周知するとい

うことなのですけれども、町の広報や防災無線等で

幅広く周知することは考えていないのか、お伺いし

ます。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

このマイナンバーカードの加算に問わず、加算を

取る取らないというのは様々な加算の種類等はござ

います。今の防災無線等での周知でありますけれど

も、実際、町立病院に患者として受診する方も限ら

れているというようなことで病院の受付窓口での御

案内が一番優先というか効果があるかと思っており

ます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。
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○１番（元井晴奈君） マイナンバーカードの限度

額適用認定証などに関しましては、特段、病院の職

員が情報入力するなどの必要なく反映されるという

ことで分かりました。

次、電子処方箋についてですが、全国で１月末に

運用開始となったばかりで全国的にも普及率がまだ

まだ低い状況というのは理解しております。今後、

周りの導入状況を見ながら検討するということです

けれども、電子処方箋のシステム的にオーダリング

や電子カルテを導入せずに電子処方箋だけ導入する

ということは可能なのか、連動して電子処方箋のシ

ステム導入にはオーダリングや電子カルテが必要な

のか、その辺りはどういった感じになっているので

しょうか。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

電子処方箋の対応につきましてでありますけれど

も、ベンダーのほうに確認したところでは、今、電

子カルテを導入しなくても既存の、今、私たちで

使っています医事コンピューターを改良すれば対応

は可能というような答えをいただいてございます。

しかし、ベンダーのほうの見積りでいきますと、

システム導入費で約五、六百万円というような試算

をいただいているところでありますので、導入費等

を考慮した中で、今後、考えていきたいと思ってい

ます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 現在の町立病院のＬＡＮ設

備等でやろうと思えば五、六百万円の導入費、改修

費とかが必要で、現行の町立病院でやろうと思えば

できるものなのか、はたまた結構、それ以上にＬＡ

Ｎケーブルなど大改修が必要になるのか、新病院で

ないと無理なのか、その辺りはどのようにお考えで

しょうか。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

現在の町立病院では、ＬＡＮの整備につきまして

医事コンピューターのＬＡＮに関しましては事務所

の中に限定されています。なので、そちらのほうを

診察室まで行くためには配線等の工事が必要となっ

てございます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） その辺りは分かりました。

あと、町立病院のオーダリングシステム、電子カ

ルテについては令和３年にも言っていますが、この

間、マイナンバーカードしかり教育現場のＩＣＴな

ど、デジタル化が急速に進みました。デジタルを推

進する国の方針に沿って、国のＩＴ導入補助金など

を活用してオーダリングシステムなどを導入する病

院も増えているそうです。前回、質問したときから

１年半、２年経過していますけれども、その間に電

子化のお考えが少し進んだかと若干期待はしたので

すけれども、非常に残念な御答弁で言葉がないので

すけれども、御答弁にありました新病院で円滑な診

療が最優先との考えは分かりますが、オーダリング

システムや電子カルテなどの電子化は一般的に円滑

な診療のための導入だと思いますが、円滑な診療が

最優先なので導入は困難という御答弁の意味が理解

できないので、電子化になると円滑な診療ができな

いということなのか、その辺りをお伺いいたしま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

電子化をすれば将来的に円滑な診療体制ができる

というのは分かりますが、当然、過渡期というのが

ありますので、過渡期においては相当現場に負担が

かかるということは当然、病院側と打合せをしてお

ります。その上で、最初に優先するのは患者、現場

を優先して、将来的に過渡期のそういうことは将来

的に解決して、将来的にはもちろんオーダリングシ

ステム、電子化ということは視野に入っております

が、当面は現場の声といたしましては現在の診療体

制、新病院が建ちますのでバタバタすると思いま

す、その中で何を優先するかというのは、やっぱり

患者、診療体制をスムーズにするということを一番

優先したいということで、前回の答弁と一緒になり

ますがＬＡＮのハード、建物の中の整備は進めます

が、オーダリングシステムについてはその次といい

ますか将来的には考えているというふうな議員に

とっては残念かもしれませんが、そういうふうな結

論になっております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） それは現在の医師、看護師

等の職員の大多数の意見が電子化になると円滑に

ちょっと進まなくなるという考えなのか、その辺り

はどのようになっているのでしょうか。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えします。

電子カルテの導入につきましては、今、町立病院
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の改築を進めるに当たりまして基本設計並びに今進

めています実施設計等で、院内で検討、協議した結

果、新病院と同時の導入は困難と判断しているとい

う状況にあります。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 現行の医師、看護師等の職

員のＩＴリテラシーが低いのが一番の理由というこ

とで理解してよろしいでしょうか。

○議長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。

○町立病院事務長（長岡圭一君） １番元井議員の

御質問にお答えいたします。

職員でも、電子カルテというものは必要と考えて

います。ただ、先ほども町長からの答弁でもござい

ましたとおり新病院の診療開始時にありましては円

滑な診療、電子カルテを導入しないで今までどおり

の紙カルテでの導線を基本としながら診療を最優先

していきたいというような考えであります。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えします。

決して、ＩＴリテラシーが低いとかではないとい

うことは、ここで明確にしておきたいというふうに

思っています。本当は今、町立病院事務長が説明し

たとおり、なかなか医師の確保とか常勤の医師が少

ない中で負荷がかかると、やってやれないことはな

いのかという意見もありますけれども、やはり負荷

をかけると現行の診療体制に支障が出てきたときに

大変困るのは患者、町民の皆さんですから、やはり

そこを優先するというふうに病院の内部で決定した

もので、誰が言っていたとか誰が駄目なのか、対応

できないとか、そういう問題ではなくて、全体とし

て現場として決定したことですので、それを尊重し

たという結果になってございます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 大学病院や大規模な病院と

いうのはオーダリングシステムの導入率は９０％を

超えています。旭川医大から派遣で来てもらってい

る医師等もいますけれども、逆にオーダリングシス

テム、そういった電子しか使えないというドクター

ばかりで、現在、派遣で来てくださっている先生は

手書きがゆえに円滑な診療ができていない状況にあ

ります。

国は電子化を進めています。令和７年の新病院、

新しい病院建設において国の電子化の方針に背いて

いると捉えられるとか、その辺りは紙でやっていて

大丈夫なのでしょうか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

決して、ＩＴ化を否定しているわけでもありませ

んし、決して背いているわけでもございませんの

で、ただ、先ほどの、何回も繰り返しになります

が、町の病院として、現場として決定したこと、将

来的にも否定するわけではございません。取りあえ

ず、新病院ができたときには、今までの診療体制を

最優先するということが結論でございます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 高齢者が住み慣れた地域で

最後まで自分らしい生活ができるように医療や介

護、生活支援が一体となる地域包括ケアシステムの

構築の観点からも情報共有にＩＴ導入が必要と考え

ますけれども、お考えは変わりありませんか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

必要であることは間違いないでしょう、将来的に

はですね。ただ、おっしゃっているとおり令和７年

の開院当初からできるのかというと、それはまた別

の問題がありますので、先ほどの答弁のとおりとな

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 再来年、新病院ができます

けれども、診療科目も循環器内科がなくなって標榜

する診療科も減って、建物だけ新しくなっても電子

化もされなくて、変わらず紙のカルテとかファイル

を持ち運んで、患者サービスは向上しないで箱だけ

新しくなるような病院、町民は納得するのですか。

町長のお考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えしたいと思います。

電子化は将来的には、当然、視野に入っておりま

すが、とにかく現状の診療体制を確実に維持する、

新病院で診療を行うということが最優先の課題と

思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） もう、これ以上言うことが

思いつかないので、次の「泥流地帯」の映画化に移

ります。
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映画化に関しても９月に質問していますが、何ぼ

言っても町長に町民の声がなかなか届かないなと非

常に残念に思います。「泥流地帯」映画化の目的、

ビジョンを明確にして地域再生計画の見直しはとい

う質問でしたが、その辺りの御答弁がちょっと分か

らなかったので、地域再生計画にあります十勝岳

「泥流地帯」映像化・地域活性化事業の見直しは行

わないのか、再度お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

私としては２回目の協定が解約になりましたが、

引き続き３社目ということで進んでおりますので、

ビジョンは変えません。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 地域再生計画の記載では、

初年度映画化の決定、ロケ地選考、町民機運醸成と

あり、２年目が事業の主年度で作品の完成、そし

て、３年目に全国ロードショー、ロケセット・跡地

を観光拠点施設として活用というふうになっていま

すが、そのように進める考えでしょうか、お伺いし

ます。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（佐藤雅喜君） １番元井議員の御質問に

お答えします。

この計画につきましては、制作体制が整っていな

いことから、どんどん延期した形での申請となって

いるものでございます。

基本的な年度については、元井議員がおっしゃる

とおり、制作会社が決まりましたら、そういったス

ケジュールをできるだけ尊重しながら進めていくこ

とがとても大事なのだなと思っています。しかしな

がら、さきの同僚議員の御質問のときに町長が答弁

しましたとおり、これは相手があってのことでござ

いますから、取りあえずそういった計画を目標には

しておりますけれども、その部分が１年目がこう、

２年目がこうというふうに必ずしも進むかどうかは

今後の制作会社が決定した以降に、再度いろいろと

御相談しながら、それから会社といいますか制作委

員会等の都合もいろいろ出てきますので、そういっ

たものをいろいろと考慮しながら計画をできるだけ

着実に進めていくという努力については惜しまずに

続けてまいりたいというようなことでございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） この地域再生計画のスケ

ジュールなり計画なり進むかどうか分からないとい

う時点で、もう計画を見直したほうがいいのではな

いかという私の考えなのですけれども、ちなみに、

現在はその計画でいうとゼロ年目になるのか、４月

から１年目という感じになるのか、どの辺なのです

か。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（佐藤雅喜君） １番元井議員の御質問に

お答えいたします。

基本的にはまだスタートが明確ではないというの

が現状でございますので、ゼロとか１とかというこ

とを今ちょっと、申し上げることはちょっとできな

いのが実際なのかなと思っています。

さきにも町長が答弁しましたとおり、いろいろと

御相談は受けていますし、現地にも見に来ていただ

いている関係者の方も複数いらっしゃるということ

でございますけれども、決定打といいますか、そう

いった部分、今回についてはもう大変慎重にお話合

いをしていかなくてはならないという状況でござい

ますので、そういった意味での御理解を賜りたいな

というふうに思っております。

○議長（村上和子君） 再質問ありますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 地域再生計画にあります事

業期間が平成３２年までということで、記載の年月

日もはるか過去のものなのですけれども、もちろ

ん、この計画自体がコロナ禍前に地域再生計画が認

定となったものですけれども、コロナ禍や２度の映

画化にならなかった遅延等を踏まえて計画を見直す

べきと思いますが、なぜ見直さないのでしょうか、

理由をお聞きします。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（佐藤雅喜君） １番元井議員の御質問に

お答えいたします。

見直すといいますか、時期や何かについてはいろ

いろと今後の中でもう一度、年度等も作り直してい

く、計画し直していくということになりますけれど

も、基本的にはこれの計画によりまして企業版のふ

るさと納税等しっかり御寄附いただいた方に応えな

ければなりません。そういった部分で、この計画に

ついては廃止するとかなくすということにはなかな

かならない現状にあるということで、さきの議員の

御質問にもありましたとおり中止することでかなり

の負荷もかかりますし、寄附をいただいた方々への

いろいろな迷惑、返礼品の問題もそうですし、税の

控除を受けているものですから、そういった控除の

やり直しなど、いろいろな諸課題があることはさき

に町長が述べたとおりでございます。

そういったことから、この計画については見直し

をきちんとするべき時期に来れば見直すことはあり
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ますけれども、既にそういったことで企業版のふる

さと納税など寄附のことについてもそういった計画

に基づいて頂戴しているというような背景もあると

いうことを御理解賜りたいと思います。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 計画もコロナ禍以前のもの

で、今の現状では、もう映画づくりが目的のように

感じてしまうのですけれども、映画化の目的という

のは何なのですか、何のために映画化するのか、お

伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

目的は、先ほどの佐藤議員のときにも申しまし

た、今まで三浦綾子先生の大作の中で上富良野が舞

台になった、それで映画化されていない、それで映

画化するというのも一つの目的ではありますが、も

ちろん、上富良野が舞台で、上富良野の郷土史とい

うことでもありまして、さらに泥流災害の被害を後

世に語り継ぐ、映像としてしっかり残していく、上

富良野の郷土愛、そういうものも含めて、観光含め

てロケツーリズム等もやっておりますので観光客、

観光の面も目的としてはあります。

いっぱい目的はあるのですが、そういうのを総合

して映画化を進めていこうと、当初の目的もそうで

あったと思います。目的は今も変わりございませ

ん。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ありますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 当初の地域再生計画にある

目的では、十勝岳を軸とした観光振興、観光交流人

口の増加で地域活性化とあるのですが、目的という

のはそれがメインなのではないでしょうか、お伺い

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

計画ではそうなっております。ただ、いろいろな

それ以外、計画に書かれていない町としての思い

も、先ほど述べたとおり町の郷土史であるとか、そ

ういう思いもあるのも御理解いただきたいと思いま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 映画化となると、聖地巡礼

やロケ地めぐりなどの波及効果で観光振興、地域活

性化等を図るのであれば、映画化でなくとも、根本

から見直すべきと考えます。コロナ禍の影響や物価

高騰などで社会情勢が大きく変わりました。旭川の

映画館もまた一つ閉館し、全国でも映画館は目減り

していっています。最近、キムタクで話題になった

映画も１０億円で制作予定も最終的には２０億円を

超えて２５億円とかかって、そして、５０億円の興

行収入でペイできるという目標でしたが、あのよう

に盛り上がっていた映画ですら３０億円程度の興行

収入で大赤字だそうです。これは、インターネット

報道の情報ですので真意は分かりませんが、今の時

代、映画で地域活性化は現実的に非常に厳しいこと

が証明されている中で、それでも映画で地域活性

化、観光振興が期待できるとお考えなのか、その辺

りの根拠等はあるのか、お伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

まず、映画化につきましては、映画化ということ

で寄附を皆さんから募っておりますので、先ほどの

佐藤議員のときにもお答えしましたが、映画化を外

すことはなかなか難しいと、寄附者の方にそう言っ

てきました。ただ、それ以降、ネットで流すという

ことも含めてそれは可能かと思います。

ロケツーリズム、聖地巡礼が観光に資するのかど

うかということは、私は十分に資すると考えており

ます。映画のみならず映像、コマーシャルのワ

ンカットに入ったり、特に上富良野で有名なのは

ジェットコースターの路とか十勝岳の風景とか、や

はり映像の持つ力というのは相当インパクトがあっ

て、それなりの期待を持てるものと考えておりま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） 何度も申し上げますが、映

画で地域創生、観光振興、今の時代で費用対効果は

もうゼロ、もうマイナスだと思います。目的が十勝

岳を軸とした観光振興等であるのであれば、根本か

ら見直して、例えば、歴史伝承とかであるならジオ

パークでまた観光振興を図るとか、町長の公約に

あった道の駅とか、もう映画にこだわることなく地

域創生の手法はたくさんあるはずですが、十勝岳を

軸とした観光振興などの映画にこだわりますか、お

伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １番元井議員の御質問にお

答えいたします。

映画化をすることによって全ての観光振興の解決
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策になるのかと、それはならないと思いますし、い

ろいろなことがあります。先ほど言われたとおりジ

オとか防災教育とかいろいろありますので、映画化

することによって観光の問題が全て解決するとは

思っていませんが、その一助になることは間違いな

いと思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１番元井晴奈君。

○１番（元井晴奈君） ２度も映画化できず、町民

懸念を払拭する具体的な計画も示していただけず御

理解賜りたいと言われましても、申し訳ありません

が全く理解できません。

９月の質問の最後に、年度内に明確なスケジュー

ルなどを示していただけないと令和５年の予算を認

めることができないと私は言いました。今回も町民

不安を払拭する具体的な計画を明示くださいと言い

ましたが、残念ながらお示しいただけなかったとい

うことで「泥流地帯」の映画化に関する新年度予算

は私は認めることができません。制作者等が決まり

次第、具体的な計画が立ってから補正していただき

たいと思います。

以上、私の質問を終わります。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、１番元

井晴奈君の一般質問を終了いたします。

次に、１１番小林啓太君の発言を許します。

○１１番（小林啓太君） 私は先に通告させていた

だいた２項目に関して、町長に御質問いたします。

先日、開催された議会懇談会において、除排雪に

係る困り事に関して多くの御意見を伺いました。ま

た、これまでの間にも多くの町民の方から同様の相

談や御意見を頂戴してきましたが、その中でも特に

多いのが車道除雪後に建物の間口にたまる雪につい

てであります。町民の方の中には、その除雪作業に

より体調を崩すこともあったと訴える方もいらっ

しゃいました。

そこで、町の除排雪に対する課題認識やスタン

ス、取組について、以下４点を町長にお伺いいたし

ます。

１、車道除雪後に間口にたまる雪について、不満

や御意見を持つ町民が多くいる実態を町長は把握し

ていますか。また、把握されている場合、これまで

の間、その声に対してどのように対応してきたの

か、お伺いいたします。

２、この間口の除雪は住民負担で行うべきと考え

るか、または行政サービスとして行っていくもので

あると考えているか。

３、現状、この間口の除雪に関しては、保健福祉

課で担う除雪サービスがありますが、対象者がとて

も限定的で除雪作業に不安を抱く多くの町民に行き

届くのが困難であると考えますが、サービスの対象

の内容を含め、現状で十分であるとお考えか、お伺

いします。

４、現状、除排雪は主に車道などの除排雪に関し

ては建設水道課が担い、福祉に係る部分に関しては

保健福祉課が担っております。除排雪に係る住民の

困り事に対しては、課を超えて町として一体となっ

て向き合うべき課題であると考えますが、町長の見

解をお伺いいたします。

２項目め、ふるさと納税について。

本町では、ふるさと納税を通じて毎年多くの寄附

をいただいておりますが、受け取った寄附に関して

どのように住民サービスに還元されているかが町民

にとっても寄附者にとっても実感が持ちにくい現状

にあるのではないかと考えております。ふるさと納

税という機会を通じて我がまちに関係を持ってくれ

た寄附者の方との良質なコミュニケーションを継続

する上で寄附がどのように住民サービスに使われて

いるのかを可視化し、寄附者と町民双方がその使い

道について理解する必要があると考えています。

そこで、ふるさと納税で受けた寄附のうち、返礼

品や事務手数料に要した経費を引いたおおむね寄附

額の５０％に当たる税収の使い道や寄附者との関係

性構築について、以下４点を町長に考えをお伺いい

たします。

１、令和４年度は受け取った寄附金を具体的にど

のような事業に使用したのか、また、令和５年度は

どのような事業に幾ら使用する予定なのかをお伺い

いたします。

２、寄附者に対しては、現状、どのように寄附金

の使用に関して報告を行っているのか、また、報告

も含め寄附者の方々と今後どのように関係性を継続

していくべきと考えているか、お伺いします。

３、現在、寄附者が寄附を行う際、寄附の使い道

として選択できる項目は、十勝岳魅力再発見事業、

ラベンダーのまちづくり事業、高齢者福祉推進事

業、児童生徒の教育振興事業、自衛隊との共存共栄

のまちづくり事業、寄附金の使途を指定しないの６

項目に設定されております。現状の政策運営上、こ

の選択肢で十分であると考えているか、また、今後

もこの区分で運用を続けていくお考えか、お伺いし

ます。

４、今後、ふるさと納税の寄附のみを財源とした

新規事業を行っていく考えはないのか、お伺いしま

す。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の２項目の

御質問にお答えさせていただきます。
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まず、１項目めの除排雪について、４点の御質問

にお答えいたします。

１点目の車道除雪後の間口にたまる雪についてで

ありますが、車道の除雪後において、車庫前や玄関

先に残る雪山についての御意見等につきましては、

苦情を含め承知しているところであります。電話に

よる問合せや、直接、役場に来庁される方もおり、

その都度、対応させていただいていますが、個別の

間口を処理をする場合、限られた時間の中で作業を

進めなければならないことから、各家庭による処理

をお願いしているところです。しかしながら、長期

の不在や除雪作業により極端に雪山が残った場合な

どについては、現況を確認し、処理を行う場合もご

ざいます。

次に、２点目の間口の除雪は住民負担で行うべき

かについてでありますが、１点目の御質問でも触れ

させていただきましたが、通勤や通学までの時間を

めどとして作業を行っていることから、間口処理に

関しましては現体制で可能な限り処理を行ってまい

りたいと考えていますが、どうしても至らない部分

につきましては今まで同様に各家庭の御協力もいた

だきながら除雪を行っていきたいと考えておりま

す。

次に、３点目の保健福祉課所管の除雪サービスに

ついてでありますが、利用対象者は体力的に虚弱で

自力で除雪を行うことが困難な６５歳以上の高齢者

世帯、独居の高齢者世帯、重度の身体障害のある方

で、町税や介護保険料に滞納がない町民税非課税世

帯としており、除雪基準はおおむね１５センチメー

トル以上の降雪時に急病・救急などの最低限の通路

を確保することが目的であり、必要最小限の範囲内

で除雪を対象としています。

サービスの目的といたしましては、高齢になり身

体が弱くなっても安心して住み慣れた家庭で生活し

ていただけるよう高齢者世帯等に限定したものであ

りますので、住民全ての皆様を対象とした事業では

ないこと、また、間口の除雪で困っている方を対象

としたものではないことを御理解いただきたいと

思っておりますが、除雪サービス時には、場合に

よってはボランティアの判断により間口に置かれた

雪山も除雪していることを把握しているところであ

ります。

議員御指摘の現状課題についてでありますが、利

用申込者は例年１００世帯前後で推移しており、除

雪を行う就労会員の高齢化と人手不足だと認識して

おりますが、本年度の利用申込者１０３世帯のう

ち、実際に除雪作業を行った件数は、降雪が多かっ

た１２月分の実績を申し上げますと、高齢者事業団

１２名により５５件、除雪サポーター１５名により

３３件、除雪事業者１事業所により６件の合計９４

件で、就労会員１人で担う除雪世帯数が平均で３世

帯ほどの複数世帯を受け持っていることから、除雪

完了が正午近くまでに及ぶことがあります。

この負担の軽減や除雪時刻を改善するため、毎

年、町政懇談会や広報チラシなどで除雪サポーター

を募集しておりますが、応募は例年十数名であり、

改善には至っていない現状であります。

この除雪サービスは、除雪が困難な非課税世帯の

高齢者等に対し、安価な利用料でサービスを提供し

ていることから、議員御質問の間口除雪で困ってい

る町民を一定程度、所得がある方におきましては民

間等の事業者を利用していただくなど、自賄いで除

雪を行っていただくよう考えております。

いずれにいたしましても、現状の除雪サービスを

継続する課題もありますことから、このサービスを

維持する方法等を関係機関と検討してまいりたいと

考えております。

次に、４点目の御質問でありますが、除排雪に限

らず様々な課題に横断的に取り組むことは大変重要

と考えており、これまで以上に課の連携と必要な情

報の共有について配慮するよう努めてまいりますの

で御理解賜りたいと存じます。

次に、２項目めのふるさと納税について、４点の

御質問にお答えいたします。

ふるさと応援モニター事業は平成２９年６月から

実施し、町が受ける寄附額は年々増加し、令和３年

度は２万６１８件、３億５,３５６万７,０００円と

なり、今年度においても４億５,０００万円程度と

なる見込みであります。寄附の申込みに当たっては

議員も御承知のとおり「十勝岳」魅力再発見事業、

ラベンダーのまちづくり事業、高齢者福祉推進事

業、児童生徒の教育振興事業、自衛隊との共存共栄

のまちづくりの五つの分野、もしくは使途を指定し

ないものがあり、寄附者の意向により選択していた

だき、町が実施する施策推進の貴重な財源として充

当しているところであります。

１点目の受け取った寄附金の使途についてであり

ますが、本年度については、今議会において上程し

ております一般会計補正予算（第９号）により、寄

附者の意向に沿った各目的基金へ１億５,４１３万

８,０００円を積立てし、令和５年度の施策推進の

貴重な財源として充当するよう予算編成したところ

であります。具体的には、高齢者・障害者等の在宅

福祉の推進や健康増進のために１,６００万円、児

童生徒を褒めて育てて健全育成のための環境を整備

するため、児童生徒表彰、特別支援教育事業、図書

館における児童書購入、就学・教育相談事業及び放

課後における留守家庭児童等の安心・安全な居場所
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づくりへ１,５５０万円、十勝岳と共生するまちづ

くりのためジオパークの推進・拠点施設である郷土

館展示室の改修等に１,０００万円、ラベンダーを

核としたまちづくりのため四季彩まつりの後継イベ

ントとして試行を重ねている「ラベンダーフェスタ

かみふらの」の誘客促進につながるよう観光諸行事

負担等として６５０万円、さらには、町の発展を支

える生活基盤である町道の維持のために１,５００

万円を財源として充当していることころでありま

す。

次に、２点目の寄附者に対してどのように寄附額

使用の報告を行なっているのかと、今後どのように

寄附者の方と関係性を継続していくべきと考えてい

るかについてでありますが、寄附をいただいた使途

については１点目でお答えしたとおり寄附者の意向

に沿った事業について財源措置を行っているところ

ですが、寄附者に対しての使途の報告は現在、行っ

ていない状況にあります。今後はホームページなど

を通じての報告を行うなど進めてまいりたいと考え

ております。

寄附者との関係性の継続に関しましては、現在、

力を入れていきたい課題としているところであり、

例として、寄附受領証明書送付の際に「かみふらの

通信」を同封し、寄附の使用状況や上富良野町の観

光の情報などのお知らせや、各種寄附ポータルサイ

トの会員登録をされている方へは定期的なメールマ

ガジンを配信するなど、魅力的な返礼品への寄附継

続努力はもちろんのこと、返礼品以外にも上富良野

町の魅力を発信し、上富良野町のことをもっと知っ

てもらい、観光に行きたいだとか関係性を継続する

ことで我がまちのファンになっていただける取組を

行っていきたいと考えているところであります。

次に、３点目の寄附の使い道の選択肢が６項目で

十分と考えるか、今後もこの区分で運用を続けてい

くのかについてでありますが、現在、寄附金を積み

立てた基金から各歳出事業に繰入れを行っており、

必要な事業を行う際には新たな項目を追加すること

も考えていかなければなりませんが、現在において

はこの区分を継続していきたいと考えております

が、行政需用、行政課題の変化によっては臨機応変

に対応してまいります。

次に、４点目のふるさと納税のみの財源による新

規事業の実施についての御質問についてであります

が、先ほども御答弁したとおり、現状においては、

現在の６項目設定しております使途目的以外でふる

さと納税のみの財源による新規事業の実施について

は現在は持ち合わせていませんが、令和４年度に受

領した寄附については令和５年度の予算に見える形

で積極的に歳出事業に繰入れを行うよう予算編成を

行ってきております。

また、既存事業への充当の拡大、ふるさと納税の

みの新規事業については、今後の寄附額を見ながら

検討してまいります。

このようなことから、現在の体制を維持しなが

ら、寄附募集の方法や寄附金の使途の公表など、ふ

るさと応援モニター事業を通じて上富良野町を知っ

てもらえる、寄附者に選んでもらえる仕組みづくり

を今後も研究・検討し、ふるさと納税の拡大を目指

してまいります。

○議長（村上和子君） ここで、暫時休憩といたし

ます。

再開は１１時１０分といたします。

───────────────

午前１１時００分 休憩

午前１１時１０分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前を解き、一般質問を

再開いたします。

再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） ではまず、除排雪につい

て再質問させていただきます。

１点目の質問に対して、御答弁では苦情や意見が

役場にも届いている実態を確認いたしました。除排

雪に係る町民の不満は、議会懇談会などを行った際

は必ずと言っていいほど耳にする話題であります。

ただ、除排雪といっても様々なことが絡んでくるの

で、今回は前回の議会懇談会でも大いに盛り上がっ

た間口の雪にある程度テーマを絞ってお伺いしてい

きたいと思います。

１点目の私の質問の趣旨といたしましては、我々

でもこの問題について多くの御意見をいただいてい

るので、町長自身が日々町民の方々と向かい合う中

で、この間口の除雪という問題に関して町長自身が

耳にしてきたのか、また、もし、その声が町長自身

にも多く届いているのであれば、町長としてこの課

題に対してどのように取り組んできたのかというこ

とをお伺いしたい質問でありました。

ですので、まず、町長の日々の活動の中で直接、

耳にする機会にあったのかどうかをお伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたします。

間口の除雪というのは多分、単に間口ではなくて

ブレーダーが通った後の端っこに積もった雪と私は

認識しておりますが、私の家でもブレーダー等が

通っていった後にですね、通学路になっているの

か、本当に車庫の前に積もるというのが実体験とし
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てすごく感じておりますし大変です。やはり、私も

当然、朝とか帰った後に除雪しますので、近所の人

も除雪してですね、そういう大変だというのは、た

またま若い人とかがいて、高齢者の方もいますが自

力でできるのでやっていますが、非常に重労働とい

いますか除雪の後の間口の雪は硬くなっていますの

で大変だという認識は実体験としてしております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 実体験ということでは

今、お伺いしたのですが、先ほどお伺いしたのは懇

談会などそういう場面で耳にするようなことかとい

うことをもう一度お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） すみません、１１番小林議

員の御質問にお答えいたします。

住民の声も少なからず私は耳にしております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） まさに実際、その声も町

長に届いており、町長自身もその苦労を体験されて

いるというお話でした。その声を聞いて、これは課

題であると認識して、これまで何かしら政策的なア

プローチを検討してきたのか、または御答弁でも

あったように、これは各家庭で行うべき住民負担の

問題であるとその都度説明されてきたのか、町長自

身がこれまでこの問題に対してどのように対応して

きたのか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたします。

今シーズンの冬は雪が非常に多くて、非常に町民

の方も大変だった、御迷惑をおかけしているなと

思っておりますが、昨シーズン、その前は意外とそ

うでもなくて、ザクザクのときはありましたけれど

今年ほどではなくて、今までの対策としては、やは

り除雪の仕方を丁寧にするという方針といいますか

対策、対応が主だったと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今の御答弁であると、特

別新たに対策を講じるための何かをしたというより

は、これまでの除排雪していたものを丁寧に行って

いこうという心がけだったというふうに理解いたし

ました。

２点目の質問に移らせていただきますが、最初の

御答弁で、間口の除雪については現体制で可能な限

り処理を行い、どうしても至らない部分については

今まで同様に各家庭の協力を得ながら除雪を行って

いきたいと言われておりました。これを聞くと、こ

の雪に関して行政負担が原則で、それを住民負担で

補うといった印象も受けますが、原則は住民負担と

行政負担のどちらにあるのか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたします。

通常、原則は間口は住民の方が負担していただき

たいと思っておりますが、時としてはやはり除雪の

方法によって、程度を越えるような雪が残っていた

場合は、それはある程度といいますか行政が何とか

してあげないと、やり方を変えるとか、いろいろそ

ういうことは一定程度、そういう場合については責

任があるのかなというふうに考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） ここは大事なところだと

思っているので、しつこいようですが確認させても

らうと、つまり、言い換えると各家庭で処理をして

いただくことが原則となるが、現体制でも可能な限

り処理を行っていこうと考えているといった理解で

よろしいでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたしたいと思います。

そのとおりで構いません。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 私は、この問題に関して

今に始まった議論ではないと認識しております。も

ちろん、斉藤町長が就任される以前から不満の声は

役場に届いていたのかなと推察します。

では、なぜ延々と同じ不満が上がり続けるのかを

考えると、町のスタンスを町民が理解できていない

からではないかと私は思います。そもそも、住民負

担が原則であれば、上がってくる声は苦情ではなく

要望や希望であると思います。それが不満や苦情と

いう形で町に伝えられるということは、住民には期

待があり、町の対応がその期待とは違うからではな

いのかなと考えます。私も町長のさきの御答弁で、

現体制で可能な限り処理を行い、どうしても至らな

い部分については今まで同様に各家庭の協力を得な

がら除雪を行っていきたいという言葉を聞いたとき

は、本来、町が責任を持ってやってくれていること

なのかなと感じました。この期待が実現しないこと
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が苦情という形で表面化する原因になっているのか

なと考えております。

この問題に関して議会懇談会の中で、できること

はできる、できないことはできないとはっきり言っ

てほしい、できないのであれば住民同士でどうする

かを話し合っていかなければならないという御意見

があり、確かにそのとおりだと感じました。

そこで、重複する部分はあるとは思いますが、こ

の課題に対して、原則は町民負担であり、課題の解

決に当たっては自助、共助が基本であると考えてい

るのか、町長にお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

昔からの課題で、特に最近、顕在化してきたその

原因として、やはり昔と比べて重機に乗るオペレー

ターの方の数が減少しているということも一つあり

ます。

もう一つは、昔は高齢化というのがここまで来て

おりませんでしたので、皆さん自力でも十分できた

のかなというふうにですね、高齢化がやはり進んで

くると、特に除雪、間口の処理については大きな問

題になってくるのではないかと、それも一つの原因

だと思っております。

あと、物理的には昔と比べて、間口を除雪して

いって、昔は空きスペースというのが結構、住宅街

にもあったのですが、そこに押し込んで、また

ガーっといって、今は空きスペースがない、物理的

に、だからどうしても端っこに残ってしまうという

いろいろな要素が重なって今の問題となっているの

かなというふうに、原因は一つではないと思ってお

ります。

それをやはり解決しなければ、少しでも町として

は行政サービスですので解決してあげたいというふ

うには思っておりますが、何といいましても回答に

も答えさせていただきましたが、通勤、通学時間ま

でに取りあえずもう先が決まっていますので、道路

を空けなければならないという第一の目標を達成す

るために、どうしても間口処理については物理的に

といいますか時間的にといいますか非常に難しい部

分がありますので、これを解決していくのはやはり

公助のみならず自助、共助というものが必要、まち

づくりにといいますか除雪に関しても町民の皆様の

力が非常に重要、必要だと考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今の町長の御答弁で、当

然、自助と共助も必要になってくるというお話だっ

たかと思います。

では、その原則に基づいて、町としてはこの課題

の解決を行おうとする、例えば、団体などに支援を

していくようなお考えがあるか、町長にお伺いいた

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたします。

先ほどの原則は申し上げましたが、公助はここま

でと。だから突き放しているわけではなくて、でき

る限りはやりたいということで、今言ったようなこ

れを補うような方策があるのかということで、建設

水道課の担当で道路の除雪に関しては今の体制でな

かなかオペレーターの数もいなくて、なかなか契約

先の相手の会社がありますので難しい部分もありま

すが、除雪してくれる民間の力といいますか重機を

持っている方が結構おりますので、そういう方を活

用したいと、うまく活用できないかなというふう

に、そういう考えといいますか、将来的にはそうい

う方の、有償無償は別として、うまく町の中にある

重機を活用していきたいというふうな思いはござい

ます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 続いて３点目の質問に移

らせていただきます。

今の御答弁でもありましたように、現在、除雪を

する側の高齢化であったり人材不足であったり、そ

ういうことで除雪サービスという住民サービスが行

き届きづらい現状にあることは確認させていただき

ました。その中で、現在、町が行っている除雪サ

ポーターというものに関して今回、私もいろいろと

勉強させていただきました。町長の御答弁では、除

雪サポーターについては募集はしているが人材の確

保に苦労している現状であるということだったかと

思います。

一方、除雪サポーターの作業に対する対価に移動

時間は含まれないことや、また、出動するタイミン

グが不規則であることなどから責任を持ってサポー

ターに応募するのにはハードルが高いのかなと応募

する側の気持ちも理解できるところであります。

そこで、現在、町内で除雪作業の事業を行ってい

る鈴幸という会社の代表を務められている鈴木さん

にお話を伺ったところ、作業時間単価ではなく、

シーズン一括で費用を御負担いただいていると伺い

ました。作業する側としては予想以上の雪で想定以

上に大変になることもあったりはするものの、こち

らのほうが収入が安定して参画しやすいのではない
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かと感じたところであります。

このようなシステムに変えることや、また、待遇

を改善するなどでサポーターの獲得にはつながりや

すいのではないかと考えましたが、この点、除雪サ

ポーターに対する待遇の改善などをしてサポーター

の獲得を強化するお考えはないのかどうか、お伺い

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

除雪サポーターを獲得するというのは非常に重要

な課題でありますので、予断を持たずといいます

か、できることは改善してサポーターの数を獲得し

ていきたいというふうに思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 続いて、その現状では高

齢者事業団１２名、除雪サポーター１５名、町内の

事業者１社で作業に当たっているという御答弁でし

たが、さらに、このほか町内事業者などと連携して

除雪サポートに当たるなど、トータルとして人員を

増やすお考えなどもあるかどうか、お伺いします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

トータルで参加してくれる事業所も含めて、個人

の方も含めて、もっともっと多くの手が必要かと思

います。先ほど議員もおっしゃるとおり不規則で

あったり、いろいろ報酬の体系だったり改善する部

分、不規則というのはなかなか改善できないのかも

しれませんが、そういうところを少しでも改善して

参画してくれる、参加してくれるサポーターの方は

増やしていきたいと思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 町長の先ほどの御答弁で

は、一定の収入がある方については民間等の事業者

を利用していただきたいとありました。私が確認し

ている限り、除雪を事業としている町内の事業者も

決して多くはないのですが、その中の一つで個人で

１シーズン９０件近い個人宅の除雪を請け負われて

いる前述の鈴幸のお話では、雪の多い日は早朝から

夜遅くまでかかり、現状でも請け負える件数の限界

に近い件数を担当しているとのお話でした。

また、代表の鈴木さん御自身も高齢になってきて

いることから、これから自分が事業を行えなくなっ

た後のこともとても心配されていました。

一方、鈴幸の代表の鈴木さんも自衛隊を退官され

た後に独立して事業を始めた経緯などをお伺いし、

鈴木さんのような方が町で事業を展開してくれると

町民としてはとても心強いなと感じたところであり

ます。

そこで、町民の除雪に関する不安に寄り添うため

にも、除雪サポートの体制を強化していくのと同時

に除雪を行う民間事業者に対するサポートや独立の

支援なども行うことが今後、除雪サポート事業を継

続していく上で有効ではないかと考えますが、町長

のお考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

議員おっしゃるとおり、サポーター以外にも民間

の除雪してくれるところ、重機を持っている方も含

めて、そういうところを多く参画してもらうとい

う、それは私もそうしてほしいですし、町としても

探して参画してもらうという努力も続けたいと思っ

ております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今の町長の御答弁で、今

後、さらにこの課題に対して町長も積極的に取り組

んでいただけるのではないかという期待を抱くこと

ができました。

続きまして、４点目の質問に関してですが、私自

身、この問題を調べる上で、まずは建設水道課に行

き、そこで福祉除雪の話を聞いて保健福祉課に行

き、除雪サービスの話を聞いて社会福祉協議会へと

たどり着きました。

現状の除排雪に関する町民の窓口はどこの課であ

り、また、どのような機会にそれらの情報や課題を

共有しているのか、現状をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

町の除排雪に関しましては、担当は建設水道課に

なります。基本的にはそうなのですが、ただ、お話

にありました高齢者、体の虚弱な方の間口の除雪に

関しては、福祉という観点から窓口は保健福祉課の

ほうになっておりますが、基本、一般的な除排雪に

関しては建設水道課が担当しております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今、一緒に質問してし

まったので漏れたのかなと思うのですけれど、ま
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た、住民の除排雪に関する困り事に関しては庁舎内

でどのような機会に情報や課題を共有されているの

かを再度お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問

に、すみません、答弁漏れがあったようで。

基本的には先ほど申し上げたとおり建設水道課が

中心となってやっておりますが、先ほどのような保

健サイドの話があると、二つの課で相談といいます

か情報は共有しながらこれまでもやってきたのかな

というふうに考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今の御説明だと相談が

あったタイミングとかでその都度、情報を共有され

ていたのかなというふうに認識しております。

ただ、一方で、先ほど町長ともいろいろ共有した

中でこの問題に当たるに当たって、例えば、人を新

たに育てていかなくてはならないことや事業者と連

携をしていくことというのは、まさに課を超えて取

り組んでいかなくてはならない課題なのかなと思う

と、その都度というよりかはしっかりと機会を設け

てこの課題を検討していく必要が先ほどの町長の答

弁からもあるのではないかと感じましたが、町長の

お考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えいたします。

短期的には先ほど言われたとおり建設水道課で必

要があれば保健福祉課、必要の都度に応じて情報は

共有するのですが、今、議員がおっしゃるように人

材、業者をどう育てていくのか、町のサポーターに

関してどうするのか、サポーターと同じような町の

除排雪をしてくれるような事業者なんかをどうして

いくのかというような長期的な町の除排雪の在り方

については、私が中心となってどこかで問題提起を

していかなければならないのかなというふうに思っ

ております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 私は今回、この間口の除

雪の問題を通じて様々な立場の方のお話を聞いてい

く中で、福祉除雪は最低限であり、それ以上のサー

ビスに関しては提供されればされるほど町としての

住民サービスのレベルが向上する課題なのかなとい

うふうに認識しました。それは、除雪という雪国な

らではの生活課題は、この町に住みたい、住み続け

たいという気持ちとも直接つながってくる問題であ

ると考えるからです。もし、このままの現状が続く

中で、本来、より便利で快適な生活を希望する方の

気持ちが上富良野から離れてしまうことはとても残

念なことだと思うからです。

そこで、課の連携はもとより、町内の事業者の育

成も含め、町長自身が町民の声に向き合い、リー

ダーシップを発揮して住民の方から苦情などをいた

だかない自治体へと進化していく必要があると考え

ますが、町長の考えを再度、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

雪国で除雪というものは古くからある課題であり

ますが、本当にこれを克服するのはなかなか大変、

特に高齢化した昨今においては非常に重大な、それ

こそ長く上富良野に住んでもらうという観点、移住

してもらう、やはり若い人でもつらいので、高齢の

方とかちょっと足腰の弱い方なんかは非常に大きな

問題だと思いますので、これは単に除雪、もちろん

交通路を確保するというのは非常に重要な問題なの

ですが、やはり長く上富良野に住んでもらう、移

住・定住なんかも含めて大きな問題、これからの高

齢化社会においては大きな問題だと認識しておりま

すので、前向きにといいますか苦情を受けてもそれ

はそういうニーズがあるのだというふうに町民の方

が困っているのだというふうに思って、その解決に

は努めていきたいというふうに考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） この除排雪の問題に関し

て、非常に前向きな御答弁だったかなと個人的には

感じておりますので、ぜひ課題の解決に向けて邁進

されることを期待しております。

続いて、ふるさと納税に関しての再質問に移らせ

ていただきます。

一つ目の質問になりますが、細かい話にはなるの

ですが、令和５年度に充当する事業として挙げられ

た具体的な事業で組まれている予算の合計は６,３

００万円でした。基金に積み立てられた令和４年度

の積立額は１億５,４１３万円ということでした

が、差額分は基金として取っておくのか、または令

和５年度へ細かな事業に充当したりする予定なのか

をお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（北川徳幸君） １１番小林議員の御質

問にお答えいたしたいと思います。

先ほど、町長の答弁でもお答えしたとおり、令和
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４年度においては寄附額から経費を引いた分１億

５,４００万円程度については、寄附者の御意向に

沿った基金に積み立てまして、それを財源といたし

まして、先ほど答弁いたしました趣旨の事業に令和

５年度として財源充当して寄附を有効に使わせてい

ただいている状況でございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） すみません、質問として

は、その差額分は基金として取っておくのかどうか

ということでしたが。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） すみません、１１番小林議

員の御質問にお答えしたいと思います。

総務課長が申したとおりでして、差額が今、答弁

漏れになりましたが、それはそのまま基金に積んで

おくと、またそれは将来のためにそのまま基金のほ

うで積んでおきます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） １点、心配事としてお伺

いしたいのが、寄附金の使い道として既存事業への

充当がメインになっていると理解しておるのです

が、仮に今後、寄附金が目減りした場合に既存事業

が縮小することなどは考えられるのか、お伺いいた

します。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

既存事業はその前、ふるさと納税が始まる前から

の事業等もありますので、非常に助かっております

が、ふるさと納税の寄附金が目減りしたからといっ

て事業が縮小するような事業体系にはなっていな

かったかと、結構、必要な事業なので、それは何と

か財源手当をして、ほかの財源を探してでもやらな

ければならないような事業ですので、目減りするか

ら事業が縮小するということは、すぐにはないと思

います。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今の御答弁からすると、

ふるさと納税が、仮にそこで資金がなくても既存事

業にはそこまで重大な影響はないが、あればあった

でそれはプラスアルファになっているのか、それと

も、これまで継続していたのはゼロで保たれている

ようなイメージなのか、町長はどちらのイメージを

持って運用されているのか、お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 副町長、答弁。

○副町長（佐藤雅喜君） １１番小林議員の御質問

にお答えいたします。

これから予特なので令和５年度の予算の審議をい

ただくところです。令和４年度からいわゆる今後の

借金払い、起債の償還に向けて返済基金に１億円を

積ませてくださいということで今年度から議員にお

願いして、この間も１億円積立てを３月になってか

らできたというようなことでございます。いろいろ

と長期的なものを見ながらやっていく上で、きちん

とふるさと納税の御意向に沿って充当できるものを

充当することによって、そういったところで貯金を

する余裕を生んでいるという財政構造も一点ござい

ます。

それから、ふるさと納税につきましては、議員御

指摘のとおり大変不安定なものでございますので、

同じお金を寄附いただいたとしても、その方の御意

向によって、例えば、教育のほうに偏ったりとか、

十勝岳ばっかりになったりとか、ラベンダーに偏っ

たりとか、いろいろ御意向もございますので、そう

いった意味では今年１億５,０００万円積めたか

ら、来年予算に１億５,０００万円全額積むという

ことではなくて一定程度、小林議員が心配されると

おりですので、安定的にそういった事業に充てられ

るようにするためには全部使ってしまうのが今のと

ころ心配といったら変ですけれども、そういったこ

とも含めて全額使わずに、今回は一定程度の目的に

沿ったものを入れているということです。

それからあと、同じふるさと納税を入れていく中

でも、例えば今回、ジオパークのところに１,００

０万円とちょっと書いてあるのですけれども、その

うちの５００万円相当についてはジオパークの拠点

施設の整備、これは毎年毎年使うものではございま

せんけれども、そういったもので充当するものにつ

いても単年度や短期間で終わるもの、議員のおっ

しゃるとおり長く続くもの、いろいろなものがござ

いますので、そういったものを全体調整しながら、

できるだけ貴重な御寄附を有効に活用する方法を考

えながら進めていきたいというのが今の予算編成の

考え方でございます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今質問させていただいた

ことに関しては、おおむね理解しました。

２点目の質問に関して再質問いたします。

令和５年度においては積極的に寄附者に対して情

報提供や関係性を継続させていくお考えがあること

を御答弁で確認いたしました。ここは、ぜいたくを

いえば実際に寄附者の方が上富良野町を訪れたくな



― 83 ―

るような仕組みづくりもできないものかと私は考え

ております。

先日、上富良野町に住む友人から、わざわざ私に

東川町へ２回目のふるさと納税をしたという報告が

ありました。友人は、東川町にふるさと納税をした

人が贈られる東川株主証を受け取り、これを持って

いくと町内のお店でサービスが受けられるらしいか

ら東川町に遊びに行ってこようと思うと、うれしそ

うに私に話してくれました。この話を聞いて、住民

税が外に流れていってしまったことに対する残念な

気持ちと同時に、とてもいい仕組みだと感心させら

れました。友人からは最後に、ぜひ上富良野も参考

にしてほしいという言づけをもらいました。

この東川町の事例の秀逸なところは、寄附者が町

を訪れたくなることはもちろんのこと、実際に株主

証を持ってきた寄附者の方と町民が顔を合わせる

きっかけになることだと私は考えております。そこ

で生まれたコミュニケーションは寄附を続けるきっ

かけとなり、一方、寄附をしてもらえることの現実

感を町民に与えるものであると思うからです。その

ことが与える影響は、このふるさとモニター事業を

継続していく上で計り知れないと考えます。

そこで、４点目の質問にかかってきてしまいます

が、町長にはぜひ、この東川町の事例のように寄附

者との関係をさらにもう一歩踏み込むような政策を

実行に移していただきたいと考えますが、町長のお

考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

ふるさと納税の返礼品は、当然、町のＰＲでもあ

ります。ＰＲということは、本当に上富良野町を

知ってほしいですし、究極、議員がおっしゃるとお

り上富良野町に来てもらいたいというのは私として

もありますので、ぜひそういう事例を参考に、我が

まちもそういう関係性の重視に向けて最終的に来て

もらえる関係づくりに努めてまいりたいと考えてお

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） 今後、さらにそこに力を

入れていっていただけるということで期待したいと

思うところですが、１点、僕が強調してお伝えした

かったのは、上富良野町の町民側にもいただいた税

収が自分たちの生活の福祉の向上などに使われてい

るという現実感を持てることが非常に大事なポイン

トかなと思っておりますので、その点をぜひ御留意

いただければと思います。

それでは、４点目の質問の答弁に対する再質問に

移らせていただきたいと思います。

今も申したところですが、私はこのふるさと納税

に係る事業が継続、発展、拡大していく上で最も大

切なことの一つは今お伝えしたように寄附者と町民

双方にこの寄附から生まれるものを可視化すること

にあると考えております。それは、寄附を続けるモ

チベーションにつながるのと同時に、町民側にも寄

附を受けることへの理解が広がり、町外に住む家族

や友人にも呼びかけたり、また、自身が引っ越して

しまった後にふるさとを思い出してもらえるきっか

けになったりすると信じているからです。

そこで、一旦、基金に貯金してからおおむね既存

事業に充当するという現在の使い方は、誤解を恐れ

ず例えていうならば、お祝いでもらったお金を貯金

に回し、生活費に充てているような、お祝いした側

にとっては全然悪くはないのだけれども、何とも面

白みに欠ける使い道のようになってしまっているの

ではないかなと感じております。

そこで、結婚祝いでもらったお祝いは、新婚旅行

に使って旅行先の写真を送る、出産祝いでもらった

お祝いは、子どものおもちゃを買って遊んでいる写

真を送るなどのように、もちろん全額ではなくて

も、寄附の使い道が双方にとって分かりやすく、多

くの町民の福祉や生活に直接関わるような事業が単

体であってもいいのではないかなと考えますが、そ

の辺り、町長のお考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

ふるさと納税のみの事業というのは、先ほども答

弁させていただきました、今年これだから来年とい

うのはなかなか不安定で先が読めないということも

ありまして、長く続く制度をつくるというのはなか

なか勇気が要ります、この寄附金のみでですね。寄

附金のみで制度をつくってしまうと、それこそ寄附

金の額によって制度がこうなるのかといわれるの

で、持続可能性という面ではなかなか難しいのかな

というふうに思っておりますが、一方、出産祝いに

は何かを買ってとか、そういう分かりやすい、単発

で終わるような、単発、単発、単発で続けていける

ような、それも継続といえば継続でソフト事業の継

続になって、また、やれるのかやれないのかという

問題もあるかもしれませんが、特にハード事業に関

しては、何々をつくる、何々を修繕するというよう

な使い道に１００％、これを直しました、これをつ

くりましたという事業に関しては非常に親和性があ

るのかなと、将来の上下があっても、それは制度と

違って１回１回終わるような事業についてはやりや
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すいのかなというふうには思っておりますが、現在

は、ふるさと納税のみの事業は行っておりません。

既存の事業に全ていろいろ充てておりますが、何に

使ったということは、説明はしっかり可視化するこ

とは努めてまいりますし、ふるさと納税のみの事業

というのは今後、寄附額が増えれば、可処分所得で

はありませんけれど、いろいろ使い道も我々も考え

なくてはなりませんので、既存事業に充てているだ

けではなくて、いろいろなことをやらなくてはなら

ないのかなと思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

１１番小林啓太君。

○１１番（小林啓太君） ふるさと納税の財源を継

続的に運用していく難しさ等は今のお話でも確認さ

せていただきました。

一方で、先ほど来からお伝えしている、やはり町

民側にもふるさと納税のおかげで今の建物が建った

のか、こういう事業が行われているのかなど理解が

進むことを望んでやみません。

そこで、町長に対して今回お伝えしてきた、町民

側に対しても、ふるさと納税という御寄附を全国か

ら受けて上富良野町の住民サービスの向上が達成さ

れているのだという理解が広まるような行政運営を

ぜひ心がけていただきたいと思いますが、最後に町

長のお考えをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） １１番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。

小林議員がおっしゃるとおり、町民の方々も寄附

をもらったという、それでこれが建ったというふう

に思えるような使い方を目指していきたいと思いま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、１１番

小林啓太君の一般質問を終了いたします。

少し早いですが、昼食休憩、暫時休憩といたした

いと思います。

再開は１３時でございます。

───────────────

午前１１時５０分 休憩

午後 １時００分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、一般質問を再

開いたします。

次に、４番中瀬実君の発言を許します。

○４番（中瀬 実君） 私は先に通告しております

６点について、町長に所信をお伺いしたいと思いま

す。

１項目め、ゼロカーボン対策について。

今、私たちが住む地球全体の問題として、温暖化

とエネルギー問題がある。我が国も大量のエネル

ギーを消費しながら経済成長を遂げてきた。しか

し、そのエネルギーの大半は石油や石炭などの化石

燃料で養われ、化石燃料の燃焼時に発生する二酸化

炭素等の温室効果ガスが増加することにより地球温

暖化が進んでいる。世界各地で地球温暖化が影響し

ていると思われる現象が現れてきており、深刻な問

題となっている。日本は、ほとんどのエネルギー源

を海外からの輸入に頼っているため、エネルギーの

輸入の問題が発生すると、我が国での代替エネル

ギーの確保は難しい。このことは省エネだけで解決

できる問題でなく、化石燃料に代わる再生可能エネ

ルギーの推進が求められている。

そんな中、２０２０年１０月の首相の所信表明演

説において２０５０年カーボンニュートラル、脱炭

素社会の実現を目指すことが宣言された。上富良野

町においても国や道の目標達成の一助となるべく、

国際社会の一員として自然エネルギーの活用、省エ

ネルギーの対策など、環境に配慮した取組をこれま

で以上に進め、持続可能なまちづくりをしていくた

め、昨年６月にゼロカーボンシティ宣言をいたしま

した。

そこで、以下、町長に伺います。

１番目、町が取り組む温暖化対策は。

２番目、町民に求める温暖化対策は。

３番目、事業者に求める温暖化対策は。

４番目、２０５０年までの目標達成に向けての対

策と周知は。

２項目めです。

生活排水対策について。

我がまちの町民が衛生的で快適な生活を送れるよ

うに下水道事業への加入促進及び施設の適正管理、

合併処理浄化槽の設置促進に努力されていることに

感謝を申し上げます。

生活排水が未処理のまま、道路側溝や排水路を通

じて河川に排出されている現状が見られます。生活

様式の変化により、生活排水の量的、質的変化によ

り家庭生活排水が水環境に与える影響は増してお

り、その対策は緊急性を増している。生活排水を適

正に処理することは大きな課題だと考える。昔のよ

うな澄んだ川となるよう、生活排水対策が求められ

ている。

そこで、以下、町長に伺います。

１番目、現在の単独処理浄化槽の実態は。

２番目、今後の合併処理浄化槽への転換の啓蒙と

助成策は。

以上の点について、町長にお伺いをいたします。
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○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めのゼロカーボン対策について、４

点の御質問にお答えいたします。

カーボンニュートラルは温室効果ガスの排出量を

実質ゼロにすることであり、そのために一人一人が

地球温暖化防止への意識を持ち、自然エネルギーの

活用や省エネルギーの対策など、環境に配慮した取

組を進め、ゼロカーボンシティの実現を目指してい

かなければなりません。上富良野町としては、現

在、令和３年度から第２期上富良野町地球温暖化対

策実行計画の中で、地球温暖化対策に関する施策に

おいて、町民・事業者・行政が連携し対策を講じる

ことで、温室効果ガスの排出の削減を推進するもの

としています。

また、現段階の目標としては、２０３０年度まで

に２０１３年度と比較し、２６％の削減を目標とし

ています。そのため、ゼロカーボンシティの実現に

向けたロードマップを検討し、推進を強化してまい

ります。

次に、１点目の町が取り組む温暖化対策について

は、公共施設における省エネルギー行動の徹底やエ

ネルギー量の抑制、効率的な自動車利用や制限によ

る移動時の省エネルギー行動、公用車のクリーンエ

ネルギー自動車等の導入などが考えられます。

次に、２点目の町民に求める温暖化対策について

は、先ほど説明したとおり、求めるものではなく、

町民が取り組む対策として一人一人が電気や燃料等

の無駄遣いを抑え、日常生活の省エネルギー行動、

家電製品・照明器具の省エネルギー化、移動時にな

るべく自動車の利用を控えるなどの省エネルギー行

動、自動車対策として省エネルギー性の高い自動車

の選択、建物の暖房の抑制のための断熱性などを高

める省エネルギー建築の採用、再生可能エネルギー

などのクリーンエネルギーや新エネルギーの導入な

どとなります。その対策に対して、国や北海道など

の有効的な補助金や町の住宅改修などの補助制度で

の省エネルギー改築や、今後取り組むことができる

ものに対して支援を町として行ってまいります。

また、フードロスや地産地消などの身近なことや

植林の促進、道産木材の利用などについても推進を

お願いしていきたいと考えています。

次に、３点目の事業者に求める温暖化対策につい

ても、２点目と同様に、取り組む対策としては日常

業務の省エネルギー対策、移動時の省エネルギー行

動、自動車対策、建物の暖房抑制、新エネルギー等

の導入、フードロス・地産地消・植林・道産木材の

利用となります。

次に、４点目の２０５０年までの目標達成に向け

ての対策と周知については、第２期上富良野町地球

温暖化対策実行計画の終了年度の令和１２年度の２

０３０年を中間地点として、２０４０年度、２０５

０年度と順次、目標を定め、目標達成に向け計画を

策定し、２０５０年までのロードマップに沿った対

策とゼロカーボンに向けた周知や広報についても２

点目に説明をした助成制度の活用などとあわせて周

知を行い、町民・事業者・行政が一体となり、実現

に向けて取り組んでまいりますので、御理解賜りた

いと存じます。

次に、２項目めの生活排水対策について、２点の

御質問にお答えいたします。

まず、１点目の現在の単独処理浄化槽の実態につ

いてでありますが、平成１３年の浄化槽法の改正に

より単独浄化槽の新設が原則禁止になり、既に設置

されているものについては合併処理浄化槽への転換

等の努力義務とされました。上富良野町において

は、法改正前に設置された単独処理浄化槽について

は１５８基ありましたが、改正後、届出があったも

ので既に９１基が廃止され、６７基が現在、運用さ

れているものと把握しています。

なお、廃止になった単独処理浄化槽のうち、合併

処理浄化槽への転換をしたものが２０基となってい

ます。引き続き、合併処理浄化槽への転換を進める

よう周知を行ってまいります。

次に、２点目の今後の合併処理浄化槽への転換の

啓蒙と助成策についてでありますが、平成１５年度

から国の循環型社会形成促進交付金を活用して、合

併処理浄化槽の新設及び単独浄化槽からの変更につ

いての補助事業を計画的に行っております。現在、

第４期目の中間年度でありますので、令和５年度ま

での実績を踏まえ、第５期の設置計画を策定し、計

画的に転換できるように進めるとともに、あわせて

転換への周知を行ってまいりたいと思いますので、

御理解賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ただいま町長のほうからゼ

ロカーボンについての考えをお伺いしました。

ゼロカーボンというのは結局、温室効果ガスの排

出量をゼロにするということで、そのためには一人

一人が地球温暖化防止意識を持って、自然エネル

ギーとか省エネルギー対策を個々に取り組んでいか

なくてはならない、まさに今、町長が答弁されたと

おりだと思っております。

先ほど、質問の趣旨の中でも申し上げましたけれ

ども、ゼロカーボンにするためには、なかなかその

ように簡単にできるような状況ではないとは思いま
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すけれども、これは町も取り組んでゼロに向かって

いくということですから、当然のことながらそれな

りの覚悟とそれなりの理解が得られなければなかな

か達成できるものではないというふうに私も理解し

ております。

そこで伺いたいのは、脱炭素、カーボンゼロに向

けて町長が日頃、個人的に心がけていることがあれ

ば、まず教えていただきたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

日頃、心がけていること、私としては、まず、住

宅には太陽光パネル、家を建てたのはもう十数年前

ですけれど、２.５キロぐらいの太陽光パネルを取

りつけました。それ以降、車なんかは新しい車は常

に燃費の改善が図られていますので、そういう燃費

のいい車を使ったり、あとは、こまめに家のスイッ

チ、節電を、オール電化ですので燃料はあまり関係

ないのですけれど、主に電気です。節電を心がけ、

暖房温度についても、ウォームビズではないですけ

れど、家の中でも薄着ではなくしっかり着て温度を

低く設定するなど省エネルギーに努めております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） こういった取組をするとき

に、やはり町長自らが模範を示す点からいっても、

そういった取組をしていることは町民にも必ず伝

わっていって、それを町民が見ていて、やっぱり

我々も頑張らなくてはならないなということについ

て、やっぱりその点は非常に励みになると私も思い

ます。

そこで、もう一つお伺いしたいのは、これは国で

も進めていますし、それから北海道も進めていま

す、そして、町もこういう宣言をしました。これ

は、取りあえず北海道の中で、この宣言をしていな

い町というのはあるのでしょうか。

それをお伺いいたします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

北海道の中では、数は正確には承知しておりませ

んが、まだ宣言されていない町村もあります。上川

管内においては、全ての市町村において宣言された

となっております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） たまたま道内でも宣言して

いない町があると。市か町か村か分かりませんが、

あるということです。

そこで伺いたいのは、国が進めている、それか

ら、世界も進めているこのゼロカーボンに向けて宣

言をしないと何かペナルティーというのはあるので

しょうか、教えてください。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

今のところ、ペナルティーは聞いたことがありま

せんので、ないと思います。ただ、上川総合振興局

が中心となって、上川管内は皆、ゼロカーボンシ

ティ宣言をしたわけなのですが、なかなかどうやっ

ていいのか分からない、再生可能エネルギーもそう

簡単に見つかるわけではないので、なかなか難しい

のですが、振興局としてはすぐそこに根本的な問題

を解決する解決策はないのですけれど、将来的に２

０５０年に向かっていくよというその姿勢、それが

宣言なので、向かっていくということを宣言してく

ださいということで、上川管内では上富良野町も含

めて宣言して２０５０年のカーボンニュートラルに

向けて進んでいくということを宣言して決めまし

た。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 基本的には協力をもらわな

ければできないのと、自意識、一人一人の町民の皆

さんの意識がきちんとなければ実現は不可能ではな

いのかなと思っています。

そこで、例えば、省エネルギー、それから、再生

可能エネルギー、いろいろと今後取り組んでいかな

くてはならないような課題があります。そのような

中で、上富良野町で取組可能な再生エネルギーとし

たら、太陽光発電、それからあとは何があると思い

ますか、町長。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

再生可能エネルギーは、当町では何が可能かとい

えば、太陽光パネルは設置されている御家庭、事業

所なんかも多いので、これはもちろんそうなのです

が、それ以外に今、考えられるのは、実現可能かど

うかは別として、小水力ですとか地熱発電があるか

と思います。ただ、やはり、小水力についても、な

かなか難しい部分もありますし、地熱発電なんか

も、地熱があるところは上富良野町では十勝岳のほ

うということで送電などクリアしなくてはならない

問題も多々あって、ポテンシャルといいますか、そ
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ういうものがあるのですが、実際にどうなのかとい

うとなかなか解決しなければならない問題は多々あ

るのかというふうに思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 現実問題としては、上富良

野町で取り組めるというか導入可能な再生エネル

ギーといえば、先ほどから言っています太陽光の関

係が考えられるということで、今、町長が言われた

小水力とか地熱というのはかなり難しいと思いま

す。というのは、水が確保されていなければ、当然

のことながら発電もできません。そして、上富良野

町の場合というかこの沿線の場合については水が常

時流れていて量はある程度ある川というのはそれほ

どありません。だから、まず不可能だと思います。

地熱の関係についても、今は基本的に環境省です

か、そういったところの規制もちょっと緩んでいま

すから以前よりは取り組みやすくなってきていると

は思います。だけれど、現実的には多額のお金がか

かります。だから、費用対効果を考えるとどうなの

かなということになると、なかなかそれは難しいの

かなと思っています。ですから、現実問題として何

ができるか、何が取り組めるかということだと思い

ます。

そのような中で、結局、温室効果ガスを出さない

ようにする工夫ですよね、最後は。そのことからい

けば、手っ取り早い話が、町長も先ほど言っていま

したけれどもエコカーへの買換え、役場にも当然、

７０台前後の車があるわけですから、それらを順次

そういった形の車に入れ替えていく、それも一つで

す。そしてまた、さらには町民周知の中で、やっぱ

り皆さんに理解を得られるためにノーカーデーとか

車を使わないような日をつくるとか、近い人はでき

るだけ徒歩で来るとか自転車で来るとか、いろいろ

な方法があると思います。そのような方法から取り

組んでいくことが、小さなことでも数が重なれば、

それなりの効果があるのだと思います。

今までは、こういった取組はやっていたでしょう

か、その辺ちょっと分からないので教えてくださ

い。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えいたします。

今までも省エネルギーという観点といいますか地

球温暖化なのですけれど、ゼロカーボンという概念

ではなかったのですが、上富良野町の地球温暖化対

策実行計画というのを、それぞれ町と、それと事業

所としての役場というものをそれぞれ計画を持って

いまして、省エネルギー、二酸化炭素排出量を減ら

していくという計画はありました。

今回のカーボンニュートラルというのは、実質、

排出量ゼロということで、森林等、二酸化炭素を吸

収するものを加えてトータルで実質排出量ゼロとい

うことで新しい概念といいますか、そういうものに

なりましたが、省エネルギーについては以前から取

り組んできたところであります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ゼロカーボンに向けての一

応ロードマップをつくって推進していくという形を

取るということになっていますけれども、このロー

ドマップはどのような、いつ、そういう目標を定め

て推進していくのかをまず伺いたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えいたします。

現在のゼロカーボンシティ実現に向けたロード

マップは、地球温暖化対策に関する施策において町

事業者、行政が連携して対策を講じる温室効果ガス

の削減を推進するものとして、現段階の目標として

は２０３０年度までに２６％の削減ということで、

その後は２０４０年、２０５０年というふうに目標

を定めながら最終的には２０５０年のゼロカーボ

ン、カーボンニュートラルに向けてというふうな

ロードマップを、具体的な数値をどうするかという

ことをその１０年、１０年で検討しながら推進を強

化してまいりたいと考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 当然、計画を立てながらそ

の計画に向かって、ゼロに向かっていくということ

でしょうけれども、当然、どのような計画もそうで

しょうけれども、予定どおりに行かない場合はある

と思います。当然のことながらゼロにするためには

いろいろな取組方法があるのも承知しております。

ですが、上富良野町全体における今現在の排出量は

幾らになっているのかということを教えていただけ

ますか。

○議長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。

○町民生活課長（山内智晴君） ４番中瀬議員の御

質問にお答えいたします。

令和３年３月に策定した地球温暖化対策実行計画

の中で作成する際に排出量の推移ということで測定

したものがございます。現在、１０万トン強ぐらい

の上富良野町の排出ガスということで測定されてお



― 88 ―

ります。これを段階的に減らすということで、先ほ

ど町長のほうで回答させていただきましたパーセン

トに基づきまして年次計画をもって排出量を削減し

ていきたいということになっております。策定時か

ら二、三年たっておりますので、新たな測定はして

おりませんが、こちらの数値を基本目標として、現

在、進めております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 今、答弁いただきましたけ

れども、これは平成２９年、２０１７年度の温室効

果ガスの町のＣＯ の基準の量ですよね。１０万２

５,０６２トンＣＯ 、これで間違いないですよ２

ね、そして、一人当たりの排出量は７.６トンＣＯ

、これで間違いないですよね。それで、当然、２２

０１７年は今よりも多少人口が多かったはずですよ

ね。今後、ますます人口が減っていきます。人口が

減るから排出量が減るとか増えるとかという因果関

係はよく分かりませんけれども、数値的には変わり

ますよね、当然。変わってきたときのことを想定し

ながら１０年後、１０年後という先ほど言っていま

したロードマップをつくりながら対処していくとい

うか対応していくという考えでよろしいのですか。

○議長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。

○町民生活課長（山内智晴君） ４番中瀬議員の御

質問にお答えします。

今つくった計画が２０５０年までそのまま続くと

いうわけではなく、先ほど説明したように中間年、

中間年で当然見直しもかけていきます。人口推計の

の減少が大きく排出ガスに影響するかというところ

は、ちょっと私も専門ではございませんが、人間が

減ったから排出ガスが減るということではないとは

思います。基本的に上富良野町の多くのガスは産業

部門から出ているというところの結論も出ています

ので、決して町民がやること、先ほど言った事業者

がやること、おのおのと町も含めまして、おのおの

がやるカーボンゼロの温室効果ガスの削減の努力を

含めまして、どんどん減らしていきたいというふう

なことを考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 長期的な計画というのは数

字がぶれることがあると思うので、やっぱりある程

度の年数を置いて見直しをかけたり数値を変えてい

かなくてはならないというのは当然だと思います。

そのような中で、たまたま今はコロナ禍で３年間

まるっきり行動制限を受けて家の中で生活をする状

態が多かったりとか、例えば、観光客もあまり来な

いとかそういう状況が続いていましたけれども、今

後、新型コロナウイルス感染症が落ち着きを見せる

ことによって町民以外の人が町を訪れることもあり

ます。当然のことながら、歩いてくる人はいないと

思います。当然、車とかいろいろなものを利用しな

がらこちらに来るときに、そういった観光に来る人

たちの車の排出ガスの関係とか、いろいろなことも

多少、今度は考えていかないとならないということ

になってくるのだと思います。そういったことも当

然含めながらやらないと、上富良野町の町の中だけ

のことを考えていると、それがプラス、別になって

しまうので、そこら辺のところも今後のこととして

は検討する余地があると思いますけれども、そこら

辺も計画の中に入れられるような予定がありますか

どうか教えてください。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

議員おっしゃるとおり、コロナ禍の後は経済活動

が活発になってくるとやはり排出される二酸化炭素

も増えるのかなというふうに思っておりますし、人

流ですね、上富良野町に観光客が来る、それは上富

良野町の町民ではないかもしれませんし、そういっ

た広域的なことはやはりゼロカーボン北海道という

ことで、もちろん北海道がイニシアチブを取ってそ

れに協力する形で我々もゼロカーボンシティ宣言し

ましたので、北海道としてやること、そして、町と

してやること、努力すること、それぞれあると思い

ますし、町でやらなければならないことは当然、計

画に盛り込んでロードマップをつくって推進を強化

していきたいと考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 先ほどから言っていますが

いろいろな対策があると思います。町が取り組む対

策、町民に求める対策、それから、事業者に求める

対策、いろいろあるのですが、結局、町民の皆さん

がその対策を何とかしようとするとき、例えば、住

宅の改修をしようとしたときに、今もリフォームの

関係で助成は出ております。今後、例えば、枠を増

やすような状況になるのか。今の状態のまま、今

やっている省エネとかリフォームの助成を同じよう

な枠で続けていくつもりなのか、増やす考えがある

のか教えてください。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。
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町民の皆様が取り組むべきことは、行政としては

やっぱりそういうふうに啓蒙を含めてインセンティ

ブも含めて取り組んで、いろいろ仕掛けをしていか

なければならないというふうに思っておりまして、

去年、ゼロカーボンシティ宣言をいたしましたので

それにあわせて、議員おっしゃるとおり省エネに寄

与するであろうリフォームに関しましては従来のメ

ニューを再構築して、さらに予算の枠も増やして今

国会の令和５年度の予算案として上程させていただ

いたところであります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 省エネルギー行動というの

は非常にいろいろな点があるわけですが、一つ、私

も農家でありますから今一番問題になっているのは

食糧不足だとかいろいろなことが叫ばれている中

で、地元のものは地元で消費する地産地消、国産国

消でしたか、そういう言い方になりますけれども、

やはり地元の食べ物を地元である程度消費できるよ

うなシステムづくりが大事なのだと思います。それ

は最終的にはいろいろな燃料を使いながら物を買っ

たり移動する車が多くなったりすることを防げる方

法の一つになると思います。

ですから、そういったことで上富良野町でいろい

ろな作物が作られております。その中で、現実にど

れくらいの量が上富良野町で消費されているのかと

いうのがよく分かりません。その辺のところを、で

きるだけ上富良野町の食料を消費しましょうねとい

うような町の取組も必要だと私は思います。そうす

ることによって、我々農家も町民の皆さんに安心安

全な食料を供給しようということからいって頑張れ

るのだと思います。だから、そこら辺のところを町

として、できる限り食料を上富良野町で消費できる

ような構築をこれから考えていく予定があるかない

か、まず教えてください。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

地産地消は上富良野町でできたもの、当然、農作

物以外のものでもそうなのですが、輸送コストとい

うか燃料がかかりませんので、これはカーボン

ニュートラルにつながる非常に大切な取組だと思い

ますし、地産地消にはもう一つ、経済的な面、外に

お金を出さないといいますか、上富良野町の中で持

続可能な経済圏を確立できる方向ということで、い

ろいろな多面性がありますので、カーボンニュート

ラルももちろんそうですが地産地消というのは今

後、非常に大切な考え方だと思っておりますので、

今後はいろいろな形があろうかと思いますが、念頭

に施策を推進していきたいと考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ぜひそういった町としての

取組をしていただきたいと思っております。

一番始めの答弁の中にありましたけれども、排出

する量が吸収するものがあればそれなりに量が減る

と、それは当然ですよね。それは上富良野町におい

ては、森林がある程度面積があるために、かなり削

減には寄与はしていると思います。

問題は、森林の面積が現状維持かもう少し増える

か、そういったときに、人工林については基本的に

は森林譲与税とか、それから、森林組合とか、そう

いったところからの助成等々があって、伐採したら

植える、植えて伐採、その繰り返しをしていきま

す。一般的なそういう植林していない自然木という

のですか、そういったものの関係についてはそう

いったものの対象になりませんよね。それも基本的

にはＣＯ 削減の一助にはなっていると思うのです２

よ。そこら辺の助成というか管理というか、そう

いったものはちょっと無理ですよね、どうですか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

林業ですね、森林が二酸化炭素を吸収して、それ

がこういう家具とかの製品になったり、もしくは燃

料でもいいのですけれども燃やして熱源になったり

して、二酸化炭素は出るのですけれど、いわゆる循

環していて地表を二酸化炭素が空気中に出たり、そ

れをまた木になったりして循環して、化石燃料を使

うと、地中から二酸化炭素が出てきますので、化石

燃料を使わず、木を大切にしようという、植林を含

めて非常に大切な考え方で、上富良野町においては

近隣市町村と比べると民有林の数といいますか面積

がちょっと限られておりますが、そのような中でも

森林環境譲与税なんかも活用して、植林、伐採、林

業の活性化、今ももう既に交付金を活用して事業は

進めておりますが、これも林業を守る、森を守ると

いう活動も非常に重要な活動になってくるだろうと

考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） 出るものを今度吸収すると

いった形をうまくバランスが取れていければいいの

だと思っておりますので、そういったことも含めな

がら何とか対策を考えていって、カーボンニュート
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ラル、いわゆるゼロカーボンに向けて頑張っていけ

るように、一人一人が頑張っていけるような町の啓

蒙も当然必要ですから、いろいろな方向性で皆さん

に周知をしていただけるように町として取り組んで

いただきたいと思います。

次、生活排水の関係についてお伺いいたします。

基本的には、今かなり合併浄化槽等に転換され

て、今はあまり単独処理浄化槽については少なく

なってきているという答弁がありました。でも、ま

だある程度の数があるということなのですが、これ

は費用のかかる問題ですから、ただでやってあげる

よといったら皆さんすぐ手を挙げると思いますけれ

ど、そうではなく、結構お金が発生する問題ですか

ら、なかなか簡単には行かないとは思います。で

も、町として合併浄化槽に転換するというときに、

ほかの町から比べれば助成費は結構出してくれてい

ると思います。ですから、リフォーム、それから新

築をするといったときには優先的にやってくれたり

して非常に助かっているわけです。ですから、基本

的なことで、例えば、合併浄化槽に切り替えると

いったときに助成金額を変更する考えはないのです

よね。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

議員おっしゃるとおり、上富良野町の助成額とい

うのは結構多くて、皆さん助かっているのかなとい

うふうに考えております。それについて、今のとこ

ろはその額を変更するという考えは持っていないと

いうことです。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） ということは、助成する金

額は変わらない、単独浄化槽から合併浄化槽にす

る、何基するかという総予算の枠組みも変わらない

ということですね。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ４番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。

総予算についても、現在、計画に沿って予算計上

しておりますので、その額でということになりま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

４番中瀬実君。

○４番（中瀬 実君） でき得る限り、これは昔は

川っていうのはきれいな川が多くて、いろいろな生

き物が川に生存していたわけですけれども、最近の

川は本当にあまり生き物がいないような状況になっ

ているのが現状です。これはなぜかというと、結局

はやっぱり自然破壊につながる生活用水が垂れ流し

にされているというのが一番の大きな原因ではない

かと思われます。そういった形からいけば、ある程

度、これは継続して、そして、助成金を出して、そ

して、これを単独浄化槽から合併浄化槽に切り替え

ていくというのが当然、必要なことだと思っており

ますので、ある程度のめどがきちんとつくまでは継

続して助成金、それから枠も減らさないようにして

いっていただきたいと思っております。もし、町長

の考えが変わらなければ、答弁は要りませんけれど

も、もし何か変更があるとすれば答弁してもらえれ

ば、それで終わります。

（「変更ありません」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） よろしいですか。

以上をもちまして、４番中瀬実君の一般質問を終

了いたします。

次に、３番髙松克年君の発言を許します。

○３番（髙松克年君） 先に通告しています２項目

９点について、お伺いします。

地域農業再生協議会水田収益強化ビジョンについ

て。

大きな変革を求められる地域農業、７２０ヘク

タールの水田の作付と１,０８０ヘクタールの麦、

大豆、高収益作物、飼料作物、一般畑作物が水田休

耕作物として作付されている。今、この作付状態の

のバランスは大きな変化もなく保たれている。しか

し、昨年より、保証されていた直接支払交付金の実

施の基礎部分の変更により大きく変わることとなり

ました。再生協議会も今年度、準備期間を経て、令

和５年度の対応を求められています。

以下、町長にお伺いいたします。

１、農政事務所において、各地域再生会議の政策

に対しての考え方を調査していますが、上富良野町

も参加し、調査内容にどのように回答しているか、

お伺いいたします。

２、畑地転換する農家への支援策があるが、どの

ような方策が示されているか、お伺いします。

３、新しい政策に、今後どのように対応し、水田

収益及び増強、強化に結びつけようとするのか、お

伺いいたします。

４、厳しい条件を緩和した水張り３０日により交

付金対応が示されました。これを２０２２年から２

０２６年まで実施すれば交付金対応し、ブロック

ローテーションと同じと考えてよいのか、お伺いい

たします。

２項目として、除排雪の対応について、お伺いい

たします。
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今年度の天候により昨年末までの降雪は、町全域

で多く、１月末早々に補正予算が必要とされる状況

にある。住民の方々からも苦労している話が聞かれ

る。

１、除排雪についての路線、路順についての予定

を住民に周知し、住民の要望の受付先を明確にし、

困り事に応えていくことも重要と思われるが、お伺

いします。

２、町道管理の一部として除雪予算が計上されて

いますが、降雪状況により除排雪の作業が増加した

場合、その都度、補正等の対応を行っているが、当

初予算の中でしっかりと対応できるような予算措置

が行えないのか、お伺いします。

３、町内業者の企業体が除雪作業の委託業務を

行っていますが、除雪作業後において、役場は発注

者側と業者が行っている作業の点検や現場確認を行

う必要があると思われますけれども、確認はどのよ

うに行っているのか、お伺いします。

４、独居老人、高齢者世帯等、弱者世帯の自宅前

の除雪作業車の戸口への置き雪の課題は、長年、解

決できていない状況にあります。住民の最大の問題

といえます。定住にも除雪のよしあしはネックにな

る課題と思い、解決策についてお伺いいたします。

５、町内会、住民会の住民が助け合い、小規模な

除雪機を使って除雪作業ができない町民の支援に参

加できるようなことが必要とされる時期に来ている

と思うが、住民への周知や支援体制の整備などを考

えてはいないのか、お伺いいたします。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めの地域農業再生協議会水田収益強

化ビジョンについて、４点の御質問にお答えいたし

ます。

１点目の上富良野町農業再生協議会が取りまとめ

た課題ですが、現在、作付をしている作物の状況か

ら、水張り及びブロックローテーションを構築する

ことに対応できず、離農する農業者が出ること、ま

た、農地を引き受ける農業者の負担が増加し、受け

手では吸収できずに不作付地が増加することが懸念

されます。水稲の生産を行っていない農業者が、新

たに取得した農地において水稲の生産に係る農法や

機械を所有していないため、水稲の生産は困難であ

り、また、住宅等から離れた位置に水田を取得した

場合、機械の運搬等により労働時間が増加し、他の

農作業にも遅延等の影響が出ると考えられます。施

設園芸農家にあってはハウス及びハウス内機械の一

時撤去をしなければならず、本来、必要でない費用

がかかることが予想されます。

また、アスパラ等の多年生の作物については、ま

だ収穫可能な株を途中で打ち切ってしまうこととな

り、本来、得られるべき収益が損なわれることが考

えられます。

次に、２点目の畑地転換する農家への支援策につ

きましては、交付対象水田において野菜、果樹、花

卉等の高収益作物を作付する場合は１０アール当た

り１７万５,０００円、麦、大豆、飼料作物、子実

用とうもろこし、そば等を作付する場合は１０アー

ル当たり１４万円が交付され、なおかつ、定着促進

支援として１０アール当たり２万円を５年間受け取

るか、一括で１０アール当たり１０万円の交付を受

けるか、選択できることとなっております。

次に、３点目の今後の対応についてであります

が、作物の需要が変わっていくことが考えられる

中、国からの支援があるものに関して農業者へ周知

を行い、各農業者の経営判断により畑地化を進める

か、ブロックローテーションにより水稲の作付を行

うかの選択をしていただき、国に対しては、さらな

る支援策を要望していきたいと考えおります。

次に、４点目につきまして、水稲の作付のみを水

張りとされていたところ、水稲作付と同条件による

１か月の湛水管理であれば水張りとみなすことがで

きると国より示されており、実際に、１か月の水張

りが可能となれば、交付対象水田として活用してい

くことができると考えられますので、御理解賜りた

いと存じます。

次に、２項目めの除排雪の対応について、５点の

御質問にお答えいたします。

まず、１点目の除排雪についての路線、順路等に

ついてでありますが、現在、除雪作業につきまして

は、除雪車保管庫を起点として出動し、効率等を考

慮しながらの順路となっており、その中でも、学校

や病院などの公共施設のある幹線道路を優先的に行

うことも考慮しながら作業を行っております。

次に、排雪予定の事前周知についてであります

が、排雪期間中に降雪に伴う除雪作業が数日間続く

こともあり、結果、事前に周知した路線の排雪が遅

れていくことも想定されることから、現在のとこ

ろ、あらかじめ排雪の予定を示していくことは難し

いと考えていますので、御理解を賜りたいと存じま

す。

また、問合せ先についてでありますが、毎年１２

月１０日号の広報で、国道や道道も含め、連絡先を

お知らせしているところです。

次に、２点目の除排雪経費の予算編成についての

御質問ですが、当初予算においては、過去の実績も

検証し積算した上で予算計上している現状であり、
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大雪等の不測の除排雪経費が発生した場合において

は、議員御発言のとおり補正予算にて対応している

ところです。

御質問の当初予算の段階で一定程度、余裕を持っ

た形で予算計上をすることも予算編成の手法の一つ

だと理解はできますが、御承知のとおり、当初予算

の編成については脆弱な財源構造の中から限られた

財源を活用し、様々な行政需要に対応するために、

それぞれの事務事業がより高い行政効果を生み出す

ことを念頭に予算編成を行っているところです。

そのようなことから、当初予算の段階から大雪等

の不測の事態に対応した経費を計上することによ

り、他の様々な事業の予算にも影響が及ぶことか

ら、令和５年度の当初予算においても、現状の予算

編成手法を踏襲し、仮に、不測の事態が発生した場

合においては、しっかりと補正予算にて対応するよ

う予算編成を行ったところです。

次に、３点目の委託業務の作業体系見直しについ

ての御質問にお答えいたします。

現在、委託体制になり１０年が経過し、今年度で

１１年目を迎えました。当初、４社による共同企業

体から始まり、現在は１社減り３社になっていると

ころではありますが、年２回の定期打合せを行って

いるほか、課題や問合せが発生した場合には、その

都度、打合せを実施し、サービス低下にならないよ

う努めているところでありますので、御理解を賜り

たいと存じます。

次に、４点目の独居老人、高齢者世帯等、弱者世

帯自宅の戸口への置き雪についてでありますが、現

在、行っている除雪サービスは、体力的に虚弱で自

力で除雪を行うことが困難である６５歳以上の高齢

者世帯、独居の高齢者世帯、重度の身体障害のある

方で、町税や介護保険料に滞納がない町民税非課税

世帯を対象としており、除雪基準は議員御指摘の課

題の戸口への置き雪の除雪ではなく、おおむね１５

センチメートル以上の降雪時に除雪を行うサービス

であり、戸口の置き雪除雪で困っている方の課題を

解決するものではないことを御理解いただきたいと

思いますが、先にも触れましたが、町といたしまし

ても現体制で可能な限り処理してまいりたいと考え

ております。議員御指摘の課題の解決であります

が、この除雪サービスは除雪が困難な非課税世帯の

高齢者に対し、安価な利用料でサービスを提供して

いることから、議員質問の戸口への置き雪除雪で

困っている町民で、一定程度、所得がある方におき

ましては民間等の事業者を利用していただくなど自

賄いで除雪を行っていただくよう考えております。

先ほど、同僚議員にお答えしましたとおり、現状の

除雪サービスを継続する課題もありますことから、

このサービスを維持する方法等を関係機関と検討し

てまいりたいと考えております。

次に、５点目の除排雪の町民参加の御質問に関す

る質問ですが、住民会や町内会がお互いに助け合い

除排雪を行うことは、本来のコミュニティー形成で

あり、個人の敷地内の除雪等に対し、依頼に応じ行

うことはとても重要なことと考えていますが、これ

に関しては依頼する側と依頼される側の合意形成で

なし得ることでありますので、住民コミュニティー

や活動の在り方として様々な機会を通じ、周知を

行ってまいりたいと思いますので、御理解をお願い

したいと思います。

また、小型・中型の除雪機を使用して住民会・町

内会やその中のグループで除排雪を実施する場合に

おける除雪機の経費の負担方法などを含め、現在の

協働のまちづくり補助金の運用を今後も検討してま

いりますので、御理解賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） ここで、暫時休憩といたし

ます。

再開は１４時１５分です。

───────────────

午後 ２時０３分 休憩

午後 ２時１５分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、一般質問を再

開いたします。

再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 答弁をいただきましたけれ

ども、地域農業再生、この制度が現在の農業者につ

いては非常に厳しい側面を含んでいることが示され

ている見解が回答として寄せられたというふうに思

います。現実に地域で生活している農業者の置かれ

ている状況は、社会的状況も重ねると重い発言とい

えると思います。

このような状況の中、地域農業再生協議会が今

後、農業の振興策はどのように進めるのか、また、

それをひいて、町ではどのような振興策を今後、新

しい政策として出されるのか、お伺いしたいと思い

ます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。

各地域の農業再生協議会のほうでは、政策に対し

ていろいろ考えをお持ちで、これから協議されてい

くかと思います。いろいろな問題点、課題点もたく

さんあると思います。特に、このいわゆる水活交付

金が出る出ないというのは上富良野町にとっても非

常に額も大きくて重大なことだと私も思っておりま
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す。町としましても、町の政策としてはやはり、政

策といいますか、まず、農業者の皆様の声を国に届

けていくのはもちろんですが、何せ休耕地が増えて

は、これはもちろん農業委員会や農政部局もいろい

ろ話をしながら、そちらのほうもそう思っておりま

すし、農業振興計画なんかもそういう休耕地は増や

さない、なるべく耕して生産量を上げるという方向

だと思いますので、そういう対策はどういうものが

いいのかというのはまだまだこれから詰めていかな

くてはならないと思いますが、町としましても必ず

そういうふうな何らかの対策はしていかなければな

らないのかなと現時点では考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 本当に示されてから日も浅

くて、今でも自分が質問を出した後にも、再生会議

のほうでも新しい案が出てきていて、これはなくな

るのではないかとか、これは考え直さなければなら

ないところがあるのではないかということが２月１

０日ぐらいにも、まだまだ令和５年度についても話

合いがなされているような状況で、非常にこのこと

が決定していくまでのプロセスが農家自体に十分に

伝わっているというふうには見えないのです。その

辺が問題になるのかと思うのですけれども、それで

も、やっぱり我々としては生活はしていかなければ

ならないし取り組んでいかなくてはならないという

ジレンマというか、若い人たちに対しても、かなり

精神的な面でも影響を与えているのではないかと思

うのです。以前に、町長が税務課にいたときに僕ら

に話してくれた中で、２年間ぐらい農作物の作況が

よくて１,０００万円ぐらいの税収が前年度より増

えているということを話してくれたことがあります

けれども、そういうことなんかも含めて、町がやれ

ることをぜひ見ながら若い人たちにも伝えてほしい

なと思います。今後の再生強化に示されている畑地

化による高収益作物の導入というのが、やはり政策

的にも重要な課題と思われるのですけれども、これ

らの作物の作る畑によって、この場合は田んぼなの

ですけれども、それらにおいては大きな改良がなさ

れているところはいいのですけれども、その他のと

ころでやはり高収益作物、蔬菜を中心としたものな

のですけれども、それらを作るとすれば肥沃な土地

であり排水もよくなければ駄目だということで、ぜ

ひこの後も続けてほしいのは、町の小規模の土地改

良、これはぜひ続けていってほしいなと思うのです

けれども、その辺についてはどうでしょうか。

○議長（村上和子君） 農業振興課長、答弁。

○農業振興課長（大谷隆樹君） ３番髙松議員の御

質問にお答えいたします。

髙松議員が今おっしゃられたとおり、高収益作物

を作付するにしても、もともと水田だったところで

すから湿害対策とかそういった手当をしないことに

は収量も品質も確保できないというふうに考えられ

ます。町としては、心土破砕とかそういった湿害対

策を小規模土壌土地改良事業として今後も継続して

助成を続けていきたいというふうに考えておりま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） それに加えて、新しい作物

を取り入れるとすれば、もう一度、その農家への技

術指導というか再教育という言い方をしたらちょっ

と生意気に聞こえるかもしれませんけれども、新し

い技術を学ばなければならないということがありま

すけれども、それらにもぜひ、その機会を設けて考

えていってほしいと思うのですけれども、どうで

しょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。

再教育といいますか、持っている知識を現在より

もさらに得るということをリカレント教育のことだ

と思います。それにつきましても今後、そういう希

望者が多くいるのであれば十分、町としても応えて

いかなくてはならないのかなというふうに感じてお

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） それに加えてなのですけれ

ども、今回の新しい政策を今後どのように対応して

いくかというところで各農業者の経営判断によるし

かないというふうには思うのですけれども、各関係

機関の技術支援、またはこの新しい取組に対して、

資材の高騰の中で、短期の資金の融資を必要とする

というふうにも思われるのですけれども、これにつ

いても、どのように考えているかをお伺いしたいと

思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。

新しい取組に対して、さらなる支援につきまして

は引き続き、国、道に対して要望を続けていきたい

と考えております。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。
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○３番（髙松克年君） それで、この中でも４番目

に書いているのですけれども、水張りの基準が１か

月湛水が可能であれば交付対象にするというのです

けれども、これはまた、なかなか難しい要素があっ

て、どのような形で、土地改良した、圃場整備をし

た水田でパイプラインがしっかりできているため

に、かえって、いつ何日から水を上げられるかとい

うことは何か大きな意味では開発局、水の管理のこ

とについてのところからの何月何日からどれだけの

水を上げるということがあったりとかして、どのよ

うにできるか、それについてもぜひそういう議案が

起きたときには、町も改良区と一緒になってという

言い方はおかしいのですけれども、ぜひ支持のほう

をお願いしたいというふうに思います。

それと、その中で起きてくることなのですけれど

も、ブロックローテーションという手法は難しいこ

とを言っているだけで、我々からいったら水田と畑

作を転換していくということなのですけれども、

今、どこでもこのブロックローテーションという言

葉を使うので使わせてもらいますけれども、その転

換のときに米を新しく作付するときに米のたんぱ

く、これは食味に非常に重要視される要素なのです

けれども、それが高い数値が示されて規格が落ちる

という問題なんかがあるのですね。その辺について

も、これが売れないとブロックローテーションして

いく意味もないし次の作物を作っていくという意味

合いもなくなるわけですけれども、それら辺りにつ

いてもぜひそのような事態が起きたときの対応を農

家の人たちにもしっかり伝わるような形で再生会議

のほうでお知らせしていただきたいというふうに思

います。

どうでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。

１か月の水張りは私も土地改良区のほうと情報は

共有しております。そう簡単ではないというのは、

たかが３０日とはいえども、その時期が水がそもそ

も水利権がないから始まってそれこそ設備が水を張

れるようにパイプラインも含めてなっているのかと

いうのは非常に懸念しているのだということは土地

改良区のほうから言われて、情報としてですね、今

後、協議していかなくてはならないというふうな話

は伺っております。ただ、３０日水張りすればそれ

は水活交付金の対象となってローテーションできま

すので、米を作らなくても、米を作った場合は先ほ

ど髙松議員がおっしゃったようにたんぱく質の問

題、たんぱく質が高いと米がおいしくないといいま

すか味に関わってきますので、なるべく３０日水張

りできて、しかも水活交付金を受け取って、しかも

今までどおりローテーションといいますか、今まで

どおりの作ができれば一番いいのですが、いろいろ

な様々な解決しなければならない土地改良区、ほか

のもう一つの団体になりますが、そういうところの

調整も今後必要かというふうに思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 次の除排雪のほうに移りた

いと思うのですけれども、ここで路順とかのことに

ついてお伺いしたのですけれども、その排雪の路順

についても町民の人に言わせたら毎回同じようにう

ちのところはいつも遅いという話があるのですね。

それはここでも説明されているように拠点からの行

こうとする順序もあるから厳しいところなのかもし

れませんけれども、やはりいつも後にされていると

いう感情というのは非常にあまりいい感情を持って

いないようで、できるのなら変えられないか、でき

るのなら俺、電話するぞとか、そのような話がある

ぐらい切実な問題なのだと。

自分も議員になってすぐの頃だったかと思うので

すけれども、この排雪の問題で話をさせてもらった

のですけれど、もうそろそろ１０年もたつのに相変

わらずこの話を、雪が多くても少なくても住民から

いらだちを伝えられるというのはどうなのかなと

思って、今回、話をしようとしているのですけれど

も、それほど難しいことを言っているわけではない

のですよね。言ったらあれですけれど、大きい一番

最初にやらなくてはならない道路は理解していると

しても、それに次いだところはぜひローテーション

を組んでうまくやってくれないかなということなの

ですけれども、それでもなかなかできないものなの

でしょうか、お伺いします。

○議長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。

○建設水道課長（菊地 敏君） ３番髙松議員の御

質問にお答えいたします。

議員御質問のとおり順路ということで機械が入っ

ている倉庫なり役場の倉庫からの出動になります。

確かに、言われている箇所といえば想像がつくので

すけれど、大体、東町セブンイレブン、あの界隈の

ほうがどうしても倉庫からの出動で、やはり近いと

ころから仕上げていく、幹線を仕上げていくという

ことからいたしましても遅くなる傾向にございま

す。ただ、それも逆から今度やるとなると、また移

動時間もそこで費やすことから、現行の順路という

ことで考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。
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３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 何か機会があったら、場所

が分かっているのであれば、ぜひ課長が行って説明

をお願いしたいというふうに思います。

それと、質問の中にも書いてありますけれども、

予算のことなのですけれども、今年のような積雪に

なると補正という形で今やられているのですけれど

も、これについて、これだけ今年みたいなことが来

年もないということはいえないわけですけれども、

このことについてお伺いしたいと思います。

もうこの委託を始めてから１０年たっていて、あ

る程度、事業の量的積算というのは１０年間の間で

どの辺が平均かとかどの辺が上限か下限かというこ

となどは分かってきているのではないかというふう

に思うのです。ぜひ、そこから除雪の経費を算出し

て予算に生かすことが、計上することができないか

どうか伺いたいと思うのですけれども、どうでしょ

うか。

○議長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。

○建設水道課長（菊地 敏君） ３番髙松議員のた

だいまの予算についての御質問にお答えいたしま

す。

確かに、降り方にもよりますけれど、なかなか平

均で取る方法にいたしましても、その年々で降り

方、大雪が続くとき、小雪が続くときだとか、あと

は途中で雨が降るだとかいろいろなパターンもござ

います。

今のところ、予算の取り方といたしましては、た

しか平成３１年だったと思うのですけれど、その

年、年度につきましては冬季補正を行わないで令和

４年度予算１億３,４５０万円でしたか、その額で

やり過ごしたという件もありますので、その額を下

限といたしまして予算化しているところでございま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 今のようなことは分かるの

ですけれども、その数字を予算に生かして補正をな

くすということはできないのかという質問に対して

は、財政的にほかのところを圧迫するからという話

はあったのですけれども、それらも１０年やってき

て習慣的なところでの数字の置き方とか考え方とい

うのがあって変えられないと思っているのではない

か、実質、こう言いながらも補正がないということ

を言っているのではなくて、もう少し幅のある除雪

対策というか、そういうのをもってできないものか

ということを考えたわけで、言っていることは分か

るのですけれども、それを一回ちょっとシミュレー

ションにかけてみるということはどうなのでしょう

か。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。

当初予算の組み方は、先ほど建設水道課長のほう

から説明しました下限で毎年予算計上させてもらっ

て、年々によって変化がありますので補正予算で対

応しているというのがここ十数年続いております。

本当にこれは財政の予算の組み方といいますか技術

的な問題で、結果的には除雪費を抑制するために最

初小さくしているわけではなくて、最初からマック

スで除雪費を当初予算で組んでいると、そのほかの

いろいろな事業、除雪以外にも商工観光、農政、福

祉とかいろいろありますので、そこが大分我慢しな

くてはならなくて、結果的に雪があまり降らなくて

除雪費が余ってしまったりすると大変ですので、や

はり最初は小さく、福祉とか商工観光、その他の事

業を当初予算を組むために除雪費は最低限で、必要

に応じて補正していくというようなやり方が一番い

いかなというふうに思っております。

髙松議員がおっしゃられた、いろいろその手法を

変えてというのはまた別で、それはまたこれからい

ろいろどういうやり方がいいのか、先ほどの小林議

員のところでも一部お話しさせていただきました

が、道路の除排雪とは別に各家庭の除雪後の間口の

除雪はどうなるのかとかいろいろなそういう問題も

ありますので、除雪の仕方、やり方の変更のシミュ

レーションはまたそれはそれで常に考えていかなく

てはならないのかなというふうに思っております

が、予算の組み方としては最初は小さく組む、ある

程度、ほかの保育園とかの扶助費なんかは大体想像

するとそれに近い、大体分かっていますけれど、や

はり自然相手の除雪ですとかこのようにありますの

で、結果的に予算が余るとほかが我慢したことにな

りますので、そういう予算の組み方はほかの事業に

影響するので、最初は除雪は小さく、結果的にきち

んと補正して住民の方には迷惑をかけないようにす

るようにいたしますので、結果は同じと思っていた

だいて構いません。結果が違ったら、またこれは大

変なことで、結果は常に一緒だと思っています。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 除排雪の現在の委託の制度

についてなのですけれども、１０年たって、これも

相当それぞれの事業所で働く人たちも除雪について

当初よりは腕が上がっているというふうに見えるの

ですけれども、聞くとやはり人員の問題でオペレー
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ターも結構、入れ替わりがあり、ベテランといえる

人たちが少ないということなんかもあって、本当に

よく道路のそばにあるレギュレーター、それら辺り

を引っかけても飛ばしていったりとか、ロータリー

でせっかく除雪をしてくれているのですけれども、

赤のポールも一緒にかみ込んで、春になったら畑の

中で転がっているとかそういうこともあるようにも

聞いています。

そのようなことで、作業においても作業員の人た

ちの連携ということもあります。もちろん、事業者

としての連携、また、請負を出しているほうの町と

しての問題もあるのかもしれないのですけれども、

少し作業においての作業員の人たちの技術的な余裕

ということもあるのかもしれないですけれども、働

いている人たちの気持ちにも若干余裕がないのかな

と。それで、ついつい住民の人たちにも何かあった

ときには当たってしまうというようなこともあるの

ではないかというようなことも聞きますので、この

ことについても、委託体制になってから今までのそ

ういうような話合いなんかは、ここでは年２回打合

せしていますというように書いていますけれども、

どのような方法で働いている人たちへの配慮をされ

ているのか、お聞きしたいと思います。

○議長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。

○建設水道課長（菊地 敏君） ３番髙松議員の御

質問にお答えいたします。

まず、オペレーターの出入りというのは実際ござ

います。都合で辞める方もいらっしゃいますし、来

年辞める方のことを考えてオペレーターが張りつい

ている区域を変更したりだとかそういう実情もござ

います。慣れない箇所をやったりとかして、全ての

箇所に目印がついていればいいのですけれど、若干

倒れかかっている紅白のポールを巻き込んだり壊し

たり、あとは若干舗装をめくったりということもご

ざいます。

役場といたしましても、業者と連携は取っている

ところなのですけれど、実際、その作業員、運転手

等の個別というか全員そろえてのコミュニケーショ

ン、打合せは取ってはおらず、あくまでも代表の方

との打合せを年２回と、あとは、町の方から寄せら

れる要望だとか、ここをこうしてほしいだとかとい

うのはお互いで一緒に現場を見に行きながら、それ

ぞれ対応できるところは対応している状況でござい

ます。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

３番髙松克年君。

○３番（髙松克年君） 一番最後になりますけれど

も、それぞれの戸口の置き雪についてなのですけれ

ども、これもまた昔から言われていることが、残念

ながら、今日も同僚議員のほうから出ていましたけ

れども大きな問題になる問題なのかなというふうに

思います。ただ、ちょっとこの間聞いた話でよろこ

ばれたことがあるので知らせておきたいと思うので

すけれども、２月２２日から２３日にかけて少し暖

気になって路面が緩んできたときに、グレーダーで

もって均平作業というのですか、道路を平らにする

作業をしてくれていたそうです。そのときにおいて

戸口への配慮、住民からお褒めの言葉を聞かされま

した。１回押していって、そして戸口にたまった大

きい雪の割れたやつがあるために、これはまずいな

ということもあったのかもしれないですけれども、

きれいに押して戸口は確保してくれていたと。その

ときに「やればできるじゃない」と言われたのです

ね、そのお母さんというかね、やればできるじゃな

い、これはもう笑うしかなかったのですけれども、

そういう声がありました。

これらを聞いてもやっぱり、いつか何かで、２月

から今までといっても、もうかなりたつわけで、本

当によろこんでくれているというのは、だから、ど

こかそういうようなことで、どこかで人がいても危

ないぞというのではなくて、一つ声をお母さんたち

にでもおじいちゃんやおばあちゃんにでも声をかけ

ていくということも皆さんの努力に対してお褒めの

言葉をもらったというぐらいのつもりで声かけなん

かも必要なのでは、コミュニケーションも必要なの

ではないかというふうにも思いました。

ちょっと移りますけれども、住民の参加による戸

口の排雪というかそういうものをできないかという

こともぜひ考えてほしい。戸口というのは、どこか

らどこまでなのかという話なのですけれど、歩道は

少なくても町道ですよね。そうしたら、本当にそれ

こそもう門柱が建っているとすれば門柱から道路側

は町有地ということですよね。町の管理ということ

になるのですね。そうすると、戸口というのが微妙

な間にあるということが言われるのですけれども、

それら辺りは、残念ながら論議になっていましたけ

れども、それは住民の行うべきところなのか、町が

行うべきところなのか、細かいことをいえばその辺

に黄色いポールが立っているか赤いポールが立って

いるかで違ってくるぐらいの感じなのかと思うの

で、ぜひそのことについても、住民が参加していく

形のスタイルのある除雪体制みたいなものが町の中

でも組まれることができるとすれば、先ほど、小林

議員の中からもありましたけれども、それら辺り

も、やはりもうそろそろ考えてもいいのではない

か。かえって遅いくらいだったのかなと思うのです

ね、自分としては。やっぱり自分らが話をしたとき
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にもまだ若い人たちが周りにいて、どうにか小さな

機械も使ってくれるというような人もいたのですけ

れども、ここまで来たらもうその人たちも機械を使

うのはなという話になってきているぐらいですか

ら、そのようなことで、ぜひ先ほどの答弁の中にも

ありましたけれども考えるということを町長は答え

ているので、ぜひそのことを再考するというよりは

もう一度確認したいと思うのですけれども。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ３番髙松議員の御質問にお

答えしたいと思います。

どこからどこまでが町の道路か、歩道ももちろん

町の所有ですが、現実的に各歩道も町が除雪すると

いうことは当然不可能ですので、そこでやっぱり住

民の皆さんの御協力をいただかないとなかなかでき

ない、もちろん道路は危ないから町が管理しますけ

れど、歩道のその先に私有地があればそれも含めて

道路まではぜひ皆さん住んでいる方でお願いしたい

というふうに思っておりますが、先ほど来から高齢

化等も進んでなかなか大変だということで、お答え

いたしました、いろいろ町の中にはタイヤショベル

とかを持っている方もいますし除雪機も持っている

方もいます、そういう方を活用しながら、また、く

くりとしては髙松議員がおっしゃるように住民会、

町内会なんかでうまくお願いして、道路の除排雪と

は別の方法で、また住民の除雪の対策を考えていか

なくてはならない時期に来ているのだなというふう

には思っております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか、よろ

しいですか。

以上をもちまして、３番髙松克年君の一般質問を

終了いたします。

これにて、本日の町の一般行政についての質問を

終了いたします。

──────────────────

◎散 会 宣 告

○議長（村上和子君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

午後 ２時４９分 散会
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １３名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。

ただいまの出席議員は１３名でございます。

これより、令和５年第１回上富良野町議会定例会

４日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

○事務局長（星野耕司君） 本日の町の一般行政に

ついての質問は２名であります。

以上であります。

○議長（村上和子君） ここで、暫時休憩といたし

ます。

───────────────

午前 ９時００分 休憩

午前 ９時２５分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、

７番 米 沢 義 英 君

８番 荒 生 博 一 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 町の一般行政について質問

○議長（村上和子君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。

質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。

初めに、７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあり

ました項目について質問をいたします。

１点目は、農業支援についてであります。

農林業や中小企業は地域の経済の主役だと考えま

す。灯油価格や水田活用交付金の見直し、肥料・飼

料価格、各種資材の高騰などで、酪農を初め農林業

の経営が厳しい状況に置かれています。農業者の中

には耕作面積の縮小や離農なども選択肢にあると話

しているというのが実情であります。

この間、肥料高騰などに対する支援が町において

ありましたが、今後も物価高騰が続くとされている

ことから、食料の確保、自給率の向上や町の基幹産

業である農業を守るためにも、今後、支援が必要と

考えますが、町長は酪農を初めとした農家の現状を

どのように捉えているのか伺います。

また、物価高騰に対応した支援が国や自治体に引

き続き求められていますが、町長の見解を求めま

す。

次に、物価高騰から暮らしを守る対策についてお

伺いいたします。

北海道においては、物価高騰の影響を受けている

１８歳以下の子育て世帯に対して商品券を支給する

との報道がありました。町においても多くの町民の

人たちが物価高騰の影響を受けております。最近の

帝国データバンクの調査では、３月も引き続き食品

の値上げが約３,４００品を超えるとの発表もあり

ます。

また同時に、そのほかにも光熱費などの値上げが

あるとされている状況であり、町民の間にも物価高

騰の影響で食品などの買い控えの動きが広がってい

るのが実態であります。町においては、町民の暮ら

しを守るためにも、米など独自の支援策が必要と考

えますが、町長の答弁を求めます。

次に、子育て支援策についてお伺いいたします。

経済の低迷、税の負担、物価高騰などの影響で、

子育て世帯を初め、多くの世帯の暮らしが大変な状

況にあります。子育て世帯からは、教育費や保育料

の無償化などを求める声があります。

町では、こども園において、所得の少ない世帯な

どに対して、保育料、主食・副食に対する一部補助

制度がありますが、その制度を再考し、当面ゼロ歳

から３歳までの保育料、給食費を無償化にし、子育

てを支援することが今必要だと考えますが、町長の

答弁を求めます。

また、その際の必要額と、現在の費用額、負担軽

減している費用と人員等についてもお伺いいたしま

す。

次に、学校給食費の無償化についてお伺いいたし

ます。

今、多くの自治体で学校給食費の無償化を求める

声が日増しに高まってきています。その背景には、

学校で学ぶ子供たちの教育費の保護者負担が家計に

も大きな負担になっているからだと考えます。

また、学校給食は学校教育の一環として位置づけ
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られているのが実態であります。また、成長期にあ

る児童生徒の健全な発達と栄養バランスの取れた食

事の提供で健康の増進を図ることと、食に関する指

導の教材としての役割も担っております。この点を

述べて、次の項目について伺います。

一つ目は、現在の児童生徒の学校給食費の単価、

年間の負担額、無償化したときの必要額、さらに修

学旅行費、部活動費、教材費等の負担の実態につい

てお伺いいたします。

二つ目に、学校給食費は、食育のためにも、ま

た、憲法では、教育費は無償化にするとされていま

すが、町は無償化できないとしています。その理由

として、食材購入費は保護者負担とすると規定され

ていると答弁しておりますが、あくまでも基準を示

したものと考えますが、学校給食費の無償化の有無

について、自治体の判断でできると考えますが、こ

の点について、町長及び教育長の答弁を求めます。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の３項目の御

質問にお答えさせていただきます。

まず、１項目めの農業支援についての御質問にお

答えいたします。

農業を取り巻く環境は、依然として続く物価高騰

等の影響により、農業経営は非常に厳しい状況であ

ると認識しているところです。特に酪農家は、新型

コロナや世界の動乱により飼料などのコスト上昇、

乳価の低迷、牛乳の需要減により、酪農経営は大変

厳しい状況に置かれていると考えます。

国においては、配合飼料価格高騰対策として、影

響緩和策の継続を検討しているところであり、北海

道においては、新年度予算で麦や大豆の国産化推進

や輸出促進、農業用機械などの導入を支援する農業

近代化資金の融資枠を拡大するとしており、町とし

ても必要に応じて対策を講じてまいりますので、御

理解賜りたいと存じます。

次に、２項目めの物価高騰から暮らしを守る対策

についての御質問にお答えいたします。

議員御質問のとおり、原油価格やそれに伴うガソ

リン、灯油などの石油製品の価格高騰が続き、町民

の生活はもとより、農業、建設業などの産業活動及

び商工業者の経営に大きな影響が及んでおり、さら

に北海道電力の電気料金の見直しを受け、事業経営

及び町民生活が大変厳しい状況にあることは十分把

握しているところであります。

この間、町といたしましては、今般の物価高騰以

前から新型コロナウイルス感染症の影響を受けた町

民の暮らしを守る対策としまして、令和３年度から

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

を活用した緊急経済対策として、世帯全員が住民税

均等割非課税の世帯及び令和３年１月以降の収入減

少により、住民税非課税相当となった家計急変世帯

に対して、令和３年度子育て世帯等臨時特別交付金

１,１５０件、総額で１億１,５００万円を交付、ま

た、令和４年度「原油価格・物価高騰等総合対策」

子育て世帯等臨時特別給付金１５４件、総額で１,

５４０万円を交付、さらに、６５歳以上のいる令和

４年度非課税世帯、障害者世帯及び独り親世帯に対

し、高齢者等の冬の生活支援事業１８９件、総額で

１８９万円、住民税非課税で６５歳以上のいる世帯

と障害者世帯に対し、高齢者世帯等生活支援事業９

７４件、総額で１,１６８万８,０００円、住民税均

等割のみ世帯に対して、町独自の生活支援事業２５

３件、総額で１,２６５万円。重複する世帯はあり

ますが、この２年間で２,７２０件、１億５,６６２

万８,０００円を対象となった世帯に交付したとこ

ろであり、現在は、価格高騰緊急支援給付金の交付

に取り組んでいるところであります。

また、物価・賃金・生活総合対策として、エネル

ギー、食料品等価格の物価高騰による負担増を踏ま

え、認定こども園、高齢者福祉施設、障害者福祉

サービス施設に対し、児童・社会福祉施設等物価高

騰対策支援事業交付金として２３事業所に対し、

入・通所事業所については１９件、７６０万円、訪

問事業所については４件、１２０万円、総額８８０

万円を交付したところであります。

議員御質問の物価高騰により影響を受けている町

民に対する支援策についてでありますが、日本国民

全体の大きな課題でありますことから、国の政策、

動向を注視しながら、町独自の課題については、限

られた財源を有効に活用できるよう早急に検討して

まいります。

次に、３項目めの子育て支援策についての御質問

にお答えいたします。

まず、１点目のゼロ歳から３歳未満児の３号認定

に係る保育料の無償化についてでありますが、保育

料の負担軽減については、令和元年１０月から開始

され、３歳から５歳までの子どもの保護者世帯（１

号と２号認定）とゼロ歳児から３歳未満児の住民税

非課税世帯の子どもの保護者世帯（３号認定）の保

育料は無償化となっているところであります。

また、平成３０年度より、北海道の多子世帯の保

育料軽減支援事業補助を活用し、第６階層以上の世

帯には、１人目が在園している条件はありますが、

第３の３階層及び第４の２階層から第５の２階層の

保護者世帯につきましては、生計を一にする最年長

の子から第１子とカウントし、２人目以降は無償の

措置を講じているところでありますので、現在、多

子世帯におきまして、３号認定の子どもがいる場合
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は保育料の負担軽減となっているところでございま

す。

町の保育料に対する基本的な考えといたしまして

は、２号、３号認定の階層区分について、国の基準

である８階層区分を１５階層の細分化して負担の軽

減を図っていることと、３号認定においては町民税

所得割非課税の世帯に対する無償化を拡大し、低所

得者世帯の支援を行っているところであり、現時点

におきましては、支援に必要な財源の課題もあるこ

とから、さらなる町独自の支援はハードルが高いこ

とを御理解願います。

なお、３号認定の保育料を無償化にした場合の経

費は、現時点での数値では４園で５６世帯、年間約

１,７１４万円と積算しているところであります。

次に、２点目の給食費の無償化についてでありま

すが、副食費・主食費の食材料費については、前述

の法改正により、３号認定が保育料に包含されて無

償となりましたが、１号・２号認定については、こ

れまでも保護者が負担してきたものでありますの

で、法改正後の保育料の無償化に当たっても、法改

正前と同様に保護者負担の考え方を維持することが

基本とされているところであります。

なお、国におきましては、令和元年１０月の法改

正により、１号認定においては、町民税所得割額７

万７,１００円以下の世帯、２号認定においては５

万７,７００円以下の世帯に対し副食費を免除して

おります。

町におきましては、町独自の施策として、国の免

除対象外である２号認定の４の３階層、町民税所得

割４万８,６００円以上から７万７,１０１円未満の

世帯に対して副食費を免除しており、さらに令和２

年４月からは、町民税所得割非課税の世帯を対象

に、主食費実費分を助成して保護者の負担軽減を

図っているところであります。

また、主食費・副食費を無償化した場合の費用に

ついては、現時点の対象児２１０名で積算すると、

月額約１１５万５,０００円で、年間約１,３８６万

円になりますので、これに現在支援している町独自

の主食費助成額の年間約２９０万円と、副食費免除

額の年間約２２万円を加えますと、約１,６９８万

円となるところでございます。

なお、現在、主食費と副食費の食材料費を免除し

ている内訳でありますが、国で副食費を免除してい

る園児が５０名で年額が２５９万２,０００円、町

で副食費を独自で助成している園児が１８名で年額

３１万２,０００円及び副食費を独自免除している

児童が４名で年額２１万６,０００円であります。

町の主食費・副食費に対する負担の考えでありま

すが、学校給食費と同様に受益者負担が基本である

と認識しており、食材料費の実費相当分につきまし

ては、教育・保育費の公定価格に算定され、保護者

の負担となっておりますので、御理解願います。

いずれにいたしましても、議員御質問の保護者に

対する子育て支援として、保育料や食材料費の負担

軽減策についても、支援手法の一つではあります

が、本町におきましては、子ども・子育て支援事業

計画に基づき、妊娠期から高校までの子育てのス

テージごとや保健・医療・福祉・教育・生活分野ご

とに、保健福祉課を初め教育委員会、小中学校、認

定こども園、医療などの関係機関が連携して、総体

的に切れ目のない支援施策を講じており、また、町

民皆様から寄せられる多様な子育てに対する課題に

対しても身近で相談に応じるなど、子どもの健やか

な成長を支える取組を進めておりますので、御理解

賜りたいと存じます。

○議長（村上和子君） 次に、教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の学校給食

費の無償化について、２点の御質問にお答えさせて

いただきます。

まず、１点目の児童生徒の学校給食費等の負担額

についてでありますが、学校給食費は、令和３年度

より１食単価、小学校２８０円、中学校３３０円と

しており、年間の提供日は約１９０日のため、年間

では、小学校５万３,２００円、中学校６万２,７０

０円になるところであります。これを無償化とした

場合には、児童生徒分として、令和５年度予算では

約３,９８２万円になるところであります。

このほか、修学旅行費は、小学校２万３,０００

円から２万７,０００円ほど、中学校５万３,０００

円ほど、部活動費は中学校で６,０００円、教材費

は小学校で５,０００円から１万２,０００円ほど、

中学校では７,０００円から１万１,０００円ほどに

なっております。

次に、２点目の学校給食費無償化の有無について

でありますが、これまで御説明申し上げてきており

ますとおり、学校給食につきましては、学校給食法

において、食材の購入に要する費用は保護者の負担

とすると規定されておりますことから、給食費の全

額を賄材料費のみに充てているところであります。

なお、施設及び設備に要する経費並びに人件費な

ど、学校給食の運営に要する賄材料費以外の経費に

つきましては設置者が負担しております。

町としましては、これまでも給食費の軽減を図る

よう定額の助成を継続してきており、さらに令和４

年度の物価高騰による賄材料費の不足分について

は、給食費の改定によらず町が全額を支援するな

ど、応分の負担をしてきているところであり、令和

５年度にきましても同様に継続して支援してまいり
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ます。

以上申し上げました状況下にありますことから、

現時点におきましては、給食費を無償化することは

考えておりませんので、御理解賜りたいと存じま

す。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 一つ目に、農業支援につい

てお伺いいたします。

町長も非常に農業の現状を大変な状況があるとい

う形で答弁されております。聞きますと、酪農家に

至っては補給金等がありますが、その補給金等では

なかなか賄えない現状だと。飼料等においても１.

２倍、５倍、あるいは物によって２倍以上上がって

いるという話もあります。搾れば搾るほど赤字にな

るという形の中で、結局生乳や加工乳そのものがな

かなか販売できない状況にあると。

また、一般の農家に至っても同様で、この間の水

田活用交付金等が削減されると。それが嫌であれば

国の指示どおりにしなさいということの、大豆やそ

の他の交付金を充てるから、それで農業を支えてく

ださいという話で、困惑しているというのが状況で

す。

どちらにしても、それでは販売価格が上がってい

るのかというと、聞きましたら、なかなか実態とし

ては上がっていないという状況の中で、本当にここ

ままでいけば上富良野町の農業、後継者も少ないと

いう状況がある中で、農業が好きで一生懸命食料を

確保するために全力で経営されている方がたくさん

いらっしゃいます。また、若者も後を継いで、そう

いう状況であります。そういう状況だということ

を、まず、町長はどのようにお考えなのかお伺いい

たします。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。

農業、酪農、畜産も含めて、資材が高騰しており

ます。今、少子化で消費も牛乳なんかは落ち込んで

いるということで、経営が非常に厳しい状況にある

ことは認識しておりますが、農業というのは町の三

本柱の一つで、町においては非常に影響が大きいの

ではないと予測しておりますので、何とか後継者問

題なんかも含めて、解決の糸口を見出していきたい

と思っておりますが、なかなか農政全般につきまし

ては、食料自給率、安全保障、食糧安保などとも言

われておりますが、国策の部分、国が動いてくれな

いといいますか、地方自治体の脆弱な財政状況では

なかなか思い切ったことはできず、国に要望してい

かなければならない、強く働きかけていくというこ

とが一番最初に来るのかなと。その次に、町独自

で、それぞれ地域に応じた事情がそこそこにあると

思います。それらは町独自で効果的な施策となるよ

うな工夫をして、農業を支えていかなければならな

いのかと私自身感じているところであります。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 非常に今、農業の実態が大

変な状況に追い込まれているということで、町長の

答弁もありましたが、根本的な要因としては、国の

農業政策というところまで行き着く話なのです。

この間だけでも、大変だという形の中で７７万ト

ンの米が輸入されておりまして、同時に、生乳も約

１３万トンが年間国内に入っているという状況の中

で、全くこういった矛盾した政策を押しつけなが

ら、また農業を頑張れと言ったって限界があると思

うのです。

そういう意味で、私は、これから上富良野町を支

えている農家の若い人を初め多くの農業者をいろい

ろな面から、肥料高騰も併せてなのですが、支える

政策がどうしても必要だと考えております。いろい

ろな政策もありますが、もう一度そういった政策を

細かく見直しながら、この上富良野町の農業をきっ

ちり守る。肥料高騰に当たって、今後、適時におい

て対応して、農業後継者を支援するなどの支援策が

一層強く求められていると考えますが、町長の見解

を再度確認しておきたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。

農業に対する町の独自支援は、中長期的なものは

しっかりといろいろ工夫を凝らしながら、いろいろ

と考えながらやってきたいと考えております。

肥料高騰など短期的なものに対しては、当初予算

にはないのですが、いつどこで誰にどれだけという

のは、多分短いスパンで状況が変わっていくと思い

ますので、その辺は適時、時期を捉えてしっかり、

必要があれば補正予算等で対応していく考えは持っ

ておりますので、中長期的、短期的な支援、町がで

きることは一生懸命させていただきたいと考えてお

ります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） さらっと言いましたけれど

も、現状は本当に厳しい状況だということをぜひ押

さえていただきたいと思います。

次に、物価高騰から暮らしを守る対策についてお

伺いいたします。
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答弁の中では、必要性については認識していると

いうことで、国の政策の動きを見ながら、町独自の

課題等については、限られた財源を有効に活用した

いということで、早急に解決したいというような答

弁であります。

ここでお伺いしたいのは、この間、確かに国の地

方創生などの交付金を使いながらいろいろな政策を

打ち出してきました。同時に、この３月、これから

も、この間、品物等の物価が上がっているという状

況の中で、家計に至っては大変な状況に追い込まれ

ています。独り親世帯を初め他の多くの世帯が本当

に大変な状況になっているというのが実情です。で

すから多くの方々が物を買い控えするなど、そうい

う声が町でも聞かれるという状況です。

そこで、お伺いしたいのですが、町の予算の中で

も当初予算に物価高騰に対する対策というのは盛り

込まれておりません。また、この間、答弁等やり取

りの中では、適時対応したいという話であります

が、私はもう既に、この状況を捉えたときに、当初

予算も含めて、さらに道も含めてなのですが、１８

歳以下ということが限定になっております。ところ

がそれ以外の世帯や年齢の人に至っても今大変な状

況にあるのです。だから、あえて私が言ったのは、

そういった世帯に対しても町はきっちりとした独自

の支援策を取ってほしいという訴えであります。そ

ういう意味で、米になるか何になるか分かりませ

ん。ただ、生活に関わる面の支援というのが非常に

重要になってきているわけでありますから、こう

いった意味で、具体的にどういうことをどのよう

に、どの時点でされようという考えを持っていた

ら、答弁をお願いしたいと思います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。

一般の町の人の暮らしというのは、物価高騰、ま

たエネルギーの高騰、電気なんかもそうなのです

が、非常に家計が苦しいというのは私も感じており

ますし、一般の人も感じていると思います。この辺

の暮らしを守る対策というのは、これも先ほどの農

業と同じような回答になってしまいますが、先に打

ち出すより、まず国がどうするのか、国と町の支援

がダブっていって、ほかとバッティングしたりして

も困りますので、十分国の動き等を見ながら、そし

て、今後、何が原因で町民の方の暮らしが大変にな

るか、要因が今後変わったりする流動的な部分があ

ると思いますので、こちらも適宜といいますか、タ

イムリーに、誰にどういう支援が必要なのかという

ことを十分検討、見極めて、今後、町民の暮らしを

受分守るための策というのは検討してまいりたいと

考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） この間、町においても交付

金等を活用していろいろな政策を行ってきました。

今後も国のほうでは補正を行って、新たな交付金が

また出るというような話も聞いております。そうい

うものを活用しながら、同時に町の財政調整基金だ

とか、積立金があります。目的に応じたものもあり

ますから、これは使用できない部分はありますが、

それ以外の積立金を使って町の独自策を出せると思

うのです。こういう政策というのは、なかなかこの

間、町の交付金を使ったやり取りの中では、一部そ

ういった部分もありますけれども、しかし、積立金

などを使った独自の予算と合わせた交付金の使い方

というのはなかなかされないというのが実態だと思

います。私は、こういう緊急時に、そういった財調

などの積立ても使いながら、やはりお米やいろいろ

な支給ができる環境というのは、町独自で考えれば

出てくるのだと思いますが、なぜそういう財調など

を使いながら、交付金と合わせて実施しないのか

ちょっと納得できませんが、財源を確かに有効的に

活用するという点では当然だと思います。しかし、

緊急を要する状況でありますから、そういうものを

当然有効的に活用して、町民の暮らしを守る支援に

充てるべきだと思います。そうすれば、いろいろな

米の支給や牛乳の支給やいろいろなものが出てくる

と思いますが、この点は、町長、どのようにお考え

ですか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたしたいと思います。

町独自の支援について、その財源の在り方であり

ますが、結果的に今までは基金等を、特に財政調整

基金は結果として使ってきませんでしたが、財源を

どうするか考える前提で、あらかじめそこを排除し

ているわけではございません。結果的に使わずに済

んだということで御理解していただきたいと思って

おります。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 具体的にどうするのかとい

うことが出てきていないわけで、今そういったとこ

ろまで求められているので、この点は、適時対応す

るということの話なのかと思うのですが、それ以前

に町として独自色を出して、これだけ大変になって

いる状況の中で、道と合わせながら米だとか牛乳だ
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とかいろいろな支援をやるべきだと思いますが、こ

の点はどうでしょうか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えいたします。

先ほどの答弁の繰り返しになりますが、令和４年

もずっとやってきまして、それもありますので、令

和５年になってやめるというわけではありません。

適宜、状況を見ながら、誰にいつどのような支援が

今必要なのか、生活防衛のために必要なのかという

のをタイムリーに考えて対応してまいりたいと考え

ております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） もう既にそういう時期だと

いうことだと僕は思っているのです。タイムリー、

タイムリーと言って、いつがタイムリーなのかよく

分からないのですが、今本当に状況を踏まえたとき

に、現状を何とか変えてほしいという声があります

し、やはり食費を切り詰めたとか、当然自己防衛も

しなければませんが、やはり買いたいものを買い控

えするだとか、いろいろな対策を取って自己防衛さ

れている方がたくさんいます。そういった人たちの

思いをしっかり受け止めた町政を町長は素早くやる

べきだと思いますので、ぜひこの点、今後の予算編

成の中にもぜひ加えていただきたいと思っておりま

す。

次の点についてお伺いいたします。

保育料等の無償化についてお伺いいたします。

他の自治体でも保育単価等を踏まえて、いろいろ

な政策、道の支援も受けながらやっている自治体も

あります。独自の無償化政策をしている自治体もあ

ります。ですから、できないという一点張りではな

くて、独自で実施しようと思えば幾らでもできるの

だということなのだと思います。一応規定では、食

材費だとかそういったものは保護者負担という形に

なっておりますが、その枠を越えて独自の、まだ少

数でありませんが、全国を見れば給食費等の負担の

見直し、全部できなければ、その半分あるいは３割

減免だとか、いろいろな対策は取れるのだと思いま

すが、この点で、そういった考え方というのは、町

長、お持ちでないですか。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ７番米沢議員の御質問にお

答えしたいと思います。

給食費の負担の在り方について、国で決められた

こと以外に、先ほどの答弁にもなりますが、低所得

世帯に対しては独自の支援を行っているところであ

りますが、基本的なスタンスといいますか、給食費

に関しては、費用の負担は保護者のほうにお願いし

ておりますし、もちろん議員おっしゃるように、や

ろうと思えば、町独自で今やっている低所得者の方

の負担軽減を広げるという、もちろんそれは可能な

のですが、なかなか財政支出を伴うもので、この辺

はよく考えないといけない。政策として優先順位を

町長としてはつけなければなりません。そんな中

で、もちろん議員おっしゃるような支援策というこ

とを真っ向から否定するわけでもございませんが、

今までどおり保護者負担で、低所得者はもちろん保

護すると。その上で今後どうするかということは議

論する余地はあると思いますが、現在のところは従

前の取扱いどおりということで考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ぜひ今後の課題として御検

討いただきたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。

次に、学校給食費の無償化の問題についてお伺い

いたします。

非常に学校給食費だけではなくて、部活動費や修

学旅行費などの負担が当然伴ってきますので、その

時々によって負担というのは大変変わってきます。

仮に中学校で子どもがいて、小学校にも子どもがい

ると。ここが２人、３人増えますと年間の学校給食

費の負担というのは１１万円、１３万円、２０万

円、子どもの数が多くなれば増えるという、非常に

負担が重くなっているというのが実態だというこ

と。この点、教育長はどのように理解、状況はお分

かりでしょうか。当然分かっていると思いますが。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。

先ほど議員からの御質問にもありましたように、

本当に子どもたちの学校給食を担う教育委員会とし

ましては、１食２８０円、中学生３３０円と、１食

当たりの金額は、私自身としては、とても材料費と

しては本当に適正な金額で、今、町としては、皆様

に御負担していただいている金額だと認知していま

すが、それが年額にしますと、あと、お子様の人数

に応じては、やはりそれが２倍、３倍となりますの

で、各世帯における、様々な職種の仕事をされてい

る方の御負担からその金額を捻出していただいてい

る家計によっては大変御負担を生じている家庭もあ

るというのは認知しております。

ただ、町としましては、そのような世帯に応じ

て、要保護、準要保護または特別支援のお子様につ
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いては給食費等も含めて軽減をしておりますので、

今、町としましては、全体の約１８％のお子様に対

して給食費の軽減をしているところでございますの

で、そういうところでぜひ保護者への負担を少しで

も軽減するような取組はこれからも継続していきた

いと考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） そういった制度上の軽減と

いうのは、なぜ軽減されているのかということで、

子どもの成長を促す、あるいは食育を大切にすると

いう形の中で、子どもの権利を守るという立場か

ら、権利条約にもうたわれているように、そういっ

た制度は国の公の制度として、また独自で上積みし

ている部分もありますが、守られているわけであり

ますから、それは普通なのです、町長、これが特別

だという問題ではないのです。そこはちょっと認識

がずれているのかと思うのですけれども、この点、

教育長、どのようにお考えですか、特別のことです

か。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。

食を採るということは、人間の生命に対して、こ

れは基本的なことでございます。決して特別なこと

だとは私も認知しておりません。ただ、その費用負

担をいかにどのように負担をしていただくのか、あ

と、町は支援していくのか、ここのバランスが重要

と考えております。費用負担が大変な世帯の方には

必要な支援を講じていくべきだと私は考えておりま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） それは当然だということを

言っているのです。失礼な言い方かもしれませんけ

れども、当然なのだけれども、支える立場から当然

なのです、そこら辺は。

それと、次にお伺いしたいのですが、教育は無償

化が原則だとうたわれております。そうすると、無

償化が原則であれば、こういった部分も当然教育費

の無償化の対象になると思いますが、できない理由

というのはどういうことですか。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。

教育は、法律で無償化ということで、原則、私も

認知させていただいております。ただ、教育に関わ

る必要経費の中で、きちっと国費ないし行政費用で

捻出する項目と、個々の選択によって費用負担をし

ていただくものもあると考えております。給食につ

きましては、食事として、町が給食センターを運営

し、広域連合の運営の中で運営していることから、

これは、全てのお子様に対して給食を提供するとい

う責務を負っておりますので、これについても教育

現場としましては、これは必要な行政の役割と認知

しております。

ただ、賄材料費につきましての一部につきまして

は、保護者の皆様も負担をするという規定があるこ

とから、それを町としても準用させていただいてい

るところでございます。

ただ、それ以外の経費については、答弁でも申し

上げましたとおり、全ての費用は行政がきちっと役

割を担っていかなければならないということで考え

ておりますので、そういうことで御理解を賜りたい

と考えております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 教育長が言われている設置

費以外等々については、賄材料等については保護者

負担だということで、一部町も軽減している部分は

ありますが、だから無償化はできないのだというこ

との話であります。確かに財源の問題もあります。

財源の問題で言えば、単純に大ざっぱに、一般会計

からすれば４％か５％ぐらいあればできるのかな

と、答弁の中で思っております。

問題は、学校給食法第１１条のところだと思って

おります。教育長おっしゃっているのは。ここに

は、学校給食費は保護者負担と確かに明記されてお

ります。

ただ、この間の国会の答弁のやり取りの中で、こ

んなことがありました。２０１８年１２月６日の参

議院の文教科学委員会での我が党の国会議員に対す

る質問とのやり取りであります。そこで、文部事務

次官の通達のとおりという形で、そういう規定はあ

るけれども、給食費の一部を補助することを禁止す

る意図はないのだと言っているのです。ですから、

教育長のおっしゃることというのは、全く文部省の

通達においても真逆のことを言っているのです。と

いうふうに思うのですが、教育長、この点どのよう

にお考えですか。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えします。

大変申し訳ございません。私、全額を全て保護者

の給食費で賄い材料を賄うという考え方ではござい
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ません。実際町としましても、これまでも給食費の

軽減を図るよう支援をしてきておりますし、給食費

の軽減をしなければ、世帯に対しましては、既にこ

れまでも給食費の軽減をしておりますので、本当に

１１条で規定されている中身につきましては、あく

までも規定があるということを踏まえた上で、給食

費等につきましては、保護者の皆様の負担と町から

の支援策ということの２面性で支えていただいてい

るということで説明をさせていただいたところでご

ざいます。決して、先ほど国会でも議論されてい

る、禁止事項ではないということは私も十分理解さ

せていただいております。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） 禁止事項でないということ

ですから、当然この間、いろいろな負担割合の行政

が負担している部分もあります。昨年は地方交付金

などを使いながら物価高騰に対応した軽減策も当然

やられております。他の地方でもこういった対策を

取って、保護者負担をなるべく軽減しようというこ

とで出されております。

それで、私は、当然禁止事項ということでないと

すれば、行政が今後どういう形で前へ進むか分かり

ません。ただ、これだけのお子さんの食育、教育の

無償化という立場、あるいは子どもの権利を守ると

いう立場から、安心して子どもが社会の多くの人た

ちに見守られながら育つ環境づくりという点でも、

学校給食というのは非常に重要な役割を担っている

わけであります。

ですから、当然将来的に、いつになるか分かりま

せんが、十分この問題については検討する余地があ

ると思うのですが、まだこの期に及んでもそういっ

た方向性というのは全く考える余地というのはあり

ませんか。ないということで否定されるのですか、

お伺いいたします。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。

実は、令和５年度の予算編成に当たりましても、

本日、新聞報道もされていましたが、富良野圏域の

中でも南富良野町が学校給食の軽減を図るという報

道もされたと私も確認させていただいています。

今、上川管内、道内においてもまだ完全無償化にし

ているところは多くないと聞いておりますが、各自

治体で、学校給食のみならず、就学前の認定こども

園の主食・副食費についても、子育て支援の観点か

ら行政施策を構築している自治体も報道等で聞くこ

とが最近増えてきておりますので、これにつきまし

ては、先ほど町長が３項目めの答弁でも話しており

ましたが、十分町長とも協議した上で、町の今後の

子どもたちの食に携わるものについては協議すべき

事案だと認知しておりますので、御理解いただきた

いと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） ぜひ検討していただきたい

と思うのです。今、生活の状況を見ますと、物価高

騰や税の負担、いろいろな制度が変わってきて、本

当に生活実態というのは大変な状況にあります。世

論調査等なんかを見ましても、やはり物価高騰やい

ろいろな税の負担等々における、そういったものが

生活にいろいろな支障が出てきているという世論調

査もありますので、私は、ぜひ町長とも協議しなが

ら、町のこれからの子どもたち、国のこれからを支

える子どもたちが、親が、全ての国民もそうなので

すが、安心して住み続けられる社会、上富良野町に

おいても、そういったことをきっちりと押さえなが

ら、子ども政策を進めていただきたい。ぜひ検討し

ていただきたいと思いますが、再度確認いたしま

す。

○議長（村上和子君） 教育長、答弁。

○教育長（鈴木真弓君） ７番米沢議員の御質問に

お答えさせていただきます。

今現在は、学校給食費の無償化について御質問い

ただいておりますが、子どもの健康は、学校だけで

はなくて、それまでの就学前、あと、学校教育の義

務教育を終えた後も大変食の問題については、保健

福祉課が所管しているかと思いますが、大変重要

な、健康づくりにとっては一助だと思います。それ

の費用負担につきましては、これまで同様、それぞ

れの担当だけで検討するのではなくて、町全体の中

で十分議論していく内容の事項だと考えております

ので、そういうことで御理解いただきたいと思いま

す。私も十分認知してまいりたいと思います。

以上です。

○議長（村上和子君） 以上をもちまして、７番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。

ここで、暫時休憩といたします。

再開は１０時４０分といたします。

───────────────

午前１０時２３分 休憩

午前１０時４０分 再開

───────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。

傍聴席の方は、どうぞ御静粛にお願いしたいと思
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います。よろしくお願いいたします。

８番荒生博一君の発言を許します。

○８番（荒生博一君） 私は、さきに通告しており

ます「泥流地帯映画化プロジェクト」についてお伺

いいたします。

平成３０年１月１９日に「泥流地帯映画化を進め

る会」が設立され６年が経過し、この間、上富良野

町での「泥流地帯映画化プロジェクト」において

は、１社目のイメージフィールド社との契約、そし

て２社目のzipang社との契約、いずれも失敗に終わ

り、問題点がどこにあったのかなど十分な検証も行

われないまま、それでもなお前に進もうとしている

町側のプロジェクトの進め方そのものが、本来の映

画化の進め方ではないのではと、自身、疑問を持

ち、業界のプロの専門家に映画をつくるための進め

方について、昨年１１月以降、約４か月間にわたり

何度も何度も聞かせていただいた結果、今、上富良

野町が進めている「泥流地帯映画化プロジェクト」

には四つの重大な問題点があることに気づきまし

た。

その重大な問題とは、１、プロジェクトの立ち上

げ方について、２、「映画化」というワードとその

言葉の意味と使い方について、３、泥流シーンのＣ

Ｇ制作について、４、制作会社の選定についてであ

ります。

そこで、以下四つの重大な問題について、その概

要説明を加え、それぞれ２点ずつ、計８問質問を

し、町長の見解をお伺いいたします。

まず初めに、問題点１、プロジェクトの立ち上げ

方について。

本来、映画をつくる際には、映画制作実行委員会

という組織を編成して、その組織が全ての運営を行

い、物事を取り決めていくのが当然なのですが、こ

れまでの間、そのような組織は存在しておらず、組

織が存在していないままの状態でどのように映画化

が進むのか。映画化プロジェクトの立ち上げ方につ

いて、町はどのように映画化プロジェクトというも

のを立ち上げていくのか。今まで関わった制作会社

からプロの指導を受けたことがあるのか。１社目と

２社目からどのような進め方で映画化プロジェクト

というものは立ち上げていくのかという説明は、町

側の誰が受けて、いつどのように理解して了承して

いるのか。

了承するに当たって、町の判断は、何を参考に制

作会社から受けた映画化プロジェクトの立ち上げ方

についての整合性を確認したのか。町の職員だけ

で、専門分野のプロの指導について、整合性の取れ

る判断ができるのか、制作会社とは別に専門的なア

ドバイザーを用意して、整合性の確認をしたのか、

これら全ての点において、これまでの町側の説明は

矛盾しており、全て曖昧のまま進められていること

は明白であります。

そこで、以下２点についてお伺いいたします。

質問１点目、映画化プロジェクトを立ち上げるこ

とに段取りというものは存在していることを知って

いるか、知らないか。映画化プロジェクトを発表す

ることにも段取りというものが存在していて、発表

するに当たっての進め方を１社目のときも２社目の

ときもプロの指導を受けているのか、いないのか。

制作会社から指導を受けたことがあるのであれば、

町側として、いつ誰がどのように理解をしているの

か。

質問２点目、そもそも三浦綾子原作の小説「泥流

地帯」についての映画化権は、誰がどこで所有して

いるのか。町が所有しているのならば、いつ誰がど

のように購入をしたのか。町が所有していないのな

らば、いつ誰がどのように購入をするのか。

次に、問題点２点目、映画化というワードと、そ

の言葉の意味と使い方について。

一般的に「映画化」という言葉を使うとき、それ

は映画になることが決定していて、製作を開始する

ときに初めて使われる言葉であります。映画業界内

では、全ての段取りがそろい、映画制作実行委員会

という組織が編成されて、世間に対して、この作品

を映画にすることを発表できる時期が整ったという

段階で、「映画化」という言葉を使って、マスコ

ミ、メディアに対して発表する。世間の一般消費者

は、その発表を知って、この作品が映画化されると

いうことで、今、撮影、制作しているのだろうと、

作品を見ることができる日について楽しみに待つと

いう認識であります。

今、上富良野町で使われている映画化プロジェク

トの「映画化」とは、そのような言葉の意味で使わ

れていなく、「映画化」という言葉は違った使われ

方をしていて、当たり前の使われ方をしておりませ

ん。町民や全国の三浦綾子ファン及び全国の一般消

費者に対して、間違った「映画化」を伝えているこ

とは事実であります。

そこで、以下２点についてお伺いいたします。

質問３点目、映画業界内はもとより、町民や全国

の三浦綾子ファン及び全国の一般消費者に対して、

「映画化」という言葉から認識する言葉の意味につ

いて、町側は理解、承知、認識しているのか、いな

いのか。そもそもこの「映画化プロジェクト」とい

う名称をいつ誰がどのように提案し、その提案に対

し、町側はいつ誰がどのように精査し、判断をし

て、使用することを決定したのか。そして、この

「映画化プロジェクト」という名称について、本来
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の使い方とはかけ離れた使い方をしているのにもか

かわらず、その名称を使って町民や全国の三浦綾子

ファン及び全国の一般消費者の認識について、誤解

を招いている状況をつくり出している町側の事実に

ついて、どのように説明をするのか。

質問４点目、現在、この映画化プロジェクトが２

０２０年より連携協定を結んでいた２社目の制作会

社との共同によるプロジェクトは進展が望めなく

なった今、３社目がまだ決まっていない状況で、そ

のまま「映画化プロジェクト」という名称を使い続

けていることの意味というものをどのように考えて

いるのか。現実問題として、この「映画化」という

言葉を使うに値しない状況にあるのに３社目がまだ

決まっていない、この空白期間にもこの言葉を使い

続けている間違った状況をただしていない町側の対

応が、「映画化」という言葉を使う意味を理解して

いないことが証明されていますが、既に今現在、間

違っている「映画化」という言葉について使い続け

る判断は、町側の誰が精査し、判断して、使用する

ことを継続したのか。そもそも映画化権を所有して

いないならば、所有していない町が「映画化」とい

う言葉を使用してはいけないのにもかかわらず、

「映画化プロジェクト」と使用している段階で問題

なのは明白でありますが、所有しているならば、な

おさら「映画化」という言葉の使用について理解を

していないと問題であることの認識はあるのか、な

いのか。

次に、問題点３点目、泥流シーンのＣＧ制作につ

いて。

令和３年度に９９０万円の予算をかけて町は「泥

流シーンのＣＧ」いわゆるコンピューター・グラ

フィックスの制作を行ったが、この泥流シーンのＣ

Ｇは映画本編で使う目的でつくられていたのかどう

か非常に疑問である。仮に映画本編で使う目的でつ

くられているならば、そもそも脚本も完成していな

い段階で、脚本に基づいていないＣＧが制作されて

いたのか不思議ある。当然ながら脚本の前に、映画

化ですら発表できる状況にない状態なのに、この泥

流シーンのＣＧだけが先行してつくられたことが全

くもって理解できません。泥流シーンのＣＧを単独

で制作する必要はなく、映画本編で制作するＣＧ

データを流用する方がいかに効果的で、いかに予算

的にも効果的であるかは誰が考えても分かることで

あります。

泥流シーンのＣＧ制作について、２社目のzipang

社から納品されているが、納品形式はレンダリング

されたレンダリングデータのみだけではなく、総

データサイズ２テラバイトという生のＣＧデータも

含まれているとするならば、そのＣＧデータは何形

式で、どのような形態で納品されているのか。通常

は、生のＣＧデータというものは、制作されたＰＣ

環境が整っていないとデータを開くことも操作する

こともできないことは当然理解して納品を受けてい

るはずだが、そのＰＣ環境も含めて納品はなされて

いるのか。そして、生のＣＧデータを開いて操作す

るために、生のＣＧデータの仕様書や全ての操作マ

ニュアルに相当するデータについての書類は一緒に

納品がなされているのか。当然マシン環境も含めて

納品されているならば、その生のＣＧデータを開い

て操作できる３ＤＣＧプロのオペレーターも同時に

確保できている状況ではないと納品形態としては不

完全な納品と言えるが、その操作できる３ＤＣＧプ

ロのオペレーターはどこに存在しているのか。もし

その３ＤＣＧプロのオペレーターが、２社目の制作

会社であるzipang社とのつながりがあるとしたなら

ば、zipang社との関係が切れていないということに

なるが、それは問題であるという認識はあるのか。

９９０万円の納品物については、生のＣＧデータを

開き、内容確認を行わない限り、真に価値のある納

品物であるのか、そして金額に見合ったものである

かは全く疑問である。

そこで、以下２点について伺う。

質問５点目、そもそも映画本編の内容が決まって

いない段階で、泥流シーンのＣＧデータを制作する

ことそのものが、映画制作手順として間違っている

ということを町側として認識をしているのか、いな

いのか。今後、映画制作を進めて、映画本編の内容

が決まった段階で、この泥流シーンのＣＧデータを

使用するつもりで町側は納品を受けたのだろうか、

実際に映画本編の内容が決まった段階で不要な納品

物になることにならない理由を知りたい。

ちなみに、この泥流シーンのＣＧデータをどうし

ても使用することによって、今後の映画制作におい

て、この泥流シーンのＣＧデータを使わなくてはな

らない制限がかかっていることで、作品の可能性を

狭めている状況になっている認識はあるのか、ない

のか。この状況について、いつ誰がどのように理解

して、判断して納品させたのか。別の目的でこれら

の泥流シーンのＣＧデータを納品させていたなら

ば、その使用目的において、適正な内容であったの

か、その認識はあるのか、ないのか。その内容と金

額について、いつ誰がどのように理解して、判断し

て納品させたのか。

質問６点目、無駄な納品物に９９０万円の金額を

使うならば、この９９０万円は映画本編の予算に充

てるべきであることは、誰がどう見ても当然のよう

に判断できることだが、町側はその判断ができてい

ないという事実について認識を持っているのか、い



― 110 ―

ないのか。

最後に、問題点４点目、制作会社の選定につい

て。

この件については、毎回「映画化プロジェクト」

の問題として取り上げられるが、そもそもの問題点

が解決されていないので、毎回取り上げられてい

る、解決されていないという事実を踏まえて検証し

てみると、やはり大きな問題点がここには存在して

いる。

１社目のイメージフィールド社との契約、そして

２社目のzipang社との契約も失敗に終わり、問題点

が各制作会社の経営体制とプロジェクトの構築に難

点があったことは、事実関係を見れば誰にでも分か

ることだが、この２社は、１社目はＴＢＳ系列と関

係性が深い制作会社、２社目が毎日放送系列で、毎

日放送はＴＢＳ系列の準キー局であることからし

て、どちらもＴＢＳ系列と関係の深い制作会社であ

ることは理解をして選定をしていたのか。通常であ

れば、失敗した１社目に続いて、同じ系列の関係の

深い制作会社を選定することはないのが当然である

が、理解をして選定をしていたならば言語道断で、

あってはならないことは分かるはず。zipang社との

責任問題は、契約解除程度では済まされない損失に

ついて認識はあるのか。なぜなら、このzipang社の

問題は、文春デジタル及び北海道新聞に報じられた

際、上富良野町としても映画化プロジェクトが文春

砲を受けた状態で、町のイメージダウンとともに、

その悪影響は計り知れない事実として残るからであ

る。

さらに、北海道新聞にも追及された状態で、町の

イメージダウンを回復すべく、どのような方法が正

しいのか。もちろん３社目の制作会社は、今までと

同じＴＢＳ系列と関係の深い制作会社を選定するこ

とはないことが前提であることが当然であるが、そ

の事実関係について、業界に精通している専門家の

アドバイスを求める状況を用意するべきであって、

明白な説明がない限り３社目の選定は決定してはな

らないという誰にでも分かる判断は、いつ誰がどの

ように判断して決定をするのか。これらの内容につ

いて、町側の提示は一つもないまま、透明性を持っ

た「見える化」が全く行われていない状況下では、

これまでどおりのやり方で３社目を町側だけで選定

することは間違っており、絶対に認めてはならな

い。

そこで、以下２点について伺う。

質問７点目、制作会社との関係性について、文春

デジタルに報じられた際、文春砲を受けたという認

識と、その影響について、町はどのように受け止め

たのか。同時に、北海道新聞に取り上げられたこと

について、この「映画化プロジェクト」についてど

のようにすべきか考えなかったのか。文春砲及び北

海道新聞の追及を受けたというイメージダウンとい

う負の悪影響について、通常なら危機管理能力が問

われる状況にあるのだが、その責任はいつ誰がどの

ように取るのか。同時に、どのようなイメージダウ

ンにつながっているか検証して対策を検討したの

か。そして、どのような影響が出るのか調査をして

迅速に対応したのか。そのマスコミ・メディア対応

について、いつ誰がどのように判断して、決定をし

て対応したのか。

最後の質問、８点目になります。

これまでの判断ミスについて、どのように町民や

全国の三浦綾子ファン及び全国の一般消費者に対し

て、映画「泥流地帯」を楽しみにしている多くの

方々に町側は責任を取って、全てに透明性を持って

「見える化」する方法を示すのか。今までのプロ

ジェクトについて、そして現在進行形のプロジェク

トについて、町側の内部での判断ミスがないように

第三者の客観的なチェック機関の設置と公正な

チェック機能を持つことをする認識はあるのか、な

いのか。あるのならば、どのようなプランを持って

いるのか、ないのならば、一切のプロジェクトが１

社目、２社目同様、これからも間違えた選定をする

のであろう３社目も再度同じ展開になることの認識

はないのかどうか。

以上になります。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の「泥流地帯

映画化プロジェクト」についての８点の御質問にお

答えさせていただきます。

まず、１点目の映画制作における段取りに関する

御質問でございますが、民放上の任意組合である制

作委員会の組成は、御指摘のとおり、昨今の映画制

作の体系として主流であり、映画化の実働的な第一

歩として極めて重要な過程であると承知しておりま

す。

一方、「泥流地帯映画化プロジェクト」は、三浦

文学の代表作でありながら映画化されてこなかった

映像化困難作品「泥流地帯」について、実写映画と

しての制作を実質的にスタートさせる、つまり複数

のメディア事業関係社が出資し合い、制作委員会を

組織することが最大の難関であり、本町の「泥流地

帯映画化プロジェクト」は、これまでの難関に挑み

続けてまいりました。

なお、段取りという点につきましては、１社目、

２社目とも「泥流地帯」には直接起因しない理由に

より協定解消とはなりましたが、映画・映像制作に

関してはプロフェッショナルであり、十分な知見を
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持って当たっていたこと。また、町としてもプロ

ジェクト発足当初より独自に映画監督、プロデュー

サー、制作会社、配給会社、芸能事務所など、専門

家から担当者が随時映画制作の状況、制作の仕組

み、制作者の要望や特性、注意点など様々な制作ア

ドバイスを受け、取り組んできたところでありま

す。

次に、２点目の小説「泥流地帯」の映像化に関す

る許諾についてでありますが、小説の著作権は、現

在、作者の三浦綾子さんから公益社団法人三浦綾子

記念文化財団に移管され、文化庁が認定する著作権

管理団体である公益社団法人日本文藝家協会に委託

しており、実際に映画を制作する制作委員会等が制

作着手時に著作物の使用申し込みをし、期間や内容

を定めた上で必要な使用料をお支払いし、権利を取

得する段取りとなってございます。

次に、３点目の「映画化」という言葉の使い方に

ついてでありますが、映画制作者等が独自に企画を

立ち上げ、映画化権を申請し、制作委員会等を組成

する一般的な興行作品の場合、その概要は、通常秘

匿され、制作発表時にようやくその企画を含めた映

画化の事実を公表することが可能となりますが、

「泥流地帯映画化プロジェクト」では、その企画・

制作につなげること自体が大きな壁であり、目標で

あり、半世紀近く映像化されなかった映像化困難作

品である「泥流地帯」の実写映画化を目指す取組と

して積極的に周知しており、かつプロジェクト発足

以前より著作権を有する三浦綾子記念文学館の多大

なる御理解、御協力の下で進めておりますので、こ

の「映画化」並び「映画化プロジェクト」という言

葉は当初より適切に使用しているものと考えてござ

います。

次に、４点目、「映画化プロジェクト」の名称を

今後引き続き使用していくのかという御質問です

が、３社目の選定を行っている現在においても、前

述の理由から、この取組が映画化を目指すプロジェ

クトであることには変わりございませんので、「映

画化プロジェクト」という言葉は今後も引き続き使

用していくことになりますので、御理解賜りたいと

存じます。

次に、５点目の令和３年度に作成した泥流ＣＧ

（コンピューター・グラフィック）についての御質

問でありますが、御指摘のとおり、ＣＧデータは、

映画の本編に挿入することを前提としながらも、プ

ロジェクトの一つの進捗として、また、当該ＣＧを

活用した啓発・学習動画とすることをもって、映画

撮影着手前に制作するものとして予算をお認めいた

だいた上で実施し、さきの決算特別委員会にて、そ

の内容も御審議いただいたところであり、その実施

の適否については、決算特別委員会の審議を尊重す

ることから、改めてこの場でお答えすることは差し

控えさせていただきます。

なお、制作したＣＧにつきましては、前協定事業

者との協定解除に伴い、その著作権を町に移管し、

ＣＧの制作管理技術を有する現制作者と町の間で、

その保管と使用に対する協力体制を用意してござい

ます。

なお、現在、問合せや現地視察などをいただいて

いる複数の映画制作者等については、本件ＣＧの存

在や本編での使用について十分説明し、いずれもそ

の使用については受諾いただいておりますので、新

たな連携協定の中にも条件として記載することと

なってございます。

次に、６点目のＣＧ制作費を映画本編の予算に充

てるべきではないかとの御質問ですが、さきに述べ

たように映画本編に適切に使用されるものと判断し

ているところでございますので、御理解を賜りたい

と存じます。

次に、７点目の制作会社との関係性について、週

刊誌、新聞での報道に関する御質問についてです

が、１社目と御指摘のテレビ局との関連について、

１社目が当該テレビ局の著名な大ヒットドラマを手

がけた実績は承知しておりましたが、他のテレビ局

のドラマ制作も行っており、映画の代表作はさらに

別系列のテレビ局が行うなど、特に限定的な制作の

事実は見受けられず、それ以上の関係も全く承知し

ておりません。資本提携の実態や民事再生法の適用

申請後の介入も承知する範囲では確認できてござい

ませんので、特段配慮すべき関係性はないものと考

えてございます。

また、２社目についても、当該テレビ局をキー局

とする在阪テレビ局の関連企業が株主であるといっ

た事実はありますが、両社に資本関係もないとのこ

とであり、特定の関係企業と連続して協定を締結し

たものではございませんので、御理解賜りたいと存

じます。

また、週刊誌報道に当たっては、町が制作費を持

ち逃げされたかのような記載もあり、誤ったイメー

ジを持たれた方もおられると聞いております。２社

目と上富良野町の間には債務不履行などのトラブル

は一切ない旨、取材記者には再三お話申し上げたと

ころ、詳細は差し控えさせていただきますが、社内

での争議を報じる上で複数の地方公共団体が被害を

受けている旨の記事とすることが決定しており、残

念ながら方向性の変更はできないとのことでありま

した。

新聞に関しても、２社目の映画制作から撤退する

旨の記事はございましたが、いずれも町が追及を受
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けたような内容ではなかったと認識しております。

いずれの内容も「映画化プロジェクト」が暗礁に

乗り上げたようなイメージを持たれてしまった場合

であっても、着実に、必ず映画化を実現することで

そのイメージはおのずと払拭されるものと考えてご

ざいます。

なお、読者に誤った認識を抱かせるおそれのある

議事内容につきましては、まず、議会の皆様、そし

て町民の皆様に御理解いただくことが急務であると

考えてございます。

次に、８点目の「映画化プロジェクト」事業の

「見える化」にする方法及び今後のプロジェクトの

在り方に関する御質問についてですが、引き続き協

議の進捗についてはつぶさに御説明させていただ

き、情報がお出しできる段階となりましたら、協賛

者、費用負担者として可能な限りの情報を共有させ

ていただき、適切に御承知いただけるよう取り進め

てまいります。

現在のところ制作者がまだ決定したわけではあり

ませんので、今後、情報を整理して映画化の段取り

を「見える化」にすることについては、そのように

取り組んでまいりたいと考えております。

また、現在のプロジェクトに関しても、さきにお

答えしたとおり、１社目、２社目とも映画・映像制

作に関してはプロフェッショナルであり、十分な知

見を持って当たっていたこと、また今後も複数の映

画制作者や映像制作者、さらに現在着任しておりま

す地域活性化起業人が映画制作に関して極めて高い

専門的知見を有しておりますことから、しっかりと

検証しながら進めてまいりますので、御理解賜りた

いと存じます。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 私の質問では、制作実行委

員会についての質問をさせていただいております

が、御答弁では「実行」という言葉が入っていない

「制作委員会」という言葉を使われております。

「プロジェクトの発足当初より、独自にいろいろな

専門家から担当者が随時様々な制作アドバイスを受

け、取り組んできたところであります」と答弁をい

ただきましたが、では、制作実行委員会と制作委員

会の違いについても当然ながら専門家から教わって

いた上で、質問では「制作実行委員会」という言葉

を使っているのにもかかわらず、答弁では「制作委

員会」という言葉を使用していることについて、な

ぜそのように使われたのか御説明願います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えいたします。

特に「制作委員会」「制作実行委員会」を区別し

て使ったわけではなく、当然座組みといいますか、

プロダクションが中心となってつくる制作委員会、

制作実行委員会、それを区別して意識的に使ったわ

けではございません。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 分かりました。

続きまして、「泥流地帯映画化プロジェクト」

は、三浦文学の代表作でありながら映画化がなされ

てこなかった映像化困難作品「泥流地帯」につい

て、実写映画としての制作を実質的にスタートさせ

る、つまり複数のメディア事業関係者が出資し合

い、制作委員会を組織することこそが最大の難関で

あり、本町の「泥流地帯映画化プロジェクト」は、

これまでこの難関に挑み続けてまいりましたと、こ

のように御答弁されていますが、なぜ一つ目に、実

質的にスタートさせることこそが最大の難関であり

ということは、いまだにスタートラインに立ってい

ないということでしょうか。

二つ目に、これまでの間、専門家により様々な制

作アドバイスを受けてきたのにもかかわらず、ス

タートラインに立つ立ち方も教わっていなかったの

でしょうか、御答弁願います。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） ８番荒生議員の御質問にお

答えいたします。

実質的なスタートというのは、答弁でも述べさせ

ていただきました。通常は、制作実行委員会が立ち

上がってから実質的なスタートなのですが、上富良

野町の場合は、「映画化プロジェクト」ということ

で、その前段階から制作委員会を立ち上げる段階

が、述べさせてもらったとおり、最大の難関という

ことで、町としてスタートはそこから始まってい

て、実質的な映画化ということで、実行委員会の立

ち上げを実質的なスタートと述べさせていただいて

いるところです。

以上です。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） 以上の質問を町長より御答

弁いただきましたが、やはり映画制作について御理

解されていないということがよく理解できました。

単なる映画制作をすることすらこのような状態で、

さらに地域を活性化させるための映画制作など到底

できるはずもなく、この映画化プロジェクトは確実

に失敗すると現時点で再認識することができまし

た。

これまでは、私自身、所管の委員長として、「泥
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流地帯」の映画化の早期実現を強く望み、町が率先

して進めている事業についても一定程度理解を示し

た上で、応援する立場を取ってまいりましたが、さ

きに申し述べた四つの重大な問題点を業界のプロの

専門家によって気づかされ、知ることにより、自身

がいかに無知であったかを知ると同時に、町側の認

識不足によって判断を間違え、それに基づくあらゆ

る行動の結果が一連の「映画化プロジェクト」につ

いての混乱を起こしているのは明確であり、町側の

責任は非常に重大であることが判明いたしました。

当然町側の責任として、町長が責任者であること

は理解をいたしますが、担当職員が現場において素

人の間違った判断を下したために、このような混乱

を招いていることは確実なのであります。もはや町

が中心となった今の「映画化ブロジェクト」そのも

のに問題があるので、このままの体制で進めても、

どのようなやり方をしても絶対に失敗するであろう

ことが分かります。

映画「泥流地帯」を本当に成功させるためには、

今の「映画化プロジェクト」は完全に中止をして、

これまでのように町が中心で関与しない、全く新し

い組織体としての「映画プロジェクト」を発足させ

るべきであり、そして上富良野町が企業版ふるさと

納税で得た寄附額４,６００万円は、寄附者の意向

を尊重し、斉藤町長が一切の責任において映画制作

費用に充当し、さらには、自らが申し出た「さらな

る寄附を募る」という言葉にうそ偽りがないのであ

れば、今後集まった寄附額においても全額を作品の

舞台となった上富良野町の地域再生計画のプロジェ

クトとして、地域の活性化につながるよう、今後に

おいても映画制作に支援するべきであると考えま

す。

何度も申し上げたとおり、このままのやり方で

は、たとえ３社目、４社目が名乗りを上げ、進めて

も成功はなし得ません。１社目のイメージフィール

ド社は民事再生法適用を受け、協定が破棄。２社目

のzipang社は、文春デジタルや北海道新聞でも報じ

られたとおり、本年３月末をもって、会社清算の予

定のため、協定継続不可による解除。ＣＧ制作に９

９０万円もの無駄な支出をし、いまだにこのような

状況で３社目を選定しようとしています。現状では

必ず失敗します。もう一度言います。必ず失敗しま

す。

以上です。

○議長（村上和子君） 町長、答弁。

○町長（斉藤 繁君） 議長のお許しを得ましたの

で、答弁させていただきますが、議員がおっしゃっ

たプロという意味はよく分かっております。議員も

プロからお話を聞いての御意見だと思います。我々

も当然プロと呼ばれる方、プロの方の指導を受けて

おります。現在、役場におられる起業人の方もプロ

の方ですので、当然我々は指導を受けております。

プロといっても、同じプロでも、プロの意見が全部

一致しているかといったらそうではございません。

プロと言われる方、弁護士、裁判官、放送の方も、

同じプロ同士でも当然意見は違いますし、お医者さ

ん、ほかのプロフェショナルの方も、必ずしも業界

の方の意見が一致しているとは限りませんので、当

然映画化に関しても、荒生議員の聞かれたプロフェ

ショナルの方、我々が指導を仰いでいるプロフェ

ショナルの方、見解の相違はあることは重々、そう

いうことは理解できますが、当然議員おっしゃると

おり、私、町長含めて、業界に関しては詳しいはず

がございません。プロではございませんので、プロ

の指導を受けながらしっかりと３社目を選定し、慎

重に選定してきたい。

特に１社目、２社目、協定が破断といいますか破

棄になりました。イメージフィールド、zipangとそ

れぞれ破断となった事象はありますが、この事象

は、協定を結んだときから、事前にリサーチして分

かったかといえば、当然両社の協定が解消された原

因については、協定結んだ当初は、客観的に見て分

からなかったと思います。

確かに１社目、２社目が解消されたということは

非常に残念ですし、町民、関係者の方をちょっと

がっかりさせたという私の責任といいますか、そう

いうものは痛感しております。非常に心が痛んでお

りますので、３社目、私が町長に就任してから会社

を選定する、協定を結ぶというのは初めてです。１

社目、２社目ともその前の段階で、私が町長になっ

たときに決まっておりましたので、どういう選定段

階とか私が言う立場にはないかもしれませんが、３

社目は、ぜひ私の目でといいますか、私が中心と

なって、しっかりとしたところを慎重に選んで、そ

して映画化が失敗すると荒生議員には忠告されてお

りますが、それにもめげず、私は必ず映画化できる

のだという強い意思でもって、この事業を成し遂げ

ていきたい。

私が町長になったときは、もう既にこの事業は始

まっておりましたが、だからといってこの事業を、

昨日も同僚議員の方の質問にお答えさせていただき

ました。やめたときの影響というのは計り知れませ

ん。映画化だけの問題ではありません。上富良野町

の観光、生きるか死ぬかぐらいの影響、ふるさと納

税に対する信頼は非常に失われますので、それを考

えたとき、安易にやめるとか、そういうことは当然

首長としては言えないと考えております。当然やっ

てできないこともあります。やめるという選択肢は
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存在しています。ただ、やれるかやれないかは、最

後までやってみて、それで本当にできなかったとき

は、そういう判断を下すかもしれませんが、それま

では精いっぱい全力で、もちろん職員も一生懸命

やってくれていますので、映画化実現に向けて頑

張っていきたいと考えております。

○議長（村上和子君） 再質問ございますか。よろ

しいですか。

以上をもちまして、８番荒生博一君の一般質問を

終了いたします。

これにて、本日の町の一般行政についての質問を

終了いたします。

──────────────────

◎休 会 の 議 決

○議長（村上和子君） お諮りいたします。

議事の都合により、３月９日から１４日までの６

日間を休会といたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 異議なしと認めます。

よって、３月９日から１４日までの６日間を休会

とすることに決定いたしました。

──────────────────

◎散 会 宣 告

○議長（村上和子君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。

本日は、これにて散会いたします。

午前１１時２４分 散会
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上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の

正確なることを証するため、ここに署名する。

令和５年３月８日

上富良野町議会議長 村 上 和 子

署 名 議 員 米 沢 義 英

署 名 議 員 荒 生 博 一



令和５年第１回定例会

上富良野町議会会議録（第５号）

令和５年３月１５日（水曜日）
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○議事日程（第５号）

第 １ 会議録署名議員の指名について

第 ２ 予算特別委員会付託

議案第 １号 令和５年度上富良野町一般会計予算

議案第２５号 上富良野町公共施設整備基金の一部支消について

議案第２６号 十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消について

議案第 ２号 令和５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算

議案第 ３号 令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算

議案第 ４号 令和５年度上富良野町介護保険特別会計予算

議案第 ５号 令和５年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予算

議案第 ６号 令和５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算

議案第 ７号 令和５年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

議案第 ８号 令和５年度上富良野町水道事業会計予算

議案第 ９号 令和５年度上富良野町病院事業会計予算

第 ３ 議案第１８号 上富良野町個人情報の保護に関する法律施行条例

第 ４ 議案第１９号 個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例

第 ５ 議案第２０号 上富良野町国民健康保険条例の一部を改正する条例

第 ６ 議案第２１号 上富良野病院事業の設置に関する条例の一部を改正する条例

第 ７ 発議案第１号 町長の専決事項の指定について（上富良野町税条例等の一部を改正する条例）

第 ８ 発議案第２号 町長の専決事項の指定について（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例）

第 ９ 発議案第３号 上富良野町議会個人情報保護条例

第１０ 閉会中の継続調査申出について

───────────────────────────────────────────────

○出席議員（１３名）

１番 元 井 晴 奈 君 ２番 北 條 隆 男 君

３番 髙 松 克 年 君 ４番 中 瀬 実 君

６番 中 澤 良 隆 君 ７番 米 沢 義 英 君

８番 荒 生 博 一 君 ９番 佐 藤 大 輔 君

１０番 今 村 辰 義 君 １１番 小 林 啓 太 君

１２番 小田島 久 尚 君 １３番 岡 本 康 裕 君

１４番 村 上 和 子 君

───────────────────────────────────────────────

○欠席議員（０名）

───────────────────────────────────────────────

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名

町 長 斉 藤 繁 君 副 町 長 佐 藤 雅 喜 君

教 育 長 鈴 木 真 弓 君 代表監査委員 中 田 繁 利 君

農業委員会会長 井 村 昭 次 君 会 計 管 理 者 及 川 光 一 君

総務課ＩＴ・
総 務 課 長 北 川 徳 幸 君 宮 下 正 美 君

組織機構担当課長

企画商工観光課長 狩 野 寿 志 君 町民生活課長 山 内 智 晴 君

保 健 福 祉 課
保健福祉課長 深 山 悟 君 星 野 章 君

健康づくり担当課長

農業振興課長
大 谷 隆 樹 君 建設水道課長 菊 地 敏 君

農業委員会事務局長

教育振興課長 谷 口 裕 二 君 ラベンダーハイツ所長 鎌 田 理 恵 君

町立病院事務長 長 岡 圭 一 君

───────────────────────────────────────────────

○議会事務局出席職員
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局 長 星 野 耕 司 君 次 長 飯 村 明 史 君

主 事 真 鍋 莉 奈 君
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午前 ９時００分 開議

（出席議員 １３名）

──────────────────

◎開 議 宣 告

○議長（村上和子君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。

ただいまの出席議員は１３名でございます。

これより、令和５年第１回上富良野町議会定例会

５日目を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。

──────────────────

◎諸 般 の 報 告

○議長（村上和子君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。

事務局長。

○事務局長（星野耕司君） 御報告申し上げます。

予算特別委員長から、本定例会で付託されました

議案第１号令和５年度上富良野町一般会計予算から

議案第９号令和５年度上富良野町病院事業会計予算

まで及び議案第２５号上富良野町公共施設整備基金

の一部支消について、議案第２６号十勝岳と共生す

るまちづくり応援基金の一部支消についての議案に

ついての審査報告書の提出がありました。また、議

会運営委員長、総務産経常任委員長及び厚生文教常

任委員長から、閉会中の継続調査として別紙配付の

とおり申出がありました。

以上であります。

○議長（村上和子君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。

──────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（村上和子君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名について行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、

９番 佐 藤 大 輔 君

１０番 今 村 辰 義 君

を指名いたします。

──────────────────

◎日程第２ 予算特別委員会付託

○議長（村上和子君） 日程第２ 予算特別委員会

付託の議案第１号令和５年度上富良野町一般会計予

算、議案第２５号上富良町公共施設整備基金の一部

支消について、議案第２６号十勝岳と共生するまち

づくり応援基金の一部支消について、議案第２号令

和５年度上富良野町国民健康保険特別会計予算、議

案第３号令和５年度上富良野町後期高齢者医療特別

会計予算、議案第４号令和５年度上富良野町介護保

険特別会計予算、議案第５号令和５年度上富良野町

ラベンダーハイツ事業特別会計予算、議案第６号令

和５年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算、議

案第７号令和５年度上富良野町公共下水道事業特別

会計予算、議案第８号令和５年度上富良野町水道事

業会計予算、議案第９号令和５年度上富良野町病院

事業会計予算を一括して議題といたします。

本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。

予算特別委員長、岡本康裕君。

○予算特別委員長（岡本康裕君） ただいま上程さ

れました予算特別委員会付託事件につきまして、朗

読をもって報告と代えさせていただきます。

予算特別委員会審査報告書。

本委員会に付託された議案は、審査の結果、次の

とおり決定したので、会議規則第７７条の規定によ

り、審査の経過等を付し報告する。

上富良野町議会議長、村上和子様

予算特別委員会委員長、岡本康裕。

記。

１、審査の経過。

本委員会は、令和５年第１回定例会２日目の３月

３日に設置され、議案第１号から議案第９号まで及

び議案第２５号から議案第２６号までの付議事件の

付託を受けた。

３月９日に委員会を開催し、正副委員長及び分科

長を選出し、直ちに議案審査に入った。

議案第１号の一般会計予算の歳入歳出、議案第２

５号及び議案第２６号の各基金の一部支消及び議案

第２号から議案第９号までの各会計予算の歳入歳出

の質疑を、３月９日、１０日、１３日に行い、理事

者の答弁を求め、二つの分科会でそれぞれ審査意見

の取りまとめを行った。

３月１４日に委員会を開催し、各議案の審査意見

を集約して理事者に提出し、所信表明を受け、議案

ごとに討論と採決を行った。

２、表決及び結果。

令和５年度上富良野町一般会計予算、議案第２６

号十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消

について、元井晴奈委員、荒生博一委員から、修正

案（別紙）が提出され、提案者から説明を受けた

後、質疑、討論を行い、修正案について起立採決を

行った結果、賛成多数で可決となった。

続いて、修正部分を除く原案について起立採決を

行った結果、賛成多数で可決となった。

議案第２５号、議案第２号から議案第９号の討論

を行い、議案ごとに起立による採決を行った結果、

賛成多数により原案どおり可決となった。

審査意見。
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別紙のとおりであります。

以上で、予算特別委員会審査報告といたします。

○議長（村上和子君） これをもって予算特別委員

長の報告を終わります。

委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 可否同数であります。

よって、地方自治法第１１６条第１項により議長

の決するところによります。

よって、議案第１号令和５年度上富良野町一般会

計予算から議案第９号令和５年度上富良野町病院事

業会計予算まで及び議案第２５号上富良野町公共施

設整備基金の一部支消について、議案第２６号十勝

岳と共生するまちづくり応援基金の一部支消につい

ては、委員長の報告のとおり決定いたしました。

──────────────────

◎日程第３ 議案第１８号から

日程第４ 議案第１９号まで

○議長（村上和子君） 日程第３ 議案第１８号上

富良野町個人情報の保護に関する法律施行条例、日

程第４ 議案第１９号個人情報の保護に関する法律

の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例を議

題といたします。

関連がありますので、一括して提出者から提案理

由の説明を求めます。

総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） ただいま一括上程いた

だきました議案第１８号上富良野町個人情報の保護

に関する法律施行条例及び議案第１９号個人情報の

保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備

に関する条例につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。

本条例につきましては、デジタル社会の形成を目

指し、必要な施策を迅速かつ重点的に推進し、我が

国経済の持続的かつ健全な発展と国民の幸福な生活

の実現に寄与することを目的として、個人情報の保

護に関する法律等の関係法律が改正されたことによ

り、個人情報保護制度の全国統一のルールとなるこ

とから、当町の状況を踏まえながら、同法に基づい

た個人情報保護制度を運用していくため、現行の上

富良野町個人情報保護条例を廃止し、新たな条例を

制定するとともに、関係条例の整備をするものでご

ざいます。

議案第１８号を御覧いただきたいと思います。

議案第１８号上富良野町個人情報の保護に関する

法律施行条例。

以下、条文の朗読を省略いたしまして、条に沿っ

て、その概要のみを御説明いたします。

まず、第１条、趣旨につきましては、個人情報の

保護に関する法律の施行に関し必要な事項を本条例

において定めるものでございます。

第２条、定義については、本条例において実施機

関として、町長、教育委員会、選挙管理委員会、公

平委員会、監査委員、農業委員会、固定資産評価審

査委員会、水道事業管理者及び病院事業管理者を定

義し、使用する用語につきましては、法及び施行令

で使用する用語とする規定を設けるものでございま

す。

第３条、開示請求の手続、第４条、開示決定の期

限に関する特例については、開示請求書の記載事

項、開示決定に対する期間として、法における３０

日以内を１４日以内とし、事務処理上困難な場合な

どの延長の期間として、６０日以内を２８日以内と

する規定を設けるものです。これについては、現行

条例の規定と同様とするため規定するものでござい

ます。

第５条、開示請求に係る手数料等については、町

手数料条例に定める額とし、納付方法等について

は、規則で別に定めることを規定するものです。

２ページをお開きいただきたいと思います。

第６条、訂正請求の手続、第７条、利用停止請求

の手続については、開示請求書の記載事項について

規定を設けるものです。

第８条から第１９条については、町個人情報保護

審査会の設置について規定するもので、内容につき

ましては、現行条例と同様となってございます。

４ページをお開きいただきたいと思います。

第２０条については、この条例の運用状況につい

ては、毎年公表することを規定するものです。

第２１条については、委任について規定するもの

でございます。

附則についてですが、第１条により当該条例の施

行日を令和５年４月１日とするとともに、第２条に

より、現行の上富良野町個人情報保護条例を廃止す

るものです。

第３条からは、上富良野町個人情報保護条例の廃

止に伴う経過措置といたしまして、廃止前の規定に

より知り得た個人情報についての取扱いを規定する

ものでございます。

次に議案第１９号を御覧いただきたいと思いま

す。

議案第１９号個人情報の保護に関する法律の一部

改正に伴う関係条例の整備に関する条例。

第１条、上富良野町公の施設に係る指定管理者の

指定手続条例の一部改正。

第２条、上富良野町債権管理条例の一部改正。

第３条、上富良野町町税等の滞納者に対する行政
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サービスの制限措置等に関する条例。

第４条、上富良野町手数料条例の一部改正につき

ましては、いずれも現行条例の名称を引用している

条文につきまして、新たな条例名等に改正するもの

でございます。

施行期日は、令和５年４月１日から施行するもの

です。

以上で、議案第１８号上富良野町個人情報の保護

に関する法律施行条例及び議案第１９号個人情報の

保護に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備

に関する条例の説明といたします。

御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） お伺いいたします。非常に

これ分かりづらいというか、この町の提出された資

料を見ますと、情報の一元化ということのうたい文

句であります。それと同時に、自治体の持っている

情報も、国あるいは民間とのやり取りの中でも情報

ができるようなオープンデータ化というか、そんな

ような形の中で情報提供がなされるというような、

こういった社会の複雑化する中で、それぞれ民間も

公も情報をやり取りしながら、社会の潤沢な流れを

つくろうというような、これは私の解釈になります

が、そういったような条文、中から出てきているの

かなというふうに思いますが、今回提案されたこの

情報、個人情報の保護法のその目的趣旨というの

は、どういったところから提案されているのかお伺

いいたします。

○議長（村上和子君） 総務課長。

○総務課長（北川徳幸君） ただいま７番米沢議員

の御質問にお答えいたしたいと思います。

前段でも説明したとおり、個人情報の保護に関す

る法律が改正されたことによりまして、本条例を改

正するものでございます。

国におきましては、デジタル庁を創設いたしまし

て、国や地方のデジタル業務改革を強力に推進する

方針を取りまとめました。これに伴い、情報化の進

展や個人情報の有用性の高まりを背景として、官民

や地域の枠を超えたデータ利活用の活発化に対応す

るため、必要となる部分について全国統一のルール

となることとしている方針でございます。これを受

けまして、町では個人情報、国の情報保護法を鑑み

まして、町の条例も考慮した中で、より国の方針に

沿った形で本条例を制定するものでございます。

以上でございます。

○議長（村上和子君） ７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） お伺いいたします。何点か

お伺いいたしますが、現行では、国の制度ちょっと

分からないのですが、現行では個人情報を提供する

場合、要件として一定、個人のやはり理解だとか、

内容を変更した場合の理解、当然同意を求めなけれ

ばならないというふうに上富良野町の条例などにお

いても施行されていると思いますが、今後こういう

やり取りの中で、これが国に一元化されるという動

きが、情報のやり取りが行われるという状況になっ

た場合、個人との同意との関係は、情報の、どうい

うふうになるのか分からないのでお伺いいたしま

す。

もう一つお伺いしたいのは、いわゆる非識別加工

情報という形で、情報は流してはいけないだとか、

これは公にしてはいけないだとか、いろいろな情報

があるというふうに思いますが、こういった情報と

いうのは、上富良野町でいえば加工情報というので

すか、そういうものというのはどういう情報が対象

になっているのかお伺いいたします。

さらに、今回の条例の中身でいえば、匿名加工情

報というのが掲載されております。この匿名加工情

報は、本条例の中ではどのような対応になっている

のか、これもこの条例の中に盛り込んで、いわゆる

行政機関匿名加工情報の提案を募集を募るために匿

名加工情報をしなければならないというふうになっ

ているのか、それに基づいた手数料条例はあるとい

うふうに思いますが、これは本条文の中ではどのよ

うな、上富良野町でこういった情報、匿名加工情報

というのが実施されるのかどうなのかお伺いいたし

ます。

さらに審査委員会の在り方でありますが、、個人

情報保護審査委員会があるというふうに思います。

この審査委員会は、町独自の５名の委員を選任し

て、そこの中でいろいろと審議、やり取りするとい

うふうになっていると思います。これは、上部の

道、国の機関が言って、この地方の審査委員会のや

り取りにも介入できるのかどうなのか、その点お伺

いいたします。

いろいろ心配なことがありまして、これだけ情報

が氾濫していて、非常に複雑なってきて、やはり

オープンデータ化という形の中で、自由に個人情報

が本当に匿名加工という形の中で持ち出しされたり

だとかするということになれば、大変な状況になる

というふうに思いますので、そういうものも含めて

現状どのようになっているのか、まずお伺いいたし

ます。

他の自治体では、これは国がやっているので、地

方自治体で止めることはできないというような話も
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出てきております。また同時に、国のやっている制

度に乗って、乗ってしまってと失礼な言い方なので

すけれども、やはり移行したがために自由裁量がな

くなってしまったというような、そういう自治体も

既に現れてきております。やはり個人のこの情報だ

とかというのは、あくまでも本人の必要最小限、情

報が外部に持ち出すということはあってはならない

のですが、必要最小限、法令の範囲でそういう部分

もあるのかもしれません。しかし、それに至って

も、個人の同意がなければいけないというふうに思

いますので、その点、まずはさらに、ちょっと重複

していると思いますが、お伺いしておきたいという

ふうに思っております。その点お伺いします。

○議長（村上和子君） 宮下ＩＴ・組織機構担当課

長。よろしくお願いします。

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ７番米

沢議員からありました個人情報の条例の制定に伴い

ます、いわゆる個人情報保護制度の概要という御質

問かなというふうに思いますので、今るる質問いた

だきましたが、その中で３点の部分につきまして、

まとめて私のほうから、ちょっと細かい部分もあり

ましたので回答させていただきたいと思います。

まず前段の今回のこの条例改正の趣旨でございま

すが、この個人情報保護制度といいますか、この条

例あるいは法律自体の経過を申しますと、スタート

は、過去日本におきましては、いわゆるこの個人情

報の保護に関する法律という制度体系がない状況が

ありました。その当時あったのは、いわゆる住民基

本台帳法に基づくものということで、過去で言いま

すと、住民基本台帳誰でも閲覧できますよというよ

うなのが過去でございました。ただ、いろいろこう

いう、いろいろな情報をやり取りする中で、いわゆ

る個人情報の保護が必要だという機運が生まれまし

て、法律的には、国ではなくて先に各自治体が条例

施行で走ったという形になってございます。なの

で、当町も先に、国の法律ができる前に、当町も最

初に、たしか平成１３年だと思いますが、１３年に

いわゆる最初の個人情報保護条例というのができ

て、そのときまだ全国でもそんなに多いところでは

なかったところでございます。その後、全国の各自

治体でも条例施行が進んできまして、国のほうも一

定程自分たちもということで、国のほうはたしか平

成１５年に法律ができたのかなというふうに思って

います。

その中で、これまでもそうなのですけれども、個

人情報、今でもそうですが、自由にやり取りをしま

しょうということではございません。あくまで個人

情報は適切に使いましょう、その大原則というの

は、いわゆる８原則というのがあるのですけれど

も、個人情報を取り扱う上での８原則というのがあ

りまして、その中では、基本的に本人のまず同意が

必要なのですということが、同意をもらうときも何

のためにもらうのか、どういう内容をもらうのか、

どういうことを私たちは取り扱っているかというの

を公表するのか、あるいは集めた情報をきちんと正

しく持たないと駄目です、その個人情報に対しては

誰が責任を持つのかというようなことがありまし

て、それを統一しようとして、それぞれ国の法律で

すとか、あるいは当町のこれまでの条例も整備がさ

れてきております。かつ、今言いましたいわゆる８

原則というのは、日本だけではなくて世界基準に

なっています。今、個人情報というのは、日本国内

だけではなくて、いわゆるネット社会でいろいろ皆

さん買い物等々をしますが、その中では皆さんの個

人情報がどんどん、国を超えてやり取りしますの

で、日本はちゃんと扱っているけれども、相手の国

が扱ってないと取引も実際には支障が出るというこ

とで、きちんとそういう部分は整備をしましょうと

いうふうになってございます。

それを受けまして、今回のこの制度なのですけれ

ども、今言いましたように、もともと国が後から法

律をつくった関係上、国がつくったのは、国が取得

する情報に関しての法律をつくります。各自治体

は、もう先に条例があるので、それはそれぞれの自

治体ごとで決めなさいという法律体でにスタートし

ましたので、国で今までありました法律というの

は、国があるいは国の関係機関が取り扱うべき個人

情報の取扱いを定めます、自治体はそれぞれ条例で

定めなさいというふうになっていました。ただ、年

数がたってくるうちに、ほぼ国の内容と地方の条例

の内容というのは、ほぼ同一になっています。違う

というのは、先ほどありましたが、いわゆる審査日

数ですとか、申立期間日数等が若干差異があります

ので、そこら辺は違いましたが、基本は同一の内容

になってきて、細かい部分で違いがあるというよう

な状況になってきました。

今回、先ほど総務課長のほうからもありました

が、いわゆるデジタル社会という中では、そこら辺

の差も少し整備をしていかないときちんとできない

ということで、今回、今まで各自治体は、それぞれ

決めなさいと言っていた部分を国のほうで定める法

律のほうに法替えしますよということで法律が改正

されましたが、内容的には、今、私どもが持ってい

た現行条例と同様の内容がそのままありますので、

特に扱いに関して何か大きく変わるというものにつ

いてはないというふうに想定をしております。ま

た、これまで各自治体間でも差異がありましたが、

そういう部分なくなりますので、これまで支障と
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なった部分については解消はされるのかなというふ

うにに思っております。ただ、解消がされることに

よって自由にやれるということではなくて、今まで

ありましたように、まず個人情報を取得するために

は、使用目的等を明らかにして、本人の同意を得て

収集するというのが大原則。そういうふうに収集し

たものについては、あらかじめ明らかにした目的に

沿ってのみ使いますということが大原則になってい

ます。それを超えるものは何かということなのです

けれども、それを超えるものは、基本は法律が定め

るという形になってますので、いわゆる国会の中

で、この情報については法律に基づいて使えるの

か、使えないのかという部分を決めるという形に

なってございますので、勝手に何でもやれるという

ことを国ができるということではなくて、やれるこ

と、やれないことを含めて、そこは法律できちんと

規定がされていくのだろうなというふうに思ってご

ざいます。それが、ちょっと長くなりました、前段

同意必要なのかという問題ございますが、そちらに

つきましては、基本今までどおりと変わってござい

ませんので、当町もこれまでもいろいろな申請書等

を見ていただくときにあると思うのですけれども、

新しいことに関しましては、いわゆる個人の御住所

ですとか名前ですとか、そういうところを書ときに

は、利用目的を表示してしていくように同意した上

で、申請してくださいというような文言も入ってお

りますので、そういう部分につきましては、これか

らも変わらないという形なってございます。

次に２番目、非加工情報の関係でございます。こ

ちらにつきましては、国の法律のほうで先に国はス

タートしたのですけれども、町の条例としまして

は、前回の改正のときにそこをどうするかという議

論がございました。いわゆる非加工情報というの

は、オープンデータ化といいますか、人の、個人の

動きに関する情報を誰か分からないようにして分析

することによって、新しい経済活動のほうに使える

というような情報のことでございます。皆さんのふ

だんの生活の中でいくと、インターネットとかを見

ているときにいろいろな広告が出てくると思います

が、何となくそれぞれ皆さんの興味のあるようなも

のが勝手に抽出されて出てくるとか、あと最近でい

きますと、コロナ禍でいきますと、いわゆる人の動

きとか、スマホの電波で、何時のところには人がい

る、いないとかといって、そういうふうに人の動き

をデータ化して、皆さんのふだんの生活の利便性を

図るようなこともやってきましょう、それの基にな

るのがこのいわゆる匿名化情報というのがありまし

た。これは大都会のように何十万人も人が動くよう

なデータであれば、いわゆる経済的価値はあるのか

なというふうに思いますが、当町のように小さい町

でいきますと、あまりやると、もしかすると個人が

特定されてしまう、あるいは変な話ですが、どこど

この町内のここら辺にいる人たちというのが出るの

はやはりあれでございますので、うちの条例として

は、これまではこの匿名加工情報の利用の部分につ

いては規定をしておりませんでしたので、これまで

募集等もしていなかったという形になります。

今回は、これが国のほうの法律の上に一元化され

ましたので、その中でやるとすると、そちらのほう

を使ってやるというふうになりますが、現状ではそ

ういうことは想定はしていないというところでござ

います。ただ、こちら民間の事業者が大きなエリア

で何かこういうことをしたいというような提案があ

れば、そのときに協議をするような形になるのかな

というふうに思ってございますが、現時点ではそう

いう話等も町のほうにはいただいてないという状況

になってございます。

それとあと三つ目、審査委員会の関係です。審査

委員会につきましては、町のほうでも一応、いろい

ろな取扱いに関しては、国の法律には基づきますけ

れども、取扱いの細部の部分、判断を求められる部

分については、判断をしていかなければなりません

ので、審査委員会の設置は必須ではありません。町

長が決めればいいことなのですけれども、ただこれ

までの経過もありますし、いわゆる個人情報の取扱

いにつきましてはいろいろな考え方もございますの

で、町としましては、そういう判断が必要な部分に

つきましては、審査委員会をこれまでどおり設置を

して審議をいただくという形になってございます。

これに関しましては、いわゆる北海道あるいは国

の審査委員会どうなのだということで、基本的には

立ち入ってくることはございません。国の審査委員

会は法律で定められていますが、それはまた別な任

務がある必須の委員会でございますので、そちらは

あれですけれども、基本うちの審査委員会自体に何

か上のほうからあるというような形はないというこ

とでございます。ただ、その審査結果に基づいて不

服等の何かがあるときにつきましては、今通常ある

制度の中での審査というものについては、北海道あ

るいは国のほうに出されることも想定されますけれ

ども、それはいわゆる個人情報保護制度とはまた別

の、行政手続の部分の話になるのかなというふうに

思いますので、基本、うちの置く審査委員会につき

ましては、その上下関係の中の一つではないという

ことで御理解をいただければなと思っています。

以上、３点の部分につきまして回答させていただ

きます。

以上です。
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○議長（村上和子君） よろしいですか。

７番米沢義英君。

○７番（米沢義英君） どちらにしても、この得た

側は、その目的に沿って当然使用しなければならな

いということが原則でありますが、ただそれが果た

して実行されているかどうかということであれば、

相当分からない部分があります。目的外にひょっと

したら使用されている可能性もあります。どちらに

しても、そういう課題があるのだというふうに思っ

ております。

もう一つは、このデジタルという形で、国の意向

にずっと合わせるということになると、マイナン

バーカードもそうです。そして国民健康保険証と

の、保険証ですね。全ての保険なのですが、それも

結局マイナンバーカードに一元される。将来は銀行

口座も、本人が同意があればそちらも登録できると

いうような方向で既に動いております。仮に、仮の

話で大変申し訳ないのですが、国の、これ以外は、

そういった国の決められた以外のいわゆる児童手当

だとかそういうものも全部、今でも口座振込みの部

分あるのですが、制度以外は使っては駄目ですよと

いうことになりかねないような、そういうようなこ

とが起こり得るのかどうなるかというのがちょっと

私、疑問に思っております。

何よりもこのデータというのは、今の国のデジタ

ル社会の中で網羅されている内容なのです。匿名加

工に至っても、これも匿名加工した部分で、ほかの

データと合わせて使っては駄目だということには

なっているのですが、しかしそれすら、ひょっとし

たら他のデータと合わせれば、米沢なら米沢の情報

がすぐに明らかになるという、今、この社会です。

そういう社会ですから、もう本当に個人のデータと

いうのが世界に飛び交というようなそういう状況に

なってまして、やはりそれぐらいに、やはりこの個

人のデータというのは、自治体の判断で、自治体で

きちっと管理すれば、私はそれでいいのだと思うの

です。行政が、国が上から介入しなくても、従来の

ように国は国の制度でやって、自治体は自治体で必

要な管理を行ってやれば、それで十分だというふう

に私は思っているのです。この点はどういうふうに

お考えなのか、ちょっとお伺いしておきたいなとい

うふうに思います。

あと、この中に滞納者の、議案第１９号なのです

が、第３条の中に、町税の滞納者に対する行政サー

ビスの制限条例というのがあります。これは、結局

税の滞納等行った場合に、あった場合に、いろいろ

制限するというような条文なのかなというふうに思

いますが、ちょっとそこの改正なのか、併せて個人

情報との関係でよく分かりませんが、現状で言え

ば、この滞納者の行政サービスの制限条例の対象に

なるというのは、どういう状況のときに対象になる

のか、これ併せてお伺いしておきたいと思います。

私は言いたいのは、やはりこの行政の国の制度と

いうのは、本当にここに書いてあるように、民間に

も情報をやはり提供できる環境づくりというのが、

どんどんどんどん、今もう既に一部進められており

ますので、これは絶対容認できないものです。これ

は直ちに、やはりこの条例の見直しをやめて、地方

自治体の権限できちんと対処できるような条例の設

定というのがどうしても必要だと思います。答弁お

願いします。

○議長（村上和子君） ＩＴ・組織機構担当課長。

○ＩＴ・組織機構担当課長（宮下正美君） ７番米

沢議員からありましたマイナンバーに伴う質問のほ

うにつきまして、私のほうから回答させていただき

ます。

それでまず前段なのですけれども、マイナンバー

とマイナンバーカードというのは、ちょっと混同さ

れて思われているかもしれないのですけれども、マ

イナンバーカードでよろしいですか。

マイナンバーカードにつきましては、今、取得を

それぞれ推進してお願いをしているところでござい

まして、町のほうもそれなりの数字になっておりま

す。このマイナンバーカードなのですけれども、使

い道としましては、基本身分証明書としても使えま

すよということと、あとマイナンバーを提供すると

きに身分証明書の代わりで本人確認と一緒にするこ

ともできますよと。あと一番大きな利用目的としま

しては、中に入っているいわゆる電子証明書という

のが入っていまして、インターネットを使って本人

確認をするときに使えるものとして使っていますと

いう形になってございます。そのためのカードとい

う形になっています。

この利用目的について、今、国のほうで保険証

等々に拡大をするということでなってございます

が、そちらにつきましては、国が議論した中での取

決めでございますので、それに対して町がというふ

うにはちょっとできませんので、国の制度に基づい

て行われる結果だというふうに思ってございます。

あと、いわゆる民間と行政との間の情報のやり取

りがすごい楽になるのではないかというふうな御質

問なのですけれども、基本、今の法律、これまでの

法律もそうなのですけれども、個人情報の取扱いに

ついて、いわゆる国の自分たちが取り扱うものプラ

ス、先ほどちょっと、ごめんなさい、漏れたのです

けれども、旧の法律は自治体以外なので、国が取り

扱う自治体のことと、あと民間事業者がやらなけれ

ばならないことは法律で決められていました。なの
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で、本当に自治体が取り扱う部分だけ横になってま

したということなので、民間については今までどお

り、先ほど言いましたが、本人の同意に基づいて取

得をして、その範囲内で使いなさいという形になっ

てございますので、こちら先ほど言いましたように

私どもも一緒でございますので、いわゆる使い道に

ついてはこういうことに使うので、同意の上請求し

てくださいのようなことをやりますので、基本は利

用目的に沿って、それぞれがやり取りをするという

部分についてはこれまでと変わりませんので、法律

に一元化されたので、そこの壁が取っ払われたとい

うことでがないということで御理解をいただきたい

と思います。

それと、基本、法律、条例の話でいきますと、町

で条例をつくったらということでございますが、今

回でいきますと、いわゆる上位になります法律のほ

うで各自治体の責務を決められてしまいましたの

で、基本それに反するような条例につきましてはつ

くれないというのが地方自治法の大原則でございま

すので、ここら辺につきましては、私のほうでこう

します、こうしますということにつきましては、

ちょっとお答えができないという形になってござい

ますが、基本、マイナンバー制度もそうなのですけ

れども、今、国が全ての情報を自分たちが好き勝手

に使えるように集めてしまっているという状況には

ないということだけは御理解をいただきたいと思い

ます。マイナンバー制度が始まるときにも説明をさ

せていただきましたが、それぞれ必要な情報という

のは、それぞれの自治体も含めて、いろいろな情

報、それぞれの機関が持っていると。そして、その

情報のやり取りにつきましては、法律上決められた

範囲の情報しか取得あるいは提供ができないという

のもこの国のほうの法律で決められてますので、そ

の中でその必要なときに情報提供の依頼が来て、必

要な情報を請求した先に返すと。あくまでもそれ

は、法律で認められた範囲の事務と項目、かなり細

かい項目まで書かれているのですけれども、そうい

うのに基づいてやり取りをするというのが大原則で

ございますので、取得したほうが取得した情報を、

ではそれ以外の目的に勝手に使っていいのかとなり

ますと、それは法律違反という形になってまして、

そちらについては、たしか年に、監査制度がありま

して、国のほうでは監査をして、そういう部分を審

査するために国の法律の中でいわゆる国の個人情報

保護審査会というのが、個人情報保護委員会です

ね、というところがあって、そこが監視を常にして

いるという状況になってございますので、私どもも

基本的には適正に私たちが持っている個人情報を、

これらも扱っていく責務もありますので、そういう

趣旨に基づいて取り進めていきたいと思ってござい

ます。

行政サービス制限条例につきましては、町民生活

課長のほうからお答えいたします。

○議長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。

○町民生活課長（山内智晴君） ７番米沢議員の

サービス制限条例の関係についての御質問にお答え

いたします。

今回の１９号の改正につきましては、この条例が

引用している部分の条文の名称の改正ということに

なっておりますが、ここの部分でいう個人情報とい

うのは、基本的に町費を投じて行政サービスを行っ

た部分の一部町税等に対する滞納がある場合に、

サービスを一部制限するというふうな条文になって

おります。こちらにつきましては、基本的には個人

情報の部分が所管課でいろいろな補助金等のサービ

スがございます。その要項に基づくこのサービス条

例を適用するかしないかというところの条文に基づ

きまして、その審査の一端をうちのほうで担うとい

うことで、あくまでその条例を使うことに同意を得

た方の部分に関してうちで回答するというところの

部分の条例となっておりますので、特にこれが変

わったから中身が変わるということではございませ

んので、この部分に関しては御理解いただきたいと

思います。

○議長（村上和子君） よろしいですか。３回終わ

りましたので。

ほかの方、ございますか。質問ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第１８号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１８号上富良野町個人情報の保護

に関する法律施行条例は、原案のとおり可決されま

した。

次に、議案第１９号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第１９号個人情報の保護に関する法
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律の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例

は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第５ 議案第２０号

○議長（村上和子君） 日程第５ 議案第２０号上

富良野町国民健康保険条例の一部を改正する条例を

議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町民生活課長。

○町民生活課長（山内智晴君） ただいま上程いた

だきました議案第２０号上富良野町国民健康保険条

例の一部を改正する条例につきまして、提案の要旨

を御説明申し上げます。

令和５年２月１日に公布された健康保険法施行令

等の一部を改正する政令において、出産に係る経済

的負担を軽減するため、健康保険法等に基づく出産

育児一時金等の支給額が一律８万円引き上げられ、

北海道内の国民健康保険基準の統一が必要なことか

ら、上富良野町の国民健康保険の出産育児一時金の

支給について、所要の改正を行うものであります。

以下、議案を朗読し、御説明申し上げます。

議案第２０号上富良野町国民健康保険条例の一部

を改正する条例。

上富良野町国民健康保険条例（昭和３４年上富良

野町条例第４号）の一部を次のように改正する。

第６条第１項中、「４２０,０００円」を「４８

８,０００円」に改め、「ただし、当該出産が健康

保険施行令（大正１５年勅令第２４３号）第３６条

ただし書に規定する出産であると町長が認めたとき

は、これに１２,０００円を加算して支給する」を

追加する。

附則。

１、この条例は、令和５年４月１日から施行す

る。

２、この施行日前に出産した被保険者に係る上富

良野町国民健康保険条例第６条の規定による出産育

児一時金の額については、なお従前の例による。

以上で、議案第２０号上富良野町国民健康保険条

例の一部を改正する条例の説明といたします。

御審議いただきまして、議決くださいますようお

願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説

明を終わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第２０号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第２０号上富良野町国民健康保険条

例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され

ました。

──────────────────

◎日程第６ 議案第２１号

○議長（村上和子君） 日程第６ 議案第２１号上

富良野病院事業の設置に関する条例の一部を改正す

る条例を議題といたします。

提出者から提案理由の説明を求めます。

町立病院事務長。

○町立病院事務長（長岡圭一君） ただいま上程い

ただきました議案第２１号上富良野病院事業の設置

に関する条例の一部を改正する条例について、その

要旨を御説明させていただきます。

平成２０年１月から富良野協会病院との病病連携

によりまして、循環器内科医師の派遣を受けて診療

業務を行ってきたところでありますが、令和４年４

月からの協会病院医師体制が変更となりましたこと

から、同月、町立病院への循環器内科医師の派遣が

中止され、診療を休診としていたところでございま

す。

今後におきましても医師確保が厳しい状況にあ

り、診療再開の見通しが立たないことから、診療科

目から循環器内科を廃止するため、本条例の一部を

改正するものでございます。

以下、議案を朗読して説明に代えさせていただき

ます。

議案第２１号上富良野町病院事業の設置に関する

条例の一部を改正する条例。

上富良野町病院事業の設置に関する条例（昭和４

２年上富良野町条例第１７号）の一部を次のように

改正する。

第２条第１項第３号を削り、第４号を第３号と

し、第５号を第４号とし、第６号を第５号とする。

附則。

この条例は、令和５年４月１日から施行する。

以上で、議案第２１号上富良野病院事業の設置に

関する条例の一部を改正する条例についての御説明

とさせていただきます。

御審議いただきまして、御議決賜りますようお願

いいたします。

○議長（村上和子君） これをもって提案理由の説
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明を終わります。

これより質疑に入ります。御質疑ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） ないようでございますの

で、質疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから議案第２１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、議案第２１号上富良野病院事業の設置に

関する条例の一部を改正する条例は、原案のとおり

可決されました。

ここで、暫時休憩といたしたいと思います。

再開は１０時１０分といたします。よろしくお願

いいたします。

──────────────────

午前 ９時５４分 休憩

午前１０時１０分 再開

──────────────────

○議長（村上和子君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。

──────────────────

◎日程第７ 発議案第１号

○議長（村上和子君） 日程第７ 発議案第１号町

長の専決事項の指定について（上富良野町税条例等

の一部を改正する条例）を議題といたします。

提出者から趣旨説明を求めます。

８番荒生博一君。

○８番（荒生博一君） ただいま上程いただきまし

た発議案第１号町長の専決事項の指定について（上

富良野町税条例等の一部を改正する条例）につきま

して、趣旨を御説明申し上げます。

本件は、町長から令和５年２月９日付で専決処分

事項指定の依頼があり、国において令和５年度の地

方税法等の一部を改正する法律案が本定例会閉会後

に可決される見通しであることから、地方自治法第

１８０条の規定により、上富良野町税条例等の一部

を改正する条例について専決処分をしたい旨、令和

５年度地方税制改正案の要旨及び概要を添えて依頼

があったところでございます。

これを受けて、令和５年２月９日、２２日の議会

運営委員会、２月２１日の総務産経常任委員会及び

２月２４日の全員協議会で審議し、本定例会に上程

するものであります。

それでは、以下、議案を朗読し、御説明申し上げ

ます。

発議案第１号町長の専決事項の指定について（上

富良野町税条例等の一部を改正する条例）。

上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。

令和５年３月２日提出。

上富良野町議会議長、村上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、荒生博一。

賛成者、上富良野町議会議員、佐藤大輔。

町長の専決事項の指定について。

次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。

記。

令和５年度の地方税法の一部改正に伴う上富良野

町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０号）等

の一部を改正すること。

以上で、発議案第１号町長の専決事項の指定につ

いて（上富良野町税条例等の一部を改正する条例）

の説明といたします。

御審議いただきまして、御議決くださいますよう

よろしくお願い申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから発議案第１号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第１号町長の専決事項の指定につ

いて（上富良野町税条例等の一部を改正する条例）

は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第８ 発議案第２号

○議長（村上和子君） 日程第８ 発議案第２号町

長の専決事項の指定について（上富良野町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例）を議題といたし

ます。

提出者から趣旨説明を求めます。

９番佐藤大輔君。
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○９番（佐藤大輔君） ただいま上程いただきまし

た発議案第２号町長の専決事項の指定について（上

富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）につきまして、趣旨を説明申し上げます。

本件は、町長から令和５年２月６日付で専決処分

事項指定の依頼があり、国において令和５年度の地

方税法等の一部を改正する法律案が本定例会閉会後

に可決される見通しであることから、地方自治法第

１８０条の規定により、上富良野町国民健康保険税

条例等の一部を改正する条例について専決処分をし

たい旨、令和５年度地方税制改正案の要旨及び概要

を添えて依頼があったところであります。

これを受けて、令和５年２月９日、２２日の議会

運営委員会、２月２０日の厚生文教常任委員会及び

２月２４日の全員協議会で審議し、本定例会に上程

するものであります。

それでは、以下、議案を朗読し、御説明申し上げ

ます。

発議案第２号町長の専決事項の指定について（上

富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）。

上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。

令和５年３月２日提出。

上富良野町議会議長、村上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、佐藤大輔。

賛成者、上富良野町議会議員、荒生博一。

町長の専決事項の指定について。

次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。

記。

令和５年度の地方税法の一部改正に伴う上富良野

町国民健康保険税条例（昭和３１年上富良野町条例

第７号）の一部を改正すること。

以上で、発議案第２号町長の専決事項の指定につ

いて（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例）の説明といたします。

御審議いただき、御議決くださいますようお願い

申し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 質疑を終了いたします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから発議案第２号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第２号町長の専決事項の指定につ

いて（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例）は、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第９ 発議案第３号

○議長（村上和子君） 日程第９ 発議案第３号上

富良野町議会個人情報保護条例を議題といたしま

す。

提出者から趣旨説明を求めます。

６番中澤良隆君。

○６番（中澤良隆君） ただいま上程いただきまし

た発議案第３号上富良野町議会個人情報保護条例に

つきまして、趣旨を御説明申し上げます。

まず、条例制定の経緯についてですが、国におい

ては、令和３年５月にデジタル社会の形成を図るた

めの関係法律の整備に関する法律の施行により、個

人情報の保護に関する法律が改正され、令和５年４

月１日より施行されることとなっています。これに

伴い、地方公共団体の個人情報保護制度について

も、現行の上富良野町個人情報保護条例から個人情

報保護法に基づく全国的な共通ルールが直接適用さ

れることとなったところであります。

しかしながら、町議会については、この共通ルー

ルの適用対象外とされているため、各議会ごとに独

自の個人情報保護制度を設ける必要があります。

そこで、共通ルールを踏まえ、町議会における適

正な個人情報を確保するため、必要な事項を定める

とともに、町議会が保有する個人情報についての個

人の権利を明らかにすることにより、議会の事務の

適正かつ円滑な運営を図り、個人の権利利益を保護

するため、上富良野町議会個人情報保護条例を制定

するものであります。

次に制定の概要についてですが、全国町村議会か

ら条例の例が示されており、条例案は総務省及び個

人情報保護委員会と協議の上示されたものであるこ

とから、本案に沿い制定することで個人情報保護に

関する法律との整合性や規定漏れを防ぐことができ

るものと考えるとともに、町が制定する上富良野町

個人情報の保護に関する法律施行条例との整合性を

図る必要があること等により、修正が必要な箇所に

ついて条文の修正等を行い、条例案を作成したとこ

ろであります。

これらを受け、令和４年１２月７日、令和５年１

月１８日、２月９日、２２日の議会運営委員会並び
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に２月２４日の全員協議会で審議し、本定例会に上

程するものであります。

それでは、発議案第３号を御覧いただきたいと思

います。

発議案第３号上富良野町議会個人情報保護条例。

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出いたします。

令和５年３月２日提出。

上富良野町議会議長、村上和子様。

提出者、上富良野町議会議員、中澤良隆。

賛成者、上富良野町議会議員、荒生博一。上富良

野町議会議員、佐藤大輔。

それでは、上富良野町議会個人情報保護条例、１

ページを御覧いただきたいと思います。

第１章から附則までの規定の内容について説明申

し上げます。

第１章、総則。第１条から第３条につきまして

は、個人情報の適切な取扱いや個人の権利利益を保

護することの条例を制定するための目的や、氏名や

住所などの個人情報の定義及び議会の責務について

規定するものであります。

３ページを御覧いただきたいと思います。

第２章、個人情報等の取扱い。第４条から第１６

条につきましては、個人情報の保有の制限や利用目

的の明示など、議会における個人情報の取扱いにつ

いて規定するものであります。

次、６ページを御覧いただきたいと思います。

第３章、個人情報ファイル。第１７条につきまし

ては、個人情報のファイル簿の作成及び公表につい

て規定したものであります。

７ページを御覧いただきたいと思います。

第４章、開示、訂正及び利用停止。第１８条から

第４６条につきましては、個人情報の開示請求権、

訂正請求権、利用停止請求権及び審査請求などにつ

いて規定するものであります。

次に、１５ページを御覧いただきたいと思いま

す。

第５章の雑則。第４７条から第５２条につきまし

ては、保有個人情報の適用除外などの雑則について

規定したものであります。

同じく１５ページの第６章罰則。第５３条から第

５７条につきましては、職員などが正当な理由がな

いのに他者に情報を提供した場合の罰則などについ

て規定するものであります。

次に、１６ページを御覧いただきたいと思いま

す。

附則につきましては、第１項で、施行期日は令和

５年４月１日と規定するものであります。第２項

で、第３０条に規定する開示手数料について、上富

良野町手数料条例の一部を改正して、手数料の額を

規定するものであります。第３項で、この条例の適

正な運用を図るため、上富良野町情報公開審査会に

諮問、調査、審議、また情報公開の推進に関し意見

を述べてもらうため、上富良野町情報公開条例の一

部を改正して規定するものであります。

以上で、発議案第３号上富良野町議会個人情報保

護条例の説明といたします。

御審議いただき、議決くださいますようお願い申

し上げます。

○議長（村上和子君） これをもって趣旨説明を終

わります。

これより質疑に入ります。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） なければ、質疑を終了いた

します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 討論なしと認めます。

これから発議案第３号を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は

御起立願います。

（賛成者起立）

○議長（村上和子君） 起立多数であります。

よって、発議案第３号上富良野町議会個人情報保

護条例については、原案のとおり可決されました。

──────────────────

◎日程第１０ 閉会中の継続調査申し出について

○議長（村上和子君） 日程第１０ 閉会中の継続

調査申し出についてを議題とします。

議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議規

則第７５条の規定により、各委員会において、別紙

配付の閉会中の継続調査の申出があります。

お諮りいたします。

各委員会からの申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（村上和子君） 御異議なしと認めます。

よって、各委員会からの申出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決定いたしました。

以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は全て終了いたしました。

──────────────────

◎町 長 挨 拶

○議長（村上和子君） 次に、本年度最初の定例会

のため、町長から御挨拶があります。

町長、挨拶お願いいたします。

○町長（斉藤 繁君） 議長の許可を得ましたの
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で、閉会に当たり皆様に御礼を申し上げたいと思い

ます。

本会議は、３月２日から始まりまして、２週間と

いう長い間、皆さんに御審議いただきまして、誠に

ありがとうございます。

おかげをもちまして、上程した議案につきまして

は全て御可決いただきまして、改めて感謝を申し上

げたいと思っております。

審議の中で皆様から承りました御意見等につきま

しては、しっかりと今後の町政運営において十分参

考にして、町政運営に邁進していきたいと、このよ

うに考えております。

審議の中でも話題に出てきたとおり、地方の情勢

というのは、大変厳しいものがあります。過疎化、

少子高齢化、そして昨今では物価高騰という問題も

加わり、課題が山積しております。これを一つ一つ

解決していくことが大切なことだと思っておりま

す。

特に令和５年度につきましては、町立病院、新子

どもセンターの建設が本格化し、そしてアフターコ

ロナにおける商工観光施策、特産品を含めた農業政

策、ゼロカーボンシティ宣言の実現など、次代を見

据えた事業が展開されることとなっております。

つきましては、私は事あるごとに皆様に意見交換

を含めて御理解、御協力を賜ってまいろうと思って

おりますので、引き続きどうぞよろしくお願いした

いと思います。

長い間、どうも御苦労さまでした。お疲れさまで

した。

ありがとうございます。

──────────────────

議 長 挨 拶

○議長（村上和子君） 私のほうからも、一言御挨

拶を申し上げます。

第１回定例会閉会に当たり、一言御挨拶を申しあ

げます。

令和５年３月２日から１５日までの１４日間の長

丁場にわたり、３日は町長の令和５年度の執行方

針、教育長の執行方針が述べられました。

町長の執行方針では、継続事業が大変多く、もち

ろん継続事業もしっかりやっていかなければなりま

せんが、公共施設の老朽化の問題もあり、ラベン

ダーハイツもこの先何十年も公設公営でやっていけ

るのか、大変心配であります。この施設は、私は専

門家に任すべき、民営化、職員では大変荷が重い、

重過ぎます。私の持論でございますが、大変そう

いったことで心配をいたしております。

また、物価代・燃料高騰等、事のほか町民の生

活、もう大変厳しさを増しております。この大雪の

除雪問題の在り方、乗合タクシー、農業者・酪農者

の減少問題の対応、子供出生率の向上率の低下、高

齢者支援、子育て支援と、本当に生活に大変な厳し

さを増しているものに対する大変意見をいろいろ意

見を述べていただきました。

教育長の執行方針については、生徒の学力の問

題、いじめの問題、学力は家庭学習が少ないから

と、このように申されております。これ、もう何年

も前から言われていることでありまして、今は大変

保護者も生活状況も厳しく、働いて、生活に仕事に

追われているという状況もございます。そういった

ことの見極めもしっかりしていただきまして、この

学力向上にも取り組んで、いじめの問題にも取り組

んでいただきたいと思います。

また、教育の先生方の働き方改革、これがあまり

進んでおりません。何とか進めていただくようよろ

しくお願いしたいと思います。

それから、２日にわたりまして７名の議員からの

一般質問では、３名の方が泥流地帯の方、映画化の

問題であり、大変町長とのやり取りの中で、ちょっ

とかみ合わない部分がありまして、大変残念に思い

ました。

予算委員会のほうでは、町長はじめ執行機関の職

員の皆さん方におかれましても、この審議の間、真

摯な説明等いただき、厚く御礼申し上げます。

定例会を通じて述べられました一般質問や意見書

等につきましては、今年１年間の行政執行に際しま

して反映され、特に泥流地帯の映画事業につきまし

ては、多くの議員からの意見等を踏まえ、今度こそ

実現の運びとなるよう強く要望する次第でございま

す。

長丁場で本当に熱心なる各議員の御審議により、

一部修正をさせていただきましたが、一般会計予

算、特別公営予算１３３億１,８６９万２,０００

円、一部修正になりましたが、この額、一部修正を

除き、全議案、予算お認めいただきまして、大変厚

く御礼申し上げます。

第１回定例会の閉会の当たり、大変簡単でござい

ますけれども、お礼の御挨拶とさせていただきま

す。

本当に長丁場、お疲れさまでございました。

ありがとうございました。

──────────────────

◎閉 会 宣 告

○議長（村上和子君） これをもって、令和５年第

１回上富良野町議会定例会を閉会いたします。

大変御苦労さまでございました。

午前１０時３５分 閉会
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